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はしがき

文字通り本誌本号の出来とともに、 20世紀はその激動の歴史の幕を閉じる。

思えば、人類の長い歴史のなかでも、教育がそれぞれの集団や国のワクを超えて、広く国際的な規模

で考えられるようになったのは、ほんの近年、今世紀も後半に入ってからのことといってよい。 r戦争

の世紀Jは、同時にまた、国際教育への道を聞いた「戦争修復の世紀jでもあった。当 「国際教育Jセ

ンターもまた、このような 20世紀が生んだいわば一種の歴史的所産と考えることさえできる。

今世紀後半の 50年は、そのままわが国新制大学の歴史そのものでもあった。ところが、その新制大

学が世紀もおしつまったいま、大学設置基準の改正、 18歳入口の急激な減少、加えて独立行政法人化

問題など、かつてない厳しい試練にさらされることになった。とりわけ、平成3年の大学設置基準の

改正では、戦後の大学教育を形づくる 2本柱となってきた「一般教育jと「専門教育jの区別を完全

に取り払ってしまった。これは、 「一般教育Jの自由な改廃をも可能なものとすることを意味する。

全学共通教育を担当する当国際教育センターのあり方もまた、あらためていま、厳しい点検を迫られ

ていると考えるべきではないか。

国際教育センターでは、各系列担当の全学共通科目について、その受講者に対する意識調査と授業評

価を毎年継続して行っている。受講者の意識の実態をできるだけ正確に把握することなしには、教育そ

のものの点検や改善は困難と考えられるからである。本号にも、その最新の調査結果を収録した。

本年度から、英語教育系列に新たに上村盛人教授をお迎えすることになった。上村教授は奈良教育大

学、関東学院大学、奈良県立医科大学で英語・英文学の教育・研究にあたられたほか、米国ワイオミン

グ大学での教育経験もおありになる。国際教育センターに新風を吹き込んでいただけるはずである。

日高敏隆学長が2期6年の任期を満了され、本年度末をもって退職される。初代学長として、わず

か6年の聞に県立大学を今日の姿にまで育て上げられたご功績は忘れられない。本「国際教育センタ

ーjの名づけ親もまた日高学長であった。現在の国際教育センターが、学長が当初企図された内容を

そなえるに至っているかどうかは心許ないが、今後ともに変わらぬご指導を切にお願い申し上げる。

平成 12年 12月

滋賀県立大学

国際教育センター長

大省泰照
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研究論文



ウィリアム・ワーズワス評伝(2 ) 

A Critical Biography of William Wordsworth (2) 

フランス革命(承前)

栗山稔

Minoru KURIY AMA 

イギリスにおけるフランス革命をめぐる論戦は、すでに触れたように、革命共感派をプライスとペ

インが、否定派をパークが代表していた。そして革命初期の段階ではプライス・ペイン的な論調が優

勢であった。プロワ滞在中、ワーズワスが革命に寄せた共感がフランス人の再生という実感に根ざし

ていたことをすでに指摘したが、その論理的根拠は出発前イギリスで有力であったプライス・ペイン

的な論調であった。彼は 1792年の夏と初秋、革命さなかのフランスで、 1790年のアルプス徒歩旅行を

題材とした『叙景小品Jを執筆した。これは『夕べの散歩』と同じ伝統的な風景詩で、いっそう野心

的な作品であるが、自然観察よりもむしろプライス・ペインの線に沿った激しい政治的感慨が読者の

興味をひく。ワーズワスはシャモニーの谷間を満たす雲を次のように描いている。

A mighty waste of mist the valley fills， 

A solemn sea! whose vales and mountains round 

Stand motionless， to awful silence bound. 

A gulf of gloomy blue， that opens wide 

And bottomless， divides the midway tide. 

(Descriptive Sketches， 1793，495・499)

巨大な雲の荒野が谷間を満たす。

厳かな海よ。山また谷と見まごう一面の大波は

じっと動かず、長ろしい沈黙に閉ざされている。

青い、暗い裂け目が大きく底なしの口を開け、

雲海を真っ二つに分けている。

この雲の裂け目は、前年(1791)、スノードン山頂から望んだ雲海の光景がシャモニーの叙景として活
オモテ

用されたことを物語っている。そして過去一年のあいだにスノードンの雲海は「神の霊が水の面を動

いていたJ(創世記， 1，2)という天地創造の記述と結びつけられ、原初の光景と重ねられるようになっ



2 栗山稔

ていたと想像できる。したがってワーズワスはシャモニーの谷間に、 『人間の権利』のペインととも

に天地創造からほど遠くない原初の時代の人間、至高の権利を持つ自由な人聞を、一瞬、垣間見る。

As Man in his primaeval dower array'd 

The image ofhis glorious sire display'd 

Ev'n so， by vestal Nature guarded， here 

The traces of primaeval Man appear. 

(Descriptive Sketches， 1793， 526・529)

原初の時代、天の賜物に飾られて、

人間は栄光の父の似姿を示していた。

ちょうどそのように、穣れのない自然に護られて、

ここには原初の時の人影が現れる。

しかし彼は一瞬の原初の夢想から覚めて、飢えにさいなまれる現実の人びとを見る。彼は自由の大波

が飢えの原因である圧制を押し流すように神に祈る。

Oh give， great God， to Freedom's waves to ride 

Sublime o'er Conquest， Avarice， and Pride， 

And grant that every scep汀edchild of clay， 

Who cries， presump加ous，“heretheir tides shall stay，" 

Swept in their anger from th'affrighted shore， 

With all his creatures si叫〈一torise no more. 

(Descriptive Sketches， 1793， 792・93;806・09)

おお偉大な神よ。自由の波に

征服、貧欲、倣慢の頭上高く押し寄せ・・・

王拐を手に、不遜にも「自由の波よ、ここで止まれJ

と叫ぶ土くれの子らを、彼らが作った一切とともに、

怒りのうちに、おののく岸からさらい、

二度と浮かび上がれないようにさせ給え。

ここで再び聖書の連想が起動し、あの雲海は地上の悪を押レ流すためにもっとも高い山の峰をも呑み

込んだノアの洪水と重ねられる。このように原初的な人聞の自由と平等を取りもどすために、生成発

展してきた人類史の全過程を否定し去ったあとに新生の時代を待望し、そこに神の摂理の実現を観る

という姿勢は、 『叙景小品』執筆の時、ワーズワスがプライス・ペインの徒であったことを証明して

いる。この時すでにルイ一六世は廃位され、王妃マリー・アントワネットや王子たちとともにタンプ

n
d
 



ウィリアム・ワーズワス評伝(2 ) 3 

ル塔に幽閉されていた。

1792年9月3日、ワーズワスは兄 1)チヤードに手紙を書いて送金を依頼している。パリでは 9月の

虐殺が起こっていた。そして送金された二0ポンドを受け取ると、すぐにブロワを引き払ってオルレ

アンへもとcった。彼はアネットがオルレアンに移されたと知って、あとを追って行ったのである。ア

ネットは妊娠の事実が目につき始めると、出産まで、デユブールの家に隠されることになり、 9月早々 、

ひそかにブロワを送り出されたのだ、った。ワーズワスは、ヴアルミーの戦勝(9月 20日)、立法議会の

解散と国民公会の成立(21日)、共和国宣言(22日)など、矢継ぎ早のニュースをオルレアンで聞いたと想

像できる。またこの地で『叙景小品』を書き終えた。そしてデュフールに生まれる子供の洗礼式で父

親の役目を務めるように正式に依頼したのち、 10月末にオルレアンを発って帰国の途についた。彼は

真っ直ぐに帰国して、まず『夕べの散歩』と『叙景小品』を出版し、 1793年4月、満二三歳になるの

を待って聖職にはいり、ウィリアム・クックソン叔父が譲る約束をしてくれている聖職禄を引き継ぐ

つもりだ、った。こうして彼は「妻子Jのアネットとカロリーヌを迎えることができると考えた。ワー

ズワスは 10月 29日、パリに着いている。この日、ジロンド派のルーヴェがロベスピエールを 9月の虐

殺の煽動者、議会の独裁者として弾劾した。情勢は、一時、ジャコバン派に不利となり、 11月4日に

はロベスピエールの人形がパリの街頭で焼かれる事態となった。しかし 11月5日のロベスピエールの

反論は圧倒的で、彼は以前に勝る人気を回復した。こうして革命はジャコバン過激派の専断による恐

怖政治への道を歩み始めたのである。ワーズワスは革命勢力が覇権闘争に揺れ動いた決定的瞬間を目

撃して、パリを動けなくなったようである。同時にアネットからの出産の知らせを待つ気持ちもあっ

たかも知れない。しかし滞在費が底をついて、ついにパリを離れざるを得なくなった。彼は 11月の終

わりか 12月の初めにはロンドンにいる。 12月 15日の娘カロリーヌの誕生はおそらく知らないまま帰っ

て来たと思われる。

「打ち捨てられしJ戦闘的共和主義者

ロンドンに帰ったワーズワスは、この年の 11月3日からステイプル・イン法学院に移っていた兄リ

チヤードの部屋に転がり込んだ。そして翌 1793年 1月 29日、 f夕べの散歩』と『叙景小品』をジョー

ゼフ・ジョンソンの書店から出版した。ジョンソンはジョーゼフ・プリーストリー博士、トマス・ベ

イン、メアリー・ウルストンクラーフト、ウィリアム・ゴドウインなど、共和主義的急進主義者たち

の著作の出版者として著名な人物である。ワーズワスがこの出版者と知り合った経緯は不明であるが、

彼は、帰国早々、ジョンソンという『叙景小品』にとってきわめて適切な出版者を得たことになる。

このことは彼が、帰国後、ジャーナリストとして生計を立てる道をも視野に入れ、 i帯仏中からロンド

ンの出版業界に接触を試みていたことを意味するのかも知れない。またワーズワスとボーピュイはじ

め革命に挺身するフランス人や、パリに滞在する革命シンパのイギリス人グループとのつながりが、

ジョンソンの注意をひくほどのものであったことを伺わせるのかも知れない。

ワーズワスはこの二冊の詩集の扉にケンブリッジ大学セント・ジョンズ学寮出身の文学士であるこ

とを誇らしげに明記したが、そこには優等の学位を期待する親類縁者に応えられなかった代わりに、

q
J
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詩人の肩書きを誇示しようとした心理をみることができる。ケンブリッジ大学の学生であったサミユ

エル・テイラー・コールリッジはこの年の夏、帰省中にエクセターの文学クラブで『叙景小品』の朗

読を聞いた。その時の印象を、後年、彼は次のように回想している。 I文学の国の地平線上に独創的

詩的天才が出現した事実をこれほど明瞭に知らされたことはほとんどなかった。 J(BL，ch4)またコール

リッジは『夕べの散歩』について「韻律は時に耳障りであり、用語はしばしば難解であるが、強い情

緒、斬新なイメージ、鮮明な色彩では当代に比類がないJ(STCP，I，97)と評している。同じくケンブリッ

ジ大学の学生であり、すでにコールリッジと知り合っていた弟クリストファーは、 1793年 11月5日、

知人の集まりで兄ワースワスの詩が話題になり、 「コールリッジがエクセターの文学クラブで兄の詩

が得ている高い評価J(EW，10)について話したと言っている。無名詩人の処女出版の作品としては多少

は読まれ、特にフランス革命に共感を寄せる人びとのあいだでは評価されたようであるが、用語、文

体の難解さのためにワーズワスが望んだ世間の注目と収入を得ることはできなかった。

イギリス社会はルイ一六世の処刑(1月 21日)、フランスの対英宣戦(2月1日)、イギリスの対仏宣

戦(2月 11日)に注意を奪われていた。ルイ一六世の処刑はイギリス人を驚かせ、革命に寄せる共感を

取り消す者を続出させた。ランダフの主教リチヤード・ウォットソンもそのひとりだった。彼は重版

の説教集に、急謹、革命に対する共感を撤回し、ルイ一六世の処刑を非難し、イギリスの政体を賛美

する補遣を付け加えた。ワーズワスは「ランダフ主教への手紙」を書いて、フランス人民に対する熱

烈な弁護を展開した。しかしこの公開状は幸い公表されなかった。おそらく彼が持ち込んだ原稿の出

版を、ジョンソンが思いとどまらせたと思われる。小ピットの政府は、対仏宣戦以降、フランス革命

に対する共感の表明はもとより、囲内のあらゆる政治、社会の改革運動を敵国フランスを利する、叛

逆的な言動や行為としていっそう強権的に取り締まった。イギリスでも思想統制による「恐怖政治が

時代の体制J(ゴドウイン『ケイレブ・ウィリアムズ』序文)となり 、世はパーク的な論調一色に塗り

替えられていった。 1794年の人身保護法の執行停止と翌 1795年の煽動的集会禁止法と叛逆的言動禁止

法、いわゆる「二法Jの成立が思想統制の進行を明瞭に物語る。これはフランス革命に対する希望を

抱き続けた人びとにとっては恐怖の時代であった。「ランダフ主教への手紙jが公表されたとすれば、

ワーズワスも「恐怖政治Jの犠牲者となっていたことだろう。しかし彼は革命による人類の新生とい

う大義の前に祖国イギリスに対する愛を否定することを余儀なくされながら困難な時代を生きたので

ある。

ワーズワスはアネットの問題でも困難な状況に追い込まれた。彼はアネットとカロリーヌを「妻子J

として迎えるめにフランスでの出来事を後見人たちに話さずに済ますというわけにはいかなかった。

ワーズワスがこのカトリック教徒の娘と結婚するつもりであると知って、ウィリアム・クックソン叔

父は聖職禄を譲るという約束を取り消してしまった。ワーズワスは、帰国後、ドロシーに会うために

フォーンセットの叔父の牧師館を訪ねることも許きれなかった。 Iケンブリッジ大学セント・ジョン

ズ学寮出身 文学士」とわざわざ扉に明記した二冊の詩集もこの叔父の怒りを和らげる力とはならな
グラノド トゥアー

かった。ワーズワスは大陸巡遊旅行の付き添い、その他の家庭教師の職を求める努力を続けたが、親

類の有力者であるハリッジ選出の下院議員ジョン・ロビンソンの援助を求められなくなった今は、こ

-4-



ウィリアム・ワーズワス評伝(2 ) 5 

の点でも思うような結果は得られなかった。そして 6月の末頃、ワーズワスはロンドンを発ってイン

グランド西部の旅に出ることになる。ホークスヘッド時代の友人ウィリアム・カルヴアートが旅の費

用の全額を負担し、職が提供されればすぐに旅をうち切るという条件で、 『夕べの散歩』や『叙景小
ピクチャレスク サプライム

品』の「風景j詩人を流行の絵のような、また荘厳な自然を求める約四ヶ月の旅に誘ってくれたので

ある。彼は旧友の好意を受けて、国内巡遊旅行の案内人となるほかに取るべき道を持たなかった。

.ソールズベリの野

ワーズワスとカルヴアートはまずワイト島に約一ヶ月間滞在した。ポーツマス軍港沖のスピットヘッ

ド泊地には海軍の艦船が停泊して出撃に備えていた。ワーズワスは人類の大義にもとるのみならず、

彼が置き去りにした「妻子Jを危険に曝す圧倒的な軍事力を日々、目の当たりにして暗い思いをつの

らせた。またマラー暗殺(7月 13日)の機会を捉えたジャコパン派によってジロンド派が最終的な敗北

を被ったという知らせを聞いたのもここワイト島であったと思われる。彼は革命のもっとも正しい理

念を説く者として、フランス滞在の時からジロンド派の運命に革命の成否を賭けていたので、暗い思

いはさらに深まった。

ワーズワスとカルヴアートは 7月末頃、ワイト島を離れた。しかし本当に旅が始まったのも束の間

のことで、ソールズベリ付近で馬が暴走して、ふたりが乗っていた軽二輪馬車は溝に落ちて大破して

しまう。ふたりはEいの無事を喜び、合ったが、乗り物がなくなって旅行は中止を余儀なくされ、カル

ヴアートは馬でカンパランドを目指して帰ってしまう 。ひとり残されたワーズワスは徒歩でソールズ

ベリの野を放浪したのち、パ」ス、ブリストルを経て、セヴァーン川を渡ってウエールズにはいり、

ワイ河畔を遡ってテインターン修道院の廃嘘、グッドリッチ域社などを見物、さらにピルスを通って、

8月27日までにクルーイッドのロパート・ジョーンズのところにたどり着いた。

ワーズワスはここで『ソールズベリの野』を書いた。この作品は『夕べの散歩』に点景された女乞

食の主題を発展させ、貧しいながらも平和に暮らしていたひとりの女性が地主階級の専横と戦争のた

めに浮浪者となる経過を憤りを込めて物語り、今また人類の大義にもとる対仏戦争によって「貧しい

者の多くを刃に委ね、残りをいっそう緩慢な痛ましい困窮の破滅に委ねるJ(Prose，I，49)社会に対する抗

議の詩となっている。彼は不正な社会を正すため理性の戦争を呼びかける。

Heroes of Truth pursue your march， uptear 

Th'Oppressor's dungeon企omits deepest base; 

High o'er the towers ofPride undaunted rear 

Resistless in your might the herculean mace 

OfReason; let foul Error's monster race 

Dragged from their dens start at the light with pain 

And die; pursue your toils， till not a trace 

Be left on earth of Superstition's reign， 

R
U
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Save that etemal pile which仕ownson Sarum's plain. 

(Sa!isbuηPlain， 541-49) 

真理の英雄たちよ、進軍を続けよ。

圧制者の地下牢を根底から破壊せよ。

君たちの力でヘラクレスのごとく

抗いがたい理性の矛を倣慢の塔上高く

恐れることなく振り上げよ。

不正な誤謬の妖怪どもを穴蔵から引きずり出し、

あまりの明るさに驚いてもだえ死なせよ。

セアラムの野に渋面を作るあの永劫の石柱は別にして、

迷信の支配が、地上に影をとどめなくなるまで奮戦せよ。

栗山稔

ここでワーズワスは、 「ランダフ主教への手紙jと同じように、 「理性の矛jとは言え軍事力を行使

しなければならない必然を嘆きながら、 「真の自由は専制を倒すためにしばしば専制の武力そのもの

を借用せざるを得ないし、平和に統治するためにはまず暴力によって自己を確立しなければならないj

(Prose，I，33)と考える戦闘的な革命論者として語っている。

ワーズワスはソールズ、ベリの野を放浪していた時、ストーンヘンジの前史時代の巨大な石柱に動か

されて、古代ブリトン人の幻想を観た。この幻想の核心の部分では夜の平原を赤々と照らし出しなが

ら生費の祭式の炎が燃えている。

And oft a night-fire mounting to the cJouds 

Reveals the desert and with dismal red 

Clothes the black bodies of encircling crowds. 

It is the sacrifical altar fed 

With living men. How deep it groans -. 

…合omhuge wickers paled with circJing fire 

…horrid shrieks and dying cries 

To ears ofDaemon-Gods in peals aspire， 

To Daemon-Gods a human sacrifice. 

(Salisbury Plain， 181-85; 424-27) 

夜、しばしば、炎が雲に向かつて燃え上がり、

荒野を照らして、陰惨な赤い色で

取り巻く群衆の黒々とした身体を覆う。

生費の祭壇が生きた人間を

むさぼり食らう。なんと深いうめき声か。
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渦巻く炎に閉じ込められた巨大な龍から

魔神に捧げられた人間の生費の

恐ろしい悲鳴、断末魔の叫びが

魔神の耳に轟き昇る・

7 

邪教の魔神に供物として捧げられた幻想の古代ブリトン人は、否応なく、流浪の女はじめ対仏戦争下

で犠牲を強いられる貧しいイギリス人との比較を呼び起こす。そして比較の中で、生きた人間を閉じ

込めて焼き殺す邪教の魔神は、フランスの旧体制とピットのイギリス政府はじめこれを支援する対仏

同盟諸国の反革命的勢力など、 「理性の矛」によって倒されなければならない一切の象徴となる。ワー

ズワスはのちに再びこの幻想を利用するが、その時、生費の祭壇の象徴的な意味が複雑に重層化され

ていることに、われわれは気づかされることとなる。

1793年9月8日、ヨーク候の率いるイギリス軍がオランダのホンデショートでフランス軍に敗れた。

ワーズワスがイギリス軍の敗走をひそかに喜び、村の教会でイギリスの戦勝を祈願する村人に唱和す

る気になれなかったという『序曲』の記述(X，283的がクルーイッドでの出来事であるとすれば、この敗

戦の知らせが届く頃、ワーズワスはまだジョーンズのところで厄介になっていたことになる。 一方、

この頃ワーズワスがフランスに渡っていたという可能性も推測されている。これは晩年のワーズワス

が次のように語ったと書いている『フランス革命』の著者カーライルに主として基づく推測である。

ワーズワスはジロンド党と山岳党の抗争、特にジロンド党のゴルサス、あの「断頭台に送られた最

初の代議士」の処刑を目撃した。彼はこの事件がすべての人びとに生み出した感情を、そして彼自

身が今もなおいく分か持ち続けているようにみえる感情を、力を込めて証言した。 I一旦、こうい

う種類の例を聞いてしまうと、止まるところがなくなってしまうのではないか。 J(Thomas Carlyle， 

Reminiscences， Everyman's Library Ed， 360-61) 

この不吉な「感情Jはこの年の 6月以来逮捕、投獄されていたジロンド派の代議士ブリソー以下二八

名の処刑(10月31日)となって的中する。カーライルはゴルサス処刑の日にこのような「感情Jが人び

とのあいだ、に広がったという資料が見あたらないことをあげて、ワーズワスの懐旧談は資料ではなく

実体験に基づくものであると考えている。カ}ライルの『回想録Jに記録されたワーズワスの懐旧談

が実体験であるとすると、ワーズワスはゴルサス処刑の 10月7日、パリにいたことになる。ワーズワ

スは「妻」アネットと「娘jカロリーヌのために何の力にもなれない身であることを承知しながら、

それでもなお一目会うために危険を冒してフランスへ渡り、革命、反革命両勢力の検問をくぐり抜け

てパリまでやって来たことになる。しかし 10月7日にパリにいたとしても、彼はその直後には立ち去っ

ていたに違いない。そうでなければ彼も、 10月 11日と 15日のあいだに、ペインやウィリアムズを含

むパリ在住のすべてのイギリス人とともに収監されて、当分、帰国できなくなったことだろう。彼は

おそらくブロアの「妻子Jのもとにたどり着くこともなく引き返したのだろう。彼はその年のクリス

7-
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マスにはホワイトヘイヴンの叔父の家にいる。ソールズベリの野を放浪したあとこのクリスマスにい

たる三ヶ月余りの空白がカーライルの証言に多少の真実味を与えている。

遺贈財産

1794年の初めワーズワスは、昨年、馬車の事故のためにソールズベリ近郊で別れたウィリアム・カ

ルヴアートをケジック近くのウインデイ・ブラウ農場に訪ねた。そして 2月中頃にはハリファックス

のスレルケルド叔母(今はローソン夫人)を訪ねて、フォーンセットから来たドロシーと二年ぶりに会っ

た。そして 4月初めふたりはケンダル、グラースミア、ケジックを経てウインデイ・ブラウに来てい

キョウダイ

る。彼らは無料でウィンデイ・ブラウ農場の田舎屋を使用する許しを得ていたのである。この旅は兄妹

が夢見たふたりの「田舎家J(EW，1793，415)を目指して何度か繰り返す旅の記念すべき最初の旅となっ

た。ここにふたりで暮らした時、ドロシーは『ソールズベリの野』の清書原稿を作ったが、ここで始

まった兄の書記としての仕事もドロシーが、その後、生涯にわたって繰り返すことになった仕事であ

る。

その後、ワーズワスは 5月中旬から 6月末頃までドロシーに付き添ってホワイトヘイヴンやランプ

サイドに叔父ゃいとこを訪ねており、また 8月から 9月にかけて約一ヶ月はランプサイドにいたけれ

ども、それ以外は主としてウィンデイ・プラウ農場でウィリアム・カルヴアートの弟レイズリーと一

緒に暮らした。レイズリーは、この年 9月に二一歳に達して父親の遺産を分与されることになってい

たが、それまで兄ウィリアムから与えられていた生活費をワーズワスと共同で使うことを提案したの

である。ワーズワスはレイズリーが「私を困苦、窮乏に突き落として同国人に有用な人物を破滅させ

る損失J(EY，126-27)を恐れたのだと説明している。ワーズワスはこの提案に頼って生活しながら、結

核末期のレイズリーを看病することとなった。レイズリーは病勢が悪化するにつれてこの提案を発展

させ、 「たとえ[ワーズワスを]独立させることはできないまでも、窮乏から救い、 JI文学その他の

知見の追求を続けて、いっそう大きな成功を収めることが可能になるようにJ(EY，130-31)、ワーズワ

スに六00ポンドを遺贈しようと考えるようになる。しかしレイズリーは遺贈の六0 0ポンドが、こ
キョウグイ

の年 6月に亡くなったホワイトヘイヴンのリチヤード叔父の遺族によってワーズワス兄妹弟に(主とし

てウィリアムの学費として)貸与された金の返済金として取り立てられ、遺贈の目的が達成できないの

ではないかと恐れた。そこでワーズワスは兄リチヤードに懇願して、兄が叔父の遺族に主としてウィ

リアムの学費となった借用金を返済する責任を負うという証文を書くように迫った。もちろん兄には

少額ずつ返済することを約束したのである。ワーズワスはレイズリーが遺言に署名する前に亡くなる

ことを恐れ、火のつくように懇願を繰り返した。そして兄リチヤードもようやく弟の懇願に応じたの

で、レイズリーは遺言書を作成し、 10月23日、ついに署名した。最終的にワーズワスは、レイズリー

が分与を受ける遺産のうち動産のほとんど全額に当たる九0 0ポンドを遺贈された。この時代、この

ような人類愛的博愛の例をウエッジウッドがコールリッジに与えた年金にもみることができる。
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理性主義の新哲学

1794年は「打ち捨てられたjワーズワスにとって<遺贈財産獲得狂想曲>あるいは<人類愛的博愛

による救済>とも称すべき年であったが、同時に、ワースワスが牧師や家庭教師の道を塞がれて、ジャー

ナリズムに活路を切り開こうとした年でもあった。彼はケンブリッジ時代の友人ウィリアム・マシュー

ズと、結局、日の目を見ることなく終わる『博愛主義者 月刊雑報』の計画に没頭して、その発行に

わずかな希望を託していた。ワーズワスは編集の基本理念について次のように考えた。

一一世襲的、貴族的、特権的な政府は、たとえどれほど改良されようとも否定されなければならず、

共和主義的な政府に変えなければならない。したがってイギリスの政体は賛美するに価しない。し

かしイギリスの政体を否定するとしても、その急激な破壊を奨励してはならない。あらゆる種類の

暴力には反対しなければならない。 Iフランス人の惨めな状況[恐怖政治]を深く悲しみ、 JI革命

を考えるだけでも身がすくむ。」しかし今日、イギリス政府が国外追放、投獄などの手段をとりな

がら強行している内政、外交政策を継続すれば、フランスと同じ事態を避けることはできない。こ

のことに注意を喚起しなければならない。また放置すれば革命さえ望ましく思わせるような悪弊を

徐々に絶え間なく改革するよう主張しなければならない。そのために「理性の矛jを振るうのでは

なく、言論、集会その他の自由を回復し、教育を広め、健全で高潔な道徳を養うことに全力を尽く

さなければならない。 I民衆は閣の中を歩いている。その一人ひとりの手に足もとを照らす提灯を

持たせてやりたい。稲妻の束の間の閃光や流星の一時のきらめきを照明として旅に出ることがない

ようにさせたい。 Jまた「ヨーロッパのさまざまな都市における知識の進歩Jを報道する必要があ

る。 Iわれわれはフランスで進められている忌まわしい方策に嫌悪を表明する一方、哲学的な精神

によって口述されたような法規、法令を掲げて世に賞賛しなければ誌名を裏切ることになるだろう。」

(EY， 123-29参照)一

以上、 『博愛主義者 月刊雑報』の編集基本方針はフランス革命の理念に対するワーズワスの変わら

ぬ共感を証言している。彼の共感は革命に歓喜し、自己犠牲的に献身するフランス民衆に、人間の再

生を実感した体験から生まれていたので、容易に変わることはなかった。しかし 1793年6月頃の「ラ

ンダフ主教への手紙Jでワーズワスは革命の理念を実現するためには武力の行使も止むを得ないと考

えていたけれども、一年後の 1794年6月には武力よりも教育、道徳の優先を説いている。ここには革

命よりも知識の普及によって理性を無限に前進させれば、理想の社会は自ずから現前すると説くウィ

リアム・ゴドウインの『政治的正義Jの影響が認められる。この変化の背後には何よりもまずフラン

スで進行している「惨めなj事態があった。ワーズワスはロベスピエールが革命の理念を恐怖政治に

よって破壊し、彼が再生した人間と実感したフランス民衆に敵対していると考えた。そして革命が要

求する血を否定したのである。カーライルが『回想録』で証言したとおり、もしワーズワスがゴルサ

スの処刑を、直接、目撃し、恐'怖政治下のパリを体験として知っていたとすれば、またこの血の粛清

が「妻子jにも及ぶかも知れないと恐れたとすれば、ロベスピエールと革命の暴力に対する彼の嫌悪
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の強さは当然であろう。したがってロベスピエールの死(1794年 7月28日)はワーズワスにとって大き

な喜びであった。

ワーズワスは 8月20日頃から約一ヶ月間、ランプサイドの従姉エリザベス・パーカーの家に厄介に

なっていた。彼がロベスビエールの死を知ったのはランプサイドを訪ねた 8月 19日あるいは 20日の

ことであった。その日の朝、彼は干潮時のレヴン河口の広大な砂地を渡ってカートメルの町へ出かけ

ていたようである。彼はこの田舎町の教会墓地にホークスヘッド時代の思師ウィリアム・テイラーが

埋葬されていることを知っていた。彼は墓に詣で、彼に詩作を勧めた思師の思い出に耽りながら、夕

方の引き潮の砂地をたどってランプサイドへ向かっていた。砂地には馬車や馬や徒歩の旅人が点在し

ていた。昔、朝の引き潮を利用して人びとがミサに集まったと言われるチャペル・アイランドまで来

た時、通りかかった旅人のひとりに彼は「何かニュースはないかJと聞いた。すると旅人は即座に「ロ

ベスピエールが死んだjと答えた。

o Friend! few happier moments have been mine 

Through my whole life than that when first 1 heard 

That this foul Tribe ofMoloch was o'erthrown， 

And their chief Regent levell'd with the dust. 

(PreI1805，467-70) 

おお、友よ、全生涯を通じて、

穣らわしいモレクのゃからが倒され、

首領が塵にまみれたとはじめて聞いた時ほど

幸福な瞬間は滅多になかった。

モレクはもちろん聖書『レピ記』の「自分の子を一人たりとも火の中を通らせてモレク神にささげ、

あなたの神の名を汚してはならないJ(18章 21節)や、 『列王紀下』の「だれもモレクのために自分の

息子、娘に火の中を通らせることのないようにJ(23章10節)という記事で言及された邪教の神である。

その偶像は、 一説によれば、頭は子牛、胴体は人間で、真録の大かまどのように作られていたと言う 。

「火の中を通らせてモレク神にささげ」る、あるいは「火の中を通らせるjというのは、偶像の内部

で火を焚いて、偶像神の差し出す赤く焼けた手に供物として子供を乗せ、焼き殺す生費の祭式を記述

している。ワーズワスは『序曲jのこの箇所ではロベスピエールのジャコパン派を、モレク神の偶像

に人間の生費を捧げる邪教の集団とみなしているのである。モレク神の生費の祭式は、当然、 『ソー

ルズベリの野』の幻想体験の生費の祭壇を思い出させる。そこでは細枝を編んで、作った「巨大な龍j

一一この「巨大な寵」はのちに細枝を編んで作った巨人像のイメージへと変化していくーーが生賛の

人聞を閉じ込めて炎上していた。そしてこの燃える「巨大な龍J-ーのちには邪神の燃える巨大な偶

像ーは革命が打倒しなければならない旧制度の一切を象徴していた。しかし『序曲』でロベスピエー

ルが人間の生費をむさぼるモレク神と結びつけられたことは、ソールズベリの野の燃える「巨大な龍(巨

-10-
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大な偶像)Jが、この時期、次々と犠牲を要求する革命の現実を象徴する意味の層を付け加えられたこ

とを示している。ワーズワスはモレク神=ロベスピエールが倒れた今、革命は再び正しい理念にもど

り、人間再生の道に沿って改めて前進を開始すると確信して深い喜びにうたれる。そしてこの喜びは

レヴン河口の砂地をたどることが蘇らせた少年時代の思い出から湧き出る愉悦と重なっていっそう強

められた。しかしワーズワスが深い喜び、に浸っている時、フランスは破綻した財政のために革命当初

の理念にもどるごとを許されず、低地諸国やライン河畔において、革命軍の作戦行動を防衛的な性格

から侵略的な性格に変化させることを余儀なくされていた。

ワーズワスが最後の病床に付き添ったレイズリー・カルヴアートは 1795年 1月9日頃に亡くなった。

葬儀を済ませたあと、ワーズワスはニューカースルへ行き、その頃そこに滞在していたドロシーと会っ

ている。またこの地に駐屯していたレイズリーの兄ウィリアムとも会って、遺贈財産について話し合っ

たかも知れない。そして 2月下旬にはロンドンに来ていた。ウィリアム・ゴドウインが2月 27日にワー

ズワスと会ったことを記録している。ゴドウインとワーズワスのこの最初の出会いは、ウィリアム・

フレンド宅で催された会合の席であり、ゴドウインを初めトマス・ホルクロフト、ジェームズ・ロッ

シュ、ジョン・トウエデル、ジョナサン・レイン、トマス・エドワード、ジェフリー・ヒギンズ、ウィ

リアム・フレンチ、ジョージ・ダイヤーが参加していた。

この年の 3月 16日、週刊新聞『博愛主義者』が創刊され、翌 1796年 1月 25日の最終号まで発行を

続けることになる。この週刊新聞の内容と『博愛主義者 月刊雑報』の編集理念の類似や、フレンド

宅の会合に集まった急進主義的な人びととのつながりから、ワーズワスもこの週刊新聞に関与してい

たと推測する意見がある (Johnston，ch18参照)。またゴドウインはワーズワスがロンドンを離れるまで

に七回(一度はゴドウイン不在)来訪し、ゴドウインの方から三回(一度はワーズワス不在)訪問したこ

とを記録している。この頻繁な行き来は『政治的正義Jと『ケイレブ・ウィリアムズの冒険』の著者

として、この時期、名声の頂点にいたゴドウインの理性主義の新哲学に対するワーズワスの傾倒を示

すと同時に、 『博愛主義者』の記事に関する両者の意見交換を推測させる。

またワーズワスはおそらくマシューズを通じてパジル・モンタギューと知り合い、一時期、リンカー

ンズ・イン法学院の彼の部屋で暮らした。彼はまたモンタギューを通じてジョン・ピニー、アザライ

ア・ピニーと知り合った。ピニー兄弟の父親は西インド諸島のネヴイス島で砂糖農園を経営する富豪

で、ドーセットシャー県のレイスダウンに田舎屋敷を持っていた。兄弟はこの田舎屋敷を父親から借

用しており、これを無料でワーズワスに提供することにした。この申し出を受けたワーズワスは 8月

18日までにロンドンを離れている。ゴドウインは 8月 15日にワーズワスが別れの挨拶に来た時、在宅

していなかったこと、 8月 18日に彼が訪ねた時にはワーズワスが不在であったことを記録している。

ワーズワスはすでにブリストル経由でレイスダウンへ向けて出発したあとだった。ワーズワスはわず

か半年余り前に「私はロンドンで暮らしたいと心から願う。瀧や山は時々、友とするにはよいが、い

つも一緒にいる友としては適当で、はないJ(EY，136)と言っていた。これはレイズリー・カルヴアートの

病床を離れられない苛立ちが吐かせた言葉と解釈できるとしても、これほど急にロンドンを離れて「瀧

や山Jを再び「友とする」行動とは矛盾するように感じられる。毎日暮らしてみると都会生活はやは

ー
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りワーズワスには馴染めなかったというだけのことかも知れないが、彼の慌ただしいロンドン出立の

背後に彼の I博愛主義者jとの関係を想定することもできる。この頃『博愛主義者』はワーズワスの

「編集理念jに示された考え方とは異なって「煽動的言動禁止令」にふれる危険を冒す方向に進み始

めていたのである (Johnston，ibid参照)。

正義の堕落

ワーズワスは 8月 21日頃から 9月 26日頃までブリストルにいた。この問、彼はブリストル在住の

ピニー兄弟の父親を訪問し、またロパート・サウジ一、コールリッジ、ジョーゼフ・コトルたちとは

じめて会った。コールリッジには『ソールズベリの野』を朗読して聞いてもらった。 r私[コールリツ

ジ]がワーズワス氏と親しく知り合う幸福に恵まれたのは二四歳[実際は二三歳]の時だ、った。私は氏が

今日なお[1817年現在]未発表の詩の原稿を朗読して、突然、私の心に与えた感銘を記憶が続く限り滅

多に忘れはしないだろう J(BL，ch5)。コールリッジは f叙景小品』と比較して、思想や文体の進歩を指

摘した上で、次のように言っている。

即座に私の感情に、続いて私の判断力に異常に強い印象を与えたものは、誤った晴好が・・・完全

に除去されていたということではなく、深い感情と深淵な思索とが結合しているということであり、

また真の観察力と観察された対象を変容する想像力とが見事に釣り合っているということであった。

また何よりも、平凡な観察眼にとっては、慣れのために輝きがすっかり曇り、光る露が乾いてしまっ

た日常の姿や出来事や状況を、品格あるいは情調で、また同時に精神世界の深さと高さで、包み込

む独創的な才能であった。 (BiographiaLiteraria， ch 5) 

この箇所でコールリッジは朗読を聞いた『ソールズベリの野』だけではなく、その後のワーズワスの

多くの詩の印象を語っているように思われる。

ブリストルに逗留中のワーズワスにモンタギューの子供を連れたドロシーが合流する。ワーズワス
キョウダイ

は妻を亡くしたモンタギューの二歳の息子パジ‘ルの養育を引き受けていた。こうしてワーズワス兄妹

は9月 26日にレイスダウンに到着している。ワーズワスがレイズリー・カルヴアートから遺贈を受け

た九00ポンドは、 1795年に五二五ポンド、 1796年に二五0ポンド、その後 1798年8月までに残額

が支払われている。ワーズワスは最初の五二五ポンドのうち三00ポンドをモンタギ、ユーに、二00

ポンドをモンタギューの友人に、年一0パーセントの配当金を受け取る約束で貸し付けた。またモン

タギューはパジ、ルの養育費として年五0ポンドを支払う約束をしていた。ワーズワスはこの配当金や

養育費をあてにしてレイスダウンの生活を始めたのである。この時、妹と暮らす田園生活に期待を膨

らませてブリストルを離れて行く開放感は、 1794年のウインデイ・ブラウを目指すふたりの旅ととも

に、 『序曲』冒頭に幾分か反映されることとなる。

ワーズワスはピニーの田舎屋敷に落ち着くとすぐに、ドロシーがウインデイ・ブラウで作成した

『ソーjレズベリの野』の清書原稿の改訂に取りかかったと思われる。そして彼は 11月 20日までに第

q
L
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二稿『ソールズベリの野の冒険』を書き上げた。彼はロンドンでモンタギューを通じて知り合ったフ

ランシス・ランガムに次のような説明をしている。

第一稿はロンドンで君に聞いてもらったと記憶している。しかしレイスダウンに来て以来、実質的

な変更や加筆をしたので、第二稿はほとんど別の作品とみてよいと思う。その目的の一部は刑法の

欠陥と戦争の惨禍が個人に影響を及ぼす様子を暴露することだ。 (EY，159) 

第一稿は流浪の女が道連れの旅人に、支配階級の専横と戦争のためについには乞食となった身の上を

語るかたちをとって、この女を不幸に陥れた社会の不正を攻撃し、 「理性の矛」によって戦闘的に不

正を排除することを主張していた。第二稿では流浪の女の身の上話を聞く旅人を、女と同じ戦争の犠
プレス ギャング

牲者として描く物語が付け加えられた。この旅人は通りすがりの聞き手から水兵強制徴募隊の犠牲者
プレス ギャング

に発展させられたのである。水兵強制徴募隊はトラファルガル海戦(1805年10月)の頃には大きな社会

問題となっていたが、ワーズワスは早い時期にこの残酷な水兵補充の方法に目を向けたことになる。

黒人奴隷の悲惨な境遇について語り合う人々は、もっと身近にいる水兵たちの境遇を直視すべきだ。

長い困難な航海を終えて、ょうやく愛する家族や友人たちに逢える喜びにひたりながら我が家の扉

を開けようとする瞬間に、強制徴募隊がまるで重罪人を扱うように彼を逮捕し連行してしまう。厳

しい監視を受けて妻子にも逢えないままに、やがて彼らは海外の部署に向かう戦列艦に送りこまれ

てしまうのだ。不平でも言おうものなら、たちまち監禁されて、黒人奴隷以上のむごたらしい仕打

ちを受ける破目になる。脱走でもしようものならば、ボートに乗せられて艦隊中を廻らされて、衆

人環視の中で死に瀕するほどの鞭打ちの刑を受ける。こんな残酷な目にあうのならば、いっそひと

思いに射殺された方がむしろ慈悲というものだ。

この強制徴募の制度があるからこそ、イギリスの防衛は保たれているのだという人がいるかも知

れない。たとえそれが事実だとしても、もっと人間的な方法で実施すべきであって、長い航海から

帰ってきた水兵たちに、せめて一ヶ月は家族や友人たちと楽しむ自由を味わせてやるべきだ。(一水

兵の証言、ジョン・テレン著 石島晴夫訳編『トラファルガlレ海戦J36に引用)

プレス ギ

『ソールズベリの野の冒険』の旅人もこの証言の水兵と同じように水兵強制徴募隊に投致されて長い

艦隊勤務を余儀なくされた上、復員の時、役人に功労金を編し取られ、暗い怒りの発作に駆られて強

盗殺人犯となってしまう。すると社会は強盗殺人という結果によって水兵を罰し、彼を絞首台に曝す

ばかりで、この結果に追い込んだ不正を正そうとはしないのである。

第二稿はたしかに戦争の惨禍が貧しい人びとに「影響を及ぼす様子Jを、旅人の身の上話を追加す

ることによって第一稿よりもさらに徹底して描き出し、あわせて「刑法の欠陥Jを告発している。し

かし第二稿は社会の不正に勝利する「理性の矛」に対する賞賛を歌い上げてはいない。それはむしろ

社会の不正の犠牲となった流浪者や犯罪者が失うことなく持ち続けている善良な人間性を強調するこ

つd
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とに重点を移している。ワーズワスは「理性の矛Jを振るうことではなく、人間の善性を信頼して教

育や知識を普及することの上に社会の不正と戦う戦線を築き直そうとしたのである。ここには第一稿

のあとワーズワスが社会の不正を「理性の矛jという暴力によって一掃しようとしたフランス革命が

陥った現実の事態に対する省察を深めたことを窺うことができる。また犯罪は人間の善良な本性にも

かかわらず社会の不正な機構のために生まれるという考えや報復的な刑法の告発には、ロンドンで頻

繁に行き来したゴドウインの影響が強く現れている。しかしワーズワスは彼の新しい戦いが即効的な

戦果を期待できない戦いであることに苛立っている。物語は絞首台に曝された水兵の死体の描写で閉

じられ、そこに善良な人間をこのように放置せざるを得ない彼の苛立ちが込められているように思わ

れる。

ワーズワスは fソールズベリの野の冒険jを「少しでも原稿料がもらえるなら売りたいJ(EY，159) 

と考えた。しかし今度は出版の前にコールリッジの批評を聞きたいと，思った。そこで 1796年3月6日

にレイスダウン来訪中のピニー兄弟が帰る時、原稿を託してブリストルのコールリッジに届けてもらっ

た。コールリッジは、早速、 「原稿を精読し・・・白紙のページを挿入して、ワーズワスの注意に価

すると思ったことはすべて書き込んだ:J(STCL，I，127n)。そしてコールリッジは 5月末にこの原稿をチャー

ルズ・ラムに送った。ワーズワスが6月初めにロンドンへ行くと知って、ラムを通じて原稿を返すよ

うに計らったのである。ワーズワスは 6月1日にレイスダウンを発っている。そして彼はラムに会っ

て原稿を受け取った。しかし、結局、この原稿の出版は見送られた。コールリッジが書き込んだ、注意

があまりに多すぎて簡単な訂正が困難であったためか、経済的な事情の変化によって原稿料を期待す

る必要が無くなったためか、理由は分からない。ワーズワスの思索が急速に展開したこの時期、関心

がすでに人間の善性や刑法の告発とは別の問題に移ったと考えるのがもっとも理解しやすい。出府の

結果は『ソールズベリの野の冒険』の出版とはならず、経済問題の処理となった。ワーズワスはモン

タギューの友人に貸した二00ポンドを二二0ポンドにして 1797年 1月に返済してもらうように取り

決めている。(しかしこの金のうちー00ポンドは1800年まで、また残りの-00ポンドはモンタギュー

に貸した三00ポンドと一緒に 1814年になってようやく返済されたようである。)ゴドウィンは出府

中のワーズワスと二度会ったことを記録している。

ワーズワスがレイスダウンに帰ったのはおそらく 7月9日であった。そして彼はこの年の秋、 10月

24日頃には「悲劇『英蘇国境の人びと』の制作に熱中J(Mem，I，95)していた。そして翌 1797年2月末

までにこの悲劇を完成した。これは拒漠とした遠い昔のイングランド・スコットランド国境を舞台と

した物語である。マーマデュークは悪人ハーヴアートを倒すことを正義と信じて、盲目の彼を荒野に

置き去りにして死にいたらせる。しかしのちに彼はオズワルドの好計によって無実のハーヴアートを

悪人と信じ込まされたことを知り、悔恨のあまり世捨て人となる。すなわちこの作品は「罪人を天の

正義の裁きに委ねたと思って、実は悪魔の手先となってしまった誰よりも不遜な男J(PW，I，217)の物語

である。ワーズワスは後年、この作品について次のように語っている。

罪悪や犯罪が正反対の性質から生じる傾向があること、罪悪や犯罪がそれに執着した人聞を陥れる

-14ー
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心情の冷酷さと悟性の過ちには際限がないこと、これらが同じように畏ろしい真実であることを人

間性の研究は示唆する。フランスに長く滞在して、革命が急速にその極端な邪悪へ進んで行った時、

私はしばしばこの過程を目撃する機会があった。そしてこの認識がまだ私の記憶に生々しい時、悲

劇『英蘇国境の人びと』は書かれた。 (PW，1， 432) 

この言葉は『英蘇国境の人びと』がフランスの恐怖政治と密接な関連をもって書かれたことや、主題

が社会の不正と戦う人びとが陥る倣慢の罪であることを教えている。すなわち、彼らが神の代理人と

して社会の不正を正し、正義を執行していると信じて疑わない時、実は邪神の手先となって、いたず

らに生費を要求する「冷酷j、正義を堕落させる「悟性の過ちJに陥る可能性を指摘しているのであ

る。フランス革命は神に代わって政治的、社会的正義を執行したと信じて、神の位置を襲う倣慢さの

ゆえに道徳的、人間的正義にもとる結果となったと言うのである。 rソールズベリの野の冒険』では

社会の不正と戦う手段についてワーズワスの考えが変化したことを指摘したが、ここでは正義の刃の

危うさが明瞭に示されている。

自然の教育

ワーズワスが『英蘇国境の人びと』に熱中していた 1796年 11月の末にメアリー・ハチンソンがレ

イスダウンを訪ねている。彼は執筆中の作品の主人公、自ら神となって正義を執行する倣慢不遜なマー

マデュークとは対照的に、彼女は「与えられたものを歓迎し、それ以上を焦がれることのないj

(Pre11805，XI，207)謙遜な娘と感じ、「神はこのような生き物を喜び給う。彼女の思いは常に敬慶であり、

彼女の生は祝福そのものだJ(ibid，221・23)と賛嘆の思いを持った。ワーズワスは翌 1797年2月末までに

『英蘇国境の人びと』を書き終え、 3月には『廃屋』に取りかかっている。そして彼はメアリーがレ

イスダウンを去った 6月4日頃には第一稿を完成していたと考えられる。コールリッジがメアリーと

入れ違いに来訪して、早速、 『廃屋』の朗読を聞き、大いに喜んだからである。この作品にはいろい

ろなかたちでワーズワスがメアリーから受けた賛嘆の思いが反映されることとなる。

『廃屋』は再び『ソールズベリの野』と似た物語詩となっている。 rソールズベリの野Jでは旅人

が流浪の女と出会って、直接、彼女から身の上話を聞くのであるが、 『廃屋』では旅人(i私J)が行商

人と廃屋で、出会って、廃屋の最後の住人マーガレットの身の上話を行商人から聞くというかたちをとっ

ている。マーガレットの夫も流浪の女の夫と同じ機織り職人であった。彼もまた経済体制の変動のた

めに仕事を失い、絶望の果てに兵士となる決心をする。対仏戦争当時、多くの地域で徴兵士官が合格

と判定した健常な男子に二0ないし二五ポンドの兵役応募功労金を与えて、割り当てられた兵員が貧

しい者たちによって満たされていた。アメリカ独立戦争の時期にも事情は変わらなかったことだろう。

マーガレットの夫は応募功労金をひそかに妻子のもとへ届けたあと、どこへ送られたのか行方が分か

らなくなってしまう。マーガレットは流浪の女のように放浪生活を送る乞食となるわけで、はないが、

ただひたすら夫の帰りを待って田舎屋を離れられず、年とともに崩れ落ちていく家とともに、彼女も

下の子供も死んでしまうのである。

5
 

l
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『廃屋』はマーガレットを犠牲者とした社会の不正に対する抗議の詩でもなければ、社会の不正を

神に代わって正す正義の執行者の詩でもない。また社会の不正の犠牲者が失わずに持ち続けた善良な

人間性を賛美する詩でもない。ワースワスは夫を失ったマーガレットの深まる悲しみを、 一定の期間

をおいて訪れる行商人の目に映る田舎屋の荒廃の進行と重ねて見事に表現している。そして彼女の深

い悲しみが夫の帰還を待ち望む以外の一切を、子供の養育までも、彼女の念頭から消し去る過程を共

感を込めて描き出す。ワーズワスはマーガレットの希望への執着の激しさに驚嘆の目を向けている。

しかし同時に彼はマーガレットを来訪中のメアリーと比較したと想像してよい。マーガレットのよう

な「生き物を神は喜ぶ」だろうか。子供をも我が身をも犠牲にして一切を顧みないマーガレ ットの希

望への執着は、メアリーの謙遜と比較した時、社会の不正に神意に従った裁きを加えるという確信に

執着して多くの犠牲者を顧みない人びとの倣慢と、どちらかと言えば類縁のものではないのか。第一

稿を書き終えた時、ワーズワスにはこのような疑問があったように思われる。彼はマーガレ ットの希

望への執着をもっとメアリーに近い目で見なおしたいと考え始めた。

ワーズワスとドロシーがモンタギューの子パジルを預かったことについてはすでに触れた。ドロシー

はパジルの養育方針を問われた時「私たちの方法は非常に簡単なものです。あまり簡単ですから、こ

の方法過剰の時代にあなたが私たちの方法に従われることはほとんどないでしょうJ(EY，180)と答えて

いる。たしかに一八世紀の終わりは、ロックやlレソーの教育論に基づくさまざまな児童教育の方法が

実践された「方法過剰」の時代であった。多くの方法の中心には、子供を有能な個人教師の監督のも

とに置いて、他の子供が与える恐れのある悪い影響から隔離したいわば人工的な環境の中で、科学的

な知識と道徳的教訓を盛り込んだ児童文学を与えて教育すれば、子供は個人教師の望むとおりの驚異

的な能力を備えるという考えがあった。ワーズワスとドロシーが当時流行していたこのような方法と

は無縁に、自然の環境の中で自由にパジルを育てていることは、彼が 『廃屋j第二稿で自然の教育に

ついて語る時、またのちに流行の児童教育を攻撃し、彼が故郷の自然の中で受けた教育を弁護する時、

思い出す必要があるだろう。

レイスダウンでワーズワスはナポレオンがイタリア遠征軍を率いて、 5月16日には「自由の長女ヴェ

ニスJ(PW，III，112)共和国を征服、 10月にはコンポ・フォルミオ条約によってヴェニスをオーストリア

に割譲したことを知った。彼は革命フランスが総裁政府のもとで旧体制の君主国家と変わりのない行

動を強めることに深い悲しみを味わった。

コールリッジは 6月28日、一旦、レイスダウンを去ったが、 7月初めに再び来て、ワーズワスとド

ロシーをネザー・スタウイーの自宅に案内した。ここでワーズワスはロンドンから来たラムと再会し
ヒ ト ヤ

ている。コールリ ッジが「菩提樹の木陰は我が囚獄」を書いたのはこの時である。ワーズワスは 7月

7日にはネザー・スタウイーから西へ五キロのオールフォックスデンにある田舎屋敷を年二三ポンド

の家賃で借りる契約を結び、 14日頃には移っている。レイスダウンへはワーズワスひとりが帰って、

パジ、ルと女中のベギーを連れて来た。ワーズワスがこのように急に転居を思い立った「第一の誘因は

コールリッジと一緒にいることJ(EY，190)であった。
キョウダイ

ワーズワス兄妹とコールリ ッジの頻繁な行き来はたちまち近隣の人びとに疑いの目を向けられた。
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フランス軍の侵攻を準備するスパイであるという村人の注進によって、パースの医師ダニエル・ライ

ソンズは内務大臣ポートランド公爵に密告の手紙を送った。

8月 11日 拝啓今月 8日、突然ながら閣下に書状を呈し、クオントック山麓に故セント・オール

ピン師が所有いたせしオールフォックスデン・ハウスに巧みに入り込むにいたった流れ者の一家に

かかわる疑わしき所行につきご報告申し上げました。その後の知らせによりますれば、この家の主

は妻帯いたさず、妹と称する女と暮らしおります。この男と訪問者どもは野営用腰掛けを所持して、

昼夜を分かたず付近の山野を俳佃いたし、紙ばさみを携帯して、偵察せしことどもを記入いたしお

ります。また調査はほぼ完了せし旨申しおる由にございます。またこの調査により報酬を得る由申

しおるそうにございます。近くの川は特に念入りに偵察いたしおります。 ・・・彼らはブリストル

の首領配下のスパイの可能性大なりと愚考いたします。(出典目下失念)

当局は直ちに密偵を派遣してワーズワスとコールリッジを監視させた。この当局の素早い対応ぶりと、

ワーズワスが1795年8月にロンドンを離れた時の慌ただしさを考え合わせると、彼の名が当局のブラッ

クリストにあったという想像も可能である。とにかくこの事件は、当時、小ピットの政府が人身保護

法の停止と「二法jによって行っていた徹底した国民の監視と、同時にワーズワスとコールリッジが

「山野を俳佃Jしながら詩作に耽っていた様子の一端を窺わせて興味深い。後年、コールリッジは『文

学的自叙伝jで、若い頃のワーズワスやコールリッジがフランス革命シンパとして危険視されたこと

などなかったかのように、このスパイ事件を冗談めかして語っている。

三週間、政府の密偵はアメリカ・インデイアン顔負けの執摘さでわれわれを尾行し(われわれはいつ

も一緒だ、った)、われわれが外出すれば必ず盗み聞きできる場所に身を潜ませたあと(この間、ずっ

と彼は怪しまれもしなかった。実際、尾行されているなどという疑いがどうしてわれわれの空想に

はいり得ただろう)、もうしばらく監視を続けてはどうかと言うドッグペリー氏[シェイクスピア『空

騒ぎjの劇中人物で、警官]の要請を拒否して、私の友人も私も、ドッグペリー氏の結論は正反対で

あったにもかかわらず、陛下の御領内の誰にも負けない善良な臣民であるという確信を宣言した。

(Biographia Literaria， ch 10) 

しかしこの年の秋、コールリッジはジョン・セルウオールに「われわれの周囲にこの事件が引き起こ

した騒動と中傷、危険を予感させる迫害の組織は君には考えられないだろう。もし君まで住むことに

なれば、暴動、危険な暴動という成り行きになりはせぬか心配だJ(STCL，I，343)と書いていた。この言

葉がスパイ事件の実際をいっそう正確に示しているだろう。ワーズワスがフランス革命の現実に落胆

し、 「共和主義者は・・・無知ゆえに倣慢で、理性の力を十分に試してその弱さを認識したことがな

いために、理性の力を誇っているJ(STCL，I，339)というコールリッジに同意していた頃、このスパイ騒

動が起こったことは皮肉である。またこのスパイ騒動が彼のオールフオツクスデン滞在を一年限りと

守，l
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した主要な原因となった。

この年の秋、ワーズワスはコールリッジに勧められて「英蘇国境の人びとJを劇場に売り込むため

に手を入れた。この改訂原稿はコールリッジの仲介で 11月 20日頃にはコヴェント・ガーデン劇場の

支配人に送られ、その示唆でさらに変更を加えるために 12月初めにワーズワスはドロシーと一緒にロ

ンドンへ出た。しかし、結局、不採用を知らされて、ブリストル経由で、おそらく 1798年 1月3日に

オールフォックスデンに帰った。そしてその後は『廃屋』の加筆に従事して、 3月5日までに第二稿

を書き上げている。この日付でドロシーはメアリー・ハチンソンに次のように書き送った。

あなたは『廃屋Jの写しを送って欲しいと言われる。それは不可能です。あの詩は九0 0行の長き

になっていますから。でもあの田舎屋に直接かかわる部分だけを写してお送りします。行商人の性

格が今ではこの詩の主要な部分、たしかにもっとも重要な部分と言えるものになっています。(EY，199)

この手紙は第二稿が完成した時期ばかりでなく、加筆部分の内容についても明瞭に教えてくれる。ワー

ズワスは『ソールズベリの野』では流浪の女の偶然の道連れに過ぎなかった旅人に、旅人自身の身の

上話を付け加えて『ソールズベリの野の冒険』を作っていた。同様に、今度は第一稿においては「私J

が、偶然、出会ったに過ぎなかった行商人を、 「私」の古い友人として、その身の上話を付け加える

ことによって第二稿を作った。そして行商人の身の上話は自然が人間を、メアリー・ハチンソンのよ

うな「神が喜ぶ生き物Jへと育て上げる教育の物語となった。

行商人はカンパランド県(現カンブリア県)の山国で少年時代を送った。そして少年の心には自然の

雄大な形姿がしばしば刻印された。例えば少年が父親の羊を護って高い山の峰にいる時、太陽が昇り、

世界を光に浸した夜明けのことである。

He looked; 

The ocean and the earth beneath him lay 

In gladness and deep joy. The clouds were touched 

And in their silent faces did he read 

Unutterable love. 

(RC，398) 

彼は見た。

海と陸が彼の下に楽しい、深い喜びの中に

横たわっていた。雲は染まり、

沈黙した雲の顔に彼は言葉の及ばぬ愛を読んだ。

そしてこの時、少年は自然界が「彼の動物的存在を呑み込み」、彼は自然のすべての中で生き、自然

のすべてによって生かされていると感じる。この箇所は全体として少年の精神がいわば肉体を離脱し

-18-
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た霊的な存在となり、自然界と同じ広大な広がりを獲得して、自然界と融合するという神秘的な体験

を表現している。そして少年の精神と一体となった自然の事物もすべて霊的な存在となって、少年の

精神と同じ生命を共有して生きているという実感を表現している。この同一の生命を共有しつつ生き

る時、少年も自然の万物も同じ喜びと愛と至福に満たされる。さらに少年はこの体験を「神の訪れJ(RC，398)

と感じた。

Oh! then， how beautiful， how bright appear'd 

The written promise! He had early leam'd 

To reverence the Volume which displays 

The mystery， the life which cannot die: 

But in the mountains did hefeel his faith: 

There did he see the writing. All things there 

Breath'd immortality， revolving life， 

And greatness still revolving; infinite. 

(RC， 400) 

ああ、こういう時、約束の言葉はなんと美しく、

なんと輝かしく見えたことか。彼は幼い頃から

神秘を、死滅することのない生命を示す

あの書物を敬うことを学んだ。

しかし山の中では彼は信仰を実感した。

そこでは彼は書かれたことがらを見たのだ。

万物がそこでは不滅の息吹を放ち、循環する生命、

無限に循環する偉大、無限なるものとなる。

少年はこのような体験を反復し、またその記憶を反努しながら成長して、次第に自然の「選ばれた息

子Jという自覚を持つにいたる。そして彼は自然界の万物と同じ生命を共有して生きることが「われ

われ人間の本性」であると理解して、 「もっとも賢明な受動のうちに、人間本性の巨大な流れを漂い

下るJ(RC，115)という生き方を身につけるのである。

こうして『廃屋J第二稿ではマーガレットの身の上話の語り手はたんなる行商人ではなく、自然の

教育について説く哲学者、宗教家の性格を帯びることになった。そして行商人は彼が受けた自然の教

育に照らしてマーガレットの希望への執着の物語を見なおそうとする。この行商人の背後に、戦闘的

な共和主義者でもなければ、理性主義の哲学者でもなく、また政治的正義を執行する神の代理人でも

ない、新たな自然詩人として生まれ変わったワーズワスがいるのである。(未完)

nu 
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注

伝記的な情報については主として次の著書によって確認した。

Mary Moonnan， William Wordsworth， a Biography， The Early Years， 1770-1803 (Oxford， 1957); The 

Later Years， 1803-1850 (Oxford， 1965) 

Mark L. Reed， Wordsworth， The Chronology ofthe Early Years， 1770-1799 (Cambridge， Mass.， 1967); 

The Chronology ofthe Middle Years， 1800-1815 (Cambridge， Mass.， 1975) 

引用文やその他必要な記述には内に出典を付記した。出典の略号は次のとおり 。

BL Biographia Literaria， ed. James Engell and W. Jackson Bate (2 vols.， Princeton， 1983) 

EW An Evening Walk， 1793 

EY Letters ofWilliam and Dorothy Wordsworth， The Early Years， 1787-1805， ed. E. de Selincourt 

and revised Chester L. Shaver (Oxford， 1967) 

Johnston Kenneth R. Johnston， The Hidden Wordsworth， Poet -Lover -Rebel -Spy (New York， 1998) 

LY Letters ofWilliam and Dorothy Wordsworth， The Later Years， 1821・1853，ed. E. de Selincourt 

and revised A. G. Hill (4 vols.， Oxford， 1978-1988) 

Mem Christopher W ordsworth， M初lOirsof William Wordsworth (2 vols.， Boston， 1851) 

Prel Prelude， 1805 

Prose The Prose Works ofWilliam Wordsworth， ed. W. J. B. Owen and J. W. Smyser (3 vols.， Oxford， 

1974) 

PW The Poeticα1 Works of William Wordsworth， ed. E. de Selincourt and Helen Darbishire (5 vols.， 

Oxford， 1940・1949)

RC The Ruined Cottage and The Pedlar by William Wordsworth， ed. James Butler (Ithaca， 1979) 

STCL Collected Letters ofSamuel Taylor Coleridge， ed. E. L. Griggs (6 vols.， Oxford， 1956・1971)

STCP The Complete Poetical Works of Samuel 1;のlorColeridge， ed. Emest Hartley Coleridge (2 

vols.， Oxford， 1957) 
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Foreign Language Education in Japan 

- from a cross-cultural perspectiveー*

Yasuteru OTANI 

1) Foreign Language Education in a New Era 

One of the most valuable lessons we leamed from W orld War 11 was a realization that 

strengthened understanding between our nations is the only key to avoiding tragic conf1icts. 

Our indifference to other languages and cultures is a luxury we can no longer afford. 

To establish intemational organizations to provide a wider knowledge of each nation 

overseas has been considered to be a national responsibility. Thus， the United States has 260 

American Centers around the world. The United Kingdom has 243 British Councils， France 

has 333 Alliance Francaise and Germany has 145 Goethe Institut all over the world. 

Intemational organizations of ministers of education were also established to promote 

intercultural education and training， first in Europe， and then in A仕ica，Southeast Asia and 

South America. The Southeast Asian Ministers of Education Organization (SEAMEO)， for 

example， has its own Regional Language Centre in Singapore that is one of the meccas of 

research in the teaching of foreign languages. 

The Helsinki Accords of 1975， too， obligate the signing 35 nations to encourage the 

study of foreign languages within their borders. 

百四 EuropeanCommunity (EC) was also bom of the bitter experiences of the two 

World Wars. The EC's (now EU' s) LINGUA Programme aims to have member states' 

children master at least two languages other than their own when they leave high school. 

There has long been a widespread belief in the United Kingdom and the United States 

that their native English is the intemational language and hence that they have no need of 

foreign language study. But this too is changing. 

Until the 1960s， 25% or so of 11-year-old pupils in the United Kingdom did foreign 

language study. By the late 1970s， however， some 85% of them were starting a foreign 

language. From 1992 on， the National Curriculum requires all 11-year回 oldpupils in the 

United Kingdom to take five years of a foreign language， choosing from 19 languages. The 
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National Curriculum is considered to be a weapon against a high degree of linguistic 

prejudice and parochialism which are endemic in British society. 

The United States has long been called ‘the land of the monolingual.' It continues to 

be the only nation where you can graduate from college without having had even one year of 

a foreign language during any of the sixteen years of schooling. There are nevertheless some 

signs of change. For a few years after World War n and after Sputnik's ascent in 1957， 

interest in other languages and cultures was boosted in the United States. There us every 

evidence that they have 1eamed lessons from the loss in Vietnam. They were forced to the 

conc1usion that the 10ss in Vietnam came not because of deficiency in mi1itary equipment or 

in fighting force， but because of deficiency in the understanding of other peop1e. 

One ofthe most impressive documents on U.S. foreign language education is Strength 

through Wisdom， a repo口 tothe President from the President' s Commission on F oreign 

Language and Intemationa1 Studies in 1979. The repoロstatesthat the白turewill not belong 

to peop1es that remain ignorant of languages and cu1tures other than their own， and it urges 

strong foreign 1anguage requirements from kindergarten through college. Four years 1ater， in 

1983， the Emergency Mathematics， Science and Foreign Language Education Act was passed 

by Congress. 

Virginia and New York， to mention a few， have overhau1ed their high schoo1 curricula 

to inc1ude foreign languages. F oreign 1anguage enrollments at secondary 1eve1 are now at their 

highest 1eve1s since 1963. In col1eges and universities， too， foreign 1anguage enrollments are 

increasing. In the University of Hawaii， for examp1e， two years of a foreign 1anguage has been 

a graduation requirement since 1986. 

百1USfar， a c1ear upward drift in the study of foreign 1anguages can be observed 

worldwide. 

Tab1e (A) is a survey of 1anguage study in 45 countries and regions. Compared with 

my previous survey in 1978， Table (A) shows the fol1owing c1ear-cut trend: 

(1) The number ofrequired languages has increased during the 1ast 22 years in 18 out 

of 45 countries and regions， main1y in EU countries. Korea in Asia is no exception. 

Japan and New Zea1and， a10ne among the 45 countries and regions， continue not to 

require a foreign 1anguage. 

(2) More than one foreign language is offered in every country except Japan and the 

Philippines. In Korea， se 
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and regions during the last 22 years. Such is also the case in Korea. 

2) English Language Education for Asian Students 

At a time when the study of foreign languages is more encouraged than ever， some 

Asian countries remain ‘notorious' for their incompetence in foreign languages， especially in 

English. Arthur Koestler， the British writer， called the Japanese ‘hopeless linguists' after he 

made his first visit to Japan. Edwin O. Reischauer， one-time American ambassador to Japan， 

likewise said，‘the amount of effort， time and money put into English language teaching and 

leaming probably produces smaller results in Japan than anywhere else.' 1) 

TOEFL (Test of English as a Foreign Language) scores are commonly cited as an 

index of each country 's competence in English. 

Table(B)shows the latest TOEFL total score means for 43 countries and regions (from 

July 1997 through June 1998). As can be clearly seen， of the 43 countries and regions， those 

lowest on TOEFL scores are from the Asian and Middle Eastem regions (e.g.， Saudi Arabia， 

the United Arab Emirates， Thailand， Japan， Taiwan， Afghanistan， Indonesia， Korea， Hong 

Kong). Korea is 117th and Japan is 155th in rank in a total of 169 countries and regions. 

In evaluating the TOEFL score statistics， however， it is important to keep in mind that 

the presence of differences in performance on TOEFL among examinees合omdifferent 

countries and regions does not permit the generalization that there are fundamental 

differences in the ability of the various national groups to leam English. The examinees from 

the respective countries and regions differ markedly with respect to composition on variables 

that are related to performance on TOEFL (e.g.， age， sex， the way of selecting examinees， the 

amount and quality oflanguage teaching， etc.) 

A close examination ofTable (B)， however， reveals that the most important variable is 

the ‘linguistic distance' between English and the various native languages of the examinees. 

In other words， performance on TOEFL is largely attributable to natural differences among 

the language groups in the extent of the similarities and dissimilarities of their languages with 

the English language. 

As Table [B) indicates， countries and regions in which European languages are spoken 

attain the highest TOEFL scores. Among them， the Germanic language group， which has the 

closest affinity to the English language， exceeds the other language group (e.g.， Belgium， 

Denmark， Germany， Luxembourg， the Netherlands， Norway， Sweden， Switzerland). The 
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4 Yasuteru OTANI 

language group (e.g.， France， Italy， Portugal， Spain)， except for most countries in the 

Americas which have a large Spanish-speaking sphere of their own (e.g.， Argentina， 

Coloinbia， Mexico， Peru， Venezuela)， then the Slavic language group (e.g・， Czech， Russia)， 

then the Greek language group (e.g.， Greece). The Iranian language group， which is 

considered to have the least close affinity to the English language among European languages， 

scores the lowest (e.g.， Afghanistan， Iran). 

A study ofperfonnance on TOEFL by D.L.Aldennan and P.W.Holland 2) shows that a 

high proportion ofTOEFL items， nearly seven-eighths ofthose involved in their study， that is， 

nearly 88% of those involved， are sensitive to examinees' native languages. Examinees from 

several language groups differed in their perfonnance on specific items according to their 

native languages. 

Thus， Aldennan and Holland's study yielded the conclusion that such differential item 

perfonnance can be attributed to the ‘linguistic distance' between English and examinees' 

native languages. In the light of these findings， it seems quite reasonable to infer that the 

lowest TOEFL scores eamed by examinees仕omAsian countries and regions， except for 

European ex-colony countries and regions， are closely related to the linguistic dissimilarities 

of their languages with the English language. 

Table (CJ shows the comparative scores on TOEFL for four language groups during 

the period of more than thirty years since the TOEFL was first developed. The Gennanic 

language group has always achieved the highest scores (出eNetherlands， Gennany， Sweden). 

The ex-colony group and the Romance language group have scored lower than the Gennanic 

language group almost without exception (India， the Philippines， Spain， France). And the 

other non-European language groups have consistently clustered near the bottom ofthe scale. 

In assessing and evaluating the language test score statistics， it should be noted that 

the ‘linguistic distance' between the target language and examinees' native languages 

constitutes a much more influential variable than is commonly supposed. This is， of course， 

the case with Japanese language tests. The Japan Foundation has administered the 

Japanese-Language Proficiency Test (JLPT) since 1984 both in Japan and abroad. The total 

number of examinees of the Test amounts annually to 100，000. 

As can be seen in Table(CJ， t 
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show that the European language group tends to attain low scores on the test， while the Asian 

language group far exceeds the European. Especially， examinees from Korea， whose language 

has the closest affinity to the J apanese language， achieve almost without exception the highest 

scores on the JLPT. 

1n 1977， Professor Toru Umakoshi ofNagoya University administered a questionnaire 

about the learning of Japanese to 480 Koreans who had studied in Japanese colleges and 

universities. The questionnaire offered a choice of白velevels of difficulty of learning 

Japanese:‘very easy，'‘easy，'‘neither easy nor difficult，'‘difficult， '‘very difficult.' The 

results were: 26.4%‘very easy，' 37.3%‘easy，' 30.1%‘neither easy nor difficult，' 5.7% 

‘difficult，' and 0.5%‘very difficult.' This means that only 6.2% of all the subjects from Korea 

answered that they found learning Japanese ‘difficult' or‘very difficult. ' 

Similarly in the case of Japanese students learning the Korean language. According to 

Professor Isamu Matsuo of Tenri University， his Japanese freshman students majoring in the 

Korean language usually master Korean grammar in less than four weeks， though very few of 

them have mastered English grammar despite the fact that they have studied English for more 

than six years. 

3) English Language Education in Japan and Korea 

As is seen in Table (CJ ， the scores of Japanese and Korean examinees cluster near the 

low end of the scale. But one thing should not be overlooked here. From 1964 through 1966， 

when TOEFL started， the scores of Japan and Korea were 482 and 461， respectively. Korea 

was 21 points lower than Japan. Moreover， the numbers ofexaminees were 1，710 from Japan 

and 292 from Korea. Considering that the Korean population at that time was one third that of 

Japan， the Korean examinees were the chosen few as compared with their Japanese 

counterparts. 

But between 1969 and 1971， Korea outperformed J apan， and since then Korea has 

never been outperformed by Japan. From 1997 through 1998， the scores of Japan and Korea 

were 498 and 522， respectively. Korea was 24 points higher than Japan. This means that 

Korea achieved higher scores than Japan by 45 points during the past thirty years or so. From 

1997 through 1998， the numbers of examinees were 146，439 from Japan and 103，674 from 

Korea. The Korean examinees are no longer the chosen few. 

Why has Korea far exceeded Japan since the period 1969 through 1971? A variety of 

factors may be involved. But the differences in curricula of the two countries cited in Table 
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(D) should be taken into account in interpreting their TOEFL scores. The relatively high 

scores for Korean examinees probably represent their high school curriculum， which reveals 

some marked contrasts with that of Japan. 

Table (D) shows that: 

(1) There is only one language which is considered worthy of study in Japanese senior 

high schools. That is English. But in most Korean senior high schools， two foreign 

languages out of seven languages are required. 

(2) English has not been a required subject in Japanese junior and senior high schools 

since the new school system started more than fifty years ago， except for ten years 

(1963-1972) in senior high school. By contrast， Korea has required all junior and 

senior high school students to take English all through the past fifty years or more. 

(3) In Japanese junior high schools， the number of hours allotted for English has been 

gradually decreasing from 4-6 hours per week in the 1950s to the present 3-4 hours. 

By comparison， Korean junior high schools have not suffered such a progressive 

decline in class hours per week. 

Here are some other contrasts in our present situations: 

(4) Japanese public primary schools have not taught any foreign languages at least 

since the war. But in Korea， English was introduced into primary schools in 1997 

starting in the third grade. 

(5) As the college-age population decreases， many Japanese colleges and universities 

have difficulty maintaining their enrollment numbers. Consequently the foreign 

language requirement in colleges and universities has been progressively diluted 

during the past decade. Some colleges have dropped the requirement of English for 

admission or graduation. In Korea， by contrast， colleges require one or two foreign 

languages for admission. 

Thus it is quite possible that in the near 白tureJapanese college students will be less 

competent in foreign languages than Korean high school students. Here， we have to look back 

to the fact that a quite similar situation was observed in some industrial nations a few decades 

ago. In those days， American and British college students in general were less competent in 

foreign languages than Japanese high school students. Their unwillingness to leam foreign 

languages was often viewed， not without cause， as a cultural arrogance that takes it for 

granted that other peoples should leam旦旦rlanguage. But now， they have leamed仕omhistory 

that the future wilI not belong t 
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than their own. 

There are many important lessons for Japan， of course， and also for Korea， which is 

now a newly industrialized nation， to learn from the bitter experiences that those old advanced 

industrial nations have gone through. 

Let me mention another important contrast， this time not between Japan and Korea， 

but between Europe and Asia. It has to do with school c1ass size. The problem of c1ass size is 

too often ignored， especially in Asian countries. 

Our maximum legal c1ass size for compulsory education in Japan is 40， and it was 45 

until several years ago. 1 understand that they have a similar maximum in Korea. But the 

average c1ass size for foreign languages in European countries， not only in the advanced ones 

but in almost all European countries， is less than 20.‘Twenty' is already ‘plenty，' they say. 

And c1asses are generally dec1ining in size. 

According to my recent survey， quite surprisingly， no study of c1ass size has ever been 

done in Japan. I'm wondering ifthey have done one in Korea. 

In Europe， they have a long history of studying c1ass size. One of the earliest studies 

was published in 1909 (O.P. Cornman，‘Size of Classes and School Progress，' The 

Psychological Clinic， 1909， 3， 206-212). The best of the well-known studies of c1ass size is 

Gene V. Glass's School Class Size (Beverly Hills: Sage， 1982). 

Glass and others carried out 109 experimental comparisons of smaller and larger 

c1asses. Their procedure and findings were as follows: 

They portrayed the achievement of an average pupil， who in a c1ass of 40 pupils 

would score at the 50th percentile on an achievement test. That is， this pupil's achievement 

score would lie above half and below half of those of his or her fellow pupils. 

Glass's study shows that ifthis pupil were taught for more than 100 hours in a c1ass of 

20 pupils， the pupil' s achievement would exceed that of 60 percent of pupils taught in c1asses 

of size 40. Thus the pupil would have risen from the 50th to above the 60th percentile as a 

consequence of a reduction by half (from 40 to 20) ofhis or her c1ass size. 

Further reductions of c1ass size below 20 produce even more dramatic benefits. 

Instruction of more than 100 hours in a c1ass of 5 pupils move the average pupil from the 50th 

percentile at c1ass size 40 to beyond the 80th percentile， a gain of over 30 percentile ranks. 

The relationship of c1ass size to pupil achievement is remarkably strong. Large 

reductions in school c1ass size promise learning be 
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8 Yasuteru OTANI 

The ‘linguistic distance' between English and Korean or Japanese cannot be reduced. 

But c1ass size can. Almost all European countries have already reduced their c1ass sizes. Even 

Russia， which is asking economic assistance of Korea， whose c1ass size is as large as 40 or 

more， is able to maintain a c1ass size of 12 for foreign languages. 

百lequestion is not one of national resources. It is one of national wills. This is one of 

the most important lessons we have to leam from European countries， when it comes to 

‘curriculum development for foreign language education in the 21 st century.' 

NOTES 

* This paper was presented at the Conference on ELTeCS in East Asia held at National 
Taiwan Normal University， Taipei， on August 31， 2000. 

1) Edwin O. Reischauer，‘The English Language and Japan's Role in the World，' The English 

Teachers' Magazine (Tokyo: Taishukan， Jan. 1962)， Vo1.10， No. 10. 

2) Donald L. Alderman & Paul W. Holland， Item Peゆrmanceacross Natiνe Language 

Groups on the Test 01 English as a Foreign Language (Princeton: Educational Testing 

Service， 1980)， p.31. 
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(B) TOEFL Total Score Mean (July 1997 -June 1998) 
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(C) TOEFL Total Score Mean (1964-1998) 
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ウォルター・ぺイターの審美主義(1)

Aestheticism and Hypertextual Pater 

上村盛人

Morito UEMURA 

1 序

モダニズム文学におけるべイター (Wa1terPater， 1839・94)の重要性を論じたカーモウドの先駆的な

研究(2)のあとも、ペイターが現代文学や現代作家に大きな影響を及ぼしていることを指摘する研究が

次々に発表されている。例えば、ベイターとヴァージニア・ウルフに関してはマイセルの研究があり (3)、

ベイターとジェイムズ・ジョイスについてはモリターノが書物を出している (4)。さらに、アメリカの現

代詩人に対するペイターの影響を指摘したドナヒューは、「道徳律廃棄主義者J(‘antinomian' )として

のベイターを中心テーマとして論を進めているが、「ペイターが現代文学の序幕を展開させたJ(“Pater 

gave modem 1iterature its first act.")と断言している(九 また日本でも、西脇順三郎がペイタリアンとし

て、日本の近代詩にペイター的世界を導入しようとしたり 川、さらに、三島由紀夫が、『禁色j(7)、『葉

隠入門j(8)、「貴顕J(9)、「蝶々 J110)などの作品の中でベイターについて論じていて、現代文学における

べイターの位置が紛れもなく大きいことは確かである。ペイターのいわゆる、「審美主義J

(‘aestheticism' )について、彼の生きた時代との関わりにおいて考察するのが、本稿の目的である。

2 ‘aesthetic'の語義

先ず、 OED (TheOゆrdEnglish Dictionary、初版 1933年、増刷版 1961年、 1970年)で"aestheticism'

を引いてみると、「‘aesthetic'で、あることJとあった。それで、今度は、‘aesthetic'で調べてみると、「ギ

リシア語の語根、‘ αtσ8 e -' (五感によって感じ、理解する〉に由来するjという語源が示され、

それに続いて次のような解説が与えられている。

パウムガルテン (Baumgarten[I714-62， ドイツの哲学者] [カギ括弧([ ] )の部分は、筆者に

よるもの。以下も同様。】)が「趣味の批判J(‘criticism of taste')の意味で、科学あるいは哲学の用語と

したが、その後、カント (Kant [1724-1804， ドイツの哲学者])が古来からの、「感じられたものJ(α 

tσ0マTα) と「考えられたものJ(νOヮrα)の区別に従って、「感覚的知覚の状態を扱う科学」

9
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2 上村盛人

(‘the science which仕eatsof the conditions of sensuous perception')がこの語の本来の意味であると反論し

(1781年、 Kritik der Reinen 陪rnunft[r純粋理性批判j<篠田英雄訳、岩波文庫、上、 1961、p.88>])、

カント哲学[感性論]の中でそのように定められ、 1800年頃に英語としても使われるようになった。し

かし、 1830年以降、バウムガルテンの唱えた用法が復活し、英語においても広く用いられるようにな

ったが、そのような意味でこの語を使うことには、長い間、反論があった。美の理想として感傷的懐

古趣味に耽ける最近の極端な傾向は、この‘aesthetic'という語とそれに関わるものを、本来の語源的、

ならびに純粋な哲学的意味からさらに一層遠ざけてしまった。

OEDの上の解説を要約すれば、次のようになろう。ドイツ哲学におけるパウムガルテンの「趣味の

批判Jと、カントの唱える「感覚的知覚の状態を扱う科学」という二つの概念が‘λsthetik'の意味する

ものとして、先ずドイツで用いられたが、英語の‘aesthetic'の意味としては、先ず、カント的な意味で

使われ始めた。ところが、 1830年以降はバウムガルテン的な用法が英国の人々の気に入るところとな

り、この語が、「美の理想として感傷的懐古趣味に耽ける最近の極端な傾向J(‘Recent extravagances in 

the adoption of a sentimental archaism as the ideal of beauty')として、一種の社会現象を引き起こしている

と述べ、 OEDにしては珍しく、当時の英国社会の状況を生々しく伝えている。そしてさらに、そのよ

うな語の用い方は、本来の語源的、ならびに純粋な哲学的意味からも逸脱していると、ややいらだた

しげにその誤用を指摘している。パウムガルテンから発した「趣味の批判」は、「趣味の美学Jとして

英国の人々が用いるようになり、それはさらに「大衆の美学J('popular aesthetic')となって、ますます

もてはやされるようになったのである。一方、カントの「感覚的知覚の状態を扱う科学jとしての哲

学的な‘aesthetic'は、「高尚美学J(‘も加hig悼haesthetic')とでも呼ベるものである{川11川lリ}

形容詞としての‘'a巴白st白h児削eti比c'の語義として、 OEDは次のように三つの定義を与えている。

(1) 五感が受け取り、感覚的知覚に関する(廃語)

( 2 ) 美の鑑賞や批評に関する

( 3 ) く人や動物について〉美しいもの、快適なものを鑑賞したり、示すことができる;趣味の

よい、洗練された:<物について〉よい趣味(または、そのようなものと伝統的に見なされて

きたもの)の原理と一致する

上で与えられた(1)の定義はカント流の哲学的「高尚美学j理論を説明するものであり、(2 )の定

義はパウムガルテン風の「趣味の美学」を説明したものといえる。そして、(3 )の定義は、(1)で

定義されているような、「本来の語源的、ならびに純粋な哲学的意味Jから大きく逸脱した用法を説明

したものといえよう。ここで注目すべきは、「美の理想として感傷的懐古趣味に耽ける最近の極端な傾

向が、この‘aesthetic'という語とそれに関わるものを本来の語源的、ならびに純粋な哲学的意味からさ

らに一層遠ざけてしまったj用例として、(3 )の定義の引用例の中に、サヴォイ・オペラ (SavoyOpera) 

-34ー



ウォルター・ペイターの審美主義 3 

の『ベイシャンスj(Pa t ience)から、次のような一節が引かれていることである。

1 am a broken-hearted troubadour， 

Whose mind's aesthetic and whose tastes are pure! (1 2) 

僕は傷心の吟遊詩人、

審美的な精神と、純粋な趣味をもっている!

「傷心の吟遊詩人jは、まさに「感傷的懐古趣味jそのものを体現しているゆえに、ここで用例とし

て引用されているわけである。

ところで、 1881年4月23日に初演が公開されたこのコミック・オペラが大流行したことは、

よく知られている附。OEDの第一分冊 (Aより ANT)が出版されたのが 1884年 1月29日である

から (14)、この『ペイシャンスJからの引用は、 OEDの中でも最も新しい引用文献のーっといえる。

上で見たように、‘aesthetic'ということばが、社会現象ともいうべき「最近の極端な傾向jを引き起こ

したことについて、この辞書が異例ともいうべき解説を付しているということ自体、この社会現象の

大きさがまさに暗示されているのである。「極端な傾向jとして当時はびこっていた「審美主義jを榔

撤するために作られたこの 『ペイシャンス』には、当然のことながら、‘aesthetic'ということばがふん

だんに使われている。例えば、次のような一節がある。

Ifyou're anxious for to shine in the high aesthetic line as a man of culture rare， 

You must get up all the germs ofthe transcendental terms， and plant them 

everywhere. 

Though the Philistines may jostle， you will rank as an apostle in the high aesthetic 

band， 

Ifyou walk down Piccadilly with a poppy or a lily in your mediaeval hand. 

(Patience， pp. 168・69)

たぐい稀れなる教養人として、高尚な審美主義者の一員となって、明るく輝きたいのなら、

先験的用語の芽となるすべてのものをよく理解して、それを至る所に植え付けるのだ。

俗物どもがひしめいているけれども、高尚な審美主義の使徒になれるのだ、

中世風のいでたちで、芥子や百合の花を手にしてピカデリーの通りを閑歩すればね。

に
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4 上村盛人

ここで注目すべきは、審美主義が教養人のものであると、はっきりと宣言されていることである。(審

美主義と教養については、後でもう少し詳しく論じることにする。)そして、英国における審美主義の

源流ともいうべきラファエル前派兄弟団 (Pre-RaphaeliteBrotherhood)の機関紙のタイトルが JheGerm

であったこと、また、「先験的J(‘transcendental' )という語が、カント哲学における重要な用語であっ

たことを知る人は、上の引用の 2行目の捻りの利いた榔撒に興味を覚えるかもしれない。ラファエル

前派の画家たちがさまざまな花を克明に描いたこと、審美主義に関わる芸術家達が花や植物に取りつ

かれていたことは、よく知られていたが、特に百合の花が好まれ、ワイルド(OscarWilde， 1854-1900) 

などもこの花の愛好者であった。ワイルドといえば、中世風の服に身を包んだ彼の写真が残されてい

るが、上の引用の 4行目などは、花を手にしたワイルドがロンドンの繁華街を歩く姿を訪梯とさせる

ものといえよう。

また、つぎのような一節がある。

A most intense young man， 

A soulful-eyed young man， 

An ultra-poetical， super-aesthetical， 

Out-of-the-way young man! 

A pallid and thin young man， 

A haggard and lank young man， 

A greenery-yallery， Grosvenor Gallery， 

Foot-in-the-grave young man! 

(Patience， pp. 194-95) 

極めて情熱的な若者、

思い入れ溢れる眼差しの若者、

この上なく詩的で、超審美的で、

並外れた若者!

青白く痩せた若者、

やつれてひょろ長い若者、

グリーンとイエローの、グロヴナー・ギャラリー風の、

死にかけたような若者。

世相を辛練に風刺する雑誌、 『パンチj、に描かれた多くの審美的な若者達は、まさに上の引用の言葉

-36-



ウォルター・ペイターの審美主義 5 

をそのまま絵にしたものである。そして、ワイルドのグリーン・カーネーションや、「イエロー・ブッ

ク』を侠つまでもなく、緑(グリーン)や黄色(イエロー)はこの時代を支配して世紀末にまで及ぶ

のである。

3 エステティークとカルチャー

上の引用にあったグロヴナー・ギャラリーは、 1 8 7 7年にロンドンのニュー・ボンド・ストリート

にオープンした美術館で、ラファエル前派の芸術家グループとも深い関わりをもち、当時の国をあげ

てのカルチャー・ブームをさらに盛り上げることに貢献し、審美主義の展開に大きな役割を果たした。

188 1年 5月7日号の『パンチ』に掲載された「カルチャーJと題する風刺画 (1 5)は、このような

状況を皮肉たっぷりに描いている。ごみ収集人 (dustman) とその夫人が、貸衣装屋で紳士・淑女に変

身し、夫が、「さて、ベ ッツイーや、どっちにすっか、ハール・へイか、それともグラヴナかい?! ! J 

('NOW， BETSY， VICH IS IT TO BE， MY DEAR-THE HAHR HAY， OR THE GRUV'NOR?!!') と夫人に

問いかけているところである。ハール・ヘイ(‘hahr-hay')は、コックニーで、アール・エイ(‘arーが)が説

ったもの。 RA、つまり、ロイアル・アカデミー (RoyalAcademy [英国王立美術院])のことである。 17 

6 8年に設立され、英国画壇の巨匠達を含めた移しい数の作品が天井まで隙間もなくひしめき合って

展示されているロイアル・アカデミーの会場がいいのか、それとも、多くの斬新な企画と共に、実力の

ある若い画家に発表の機会を与えるために、リンジ一夫妻(SirCoutts Lindsay [1824-1913] & Blanche， 

Lady Lindsay [1844-1912])によって設立されたばかりの、ゆったりとしたスペースを取って、個々の

作品が並べられているグロヴナー・ギャラリーのほうがいいのかと、問いかけがなされているのであ

る116)。

上述の『パンチ』の絵は、鉄道網の発達とロンドン万国博覧会(18 5 1年)の大成功などを受け

て、国中の人々を巻き込んでのカルチャー・ブームが湧き起こり、猫も杓子も、手っ取り早いカルチャ

ー・センターである美術館へ押しかけるさまを風刺していたのである。先に上で述べた、「趣味の美学j

を身につけること、つまり、ファ ッションとしてのポップ・カルチャーというべき「大衆の美学J

(‘popular aesthetic')が、 OEDの指摘しているように、「最近の極端な傾向」となっていたのである。(と

ころで、英語の‘aesthetic'は、フランス語では「エステティークJ(冶thetique') であるが[r広辞苑』

第 5版では、「エステティークJの語義として、(1)美学、 (2)全身美容、という 二つの定義を与えてい

る]、しばらく前から、「エステ(ティーク)J という 言葉が国中で飛び交いはじめ、人々がエステに熱

中し、町の図書館、美術館、博物館などのカルチャー・センターで、「趣味の美学Jを身につけること

に精を出すという、カルチャー・ブームに沸いている国がある。このような現象は、 13 0年前の英国

と同じものといえるかもしれない問。)

1882年にハミルトン (WalterHamilton) が著した『英国における審美主義運動JI (The Aesthetic 

地 vementin England)は、同時進行的な社会現象となっていた審美主義についていち早く書かれた書物

であるが、審美主義派に属する芸術家として取り上げられているのは、スウインパーン (Algemon

マ'
『
u



6 上村盛人

Charles Swinbume， 1837-1909)、D.G.ロセッティ (DanteGabriel Rossetti， 1828-82)、モリス (William

Morris， 1834-96)、オショーネシー (ArthurO'Shaughnessy， 1844-81)、ウールナー(ThomasWoolner， 

1826-92)、ワイルドといった人々であり、ペイターに関して、ハミルトンはまったく何も触れていな

い。また、先に挙げたコミック・オペラ、『ベイシャンス』、の主人公として登場する二人の「審美派

詩人J(“aesthetic poets")についても、スウインパーン、ワイルド、ホイッスラー (JamesAbbott McNeill 

Whistler， 1834-1903)などがモデルとして取りざたされることはあるが、ペイターの名前があげられ

ることはない(Iヘ さらに、このコミック・オペラの中で、ペイターを連想させる手がかりとなるよう

なものもまったくない。ペイターは、社会現象となっていた「大衆の美学」としての審美主義に関わ

ることを極力避けながら、彼独自の審美主義理論に関する思索を、オクスフォードで展開させていた

のである。

4 ぺイターの審美主義

OEDの‘aesthetic' に関する定義の中でペイターの名前が現れるのは、 1972年の補遺版

(Supplement)においてである。そこでは先の OEDの三つの定義に続く四番目の「特殊用法としてJ

(‘specifically' )、 rr芸術のための芸術』の原則を提唱した芸術家や作家が 19世紀後半の英国で起こ

した運動に関わるJ(‘Of or pertaining to a late nineteenth-century movement in England of artists and writers 

who advocated a doctrine of“art for a口'ssake"') ものという定義が与えられ、その初出例として、ペイタ

ーの作品、『鑑賞集J(Appreciations， 1889) に収められている「審美派の詩J(“Aesthetic Poe句，，，)から

の一節が51かれている。それに続いて D.G.ロセッティの短編物語、「代祷の聖アグネスJ(“SaintAgnes 

of Intercession")や、ハミルトンの 『英国における審美主義運動jなどからの用例が挙げられている。

(ただし、 OEJJ第二版(1989年、修正増刷版、 1991年、 1998年〕では、すべての定義が同じ項目の中

にまとめられているが、上の四番目の定義は名詞の分類の中に入れられている。)

ところで、先ほどの、 rr芸術のための芸術』の原則を提唱した芸術家や作家が 19世紀後半の英国

で起こした運動Jとは、ラファエル前派から発展していった、いわゆる、「審美主義運動Jのことであ

るが、ペイターの用例を第一にヲ!いていることから、 OEDはここでペイターをこの運動の第一人者と

して認めていることになる。また、 fプリンストン詩学百科事典』では、“Aestheticism"の項で、英国の

審美主義運動が起った 1880年代以降、「ペイターの影響は大であった。『わjレネサンス』の「結びび、J(1873 

年)の中で英国の審美主義はほぼ正式の認可を受けたjム、と述ベている (1旧ヘ9

美主義運動』の中で、ベイ夕一について、「英国ヴイクトリア時代後期の教養分野[‘aestheticism'(審美

主義)のこと]の主導者となったオクスフォードのドンJ、と述べて (20)、やはり英国における

‘aesthet icism'の中心的存在であると見なしている。

きて、上に引用した書物の説明から連想されるように、ペイターは自らが中心となって、積極的に

英国の審美主義運動を起こしたのであろうか?ラフアエル前派 (Pre-RaphaeliteBrotherhood) の芸術家

達が、秘密結社のような組織を作って[‘brotherhood'には兄弟組織、同業組合、宗教団といった意味が
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ある]、自分達の活動をアピールするためのジャーナルを出したり、またワイルドがアメリカまで講演

旅行に出かけ、センセーショナルな宣伝活動を意図的に行なって、“popularaestheticism"の普及に手を

貸したのとは対照的に、ベイターはあくまでも、アカデミックな学究として、オクスフォードの限ら

れた世界に身を潜め、独自の審美主義理論を追求していたのである。オクスフォードというガウンの

世界に身を置くべイター自身も、タウンの世界とはできるだけ距離を置くように努め、自分に関わる

事件やゴシップなどが、一般の人々の注目を浴びることのないように、極めて慎重な配慮をしていた

ものと思われる (21)。

では、ペイターがオクスフォードで没頭していた審美主義理論とはどのようなものであったのか?

彼の二つのエッセイ、つまり、「審美派の詩J(“Aesthetic Poetry")及び「ダンテ・ゲイブリエjレ・ロセ

ッティJ(“Dante Gabriel Rossetti") を手がかりにして、極めて大まかなスケッチをしてみたい。

「審美派の詩jは、 1868年 10月発行の『ウエストミンスター・レヴュー誌J(Westminster Review) 

に匿名で載せた、ウィリアム・モリスの『地上楽園j(The Earthly Paradise)への書評のテクストが元

になっているものである。また、この書評テクストの後半部分は、『ルネサンスJ(The Renαωi，幻ssα仰nc白E、1873

年)の「結びJ(“Conclu凶siωon") に転用されたのであるが、同書の第 2版(1877年)では、若い読者を

誤解させる恐れがあるというので、この「結びjは削除され、その後の第3版(1888年)でまた復活

することになった。また「審美派の詩Jは、 1889年の『鑑賞集』に集録されたものの、その後の版で

は削除されてしまった。そのあたりの事情を図式化すると次のようになる。

「審美詩J( r鑑1J1889)一-. x (r鑑 2.11890) 

書評 (rウエストJ1868)ー令

「結びJ (rル U1873) ー令 x (rル2.11877) 

o (rル3.11888)
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(注)

『ウエストj: rウエストミンスター・レヴュー誌J

「審美詩J: I審美派の詩」

『鑑1J: 『鑑賞集』第 1版

『鑑 2J: 『鑑賞集J第2版

rJレ1J rJレネサンス』第 I版

rJレ2.1 rJレネサンス』第 2版

rJレ3J rJレネサンス』第3版

× 削除されたことを示す

O 復活されたことを示す

元来、書評として書かれたものが、その後、二つの評論に分けられ、それらがそれぞれに削除され

たり、復活したりする。これはまるで、一度書いてしまったものを消し去り、またその上に書いてい

く、いわゆる、パリンプセスト (palimpsest)のような手法である。あるいは、カード・ゲームをする人

が、切り札を出したり、しまったりするような感じで、テクストが現れたり、消えたりしているとい

えよう。彼独自の審美主義に対して与えられた非難に配慮して、ペイターが作品の一部を削除したと

いうのも、確かに一つの理由ではあろうが、自分の書いたテクストに対するベイターのこのような態

度には、彼のすべての作品に通じる、もっと普遍的な本質性があるといえる。つまり、トランプのカ

ードを操るように、引用やメモの紙切れを並べたり、並べ換えたりして思索を重ねていたとされるべ

イターのすべての作品には、シューターの指摘するように、「修正、組み換えによる再読J(‘rereading: 

revising and reshuff1ing') の可能性が常にあるといえる (2九ペイタ ーの個々の作品それぞれもそうであ

るが、作品中のテクストも絶えず、「修正、組み換えjが行われていて、他の作品の中で「再読Jされ

ることになる。特徴的な語句や文章のテクストが、いたるところで、彼自身の、あるいは他の作家に

よる別の作品へと関連付けられていることを、我々はペイターの文章を読んで、いると、何度も体験す

る。それはあたかも、コンビュータ画面で、あらかじめ設定された語をクリックすると、他の関連サ

イトの画面へとアクセスできるというような体験にも似たものであり、極めて現代的なハイパーテク

スト (hypertext)聞のような構成になっているのがベイターの作品の特徴といえよう。

さしあたり大まかではあるが、以下で、「審美派の詩j、「ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティ jとい

うこつのエッセイについて具体的に検討し、ベイターの審美主義の特質について考察してみたい。こ

れら両作品についての詳細な検討は、稿を改めて別の機会に論じたいと考えているが、ペイターの審

美主義の理論的立場が説かれているのが、「審美派の詩Jであり、「ダンテ・ゲイブリエル・ロセッテ

ィjはその理論の実践的解明であるということを、とりあえず指摘しておきたい。この二つのエッセ

イは、『鑑賞集Jの中で、あい前後して並べられており、先ず、「審美派の詩jでは『地上楽園』を書

いたモリスのことが論じられ、その次に「ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティ」へと続くように構成
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されている。これら二つの評論のタイトルも考慮すると、前者は審美主義についての原理・原則を論じ

た理論篇、後者はダンテ・ゲイブリエル・ロセッティという芸術家について論じた実践篇といえるか

らである。

モリスもロセッティも、いわゆるラファエル前派と呼ばれるグループに属しているから、審美主義

というのはラファエル前派主義ともいえる面がある。疲弊した制度や慣習に捕われ、惰性に流されて

いたヴイクトリア時代前半のロイアル・アカデミーを中心とする英国画壇に反旗をひるがえして生ま

れたのがラファエル前派であった。従って、ペイターの「審美派の詩」の中でも、「反逆者達J(‘rebels')、

「道徳律廃棄主義のJ(‘antinomian' )といったことばが用いられ、これらのことばが示すものが中心概

念のひとつになってくる。

そのような反逆の精神は中世の僧院にも見られ、タンホイザー [Tannhauser， 13世紀のドイツの叙

情詩人]の伝説やアベラール[Abelard，1079-?1142、フランスの哲学者・神学者]の例のごとく、想像的

な愛によって、神への愛に対する、「地上の愛J(‘the earthly love')が採られたように、この精神は広

く人間界に普遍のものであるとベイターは指摘する。わずか 14のパラグラフから成り立っている「審

美派の詩jの中に、先行の作家の名前が多く挙げられ、さらにさまざまな作品が引用されている上に、

ペイター自身の独特で複雑な文体で書かれているために、彼の主張する反逆の精神は、控え目なかた

ちにトーン・ダウンされているが、これもベイターの文章の特徴である。

「審美派の詩jを構成する 14のパラグラフは、第 7パラグラフにヲ|かれているソネット風の詩の

14行がそれぞれに韻を踏みながら展開するように、各パラグラフが互いに響き合うようにして、論が

展開されている。例えば、第 lパラグラフで、「地上楽園J(‘the earthly paradisピ)‘という表現が小文字

でさりげなく使われているが、後の第 8及び第 13パラグラフでは、モリスの作品名の『地上楽園』

(The Earthly Paradise) となって再登場し、再読されることになる。また第 8パラグラフでは、 1)レネ

サンスJ(‘the Renaissance') という言葉を使うことによって、ペイター自身の代表作、『ルネサンスJ

(The Renaissance)へとリンクするように読者の連想を誘っている。第 7パラグラフでは、「暁の愛の

歌J(aubade)のような「プロヴァンス風の詩J(‘Provencal poetrγ) に関わるキー・ワードにはベイタ

ー自身の注が付けられていて、これも、そこをクリックすればパソコン画面に説明が現れるというよ

うな、ハイパーテクスト的な構成といえよう。

さらに、第 11パラグラフでは、次のような文章が書かれている。

The composite experience of all the ages is part of each one of us. (24) 

すべての時代を構成する経験が我々一人一人の一部分となっている。

これは、「個体発生は系統発生を繰り返すJという考え方を示した動物学者ヘッケル (EmstHeinrich 

Hackel， 1834-1919) の言葉を連想させるものであるが、ミクロである個々の人間の中に、これまでの
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すべての時代を構成してきた先行の人々の経験という、マクロの世界が存在するということなのであ

る。つまり、部分的 (partial)なところに全体的 (whole)な世界も含まれているという、ペイターに

特徴的な概念である。このように、個(部分)の中に全体があり、しかも全体が部分でもあるという

不思議なパターンはフラクタル模様を連想させるものでもある。 J.ヒリス・ミラーが「フラクタル的ペ

イタ-J (“Fractal Pater")というタイトルの文章を書いているのも、まさにこのような状況を踏まえて

のことである (2九 ペイターの場合、彼の作品中に現れる、特徴的な語句や文章、引用文、そして自分

の、あるいは他の作家による作品といった、具体的で部分的なミクロなテクストの中に、「すべての時

代を構成するJすべての経験の記録としての、マクロのテクストへの関連付けが常になされているの

である。

従って、ペイターのいう「審美派の詩jを理解するには、このエッセイの中で言及されているすべ

ての作家や作品(即ち、ゲーテ:rゲッツ・フォン・ベルリヒンゲンj; rイフイゲーニエJ、スコット、

ダンテ、聖ルイ、ヴイクトル・ユゴー:rパリのノートルダム』、ハイネ、モリス:rギネヴイアの弁明、

及び他の詩J; rアーサー王の墓J; rガラハッド:あるクリスマスの神秘J;rブ、ルーのクロゼットJ;rジ
ェイソンの生と死J;f地上楽園j、アーサー王伝説、ルソー、キリスト教神秘主義者たち、ラテン語に

よる讃美歌の作者たち、プロヴァンス風の詩、フローリエル:rプロヴァンス風の詩の歴史』、シェイ

クスピア:rロメオとジュリエットj、ド・クウインシー、ワーズワス、ホメロス、チョーサー、聖書、

「クピドとプシュケーの物語J、ドイツ民族によるロマンス、コウルリッジ:Iクリスタベル」、ダンテ・

ゲイブリエル・ロセッティ、等)を読む必要があるということになる。ベイターはこのように、先行

するあらゆる作家や作品を、自分の書くエッセイや小説の中に直接的、間接的に引くことによって、

古代ギリシア・ローマの時代今中世の時代今現代へと移る「時」の流れの中に共通する、想像的な

人間精神を取り込もうとするのである。ペイターのこのような手法を極端な形式で推し進めれば、ジ

ェイムズ・ジョイスの『フィネガンズ・ウェイクj(Finnegans Wake)のような作品が出来上がるという

点でも、ベイターはモダニズム文学の先駈けをなしているといえる。

2番目のエッセイ、「ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティ jは、ラフアエル前派を代表する画家であ

り、詩人でもあったロセッテイの死の翌年、 1883年に発表されたものである。このエッセイを構成す

る13のパラグラフも、上で見た「審美派の詩j と同様に、それぞれのパラグラフが響き合うように

書かれている。例えば「生の家J(“house oflife") という語句がまず、第 6パラグラフで一般的な意味

をもう表現として用いられるが、それが第 8パラグラフに至ってロセッティの作品のタイトルとして

用いられているのは、先程、上で見た「審美派の詩jのモリス論における「地上楽園」に関する使い

方と同一で、ある。しかし、ここではペイターにとって、もうひとつの重要な概念である「文学的構築

物J(‘literary architecturピ)としての「家J(‘house')についての議論へと発展し(第 9パラグラフ)、

読者はそこからさらに、「あとがきJ(“Postscript")や「家の中の子供J(“百leChild in the House")、そ

して「エピクロス主義者マリウス.! (胸riusthe Epicurean) などの他の作品世界へとリンクできる仕組

みになっている。
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5 結ぴ

上で見てきたように、二つの評論を通してペイターが説いている「審美主義」は、具体的には、ラ

フアエル前派のモリスや D.G.ロセッティに代表されるような詩作品の世界のことである。しかし、こ

の「審美主義jは、実は、ルネサンス時代の芸術家達の作品、さらに、中世のプロヴァンス風の詩や

ダンテの作品、あるいはもっと以前の詩の世界にもあったもので、「五感に訴えてくるものだけに心を

開く(‘openonly to the senses') J [ I審美派の詩J、第 8パラグラフ]ことができるごく限られた人々だ

けに理解できるものなのである。これら二つの評論で繰り返し強調されているのは、審美派の詩の本

質が「ごく限られた者にだけ楽しまれる(‘theenjoyment ofthe few') J [ I審美派の詩j、第 5パラグラ

フ]というべイターのメッセージである。

表現の仕方に少しずつ違いがあるとはいえ、同じ主旨のメッセージが、「ダンテ・ゲイブリエル・ロ

セッティ」の第 1パラグラフ、第 13パラグラフや、さらに、『エピクロス主義者マリウスjの中でも

繰り返し述べられていて 側、当時、世間で大流行していた、いわゆる、「大衆の美学J(‘popular 

aestheticism' )とは一線を画そうとするベイターの姿勢が示されている。真の審美主義は、ごくわずか

の選ばれた「秘教的なグループJ('esoteric order') [ Iダンテ・ゲイプリエル・ロセッティ」、第 13パ

ラグラフ]にのみ理解され得るものであることを、ペイターは繰り返し訴えかけている。

以上述べてきたように、ペイターのテクストは絶えず、「修正・組み換え」が行われていて、読者は、

そのハイパーテクスト的な網の目をくぐって始めて、わずかの選ばれた「秘教的なグループJに参入

できるのである。アクロパットのように、あるテクストから別のテクストへと渡って行くという、こ

のような「間テクスト的関係の網の目J(‘the web of intertextual relationships') (271の世界で戯れるべイタ

ーは、現代文学を先取りした、先駆的な文学者なのであった。

注

(1)本稿は、 1998年 10月 17日、実践女子大学における日本ペイター協会第 37回研究発表会

の「シンポジウム:ペイターと現代Jで発表した、「ペイターと現代:Aestheticism & Hypertextual 

PaterJの草稿に加筆・修正を施したものである。なお、「審美主義jは‘aestheticism'の訳語である。

‘aestheticism'には、他に、「唯美主義J、「芸術至上主義j、「耽美主義」等の訳語があるが、本稿

では「審美主義Jを採ることにする。ちなみに、‘Aesthetics'を「審美jと訳したのは森鴎外であっ

た。(r舞姫/ヰタ・セクスアリス(森鴎外全集I).]、筑摩書房， 1995， p.213の注を参照。)

(2) Frank Kermode， Romantic Image (London: Routledge and Kegan Paul， 1957; 1961). 

(3) Perry Meisel， The Absent Father: Virgini・0 偽 olfand 肋 lterPater (New Haven: Yale University Press， 

1980). 

(4) Frank Molitemo， The Dialectics 0/ Sense and Spirit in Pater & Joyce (University of North Carolina at 
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Greensboro: ELT Press， 1998). 

(5) Denis Donoghue，陥lterPater: Lover ofStrange Souls (New York: Alfred A. Knopf， 1995)， p. 327. 

(6) 伊藤勲、『ベイタリアン西脇順三郎j(小沢書庖， 1999) . 

(7) 三島由紀夫， r禁色j(新潮文庫， 1964)， pp.30， 190. 
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(10) ， I蝶々J(短編集， r女神j[新潮文庫， 1978J に収録)， p.167. 

(11) cf. Meisel， The Absent Father， pp. 34-35. 

(12) Patience included in The Complete Plays of Gilbert and Sul/ivan (1941;中t.， New York: W.W.Norton & 

Company， 1976)， p.180.尚、 OEDでは、この作品の出版年を 1880年としているが、正しくは 1881

年である。また、 OEDの引用では，‘aesthetic'と ‘and'の聞にコンマが入っているが、本稿では

ノートン版のテクストに従った。以下の引用はこの版に拠る。

(13) Walter Hami1ton， The Aesthetic Movement in England (London: Reeves & Tumer， 1882)， pp.37-40. 

(14) K.M.Elisabeth Murray， Caught in the恥 bof Words: James A.H.Murray and the 0.ゆ'dEnglish 

Dictionaη(New Haven and London: Yale University Press， 1977)， p.214. 

K.M.エリザベス・マレー『ことばへの情熱:ジェイムズ・マレーとオクスフォード英語大辞典J

(下，加藤知己訳，三省堂， 1985)， p.239. 

(15) Paula Gilleロ，“A口 Audiencesat the Grosvenor Gallery" inc1uded in Susan P. Casteras and Colleen 

Denney eds.， The Grosvenor Gallery: A Palace of Art in Victorian England (New Haven: Yale University 

Press，1996)， p. 54，参照.

(16) Colleen Denney，“The Grosvenor Gallery as Palace of Art: An Exhibition Model" inc1uded in The 

Grosvenor Gallelア:A Palace of Art in Victorian England， pp. 9-37，参照.

(17) もっと広く、多面的な角度から両国の類似関係を論じたものとして、小池滋『島国の世紀:ヴ

イクトリア朝英国と日本j(文妻春秋， 1987)がある。

(18) 例えば、 DianaBe 11， The Complete Gilbert and Sul/ivan (New Jersey: Wellf1eet Press， 1989)， p. 130. 

(19) Alex Pfeminger et al. eds.， Princeton Encyclopedia of Poetry and Poetics (enlarged edition， Princeton: 

Princeton University Press， 1965; 1974)， p.7. 

(20) Lionel Lamboume， The Aesthetic Movement (London: Phaidon Press Limited， 1996)， p. 10. 

(21) r Jレネサンスj(初版， 1873年)の「結びJ(“Conclusion") について、後年、ペイター自身が、

「これを読む青年たちを惑わせる恐れがあると思われたのでJ (‘as 1 conceived it [the 

“Conclusion"] might possibly mislead some of those young men into whose hands it might fall' [Donald 

L. Hill ed.， The Renaissance: Studies in Art and Poetry (Berkeley: University of Califomia Press， 1980)， 

p.l86])、第 2版(1877年)では削除したと述べているように、 rJレネサンスJの初版に見られる、

「堅い、宝石のような炎で燃え続けること、...詩的情熱、美への欲望、それ自体のために芸術
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を愛することJ(‘To burn always with this hard， gem-like flame …the poetic passion， the desire of 

beauty， the love of art for its own sake' [Hill， 189-90])が人生で最も価値のあることである、とす

る「結び」で展開されている思想は、オクスフォードの同僚や、先輩教員たちの反発を招いた。

また、 1874年には、学生との同性愛的事件が大学関係者の間で暴露されたことがあったし、さ

らに、 1877年には、マロック(W.H.Mallock)の小説、『新共和国j(The New R句public) の中で、

利那主義的な瞬間の美学を説くローズ氏 (Mr.Rose) として、明からさまにペイターが榔撤され

ていた。このように、ペイターはオクスフォードでは、スキャンダラスな人物として見倣されて

いた面があった。上記のことに関して、以下の文献などに言及がある。

Ian Fletcher， ffi匂lterPater (Essex: Longman House， 1959; 1971)， p.6. 

Michael L巴vey，The Case 01 ~陥lter Pater (Plymouth: Thames and Hudson， 1978)， pp.142・44.

Oscar Browning，“Recollections of Pater， 1868・94"included in R.M.Seiler ed.， Walter Pater: A L~冷

Remembered (Alberta， Canada: The University of Calgary Press， 1987)， p.26. 

Billie Andrew Inman，“Estrangement and Connection: Walter Pater， Benjamin Jowett， and William M. 

Hardinge" included in Laurel Brake & Ian Small eds.， Pater in the 1990s (Greensboro， NC: ELT Press， 

1991)， pp.l・20.

(22) William F. Shuter， Rereading 陥 lterPater (Cambridge: Cambridge University Press， 1997)， p.l13. 

ハイパーテクストとモダニズム文学については、次の論文を参照。

有馬哲夫、「デジタルメディアは文学をどうかえるのか(1)一一本の拡張としてのデジタルメ

ディアj、『英語青年』、 145巻、 10号 (2000年、 1月)， pp. 25-27. 

「デジタルメディアは文学をどうかえるのか(2 )一一一モダニズムとインタラクテ

イヴフィクション」、『英語青年』、 145巻、 11号 (2000年、 2月)， pp.41-43. 

(24) “Aesthetic Poetry" included in Harold Bloom ed.， Selected 肋 itings01 陥 lterPater (New Yo此:

Columbia University Press， 1974)， p. 196.ペイターの「審美派の詩jおよび「ダンテ・ゲイプリエ

ル・ロセッテイjの引用はすべてこの書物に拠る。

(25) J. Hillis Miller，“Foreword: Fractal Pater"， introduction to Jay Fellows， Despoiled and Haunted: 

"Under-Textures" and "Afler-Thoughts" in 陥 lterPater (Stanford: Stanford University Press， 1991)， 

pp.Xl・X1X.

(26) Ian Small ed.， Walter Pater，陥riusthe Epicurean (Oxford & New York: Oxford University Press， 1986)， 

pp.l38， 145. 

(27) 一一一一一，“Introduction"to his edited Walter Pater， Marius the Epicurean， p.xiii. 
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Abstract 

Baumgarten， a German philosopher， first applied “Asthetik" to‘criticism of taste' as a 

term in science or philosophy， but Kant protested Baumgarten's use ofthe word and applied it 

to‘the science which treats of the conditions of sensuous perception.' English use of 

“aesthetic" was first found circa 1800 with a sense retained in the Kantian philosophy. But 

after 1830， Baumgarten's use of the word became extensive in English. And in the 1870's 

“aesthetic" became extravagantly popular with the adoption of a sentimental archaism as the 

ideal of beauty， thus creating a feverish popular aestheticism. 

Walter Pater is now regarded as the leading exponent of English aestheticism. As an 

Oxford don， he lived a quiet life pursuing his theory ofhigh aestheticism and trying to evade 

contact with the aesthetic craze which was rampant in town as a kind of popular culture. Pater 

makes much of rebellious spirits in his two literary essays，“Aesthetic Poetry" and “Dante 

Gabriel Rossetti，" where he addresses his idea of aestheticism to a special and limited 

audience， i.e.，“the select few." Pater enjoys playing with intertextuality， which makes him a 

precursor of modemist writers. 
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今ここにおける共生を考える

一点から線への認識を通してー

Symbiosis in the Here and Now & The Time-Space Inter-formation 
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1 はじめに

森羅万象を「点」でのみとらえると、時に矛盾を感じる。自分の行動、他人の発言にしてもそれが

いえる。異なった時点における出来事・現象を別々に見るからであろう。或いは、事象の一面のみを

偏って捉えるからであろう。例えば、美味しい食べ物と悪臭を放つ排便は全く別なものとして取り扱

われる。しかし、 「線Jでとらえると、食べ物と排便はつながっていると分かる。異質なものではな

いと知れる。両方とも同じほど大切なものであり、一方を欠いても自分の存在はありえない。口に入

れる食べ物は美味しく頂くものであるが、体の中を通って役目を果たし排出される排便も大切なもの

である。この点と点の連続としての「線」を観るという「非連続の連続」を論じる。その中で、存在

(時間と空間)のあり方と共生を考える。 I

2 時間

時間 (time)について語るとき、我々は一般的に、過去 (past)・現在 (present)・未来(白旬re)とい

う言葉を用いて時間を 3分割するが、これらは人聞が便宜上考え出した概念に過ぎない。過去・現

在・未来というものは、それぞれ個別に、個々に存在するものではないからである。それぞれ独立し

て存在出来ないからである。存在するということは、時間がさらに空間 (space)と相まって相互媒介

的に成り立っていくことをいう。その中での存在する時間とは、過去と未来が同時媒介的に絡み合っ

ている現在が現在化し続けている「今 (now)J というこの時のことをさす。そこで、その今は、空間

的には「ここ (here)J という場で繰り広げられている。今とここは不離一体なるものである。 2 過

去・現在・未来と 3分割された時間はそれぞれ個別に、個々に、あるいは独立しであるものではなく、

暖昧な概念に他ならない。

時間概念の暖味さといえば、過去といってもいつの過去を指すのかわからないという問題がある。

数秒前なのか、 2年前をいうのか、昨年のことなのか、 10年前をいうのか、自分が保育園児の頃を

さすのか、あるいは生まれる 2年前をいうのか、さらには太陽系が誕生するずっと以前のことをさす

のか。こう考えると、過去といってもいつのことで、何をさしているのかわからなくなってくる。そ

こで、それら全てを指したものを過去というのだと言われると概念的には分かつたような気がするが、
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独立した過去が存在しているかと考えると、そのようなものはありょうがないと分かつてくる。個別

な過去という時聞が独立して存在しょうがない。

未来についても同じ事が言える。まず、いかに暖昧なのかであるが、数秒後なのか、数週間後のこ

となのか、来年のことをいうのか、 20年後のことをいうのか、または自分の死後2年目のことをさ

すのか、太陽が赤色巨星とかになり膨張し地球がなくなってしまう頃のことをいうのか。こうなって

くると、未来という言葉も厳密に考えると、どこをさしているのか分からなくなってくる。過去と同

じように、それら全てを指したものを未来だというのだと言われると概念的には分かったような気が

するが、独立した未来が存在しているかと考えると、そのようなものはありょうがないと分かつてく

る。個別な未来という時聞が独立して存在しょうがない。つまり、過去という時間も未来という時間

も漠然とした概念で、便宜上考え出された時間のー形態を指しているだけのことであると分かつてく

る。

さらに、現在という時間も暖昧である。いつを指すのかということに関しては、過去・未来よりも

分かり易い気がするが、よく考えてみると分からなくなってくる。一番分かり易いところで、この瞬

間を指すとしても、それもよく分からない。そこで、時計の秒針をじっとみつめてみるとする。現在

の時が刻まれているが、時間というものはいったい何なのかがわからなくなってくる。約束事として

の時刻がとりあえずそこに示されているだけで、現在という時間もつかみどころがないとわかる。時

計の針は、約束事の時を刻んでいるだけである。

時間の長さを表す単位に、世紀、年、月、週、時間、分とかがあるが、 一般的に秒が最小単位であ

る。そこで、現在という時間はとりあえずその一秒を指すのであろうかと考えてみる。しかし、十分

の一秒だつであるし、百分の一秒だ、つであるし、一兆分の一秒だ、つである。さらに瞬間といっても限

りなく細分化されうる。現在を一瞬としてとらえても、長さはまちまちであると分かる。つまるとこ

ろ、現在という時間も、ある長さを指すものとして存在しているものではないとわかる。人生は剃那

に起こる出来事であると表現されることもある。たまに長く生きたことがあっても、終わればあっと

いう聞の出来事になってしまうのであろう 。現在という時間も、過去・未来と同様にいつであるかと

特定し、規定できないものであり、独立しであるものではないとわかる。そこで、現在という時間は、

過去と未来とセットになり使われている概念であるとわかる。現在も、過去と未来から分離し独立し

て存在している時間ではありえない。

現に体験している時間は「今jという言葉で表される。そこには、過去・現在・未来が全て含まれ

ている。言い換えれば、過去からの限定と未来からの限定を同時に受けた現在が現在化している時間

となる。過去の一点、未来の一点、さらに現在の一点にしても、それぞれが個別に、個々に、あるい

は独立して存在しているのではなく、全過去と全未来が現在を媒介として繰り広げられている今とい

う時が存在している。つまり、過去からの限定と未来からの限定を同時に受けた現在が常に新たな現

在へとなっていく今とよばれるものが、存在する時間である。もちろん、今という言葉そのものも概

念であるが、今という時間の捉え方は、過去・現在・未来と分離した時間概念よりもリアルかつダイ

ナミックで、点から線への、さらに空間への認識が広がり深まっていくという実存的な時間のあり方

を示している。
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3 過去からの限定と未来からの限定

過去からの限定とは、自分はこれまでの様々な出来事・要因(直接・間接を含めて)によって今あ

るのだということを意味する。直接的にいえば、文字が読めるのは以前学校とかで自ら学んだからで

ある O ものごとを考えるのも、以前様々なものより教わったり学んだからである。そこで、限定とい

う言葉を用いるのは、例えば、今の自分のものの考え方は誰から教わったか、どのような経過を経て

学んだか等によって大いに異なり、決定されるからである。この点、我々は限定を受けている。読ん

だ本の内容、学んだ場所、その時の自分の状況、人との出会い方等によって限定され、決定されてい

る。

過去からの限定は、本質的に変えられない性質がある。今までに起こった出来事は変えられない既

成事実であるからである。例えば、両親がいて自分がいる。両親がいなければ、自分がこの世に誕生

してくることはなかった。そして自分はその両親によって遺伝子的に限定されている。最近の科学に

おいては遺伝子組み替えの研究が行われているが、両親より自分はこの世に誕生してきたという事実

は変わらない。 3

また、自分の両親も各々別の両親より生まれて来た。それぞれに限定されてきた。ということは、

自分は祖父母からもこの点間接的になるが、何らかの限定を受けていることになる。遺伝子的に限ら

ず、祖父母が例えばどの様な本を読んだかということも、祖父母を介して直接的に、あるいは自分の

親を媒介として間接的に、自分に何らかの限定が付与されているはずである。今の自分に何らかの影

響がある。ゼロということはありえない。ゼロに限りなく近いかもしれないし、大いにあるかもしれ

ないが、その様なゼロに限りなく近いものをも含め、直接・間接全て集められたものが、今の自分を

作り上げている。過去からの限定は、それら全てを入れると限りなくあり、自分はそれらにより今が

あるのだとわかる。覚者達は、過去からの限定とは、全存在が、つまり森羅万象全てが自分に関わっ

てきたのだと言う。 4

未来からの限定とは、自分は、これから起こるであろう様々な出来事・要因(直接・間接を含め

て)によって今あるのだということを意味する。これから来るであろう未だ体験していない未来から

も、我々は限定されて生きている。現在の行動は、過去からのものと同じほど未来からも大いに限定

されており、それに働きかけられ、決定づけられている。そして、今を生きていく。限定出過去から

だけのものではなく、未来からも同時にある。

過去にすでに起こったことは変えられないが、その限定のあり方は変わる。少なくとも、限定に対

しての受け取り方は変わる。特に、見通しが立つ明るい未来からの限定が今に働きかけると、人は生

き返り、悪しき過去の出来事であっても今においてそれを乗り越えていける力を与えられる。未来か

らの限定は、過去の既成事実のようなものとは異なり、まだ起こっていない事柄であるので、自己の

こころのあり方によって変わりうる性質をもっているので融通がきく。それにより、過去からの限定

の受け取り方も変わりうる。本人の 「認識jの問題である。 i目覚め」と言う言葉が用いられようが、

今の生き方が大いに変わり得る。 5

例えば、これまで悪く限定を受けていたと思っていた過去の出来事(避けられたもの、避けられな
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かったものをも含め)でさえ受け入れられることがある。奈落の中一度深く落ち込み存在が消えても、

耐え難い苦痛・苦悩が長く続くとも、今に明るい未来を見いだすと、過去に落ち込んだ深さに比例し

た同じ深さの癒された心・喜びが生じ、一度消えた存在が再現・復活する。現成する。 6 そこにおい

て、無駄なものはなかったと受け取っていく新たな心が生じる。木がみえ、空がみえ、鳥の声がきこ

え、風を感じ、感覚を取り戻し、認識が起こる。心に触れ、心がみえてくる。?

ところが、未来が分からず暗いと、今における心も暗く不安である。昔は良かったのにという懐古

の念にしがみついたり、あの時のあの事が悪かったから今が悪くこれからも悪いのだと責めてみたり

で、進展がない。さらに他人を責めたりすることがある。他己を認めようとする世界ももうとうなく

なったりする。そこには自己の居場所がない。自己否定が起こったりもする。しかし、未来が明るい

と、いま辛くても耐えられる。未来からの限定は、この点、今に重要な役割を演じている。 8

未来からの限定はさらに言えば、過去からの限定と同時に今ここに働きかけている。例えば、明日

(未来)試験があるから、今勉強をしているのである。しかし、一夜漬けの勉強は大変で、ある。一週

間前(過去)から準備をしておけば、今もっと楽に準備が出来る。というように、明日試験があると

いう未来からの限定を受けながらの勉強も、今までどれほど準備をしてきたかどうかという過去から

の限定をも同時に受けている。さらに明日の試験は自分にとってはそれほど大切なものでなければ、

それほど熱心に取り組まなくてすむ。しかし、明日の試験が非常に重要な意味をもつものならば、勉

強に対しての取り組み方も変わってくる。同じことをしていても、目標・目的が異なれば、今におけ

る自分の取り組み方が大いに異なってくる。未来からの限定である。

さらに別の例をあげてみる。人に食べて頂く料理を作るには、一応誰かに教えてもらわなければな

らない。料理学校に行って学ぶこともある。母から、姉から教わることもあろう。そこで誰から教わ

るかによって料理の仕上がり、味付けは異なってくる。料理学校でAという教師から教われば、 Aと

いう教師に影響を受けた料理を作る。 Bという教師から教われば、また異なっていたであろう。これ

らは過去からの限定を意味する。しかし、今行われている行動は、未来からの限定も同時に受けてい

る。つまり、同じ料理を作るにしても、大切な人に初めて作る料理は手の入れようが違う。あの人が

美味しいと思ってくれるだろうかとか思いあぐねたり、最初に口に入れるものからメインとなる料理、

飲み物、さらに最後のデザートに至るまで色々と駆使して考えたりする。今における手の入れようが

違う。しかし、同じ料理を作るにしても、それがたまたま同じメニューであっても、アルバイトで働

いているならば、時計を見ながら後何時間たてばバイトが終わるとかの方が気になったりで、料理に

対する手の入れようが変わってくる。これは、未来からの限定が異なっているからである。いかなる

未来からの限定を受けているかによって、今の行動が変わってくる。そういった未来のあり方が今に

おいて働きかけている。限定されている。過去からも、未来からも。 9

過去に起こった出来事は既成事実として変えられないが、未来からの限定は、その点融通がきくと

先ほども述べた。そこで、今をよりよく生きょうとすると、いかなる未来からの限定を受ければいい

かということになってくる。繰り返しになるが、不安とか恐怖は明日(未来)が見えないときに起こ

る。今日が大変でも、明日が見えていれば辛さも耐えられる。しかし、今何の問題がなくても、明日

が見えないと今が不安になる。今に問題が起こる。明日に嫌なことがあると知っていると、その恐怖

を今すでに体験する。明日そして未来に何の希望も夢もなければ、今もなくなる。つまり、過去・現

nu 
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在・未来は切り離せなく、実存し体験する時間は今に集約されている。その今において行動が展開さ

れているところが空間である。 Iここ」という場所である。空間も個別にあるものではなく、時間と

同時媒介的にある。明日が見えないとき、恐怖に戦いているとき、場所がない。居場所がなくなる。

存在が消える。閉塞状態に陥る。空間が隔離され、時間の空間化が起こらない。そこで、いかなる未

来からの限定を受ければいいのであろうかということが、 「人間の問題Jとなってくる。 10 次に空

間のあり方を考察する o

4 存在

「宇宙は、コスモス (cosmos)とカオス (chaos)という相反する二つの側面を持ち合わせ

ながら、ただ外に果てもなく広がっているだけではなく、内なる方向にも無限に広がって

いる。そこで、実存するリアルな世界は、今ここ (hereand now)で繰り広げられている

宇宙である。 j

宇宙 (universe)は、還元した言い方をすれば、コスモス (cosmos)とカオス (chaos)という相反す

る二つの側面を持ち合わせている。言い換えれば、秩序 (order)と無秩序・混沌 (disorder)の形態を

同時にとりながら成り立っている。この相反する二つの側面を持ち合わせているというあり方は、大

宇宙から一個人のあり方においても同じことが当てはまり、細胞(さらに細分化されうるものも含

め)に至るまで同じ形態をとり存在している。そこで、今ある宇宙は、ビッグパンにより一点から生

じたと聞くが、納得がいく。全存在は、マクロとして大宇宙の外に向かつても無限に、ミクロとして

細胞の内に向かつても無限に広がっており、かつ、直線ではなく螺旋状のような形態をして元に戻っ

てくる同時相互媒介依存のあり方の中成り立っているので、どの一点を取っても、そこに全てが含ま

れていてもおかしくない。 11 時間における過去と未来の全てが現在の中で繰り広げられている

「今」というあり方と似ており、いずれにしても、認識が生じたところに存在がある。そこで、存在

のあり方に戻るが、存在するということは相反する矛盾と対立の中成り立っているという点に焦点を

当てたい。

個々の存在のあり方からすれば、生まれてくることは存在してくることとなり、死はその存在が消

えることとなるが、全体的な存在のあり方から観れば、生と死をもって存在が成り立っているとわか

る。生死(しょうじ)ということが存在の基本的な形態である。そこで生と死というそれぞれの形態

を「点」として別のものとして見れば混沌としたカオスとなりうる。我々は普通この世界で生きてい

る。しかし、生は死により成り立ち、死は生により成り立っているという「線Jとして観れば、それ

が法則上成り立っているコスモス・秩序というものだとわかる。この混沌と秩序という相反し対立し

ている中において、我々は今生きている。また同時に今死んでいる。

体が日焼けすれば、皮がむける。焼けた肌は死んではがれていくが、内側から新しい肌・細胞が出

てくる。死んでいく細胞と新しい細胞は逆の形態を取っているが、自分にとってみれば、両方とも自

分である。この様に、生きているということは死んで、いるということと呼応しながら成り立っている。

また生きているという事は死なせるという事の裏付けに成り立っているのであって、死ぬ、死んでい

るという事は、生かしているということの裏付けにもなったりする。一見、真っ向から相反するもの
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は深い関わりの中で、逆対応性という形をとりながら成り立っているが、どちらを取るか、どの様に

受け取るかは本人の認識知何である。生きていても、死んでいる様に捉えられることもあるし、死ん

でいても生きている様に捉えられることもありうる。肉体的に死んでいても、多くの人の心の中にい

つまでも生き続けることもあるし、生きていても死より苦しいこともある。別の言い方をすれば、自

然淘汰と共生現象という本質的に逆の方向を示す相反するこつの動向の中、存在がある。生きている

と言うことは、このバランスの中において生き残って来たことで、よく考えてみれば、うまく存在出

来るということは極めて稀なことである。そこで、生きていると実感する時もあり、生かされている

と目覚める時もある。

角度を変えて自然そのものをとってみても、相反するものは表裏一体だとわかる。同一物の中にコ

スモスとカオスが同時に共存している。例えば、自然は美となりうるし醜にもなりうる。人間にとっ

て重要で不可欠なものでありながら、破壊をもたらしたりすることがある。冬の雪は、真っ白に降り

積もっていく時の風情は美しい。しかし、その雪が溶け土と混ざり始まると、ましてや寒波により凍

りつくと、生活していく上においては邪魔なものとなり美しいという情感に浸ってはいられない。醜

にさえ変わる。また、冬山に憧れる登山家にしてみれば、雪は危険と背中合わせにある。春のせせら

ぎは心を和ますが、その川が大雨により洪水を引き起こせば、様々な命を奪う。水は、全ての存在物

にとって必要なものであるが、そのあり方によっては危険なものとなる。

自然は、一定の法則にのっとり秩序の中にあるが、我々にとって不都合なことになると無秩序なも

のとして受け取られ、混沌と映る。台風にしても、雪崩にしても、火山の噴火にしても、災害を我々

にもたらすと混沌である。つまり、無秩序とは我々の思いと添わない時に物事が混沌として映る事を

意味するだけで、自然そのものは法則上秩序そのものだと言える。台風、雪崩、火山の噴火等がなけ

れば、生態は成り立たない。無秩序と秩序を含んだ秩序である。創造 (creation)と破壊(destruction) 

は逆の現象の様ではあるが、両者ともをあわせて秩序となっている。点と点でとらえると矛盾してい

るようだが、ー(いつ)は両面を持ち合わせている。

5 点

この秩序と無秩序の相互作用は一個人の体験の中にもみられる。例えば、好きであるという感情と

嫌であるという感情とは表裏一体である。方向は逆に向いているようだが、我 (ego)とよばれる心の

同じところから出ている異なった感情の表れである。自分の思うようになれば好きという感情を抱き、

逆に向かうと嫌いであるという感情に変わるだけのことである。深く関与して裏切られると、逆の嫌

だという思いはそれに相応した同じ深さに至る。無関心なものであれば、好きとか嫌いという感情も

それほどない。関与を深く持たなければ、好きだという感情をそれほど持たないし、嫌いだという感

情もそれほど持たない。持てない。しかし、関与が深ければ、その見返りも深い。愛が憎しみに変わ

ったりする。一般的に言って、それらの変化は状況によるだけのことである。この点、愛と憎しみは

表裏一体である。愛と憎しみはそれぞれ分離すれば点と点としてお互い異なった感情の表れであろう

が、どちらも自分の我というものがそう思わせるのであるから、本質的に異質なものではない。ーは

両面を持ち合わせている。

そこで、我々の心の中においては、様々な感情がその時の状況に左右されながら勝手に生じる。喜
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怒哀楽が起こる。その感情の表れ方は本質的に自己中心的で、ある。自我とはそういうものであるが、

良いとか悪いとかいうものではない。自我が自己中心的であるといつことは当然のことである。しか

し、自我のみを満たそうとすると苦を被ることになる。程良い苦は人生の刺激にもなり励みにもなっ

たりするが、度を越すと苦痛となる。さらに、自己と他者との我が衝突すると、お互い深く苦しめ合

い、悩む。相手を傷つけ責めたり、自己を傷つけ責めたりで、どちらにしても苦悩・苦痛を避けられ

ない。

人には、自己と他者を悩み苦しめる貧欲、妬み、怒り、倣慢、抑圧とかいった我の本質である心的

作用が備わっているので、人生とはそれらとの戦いであると言っても過言ではなかろう。それらの心

的作用は全ての人聞が持ち合わせていることではあるが、自己の許容範囲をはるかに越すとそれらに

縛られ何も見えなくなってくる。制御出来なくなる。自己の我に振り回され支配されながら、その時

その時の点でのみ現象を捉えてしまう。度が過ぎると、相手だけではなく、自己をも破壊してしまう

ことがある。自己を省みることが出来なくなる。省みようとしなくなる。自己を省みるとは何なのか

さえ分からなくなる。たとえ自己を見ょうと試みることがあっても、自己を見ることは耐えられぬこ

とであり、そのはけ口として他を非難するか、あるいは自己否定、自己崩壊に至ったりすることがあ

る。悲しいことであるが、大なり小なり全ての人の心の中で日常茶飯事的に起こっていることである。

つまるところ、気がついているとしても、気がついていなくても、これらは無意識の中で行われてい

るやっかいなことのようで、そういう観えていない世界で我々は生きているようである。自我に振り

回され、森羅万象を、苦を伴いながら、点でのみとらえて生きているようである。

6 点から線

「厭世的になると、人生と世の中全てが徒労で、全てが「無駄J。しかし、みえてくると、

人生と世の中、無駄なるものは何一つなかった。無駄なるものも、無駄でなくなってくる。

それぞれに尊い意味があった。無駄なるものの意味がみえてくる。」

親の心に、あつかましい意味ではあるが、子供は自分の願う通りに育って欲しいとか、育ててあげ

たのだからいつか自分に何か返してくれるものと期待したりする気持ちが涌いてくる時がある。これ

は、子供にとって重荷となることがある。そして、このことに親が気がついていないことがある。子

供は自分のものだと、親が勝手に思っているからであろう。いわゆる「親孝行jということにしても、

子供は 3才の頃までにすでに済ませているのであると理解すれば、親の子供に対する期待も少しは軽

くなるかもしれない。子供を育てるのは大変なことであるが、 2才、 3才のかわいかった頃の子供の

ことを思い起こせば、それで子供は親に十分「親孝行j していたのだとわかる。あれほど無条件で自

分のなすままに全てを受け入れてくれた人は今までになかったであろう。与えられたものを、そのま

ま何の疑いもなく食べて育ってきた子供は、親に貴重な体験をさせてくれたのである。それこそ、親

が子供に感謝すべきものであるかも知れない。子供が本人の意志を持ち始める頃に、親が子に自分の

意向を無理に通そうとすると問題が起こるのは、自然の成り行きであるかも知れないが。

または、親が子供のことを思う一念で我が子を叱責・激励しているのに、子供がそれを厭い、嫌い、

恨んだりする時がある。両者は呼応していなし弘子供は親の心を理解していない。というか、理解出
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来ない時がある。その時は、子は親を点で捉えている。その様に、子のために悩んでいる親の心がわ

からない時があるが、子供にも時間が必要な時がある。また、子供が親のことを少しでも分かつてい

るつもりでも、子供の心は閉ざされているので両者の心は通わない。しかし、そのうちに親の心が分

かつてくる時がくるとする。その時、あの叱責は自分を思ってくれてのことだったのだと気がつき、

子は親の心が観えだしてきたということになる。これは、点から線への移行である。いつでも自分の

ことを思い自分の立場にたってくれていたんだと分かつた時、その子供は今までみえていなかったも

のが観えてくる。深く思い当たることがある。叱責を有り難く受け止められる時がくる。そして、自

己をも見いだす。これは別に親子だけに限ったことではない。親子の関係はいつもこうだというわけ

ではないが、良き人との出会いのある人は、これを体験する。実際、良き人と出会っていても、自分

の側に認識が生じなければ、良き人との出会いはない。両者は呼応する。熟する時が来ると呼応する。

上下関係、利害関係の中からではこの線は観えてこないであろう。人に尊敬されることより、尊敬で

きる人がいることの方が幸せである。

ところで、国際連合の呼びかけで、 1981年に「完全参加と平等」というテーマを掲げて「国際

障害者年jが世界中で取り組まれた。さらに、 1983年から 1992年にかけて「国連障害者の十

年」というのがあったが、今から 10年程前、それに因んで NHKの特別番組がテレピで報道された。

詳細は覚えていないが、心打たれる番組であった。それは、子供の頃に小児麻簿で片方の足が不自由

になった男性の講演会の模様が放映されたものであった。その男性は、幼児の頃から片足が不自由で、

体育の時間とか運動会が嫌いで、いつも見学をしていたという。その頃から、この足さえ悪くなけれ

ば皆と一緒に走れるし、からかわれたり、いじめにあわずに済んだのにと、悪い方の足を恨んで、いた

という。

番組は、その男性が大阪のある小学校か中学校で講演をしている時の録画だ、った。彼は体育館で座

って聞いている子供達の前まで行き、

「みなさんね、おじさんのこの歩き方を見たら、おかしいでしょう。おじさん、面白い歩

。き方をするでしょう。昔はよく笑われたんだよ。 J

と言いながら、皆の前で歩いて見せた。そこで、

「おじさんが子供の頃は、こうして歩いていることを友達に見られるのが嫌だったし、恨

んでいたんです。でも、今は何ともなくなったのです。 J

という趣旨の事を語っていた。子供達は不思議そうにしながらも、男性の、明るい屈託のない表情と

話し方に魅了されながら聞き入っていたように見えた。しかし、時に

「この足さえなかったら、この足さえなかったら。」

ということも、繰り返し子供達に訴えていた。病院で看護婦さんにお世話になったりした頃の話とか、

どうやってこのいじけた気持ちにうち勝ったかを、蕩々と語りかけていた。

そこで、男性の言葉で最も心に訴えかけたのは以下のものだった。

「おじさんは、足の治療を受けていた頃、お世話になった人がいたんだ。その人は、僕が

くじけそうになった時、いつも励ましてくれた。ある日、その人と仲良くなって二人で話

していたとき、僕はいつもの様にこの足さえなかったらって言ってこの悪い方の足をたた

-54一



今ここにおける共生を考える一点から線への認識を通して一 9 

いていたんだ。そうすると、その女性が、泣くようにこういった。 rあなたはいつもそう

言っているけれど、私があなたの中で一番好きなところは、この足なのよ。』って。そう

言って、僕の悪い足をさすってくれた。僕は、その時、体が震える思いがした。その人が、

僕の今の奥さんなんだよ。 J

これは、深い世界での、点から線への認識を体験した男性と女性の物語だと受け取られる。

今まで、一番嫌で恨んでいた自分の足なのだけれど、その足があってこそ二人の気持ちが深いとこ

ろで触れ合うことになったということは、その足こそが大切な役割を果たしたんだと知らされ、今ま

での自分のすきんでいた心を全て晴らしてくれる役割を果たしてくれた。それにより、今まで見えな

かった世界が聞け、点で見ていた世界が線となり、彼女に感謝し、今まで恨み悔やんでいた足に対し

ての詫びの気持ちと、感謝の念で満たされたことだろうということは想像に難くない。 I無駄jであ

ると思っていたこと、 「邪魔」であると思っていたことが、そうではなく、全てがそれぞれに大切な

役割を果たしているんだということを、男性だけではなく女性にもそれが観えた世界を、そのテレビ

番組は教えてくれたように思われる。二人は、同時に今までみえなかったものを観たに違いない。光

がみえたに違いない。 12 

7 空間と時間一光と生命

線が見え始めると、その線が自動的に活動を始める。まるで、細胞分裂の様に。遺伝子に至るまで。

線は 2本となり、 3本となる。個人的体験からいえば、点に縛られているという閉塞状態から自由に

なり、聞かれた動の世界へと移行する。線3本が平面において重なると、空間(三角形)が出来る。

さらに縦横無尽に展開していくと立体的な三次元の空間となる。 13空間は初めから存在しているよ

うに思われるが、自己の認識なくしては空間は意味をなさず、現成しない。認識なくしては空間を空

間として体験出来ない。ぶつりぶつりと切れた点だけの世界で見ていると、宇宙が観えてこない。木

が観えない。空が観えない。鳥の声が聞こえない。風を感じない。感覚が取り戻せない。認識が起こ

らない。悲しみ (so汀 ow)と喜び(joy)がない。 14 聞かれた「逆対応する大矛盾jの世界が観えてこ

ない。線が観えると、心の中の和みが生じ、自分を許し他を許し、他を許し自分を許す。先ほどの男

性と女性の様に、深い世界に導かれる。さらなる悩みをしっかりと受け入れながら、リアルな空間と

心の居場所が出来る。人間は、物を媒介としながら、心で生きている。閉塞状態から解放され、ここ

(here)という場所の認識が生じる。そこに、光が入り込む。空間が生じると光が差し込む。

インド哲学において、特に浄土仏教系の教義においては、その空間における光は Amitabhaと呼ば

れる。 Amitaの aは否定を意味する接頭語で mitaは「量る」を意味する動調の過去受身分詞形

(past passive participle)である。そこで、 amitaは「量ることが出来ない、あるいは、量り知れないj

と言う意味になる。また abhaは「光Jを意味し、 Amitabhaは「量り知れない光jという意味にな

り、 「無量光Jと漢訳される。無量光とは、心の無明の聞をうち破る光をさす。そこに智慧 (pr勾na)

が授かるという。智慧は悟りに欠くことができないもので、悟りの核心をなす。 15 そのように、心

の空間に光が差し込むと、未来の見通しが立ち、今 (now)が現れる。生き抜こうとする力が生まれ

る。空間の時間化である。

ここでいう時間は、以前にも述べたが、過去・現在・未来と分割されたものをいうのではなく、過
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去と未来を含んだ現在が現在化している今という時間をさす。非連続の連続としての時間である。そ

れは、この場において繰り広げられる。その時間は浄土教義においては、Amitayus と呼ばれる。同

じように、 aは否定を意味する接頭語で、 mitaは「量る」を意味する動詞の過去受身分詞形である

ので、 amitaは「量 り知れないjと言う意味になる。また ayusは「生命」を意味し、 Amitayusは

「量り知れない生命」と言う意味になり、 「無量寿Jと漢訳される。無量寿は、今という時間の認識

を通して究極なるものを求めての人間の生きざまを意味する。無量光が智慧ならば、無量寿は慈悲

(k仰 na)である。智慧を得れば、そのままそれを他に移行したいという慈悲の心が起こる。その慈悲

とは智慧を他と分かち合おっとする利他行を意味する。空間と時聞が相まって相互媒介的に成り立っ

ているように、智慧と慈悲も相互媒介的に成り立っており、覚知体験の表と裏といった不離一体なる

ものである。そこで、時間と空間は誰にでも同じようにあるように思われるが、そうではなく自己の

深い認識の中にそれぞれに繰り広げられているものである。その受け止め方はさまざまであろう 。認

識なくしては閉ざされた時間と空間のなかで封じ込められている。時間は止まり、空間は活動しない。

時間の空間化、空間の時間化は、粛々と、かつ悠然と起こらない。

そこで、ポール・テイリッヒの永遠なる今 (etemalnow) 16 にしても、夏目激石に影響を与えた正

岡子規の晩年における病床での体験も、形態は変われども本質的には今における深い境地を語ってい

るものと思われる。芭蕉の旅にしても、それに似たものがあると思われる。旅のその日の目標は目指

す次の場所であろうが、目的は旅をしているそのこと自体にあり、その旅をしている行動の先端に究

極性を見いだしていると思われる。そこに、限りなく聞かれた世界を見いだしていったものと思われ

る。常に今である。過程としての今でも、目標を達成した後としての今でも、その時節その時節にお

ける全過去と全未来が含まれている。

8 不惑と天命

この、点から線へ、さらに空間へと認識が移行していく世界が意味することは、まず自己の確立を

めざすことであると思われる。孔子でいうところの「不惑jにあたるものであろう 。自分はこれでよ

かったんだと思える人生を送ること。これは、自分さえよかたったらという意味ではなく、物事を主

体的に捉えて、全身全霊打ち込んできた中、未完成ながら、不完全ながら、これで惑いなしと受け止

められてくる世界。しかし、ここでいう惑いなしとは、自分はもはや惑っていないと受け止めること

ではなく、 「自分がまさに惑っているjのであると受け止められてくる中に、不惑があると思われる。

仏教では、 「迷いとは自己が迷っているということに気づいていないことjという 。自己の迷いが分

かるということは、迷いでないものがみえてきたからわかるのである。明るいところで懐中電灯をつ

けても光が分からないが、自己の中に潜む暗閣を認知し、逃げずに真っ向から臨むと、懐中電灯の光

は暗聞を照らす。ささやかなものでも意味をなしてきて、森羅万象が光となる。自分がその様に迷っ

ていると分かつたとき迷いから離れるとされるが、生きていく上での日常の悩みは逆に増えてくる。

自分の悩みだけではなく、他者の悩みも見えてきて、それも自己の悩みとなってくる。自利から利他

への移行を意味するが、人生の醍醐味はそこから始まると言ってよいと思われる。

こういった形で、不惑をえたものは「天命」にさしかかると孔子はいう。井上靖氏は孔子の天命に

au 
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ついてこのように述べている。自利の裏付けとなる利他行が人生の転機となる。

天というものは宇宙を支配する。宇宙ができる時天というものがあって何か分からないけ

れど宇宙を支配して悪いこと良いこと人間のやることは皆見える。何か大きなものが頭の

上にひろがっていて天というものがある。そして、自分は五十の時天命を知った。天命を

知るということは、自分がこれをやろうという時にふと考えたら天のああお前はよくやっ

ているなといってくれている声が聞こえてくるということです。それで五十にして天の使

命感を感じられる仕事に自分は入ることができたと言っております。

孔子の思想は乱世の哲学なので、井上は天命を怖いとも表現する。

しかし同時に天が一切助けないことを自覚します。いいことをすれば天は助けるか、天は

一切助けない。良いことをすることと助けることとは別なのです。良いことをしろと、し

かし天は無関係だと、或いは邪魔をするかもしれない、そういうことは分からない。良い

ことはしよう、しかし天に助けられるという気持ちは外せと、あるいは逆になってくるか

もしれない、それで、もなお良いことはしようじゃないかという、これが天命を知るという

ことです。孔子は五十にしてこの天命を知りました。

井上は続けて語る。

やはり怖いことですね。どんなに良いことをしても、よいことをすれば皆うまくいくわけ

ではありません。ことに孔子の生きた乱世はそうです。家を一歩出れば泥棒もいるし敵方

もいるし何があるか分からない、病気は蔓延している、その中で良いことをしているから

天は助けるという考え方では生きていられません。良いことをしようと、しかし天は助け

ない、でも良いことをして行こうではないかというのが天命を知ることです。それは、乱

世を生きる一つの覚悟です。 17

孔子は乱世に生きたが、時代は変われども今も乱世ではなかろうかと思われる。様々な不信感、偏差

値偏重主義社会、家族の崩壊、悪質な犯罪等、形態は変われども乱世に我々は生きているように思わ

れる。日本においては、敗戦後物がなく貧しかった状況からすればずいぶん物質的には豊富になった

が、それを求めてきた代わりに失ったものの代償は計り知れない。

2 1世紀を生きるに際して、課題は多々ある。しかし、何が問題なのか単純には見えてこない。問

題が多々あることは分かるが、どうやってそれらに対処していくか、簡単に答えられない。愛だけを

語っても解決になることはなかろうし、物があればいいのでもなかろうし、一つの思想で(それがい

かに優れた思想であろうとも)世界を統治しようなんてことは、さらに危険なことであろう。やはり、

宇宙はコスモス (cosmo)とカオス (chaos)という相反する二つの側面を持ち合わせて、秩序 (order)

と無秩序・混沌 (disorder)の形態を同時に取りながら成り立っている。しかし、現実とはそのような

ものなのだとして、何もしないで放って置けばいいというものでもなかろう。主体的にどう受け止め

て行くかが問題であろう。ニーチェは永遠回帰 (dieewige Wiederkun負 desGleichen)の思想において、

現実は確かに否定的にニヒリスティックにうごめいているが、それをただ否定的に捉えるのではなく

して「最高の肯定」として受け止めていかなければならないと言う。運命の愛 (amorfati)でもわか

るように、内在的超越していく世界で全ての必然的なことを良しとし、あるがままの自らの運命を肯
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定するといった中にて、ニーチェは閃光を見たのでは。

つまり、自己の場のみにおいてしか、自己が成しえることはない。自己が成しえているところが自

己の宇宙なのであるから、常に自己に帰っていく中にしか、そしてその中において「答えはないなり

の答えjがあるのだろう。それが共有されていく 。突き詰めると、孔子の天命でもみられた還元の世

界ではなかろうかと思われる。自己の器に合った還元の世界。線への認識がさらに進めば、今度は自

分がそれを社会に還元しようとして生きていく。自利から利他への移行。仏教哲学的に見れば自利と

利他は同時(即)に起こっているもので、両者はおのおの個別に独立しであるものではない。個とし

て生きながら共生の中で生きているのであるから、時にして高尚な憧れを持ちたいものである。みえ

なかったものが観えてくるという世界。個としての心の宝であり、ひいては、全体としての宇宙の宝

となるのでは。 18 

9 共生

「進化を自然淘汰といって片付けるのではなく、 「共生現象jとして見直す時が来ている。

自然淘汰となると無味乾燥な世界で、動物的で、あり、ただ官能的に人はなる。これが自然

だといえばそれまでだが、存在のあり方を共生現象として捉えると、光がみえてくる。生

きる勇気も涌いてくる。共生は、人類だけではなく生きとし生けるもの森羅万象すべてに

当てはまる。 J19 

共生とは、異なった生命体が、それぞれの行動・行為に関して、また、生理現象においても、相互

に関係をもちながら共に生活を営むことをここではいう。言い換えると、お互い共に生かし生かされ、

相互依存の中、助け合って生きていくという意味でいう。そこで共生ということを見直す前に、自然

淘汰 (naωralselection)ということを鑑みたい。

自然淘汰は進化論の用語でダーウインが提唱した適応的進化を意味する。

最近では、その単位がある種の個体群のみならず、遺伝子や集団・種が想定されることもある。そ

こで、自然淘汰とは、進化に於ける生命体の進化の現象を、客観的に解説したものであると理解する。

自然淘汰が間違っているとは毛頭思わないが、それだけで現象のあり方・存在の意味を片付けてしま

うと、問題があるように思われる。弱肉強食の世界が強調され、弱い者が強い者の犠牲になることが、

自然現象として当然のこととなってしまう。結果的にそつなってしまつことは仕方がないこととして

も、最初からそうなっていると決めつけてしまうと問題である。悪い意味での世俗化がますますはび

こんでいく。

そこで、科学・テクノロジーの急速な発展を日の前にするにつけ、最近の文明進歩は人類が理性で

もって統制出来る限界をすでに越えてしまっているようにさえ、今日この頃感じる。文明の発展のス

ピードに驚異を抱き、そこに内在する不可逆性20に恐怖を感じる。特に、テクノロジーの発達は著し

い。医学の進歩は目を見張るばかりである。特に米国における臓器移植は日常茶飯事なことであり、

日本でも脳死の導入により臓器移植が本格的になってきた。日本での遺伝子治療も市民権を得てきた。

アメリカでの例は以前から耳にしていたが、倫理・道徳・宗教・人道的な合意はなかなか得られてい

ない状態である。包括的には、まだ未知な点が多い。
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延命という意味では、人類に対する医学の貢献度はこの上もなく高い。しかし、 「存在の意味とは

何であるか?Jとか、 「どう生きるか ?Jという、人聞が究極的に求めて止まないもう一つの「人間

の問題」の解決にはならない。むしろ、これらのただ延命すればという人間の行動・行為は、現代人

から、自然(宇宙)と共生していく中において、重要な役割を果たす井上靖氏が言った「永遠なる思

慕Jとか、 「存在意味の究極的追求Jとかの営みを奪い取ってしまっていくように感じる。クローン

も現れた。

我々は常日頃医学の進歩の貢献にあやかつて生活をしているのであるから、医学の発達に反対して

いるのではないが、ただ、この頃の進歩の度合いは、目を見張るだけではなく、ある種の恐怖感を与

える。人類の遠くない将来における末路を見る想いがする。これも、自然淘汰であろうと思われるが。

コンピューター、パソコン等の改善・改良においても、同じ様なことが感じられる。今では、インタ

ーネットを使って世界中どこでも自分の部屋から瞬時に連絡が取り合える。この便利さに便乗してい

ながら、不可逆性を勝義とする文明のサイクルが一巡してピークにさしかかり、そろそろ終わりの段

階が近づいてきているのではと、時に、ふと思うのは、少数の意見だろうか…。

共生に話を戻すが、先ほどから述べている自然淘汰として進化・文明をみるだけではなく、存在の

あり方の相互依存に真剣に注目しなければならない時代がきていると思われる。弱肉強食の世界だと

して、ただ競うだけではなく、皆がいかに平穏に存続していけるかということを、考え直さなければ

ならないように思う 。そこで、まず、個人の生き方が問題となる。我々が、現象を把握したり体験し

たりするのは個人であるので、個自身がどう生きていくのかということを考えてみるのが、第一義に

おいて重要である。そこで、自立ということにしばらく焦点を当てたい。

自立とは、個の確立であり、 「自活」と「独立心」にわけで考えられる。 i自活J(self-support， 

self-sustenance)には二つの側面があり、一つには経済的自活 (financial/economicselおuppo叫があげ

られる。経済的自活は、他人の援助や保護を受けず、自分の生活を支えていくことを意味する。これ

は、経済的な意味において使われる。二つ目の自活とは、日常生活に関わることである。つまり、日

常生活において、自分の身の回りの世話が出来ることである。自分で自分の顔が洗え、トイレにいっ

たりすることが出来るとかいうことである。 i独立心」としての自立は、精神的自立(mental/spiritual 

independ巴nce)を意味する。つまり、他人に頼らず、自分の判断で行動がとれることをいう。主体性

をもち、自己で判断し、責任をもって行動をとることをいう 。社会における自立とは、以上の様にな

ろう。しかし、存在(宇宙)のあり方を見るに、究極的にいって、個として完全自立が出来るものは

存在しないという事は自明のことである。先ほど上にあげた自立は、個人が社会生活を営む上におい

て目指していくものであろうが、存在は、相互依存の中にある。

たとえ経済的自活が出来ているといっても、一人で働いているのではなく、社会・集団の中の一役

割を担う中で仕事・役割が可能になっているのである。 一人でしているのではない。また、援助を受

けているからといっても、社会人としての機能を失っているものでももちろんない。する側と、され

る側は、たまたまその時点において、そうなる関係としての縁(条件)が揃っているだけのことであ

る。どちらも、究極的にみると対等である。する側はするという縁があり、される側はされるという

縁がある。そういった関係にあるだけのことである。しかし、だからといって、される側はそれにつ
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け込んで甘えればいいというものでもない。する側も、してやっているといって騎つてはならない。

出来ることを喜びとして受け止めていかなければならないのではなかろうかと思われる。実践してい

る人からすれば、当然のことであると言われると思われるが。

さらに、日常生活における自活にしても、病気になったりすると、誰かの助けが必要で、ある。我々

は、常に誰かの助けの中で生活をしている。お互いに。精神的自立にしても、自分の判断で行動をと

っていると思っていても、他者との関係において、それがなされているはずである。他者のことを考

えないならば、自己が社会において受け入れられないことが多々ある。つまり、お互い相互依存して

いる中に、個が存在する。相互依存しながら、個がある。とはいいながら、個と全体との複雑な関係

に真っ向から取り組むのは、大変なことである。葛藤がある。それは、完全自立と相互依存(共生)

ということは、本来大前提として相矛盾するものだからである。つまり、個を主張しすぎると相互依

存がなくなり、依存が強すぎると個がなくなる。

個は自己中心的である。わがままである。これは、悪いことだと言っているのではなく、個とは、

自己を他と分けさせる一面をもっているので、本来的に自己中心的で、あらざるを得ない。そういった、

個の集まりが社会・世界を構成しているのであるから、世の中には様々な問題があって当然となる。

だからといって、強者の立場にあるものが社会の問題・矛盾を見いだしても、自然淘汰の世界で弱肉

強食の世界だからそれは仕方がないとか、世界とはその様なものだといって片付けてしまってよいも

のだろうか。または、強者の立場になると、それすら見えなくなってしまうのであろうか。

完全自立と共生は、本来性質上相矛盾するものであっても、個と個のバランスが取れた共生・相互

依存の上によりよく成り立っていく人間関係、あるいは共同社会を目指し続けることが、価値基準・

価値判断がめまぐるしく変わっていく時代において、必要であろう。しかし、一個人が責任を感じて

社会の変革を成し遂げなければならないと訴えているのではない。つまり、社会全体を背負い込み、

社会における様々な問題と解決法に対して真っ向から取り組もうとすると、 「何と複雑で難しいこと

なのか。 Jと、頭を抱えてしまう。そこで、それならということで、それら問題を無視し、避けて生

きていくと楽なように思われるが、そうでもなかろう。社会的問題とは、各々が自己の問題から出発

して、常に身近な所で考えていくものであると思われる。たとえ組織的に取り組むことになろうとも、

基本はあくまでも主体性の問題として、認識の問題として捉えていくものであろう。自己の器にあっ

た還元の世界で。定まった、決まった答がないままにでも。

1 0 おわりに

宇宙は、個々の事象が同時(即)に矛盾的構造をもちながら、螺旋状のような形態をして元に

戻ってくるあり方で、外に果てもなく広がっているだけではなく、内なる方向にも無限に広がってい

る。また、我々に実存するリアルな世界は、今ここで繰り広げられている宇宙であると論じた。だが、

森羅万象を「点jでのみとらえると、時に矛盾を感じるものである。異なった時点における出来事・

現象を個々に見るからであろう。或いは、出来事の一面のみを偏って捉えるからであろう。もともと、

矛盾ということが存在の基本的なあり方なので、点と点を比較しながら物事を見れば、矛盾と映って

当然のことである。それで、も、そういった点の世界で生きる方が分かりくやすく、楽であったりする。

自己のことはさておきながら、他者を誤解しながら。しかし、それだけでは生きられない。生きてい

-60-
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けない。混沌としたカオスそのものだけとなってしまう。風が通らない閉塞状態に陥りやすい。そこ

で、非連続の連続としての点と点のつながりが観えて、 「線Jの認識が生じると、今までみえなかっ

た何かが観えてきたりする。自由になった自己を見いだす。相手を許し受け入れ、自己をも許し受け

入れていける世界を見いだす。無駄なものはなかったという世界が開けてきたりする。消えていた存

在が現れる。 r今」を見いだし、 「ここjという場所が聞き、心が現れる。木が観え、風を感じ、鳥

の声が聞こえる。

そこで、もう一歩進んで他者を念頭に置いて共生ということに正面から取り組もうとすると、や

はり難しい問題が多々あると分かる。自然淘汰と共生現象という相矛盾する中で常にうまく生きてい

くことは、難中の難であると分かる。個を満たさずして他(全体)を受け入れることは困難なことで

あると共に、他を満たそうとばかりしていると個がなくなるという事になる。どちらに傾いても一方

的だと問題が起こり、バランスが大切であるとわかる。中庸が要となる。この点、個と他との関係は

極めて複雑で、微妙である。一人で生きていけるものではなく、一人では生きていけない。他との関

係なくして個の存在はありえない。利己的な個の集まりが全体で、全体はその個の集まりにより成り

立っている。その中、うまくやっていくことは何と難しいことか、あらためで樗然としてしまう。こ

の、他とうまくやっていこうと思う心も個の利己的な思い上がりであろうが、それ以上に何が出来る

というのであろうか。自己の器にあった還元の世界を求めながら。そこには、少なくとも点から線へ

の認識があり、差し込んでくる光の中、生きる勇気が蘇ってくる。これだけもあるのだという気持ち

で満たされる。その満たされた心は、宗教体験のように、その瞬間は長く続くものではないが繰り返

し起こり、竹の節のように個を支えてくれるものであろう。そして他との共生を求める。森羅万象と

共に喜怒哀楽を繰り返し、今ここで生きながら死に、死にながら生かされている。

註

1 )本稿は 2000年6月3日(土)、平成 12年度滋賀県立大学公開講座で「共生を考える一点か

ら線への認識を通して-Jと題して講演した内容を整理したものである。

2) 日本曹洞宗の開祖道元は、この「今ここJを時節という言葉で表していると窺える。 r正法眼

蔵Jの中で最も尊重され読まれている「現成公案jの巻において、

「諸法の仏法なる時節、すなわち迷悟あり、修行あり、生あり死あり、諸仏あり衆生あり。万

法ともにわれにあらざる時節、まどひなくさとりなく、諸仏なく衆生なく、生なく滅なし。 J

と、冒頭で、言っている。また、浄土真宗の開祖親鷺は『歎異抄』で、

「弥陀の誓願不思議にたすけられまいらせて、往生をばとぐるなりと信じて、念仏もうさんと

おもいたっこころのおこるとき、すなわち摂取不捨の利益にあずけしめたもうなり。 J

と、言っている。この「おこるとき、すなわちJというのは、過去・現在・未来全てが、 「今こ

こjにおいて同時(即)媒介的に成り立っていることを言っていると思われる。

また、キリスト教の教義の一つである績罪にしても、自らではあがなうことができない人間の罪

を、キリストが十字架の死によってあがない和解を果たしたとされるが、それは、 2000年程前

の過去のこととしてとらえるのではなく、 「今ここJにひきよせて理解され、語られなければなら
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ないと思われる。

3)最近の科学・テクノロジーはクローンという形態での生命体を誕生させている。これは様々な分

野で新たな、深刻な問題を投げかけている。クローンによって誕生した生命体は同じ遺伝子のコ

ピーであっても元の親からの同じ限定を受けていることには変わりないし、さらなる限定も受ける

ことになろう。科学は人類に不可欠なものであるが、テクノロジーの発展のスピードは近年怖ろし

いものがある。

4 )道元は「現成公案jにおいては、

「自己をはこびて万法を修証するを迷いとす。万法すすみて自己を修証するはさとりなり。 J

と、述べている。また、親驚の『教行信証jの「総序の文」における有名な、

「偶々行信を獲ば、遠く宿縁をよろこべ」

とあるのは、信心を得ることは難しいがたまたま得ることがあれば、それは今までの過去全て(宿

縁)によるものであり、また未来の全て(宿縁)もそこに含まれていることを意味すると思われる。

5 )ここでの「目覚めjは、サンスクリット語における動詞の語根rbudhからヒントを得ている。

英語では通常rbudhは 1to wake， or to become aware ofJ と訳されるが、そのうちわけは Ito

awaken， to enlighten， or to realizeJが代表的な 3通りの英訳になると思われる。そこで、 buddhaは、

仏陀と音訳されrbudhの過去受身分調形 (pastpassive participle)で 1awakened， enlightened， or 

realizedJ という意味であるが、名調形として用いられると覚者 (anawakened one， an enlightened one， 

or a realized one)という意味になる。

6 )現成は、道元の「現成公案」において用いられている言葉であるが、ものそのものが本来のある

がままの姿を現すことで、内からの啓示的開発を意味する。

7)ジョン・レノン(JohnLennon)の歌詞 (lyrics)に、この聞かれた世界・心が表現されたものがい

くつかある。例えば、 『オー・マイ・ラヴJ(Oh My Love)において、

Oh my love for the first time in my life 

My eyes are wide open 

Oh my lover for the first time in my life 

My eyes can see 

1 see the wind， oh 1 see the trees 

Everything is clear in my hea口

1 see the clouds， oh 1 see the sky 

Everything is clear in our world 

Oh my love for the first time in my life 

My mind is wide open 

Oh my lover for the first time in my life 

My mind can feel 

1 feel sorrow， oh 1 feel dreams 

Everything is clear in my heart 

1 feellife， oh 1 feellove 
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Everything is clear in our world 

と語っている。これは言うまでもなく、レノンが 1Ifeel sorrow， oh 1 feel dreams悲しみを感じる、

ああさまざまな夢もJっと言っているように逆境、苦痛を乗り越えた時に書かれたものであろう。

8 ) ドイツの神学者ポール・ティリッヒ (PaulTillich)は、著書 TheEternal Nowにおいて、今におけ

る未来の重要性を以下のように述べている。

“The image of the fu旬reproduces contrasting feeling in man. The expectation of the fuωre gives one a 

feeling of joy. It is a great thing to have a future in which one can actualize one's possibilities， in which 

one can experience the abundance of life， in which one can create something new-be it new work， a 

new living being， a new way of life， or the regeneration of one's own being." 

Paul Tillich， The Eternal Now (New York: Charles Scribner's Sons， 1963)， pp.l23-4 

9 )中山延二『仏教と西田・田辺哲学』百華園(1979) における「場所的論理に重要な役割を果たし

ている「同時jという概念についてJ(pp.3-87)において、西田哲学を用いての同時性(即)の議論

が紹介されている。

10) 1人間の問題」は、岸本英夫の『宗教学』で定義されている。西谷啓治は「現代における人間の

問題」と題しての論文において、厳しく人間のあり方と科学とテクノロジーの問題に触れている。

11)道元は『正法眼蔵』の「現成公案jにて、水を通して悟りの風景について、

「人のさとりをうる、水に月のやどるがごとし。月ぬれず、水やぶれず。ひろくおほきなるひ

かりにてあれど、尺すの水にやどり、全月も弥天も、くさの露にもやどり、一滴の水にやど

る。 J

と、述べている。

12)聖書「創世記jの冒頭は光から始まっている。また、仏教では光明が迷いをうち破る悟りの内容

である。

13)線が4本重なると四角形になり、 5本だと五角形になる。さらに無限に重なる(全宇宙)と円に

なる。円は角のない 1本の線であるが、禅などでは悟りの内容を円で表したりする。華厳の「一

即多、多即-Jにも通じているように思われる。

14)ジョン・レノンは『アクロス・ザ・ユニバースj(Across the Universe)という作品に、以下のよう

な歌調を書いている。

Words are f1ying (f1owing) out like endless rain into a paper cup 

They slither while they pass 

They slip away across the universe 

Pools ofsorrow， waves ofjoy are drifting through my opened mind， possessing and caressing me. 

Jai Guru De Va Om 

Nothing's gonna change my world... 

Images ofbroken Ji.ght which dance before me like a million eyes 

They call me on and on across the universe 

Thoughts meander like a restless wind inside a letter box 

They tumble blindly as they make their way across the universe 

q
d
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Jai Guru De Va Om 

Nothing's gonna change my world... 

Sounds of laughter， shades of earth are ringing through my opened views， inciting and inviting m巴

Limitless， undying love which shines around me like a million suns 

And it calls me on and on across the universe 

Jai Guru De Va Om 

Nothing's gonna change my world... 

これは、レノン率いるピートルスが 1970年に解散する直前の作品であるが、松尾芭蕉の影響を

受けて作られたとされる自信作のーっと言われている。レノンの聞かれた世界には、 I pools of 

sorrow， waves of joyいっぱいの悲しみと悦びの波jとか Isounds of laughter， shades of earth楽しい

笑い声と人々の苦しみ」といったように悲しみと悦びが、必ず含まれている。

15)親鷺は 『浄土和讃』の「讃阿弥陀仏偶和讃jにおいて、

弥陀成仏のこのかたは

法身の光輪きはもなく

智慧の光明はかりなし

いまに十劫をへたまえり

世の盲冥をてらすなり

有量の諸相ことごとく

光暁かふらぬものはなし 真実明に帰命せよ

解脱の光輪きはもなし 光触かふるものはみな

有無をはなるとのべたまふ 平等覚に帰命せよ

と、智慧は光明であると唱っている。また、 f唯信紗文意』において、

「無碍光仏の御かたちは智慧のひかりににてまします…。J

と、述べている。

16) Paul Tillich， Op. cit.， pp. 122-32. 

17)井上靖 II人類の教師」孔子JToyama， Jean and Ochner， Nobuko eds.， Literary Relations: East and 

West， Selected Essays. Honolulu: University ofHawaii at Manoa， 1990， pp. 27・8.

18)鈴木大拙は f禅とは何か』の「宗教経験としての禅Jにおいて以下のように述べている。

「この正覚を成ずるということは、個人としての経験である。けれど、この個人の経験という

ものが、また直ちに社会の経験であるべきはずなのである。個人の経験というもので満足すべ

きでない。個人経験ということが直ちに社会経験に転ずるべきである。転ずるということが、

穏やかで、ないというならば、この社会意識からこの個人意識が現れるということに考えたらよ

い。社会経験というものが個人経験を産み出すのである。そこで個人経験ということだけに注

意して、社会経験に注意しないということは、まだ偏しているといってもいいのである。これ

を、仏教では智と悲という 。J

と、いうように、宗教体験の社会性を強調しているが、それは自然界にまで及ぼさなければならな

いとして以下のように続けている。

「この正覚という経験を、われわれは社会経験に帰すべきである。それをさらに進めては、社

会経験というものも、ただに人間社会のみにとどまらず、自然界、この天地の山川草木国土に

も及ぼすべきである。」
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鈴木大拙『禅とは何かJ(新版鈴木大拙禅選集 8)春秋社(1996)，p.42-3. 

19)石田法雄『宗教を考えるージョン・レノンの世界-J近代文芸社 (1996)，pp.153-61. 

20)西谷啓治は「現代における人間の問題中」において、科学や技術の不可逆性について以下のよう

に述べている。

「しかも、科学や技術、ないしはテクノロジーというものに含まれているもう一つの問題は、

それらが一歩から一歩へと無限に進歩するものという性格をもっていること、そしてまた、そ

の進歩を人間自身が勝手に止めようと思っても止められないということである…。科学や技術

というものが人間の内部から出てくるものでありながら、それの進行は人間自身からは止めら

れないという特別な性質をもっている。科学や技術は人間の本質との係りに縛られずに直線的

に進行するが、しかも人間の側からそれを縛ることが出来ないし、後戻りさせることも出来な

い。そこには一種の不可逆性がある。そういう事態の根本にはむつかしい問題があると思うが、

なによりも明らかな理由は、科学や技術の進歩を止めるということが人類に大きな不幸をもた

らすからである。」

西谷啓治「現代における人間の問題中Jr大法輪j(37/10)， pp.47-8. 
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Abstract 

Observing a phenomenon or an event in tenns of a “dot" or a spot of time， one 0丘en

finds a contradiction or inconsistency among our deeds and speech， for one interprets and 

compares them taking place at respectively different times and places. As an example， we 

understand that food that we consume with gusto is inconsistent with the movement of 

bowels that we evacuate with an offensive odor: they are two different things. 1f we come to 

see， however， a “line"-the continuum of dots or spots， then we are able to realize that the 

food and the bowels are not of a different nature. Both are crucially essential and important to 

our life. Both are to be appreciated evenly. 

1n talking about the idea of viewing things in a “line" in this way， this paper deals 

with the time-space inter-formation and symbiosis in the here and now. We discuss that the 

notions of past， present and印刷reare just concepts， and the ontological or existential time is 

called “now，" in which the continuous transfonnation of present including-and limited by-

both past and白同rereveals itself in “here." Past， present and future are all interfused into 

“now，" in which one lives in “here" as one realizes and activates space. Talking about 

symbiosis， the paper discusses an individual or “1" consisting of both a “distinct piece，" as a 

self-centered personality different仕omthe others， yet a part of the continuum sharing the 

whole of reality. One， therefore， needs to fulfill the needs of oneself and others， and this has 

to be carried out in the here and now. 
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Effects of Pictures on Memory & Learning 

Walter KLINGER 

Foreign language instruction material has become increasingly highly visual--from 

pictures on flashcards for vocabulary learning， to richly illustrated textbooks， to multimedia 

software， to films and movies. In this article， we consider what the advantages and 

disadvantages may be of using visua1 material. What happens when we look at pictures， or at 

written words， or at pic卸resand words together? Does comprehension improve when we 

hear words spoken along with visual or written material? We find evidence that visual 

material has s仕onginfluences on memory and learning， but its effectiveness for language 

learning depends on the goal of the instruction as well as student leaming abilities and 

preferences. 

The goal of my classes for first-year college students is to encourage and develop 

ability in speaking and hearing English， rather出anreading and writing， so 1 often use visual 

material to divert students' attention away from the written word. 1 sometimes use movies 

and songs with video clips and 1 have developed a number of games which were described in 

previous articles (Klinger 1999， 1998) and are available online at http://www2.ice.usp. 

ac.jp/wklinger/QN cardgameshome.html. 

One game 1 use is a set of several dozen drawings， without captions， of everyday 

events and activities. Players in tum put down a card to make a continuing story of what 

happened one day. The play is noisy and lively since a player with a card that is more related 

to the exposed card can challenge someone who tries to put down a more unrelated card. 

Almost always， however， the sentences the students spontaneously say are grammatically 

incorrect， so in some classes 1 ask the students to write out sentences beforehand and check 

them for correct grammar and usage. 

Another game is a set of question and answer cards. Each pair of cards has the same 

picture but different captions; the goal of the game is to find who in your group of players 

has the answer card for your question card. This game can also be played without written 
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captions， so that players supply their own sentences， but for a study to find out to what extent 

plC加resmight make the words and sentences memorable， 1 used a version with prepared 

captIons. 

One day， 1 showed the cards on an OHP and the students repeated the sentences after 

me. While playing the game， the student with a question card might need to repeat the 

sentence between 1 to 4 times before finding who had the answer card. The game was played 

at least 3 times， followed by games such as “Slap!" or “Concen仕ation"where the sentences 

were said a few more times. In the next class the following week， 1 handed out sheets 

showing just the pictures and asked the groups to write whatever出eyremembered， even if it 

was only one word， or even to write in Japanese ifthey couldn't remember the English. 

From出is experiment， 1 concluded出at血epictures themselves were quite 

memorable， but if the hope was出atpic佃reswould help students remember sentences and 

spelling， they were not especia11y effective. A few of the results are as follows: 

One set of cards read: Q; What are you goi附 togive your tMOtM for Mothe内 Pay?

A: I haVet1't d倒dedyet. Maybe司owers!!Out of 50 test papers， 34 had complete， if 

not necessarily grammatically correct， sentences.“Give" appeared 16 times. 

“Present" appeared in 24 responses， sometimes as a verb， as in“What did 

you present Mother's Day?" or as a noun in phrases like “decided a present." 

Q; What are you goi問初 dothis w印刷dif廿rait1s?“Ifit rains" was I d! d I I d I ! ~ 
。I ~ d ; d d given in 10 responses， and “if it wi11 rainy day，"“if it is rain，'‘if it is b b 11 

I Iパ』.4川Idμ 
rain昧y払r~，"…“官i江fit r口ram九 nd"口‘“吋‘'i刷fれ比i江1's日rain"wer叫 iven 0∞n恥lκC∞ee悶ach. ハ d olIlrrx 

百1Isquestion asked: Have you町'ergOt1e all the way up Mt. 刷i?

including “crimbed" and“clumbed，" was written in 16 responses，"“seen" 

in 6 responses，“been to" in 5 responses， but “gone up" in only one. 

with variations like “shi1ly，"“s加pid，"“foolish，"“fool，"and “Apples!"“Made合om"was 
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given 33X;“made of' 4X， inc1uding “It make from apple，"“It made from an apple，"“What 

is made仕omapple juice?"“What apple juice is made from?" and “What does apple juice 

make仕om?"

The question for this card read: PO you欣'ebatMboo shoots? 1t1 Japat1邸e，they're 

叫l叫抱'kl!l1oko.百leanswer card read: Sure! fhey're a delicious tr伺.tit1怖esp巾gthMe!

Have you ever got1e at1d dugthetM up? Most students probably knew the English word 

“bambooぺbut“shoots" was probably new vocabulary.“Dug" was written in a 

distinctive font， as were many other words on other cards， which 1 hoped would act similar 

to a picture effect and make the words memorable. During the OHP presentation， 1 also drew 

attention to the word， pointing out血at“dug"comes仕om“dig:dig-dug-dug." However， only 5 

responses mentioned “dug."“Bamboo" was spelled correctly 19 times，“banboo" was 

written 12X， and other spellings appeared 13X， like “bumboo，"“bum-boo，"“bamebo，" and 

“banbboots."“Shoots" or “shoot" appeared 18X， besides forms like “soots，"“shuits，"“shut，" 

and “shorts."“Shoot bamboo" was written once.“Takenoko" was given 15X. 28/50 papers 

had full sentences. 

If 1 had told the students企omthe outset that they would be tested， the results could 

well have been better， as the expectation of a test can provide motivation to remember (Hill 

1966:47). 1 also did not strongly insist that the “test" paper be filled out， so often pictures 

were ignored or given minimal responses. 1 let students work in groups of 2-6， so the results 

are collective rather出anindividual. While the students were writing out their responses， 1 

asked several groups if出eyremembered seeing a particular pic卸re，to which血eyreplied 

出atthey did but that they couldn 't remember the caption. The pictures often enough did 

prompt the gist of the sentence， if not the exact grammatically correct sentence， so to血at

extent the pictures had some effect on memory. Mehler (1963:346) said the message of the 

sentence is the meaning， not the details of the grammar of the sentence， and people can 

rephrase better than they can remember grammar details. 

Considering that the students have fairly low ability in grammar， 1 did not expect 

pictures to suddenly produce grammatically accurate sentences. The spelling mistakes were a 

bit disappointing， but， as we will consider below， pictures might actually be a dis仕actionto 

students from noticing the correct spelling. The pictures often elicited comments on their 

charm and att 
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1 find that pictures are very effective on their own， without any accompanying text， in 

providing motivation to the students to仕Yto make their own self -generated sentences. Some 

groups of students enthusiastically started discussing and writing their own captions during 

出e“testing"c1ass， and were disappointed when 1 told them出atat血istime 1 just wanted to 

fmd out what出eycould remember of the given captions. Some students also have told me 

that this game using prep訂 edcaptions was not as enjoyable as the games where they could 

make their own sentences. As material出atpromotes spontaneous speaking， even with 

sentences that are ungrammatical --but hopefully will improve with repeated attempts， 

pictures are very useful teaching tools. 1 wrote on the theme of the importance of 

spontaneous speaking for language leaming in a previous artic1e (Klinger 1999). 

To further understand what happens when pictures are used as leaming material， we 

revlew repo口s仕omthe literature. After defming the di百'erenttypes of illus位ations，we 

consider theories of how the brain processes pictures and words， and look at studies of how 

pictures can help --or hinder--leaming. 

Types of Visual Representations 

Physical objects and events血atcan ordinarily be seen and actions血atcan be 

performed in the everyday world can be represented artistically， in drawings， sketches， 

caricatures and paintings， in still photography and in motion pictures， or in computer 

simulations. These illustrations are what 1 refer to in血isartic1e as“pictures." Objects and 

events may also take the form of mental images in the mind， i.e.，“imagery." In many cases， 

objects and actions may also be mimed in gestures. 

Contrasted to these real-life representations are illustrations that visually describe 

hierarchies， sequences of events， or relationships between concepts or statistics. They take 

forms such as graphs， diagrams， geome仕icmodels， line charts， bar charts， scatter plots， 

maps， network charts， flow charts， time lines， data tables，住民s，webs， matrixes， pie ch訂 ts，

Venn diagrams， c1assifications of plants and animals， sequences of events such as chemical 

reactions and nu仕ientcyc1es， diagrams of sentence structure， and other such “graphic 

organizers" or“visual analogies." Levie (1987) separates visual information into further 

categories. Butler (1993) also offers a more detailed c1assification and surveys the increased 

use of visual information in psychology textbooks and joumals over 50 years. 

Written text is at a far end of the continuum of object-picture-word， insofar as a word 
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is abs仕actcompared to the tactile object it names (Giddan & Giddan 1984:18). Yet words 

are also partly visual information. Text can be made more visual when it is arranged in a 

non-linear way on the page， or set off in a distinctive font. Even text that is presented in 

standard paragraphs may be high1ighted in color， circ1ed or underlined or italicized as key 

words or alert words， or rewritten as an outline or summ訂 y.

Different Processing of Words & Pictures 

But words， when a literate person sees them， are not only visual but also auditory. 

Most linguists believe that representations of words in the mental lexicon are coded 

phonologically， though some say that there is also a “separate visual-orthographic lexicon" 

(Frost 1988:741). That is， when we see a word， we probably look it up in a talking mental 

dictionary based on what we know of what sounds the letters make， or perhaps we look up 

the word in a visual but silent mental dictionary based on what we know of what the shapes 

of the letters mean. 

Frost's (1988) study suggests that printed words are immediately and automatically 

recoded into intemal phonetic form. McKoon (1977: 247) describes research by Kintsch組 d

Craik & 1ρckh訂 t出atsays由attext is encoded and analyzed in severallevels of processing: 

graphemic， phonemic， lexical， syntactic， and semantic， with each level leaving仕acesin 

memory. Bajo (1988:581) says血ata picture must be meaningfully identified (access its 

semantic representation) before it can be named (access its phonetic or name representation)， 

while a word may be named before its meaning is activated (it does not necessarily access its 

semantic representation when read). Pictures access meaning directly and phonemic features 

indirectly. Words access phonemic features directly， and meaning only after some phonetic 

processmg. 

That there are different processes apparently at work when we look at pic卸resand 

words has provoked a debate of whether the brain stores information about pic加resand 

words separately. The “Dual Coding Theory，" as proposed by Paivio， says that there are two 

sep訂 atebut interconnected knowledge systems: a verbal system， specialized in dealing with 

sequential information in discrete linguistic units and abstract concepts， and a visual imagery 

system which encodes， stores， organizes， transforms and retrieves spatial information about 

concrete objects and events (Hodes， 1992:47). Marschark & Paivio (1977:228)， referring to 

mental rotation studies， believe that there are “perceptual-analogue representations in long-
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terrn memory， which encode various at仕ibutesof the objects themselves." In the Dual 

Coding approach， the verbal subsystem contributes to logic， order， direction， and 

organization of thought. The nonverbal subsystem consists of“holistic nested sets of 

inforrnation，" is“relatively free of logical constraints，" and is better at coping with 

concreteness， spatial inforrnation， and the analysis of scenes (Gambrell & Brooks Jawitz 

1993:266). 

Levie (1989: 10) says even dual-code models might be too narrow， considering 

evidence出athuman faces might constitute a special class of stimuli which are handled by 

yet a third memory system. Rolls (1995: 177) describes the specialization of function in the 

temporal lobe visual cortical訂 eas:Some areas are multimodal， responding to visual and/or 

auditory inputs， some are unimodal visual， some are specialized in analysis of moving visual 

stimuli. A large number of neurons are devoted to processing inforrnation about faces， 

reflecting the importance of face recognition and expression identification in primate 

behavior. 

Rejecting the theory of Dual Coding are Rumelhart， Schank， Anderson & Bower， 

Pylyshyn， Nelson， and others， who support a “unitary concep旬alcode" (Potter， Valian， & 

Fau1coner 1977:2). B訂 tlett，Till， & Levy (1980:447) concede that verbal and nonverbal 

inforrnation is to some degree separable in memory， in出atpeople can control the extent to 

which they use one or the other in recognition， but it does not necessarily follow出atverbal 

and nonverbal inforrnation must be organized in two different memory traces. 

This debate about how pictures and words are similarly or differently processed in 

the brain is relevant to the topic of whether or not to use pic加resin teaching materia1， and 

how to use them. Molitor， Ballstaedt， & Mandl (1989:9) observe that if dual coding is 

correct， and different processes紅 eat work， then different teaching material should be used， 

whereas if there is a single code， then the presentation mode is not important. 

A number of widely acknowledged phenomena suggest出atpictures and words are 

processed di百erently.Research shows that most individuals read with the left-brain 

hemisphere， but the right hemisphere can understand some written inforrnation referring to 

“concrete， picturable objects" (Benson 1981:83). Damage to the left hemisphere resulted in 

J apanese subjects having problems understanding syllabic 
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Different Processing of Words & Pictures 

One often observed effect suggests that pictures and words do not share a common 

processing system: Pictures are inevitably remembered better than words on tasks of recall 

and recognition (Park & Gabrieli 1995:1593). This “picture superiority effect" is an 

“established memory phenomenon，" in that experiments have repeatedly shown that 

“memory for pictorial stimuli is ex仕emelyaccurate， durable， and extensive compared to that 

for verbal stimuli" (Noldy， Stelmack， & Campbell， 1990:417). In Shepard's (1967) 

experiment， subjects recognized old word stimuli 90% of the time， sentences 88% of the 

time， and pictures 98% of the time. Pictures become even easier to remember when the 

objects are not just side-by-side but are shown interacting， e.g.， a car crashing into a住民

(Wollen & 1ρwry 1971:283). 

A theory to explain why pictures are memorable says血atthe processing of pictures 

in the brain needs “additional allocation of attentional resources or e百'ort"(Noldy， Stelmack， 

& Campbell 1990:418). Noldy， Stelmack， & Campbell's (1990) EEG recordings of brain 

ERP (Event-Related Potential) waves showed that it took longer to name a pic佃白血加 to

read the verballabel of the picture. Park & Gabrieli's (1995:1589) participants also named 

pic印resmore slowly than they read words. Investigations of element紅 ylearning processes， 

such as free-association reactions to words， drawings， and objects， have since the 1940s 

found a longer reaction time to pictures than to words (Otto 1962). 

Pictures are more complex血anthe words血atlabel the pictures， so more time and 

attention is needed to identify， or “name，" a picture. We spend more time looking at pic卸res

(or rea1-1ife objects) before we can name them， so we remember pic佃resbetter. We spend 

less time looking at words in sentences， so we don't remember the sentences exact1y-

though we remember the gist. Pictures are also more distinctive and more unique than the 

words that label them， which further makes pictures more memorable. 

Adults gain experience with reading words， so reading becomes faster and faster. 

Processing for words becomes automatic through practice; it is“performed without the 

necessity or benefit of intention" and “requires minimal allocation of attentional resources." 

“Lexical and phonological access may be automatic for words but not for pictures，" continue 

Noldy， Stelmack， & Campbell (1990: 
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8 Walter KLINGER 

plC旬res，the ERPs for pic加reschanged， but not the ERPs for words. This result suggests that 

the early processing of words is automatic， i.e. unaffected by attention， while the early 

processing of pictures is con仕ol1ed，i.e. influenced by attention (Noldy， Stelmack， & 

Campbel1， 1990:426). 

“The more仕equentlya word is read， the more efficient its mapping between the 

orthographic input lexicon and the semantic system，" say Borowsky & Besner (1993:833). 

Words can be read faster than pictures can be named， Seifert (1997: 1106) confirms， because 

words“activate出eirlexical entries automatical1y. Then， only after that do出eyactivate the註

meanings in semantic memory. . . . Pictures activate information in semantic memory first， 

and then they activate lexical information." That is， when we look at a picture， we see what it 

“means" before we name it or identify it using a word. 

Gibson' s (1966) theory of cognitive visual perception says that the information we 

perceive in the environment is so rich出atwe do not even have to process it--the 

environment explains itself and a1most “tel1s" us what it is (Doe町 1999).When we see a 

chair， we understand its meaning without needing to name it. We do， nonetheless， have to 

learn the meaning of the chair， its function or physical composition. As Ogasawara (1998) 

points out，“no one can understand the pictures(s) and/or figure(s) without any preconcept or 

preleaming." While naming pictures is slower than reading words， pictures can be 

understood quickly when we don 't need to verbalize what we are looking at. 

Seifert (1997: 1115) found an advantage for pictures when subjects had to identify 

plC加resas fitting into categories， compared to identifying words in categories (e.g.， engine， 

car; knife， spoon; tail， dog; toaster， bread; chicken， eggs). Identifying pictures as belonging 

to a category was 21-57 milliseconds faster than identifying words; a smal1 difference but 

su百icientto demonstrate that血ephenomenon exists. However， pic旬reswere not faster than 

words if subjects had to decide if the pictures or words did not belong in a category (e.g.， 

toaster， cow; eggs， lamp). 

Learning By Making Connections 

We learn仕omexperience what things belong together in categories; we have leamed 

the connections between different concepts. In picture and word experiments， this e百'ectof 

being able to quickly spot the relationships between pieces of information is known as the 

priming or context effect， or the “expectancy mechanism" (Borowsky & Besner 1993:813). 

-74-



E加ctsof Pictures on Memory & Learning 9 

Words as well as pictures紅 eread or understood faster when preceded by a related context. 

For instance， it is easier to identify the word “butter" when it comes after “bread" than when 

it comes after “doctor" (Borowsky & Besner 1993:813). 

Long-term memory， says one theory， stores information in “schema，" which is a 

“cognitive construct that permits one to treat multiple elements of information as a single 

element categorized according to the manner in which it wi11 be used" (Marcus， Cooper， & 

Sweller 1996:49). For example， we can develop a schema for trees， and recognize a single 

instance of a仕eeas belonging to the category of “tree，" despite each tree being different in 

many ways. Reading involves automation of schema for letters and then words， say Marcus， 

Cooper， & Sweller (1996:50). Knowledge is remembered in webs of schemata; the more 

information is interconnected， the more it is readily recalled (Saunders， Wise， & Golden 

1995:42). Poor leamers， says Patton (1991:18) are usually poor organizers who have little 

ability to devise concepωal patterns. 

A“multimodal theory of leaming，" like the Dual Coding血eory，says leaming is 

more effective when the leamer uses more than one sense modality， for instance， verbal and 

visual processing， and when connections are c1early made between the information contained 

in each modality (Mayer & Sims 1994:390). The “theory of generative le紅 ning"proposed 

by Wittrock says that reading comprehension develops when readers build relationships 

between the text and their own knowledge and experience:“The meaning of a text is not 

inherent in the print on the page but is the result of constructive processes血at白ereader 

brings to bear on the message" (Gambrell & Brooks Jawitz 1993:266). 

Presenting Words & Pictures Together 

This way of learning， by making connections between pieces of information and 

understanding their relationship， suggests that presenting pictures and words together so as 

to create connections between them will similarly be beneficial. A large body of research 

shows that learning can be affected positively when text and illustrations are presented 

ωge血er.Moeser & Bregman (1973:91)， for example， report that subjects learning a 

miniature artificial language did not manage to learn any s戸ltaxif 3，200 sentences were 

presented alone， but showed excellent results if sentences were accompanied with pic佃res.

Verbal-visual associations create personal associations for unfamiliar words， say 

Hopkins & Bean (1998:275). Many experiments conc1ude that if pictures and text are 
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10 Walter KLlNGER 

presented together， they should be presented simultaneously rather than separately， so that 

the two representations are in memory at the same time， and “construction of referential 

connections" can be done immediately (Mayer & Sims， 1994:391). 

The ease in which information is understood is influenced by “the intrinsic 

complexity" of the information and “the manner in which information is presented" (Marcus， 

Cooper， & Sweller 1996:50). Text is processed sequentially， which is“ill-suited for tasks 

where multiple constraints must be considered simultaneously，" so diagrams gain 

effectiveness “by reducing cognitive load by making spatia1 relations explicit" (Marcus， 

Cooper， & Sweller 1996:52). When studying the anatomy of ear， for example， an illus回 tion

is superior to text because the topic involves concrete spatial relationships (lding 1997:22). 

In a study of very complex information， Chanlin (1997) found that an animation about 

recombinant DNA technology produced good results， but it required much mental effort， 

with students often or constantly referring to written explanations while viewing the 

animation. 

When text information is simple， however， diagrams will not make leaming easier. 

The advantage of diagrams over text “should be lessened when information can be processed 

serially because element interactivity is low" (Marcus， Cooper， & Sweller 1996:60). This is 

bome out in studies like Kliese & Over's (1993) tests of students' understanding of the 

operating principles of pumps， thermostats， and elec仕icalrelays: students showed no greater 

knowledge when text was accompanied with illustrations of p訂 tsand steps， compared to text 

alone. Adding pictures and graphics can increase leaming speed and help leaming and 

retention if they supplement the text in some meaningful way， but print information is 

necessary for accuracy， say Ellis， Whitehill， & Irick (1996: 130). 

Some research has been done on how the style of the text in captions accompanying 

plC旬resand graphs affects memorability. A “selective-attention theory，" says Iding 

(1997:2)， suggests that readers pay more attention to information presented in question form， 

so the chance of recall should be increased. Some experiments show that questions in 

science charts increase memorability， but Iding's (1997) own experiment failed to show that 

students perform better when captions were questions about the illustration 
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Even more effective than memory of pictures is memory of interaction with operating 

and assembling an actual device. In their study of structural knowledge of how to build a 

crane， Ellis， Whitehill， & Irick (1996) found that getting hands-on experience was better than 

pictures that only provided information. 

To leam a subject， students need to be active and“leam by doing." In multimedia 

combinations of video， sound， text， animation， and graphics， students can manipulate 

information in a fairly realistic way. Students can also decide for themselves the type of 

information they prefer to access and the order in which to process information. Wittenmark， 

Haglund， & Johansson (1998) describe the benefits of dynamic pic佃rescompared to static 

plC加resin their web-based， computer interactive modules where users can improve 

understanding by changing a p紅 ameterand immediately seeing its influence. A“cognitive 

theory of multimedia" says伽 tmeaningful leaming requires that the leamer engage in five 

active cognitive processes: selecting words， selecting images， organizing words， organizing 

images， integrating words and images (Mayer， Bove， & Tapangco 1996:65). 

Student Abili世田&Learning Styles 

百leeffectiveness of pictures is further qualified by student ability and preferred 

leaming style. K1iese & Over (1993: 185) suggest that diagrams facilitate understanding only 

for students with low prior knowledge and even then， students with little background can be 

overwhelmed by complex graphics if the connections are not obvious. Kliese & Over 

(1993:185) further say that， as individual student leaming styles and strategies di百'er，so the 

results of how e百'ectivelythey interrelate text and illustration will also differ. 

Ollerenshaw， Aidman， & Kidd' s (1997) s加dyshows出atillus住atingand labeling 

parts and operating stages of a device improves recall， and results are even better for those 

students who have low prior knowledge. They too suggest that results may differ according 

to differences in student leaming styles， and give a c1assification developed by Biggs. 

“Surface approach leamers" implement s位ategiesboth to avoid working too hard and to 

avoid failing.“Achieving approach leamers" aim for high grades and satisfaction from high 

grades.“Deep approach leamers" study to satisfy curiosity and to extend their knowledge to 

other areas. In their test of understanding of how pumps work， Ollerenshaw， Aidman， & 

Kidd (1997) found that surface leamers recalled less， but出eyprobably benefited from 

visuals more than other kinds of leamers， perhaps because they needed to“exert less effort" 
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12 Walter KLINGER 

by looking at pictures compared to studying text. Text plus animation made little or no 

difference for knowledgeable or deep learners. 

In their study of a German language-learning c1ass， Plass， Chun & Leutner (1998) 

showed how vocabulary learning was affected by individual preference of leaming style， 

c1assified as“visualizers" or“verbalizers." Using a multimedia computer story， college 

students could look up marked words by hearing the pronunciation plus seeing either a 

written translation of the word， or a pic佃re(half the time a video c1ip) depicting the word. 

Visualizers reca11ed illus仕atedwords much better than unillus仕atedwords. Verbalizers 

recalled illustrated propositions only slightly better than unillus住atedones. The best results 

occurred when both illustrations釦 dtranslations were looked up， with only a small 

di百'erencein results for visualizers and verbalizers. 

Di Vesta， Ingersoll， & Sunshine (1971) administered a battery of tests on college 

students to determine their di百'eringverbal and imagery skills. Verbal or symbolic imagery 

tests inc1uded Reading Comprehension， the Scholastic Aptitude Test (verbal and math 

scores)， a Vocabulary Test (verbal analogies， definitions， opposites)， and a Remote 

Associates Test (the ability to make links in groups of words). Visual tests inc1uded Space 

Relations (imagining rotating pic加resor pattems)， Space Thinking， and Gottschaldt Figures 

(仕acingfigures). 

Visualizers and surface learners both benefit仕omplC旬resbecause their brains need 

to“exert less e百ort."Verbalizers benefit 丘omtext because their brains need to exert less 

effort. Reichle， Carpenter & Adam (2000) found出atvisualizers and verbalizers function 

better when they can choose their preferred style experiment， in an experiment using 

functional Magnetic Resonance Imaging to“examine the relation between individual 

differences in cognitive skill and the amount of cortical activation engendered by two 

strategies (linguistic vs. visua1-spatial) in a sentence-picture verification task." 

The verbal strategy produced more activation in language-related cortical regions 
(e.g.， Broca's area)， whereas the visual-spatial strategy produced more activation in 
reglOns血athave been implicated in visual-spatial reasoning (e.g.， parietal cortex). 
These relations were also modulated by individual differences in cognitive skill: 
Individua1s with better verbal skills (as measured by the reading span test) had less 
activation in Broca' s area when they used the verba1 s位ategy.Similarly， individuals 
with better visual-spatial skills (as measured by the Vandenberg mental rotation test) 
had less activation in the left p訂ietalcortex when they used the visual-spatial 
strategy. These results indicate that language and visual-spatial processing are 
supported by partially separable networks of cortical regions and suggests one basis 
for strategy selection: the minimization of cognitive workload (Reichle， Carpenter & 
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Adam 2000: 261). 

The preference to use visual information rather than written information may be 

innate or it may be a choice， but it also has cultural determinants. Historically， pictures were 

a medium for illiterate people (Molitor， Ballstaedt， & Mandl 1989:4)， and some people may 

regard pictures as being inferior or childish compared to text. Goldsmith (1987:53) notes that 

some adults were embarrassed to be seen with illustrated reading books during a UK adult 

literacy campaign in the 1970s. Sarkar (1978: 175) notes that in some Arab and African 

societies，“serious books" never have pictures since pictures are considered “kid stuff." On 

the other hand， the visua1 has become such “a dominant and defining element in our literacy 

and cul加re，" as Woodward (1989:101) says， that buyers/readers will not open a 

book/magazine出atdoes not have visual appealing material. 

Di Vesta， Ingersoll， & Sunshine (1971:477) describe a “Social Desirability" test， to 

see how having visual talent rates compared to having verbal ability. For some people， they 

find， being able to experience vivid images and rich fantasies is preferable to having a high 

IQ. Some researchers，出eysay (Di Vesta， Ingersoll & Sunshine 1971: 472)， believe that 

“permissiveness in child-training" has influenced the continuing preference by some adults 

of imagery and language habits related to imagery. 

Advantages of Pictures for Children 

For adults， say Di Vesta， Ingersoll， & Sunshine (1971:478)， use of imagery is a 

strategy preference， while for children it is a skill. Teaching children to construct mental 

images as they read enhances their abilities to“construct inferences， make predictions， and 

remember what has been read，" say Gambrell & Brooks Jawitz (1993:265).百leirstudy 

(Gambrell & Brooks Jawitz 1993) showed that second and fifth graders who were told 

“Remember to make pictures in your head" outperformed the control group who were 

instructed to“Read to remember." Mental imagery， they found， by encouraging an active 

engagement with the text， was even more effective than illustrations for reading 

comprehension， as the children recalled more story structure and wrote more complete 

stones. 

Allender (1991) taught English vocabulary to 8-11 year-old children in Japan by 

listening to spelling with eyes closed， calling out the word， and writing the word with eyes 

closed. The children imagined visual signposts with words spelled on them on the road while 
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14 Walter KLINGER 

walking to a store. Cloze test results seemed “slightly better than other semesters and other 

classes， but certainly not dramatically so" (Allender 1991 :52). 

Levin (1981) reviewed 204 studies that invariably demonstrated that pictures helped 

children understand prose better， with up to 40% more recall of information. Pictures help 

children identify unfamiliar words during reading， and enhance comprehension and retention 

of text， but when learning to recognize and remember the written representations of words， 

some studies suggest it may be more efficient when written words are presented by 

themselves rather than along with pictures. Solman & Wu' s (1995) study showed that it took 

children longer to learn single written words when taught with associated pictures. (Solman 

& Wu 1995:227). According to出e“focalattention hypothesis，" pictures cap加reattention， 

and so they distract仕omwritten words. When the child sees a pic旬re，it “is likely to仕19ger

automatically the verbal response. Consequently， the attempt to focus children's attention on 

the written words is ine百ective"(Solman & Wu 1995:229). They recommend白ata pic旬re

be presented only after a response to the written word has been made， as feedback “to correct 

a child' s incorrect response， reinforce a correct response， or ascertain the meaning of an 

uncertain word" (Solman & Wu， 1995: 241). 

Though出eyfound “an absence of a direct instructiona1 value of pictures，" Solman & 

Wu (1995:234) refer to numerous studies that suggest血atone great benefit of pic卸resis to 

enhance the incentive to learn. The affective factors such as attitude， motivation， and interest 

may lead 1earners to pay more attention and put in more e百'ort，which may lead better 

leaming. Pictures may also “enhance the long-term retention of the words" since the “dual-

coding effect" and the “greater effort" made “to process information and establish the 

relationship between the various sources of information" may make leamed information 

“more resistant to memory loss" (Solman & Wu 1995: 235). 

Advantages of Text for Adults 

Children are allowed and even obligated， because of their low or nonexistent ability 

with reading text， to use pic旬resand imagery. While some adults have a preference for 

visual over text information， the typical development from child to adult still seems to be 

that， as the child begins to think through the use of “symbols，"“ikonic" imagery gradually 

fades;出atis，“verbalization is substituted for imagery" (Di Vesta， Ingersoll & Sunshine 

1971:472). Verbal skills eventually become “仕eeof dependence on more concrete visual 
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images" (Moeser & Bregman 1973:92). 

This developing ability of coping with written text for adults often leads to 

advantages of text over visual， and as text becomes both easier and more satisfying， some 

adults show a preference of text. In my own classes 1 find出atsome students say出at，while 

they enjoy the picture games， they prefer the games we play that involve spelling and 

making and finding written words. 

In Otto's (1962) study， 20 college students were given pic同reand word stimuli， and 

asked to tell how the pictures or words were alike. Otto was trying to get responses like 

“soft，"“round，"“sweet，"“toy，" and “hole." The text words produced more responses for the 

adults. For 4th Grade children， on the other hand， the pictures evoked more responses even 

among good readers. Poor readers made more no-responses to words but also to pictures. 

van der Molen & van der Voort (1997) report on several studies that show血atadults 

recalled print news better由加 televisionnews， probably because print offers adults more 

con仕01over information processing. Grade 4 and 6 children in their experiment， on the other 

hand， recalled TV news better血anthe identical print news， regardless of whether血ey

expected to be tested for memory or not. 

Many experiments with pictures and text use just single words， but in real life we 

usually read longer information. In paragraphs， compared to“isolated words in lists，" 

Marschark (1985:744) says，“images don't serve the function of higher order organizers." 

Marschark (1985) found no difference in recall and comprehension of high or low imagery 

paragraphs of six sentences， and ac旬a11yfound more abs仕actparagraphs were remembered 

better than more visual sentences. Johnson & Steele (1996:354) point out出at，compared to 

the highly visual words the children leam first， difficult vocabulary often expresses 

relationships and other abstractions， e.g.，“stipulate， "“augment，" and“unsubstantiated." To 

leam words like these， we can try to create visuals， or“relate the word with visual or 

acoustic properties，" through techniques like mnemonics， but they are not always helpful. 

Hearing， Words & Pictures 

We also need to consider the effects of spoken information along with pictures and 

text. Children's emergent reading， says Elster (1998:43)， is influenced by the number of 

times they hear a book read， and then read on their own. Their control of the linguistic code 

begins from shared readings， where children" link the meaning of words in books to their 
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own experiences and knowledge of the world" (Elster， 1998:45). Pictures are a “scaffold" 

which foster attention and prompt talk and comments (Elster， 1998:68)， but language skills 

proceed from hearing and speaking， in activities like naming objects to describing a pic旬re

and following verbal commands such as “Put the pink pig next to the horse" (Debaryshe 

1993:457).“Procedures for meaning-making，" say Hester & Francis (1995:85)， are leamed 

through oral exchanges and social interactions in groups， and pictures are beneficial for this 

pu叩oseas they“invite chi1dren as co-participants" (Hester & Francis 1995:66). 

In van der Molen & van der Voort's (1997) study， children recalled TV stories 

(visual+hearing) better than if they read the stories or if the stories were read out loud to 

them. For adults too， adding sound to pictures may make the information more memorable. 

Baggett's (1979:333) test of the recall of information presented in a text and in a movie 

showed that the text was forgotten faster. Baggett (1979:354) suggests出atfilm produces a 

“more emotional reaction"組 d出issomehow impacts on memory. 

Berkay (1995) wondered if adding written captions (presented at 150-180 wpm) to a 

videotape (visua1 + audio) of “fairly challenging information on psychology" to university 

s加dentswould be distracting or beneficial. The“Between-Channel Redundancy"血eory，

again like the Dual Coding血eory，suggests血atwhen information is redundant between two 

information sources， in血iscase， captions and dialog， comprehension should be greater出m

when only one source is used (Berkay 1995:288). Berkay (1995) found that adding captions 

does not increase comprehension， but neither does it diminish comprehension， despite some 

people' s feeling that captions are dis住acting.

One theory proposes that， as f;訂 aspic加resand words are both types of visual 

information， it might be better to supplement visual material with audio material rather than 

more visual material. When both pictures and words are held in visua1 working memory， say 

Mayer & Moreno (1998:318)， not enough working memory is left over to build connections 

between words and pic旬res.Mayer & Moreno's (1998) students viewed a silent animation 

on the formation of lightning， with either concurrent spoken narration or concurrent on-

screen text. The animation + narration group outperformed the animation + text group. 

Working memory may have 
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understanding than reading them. Subjects were asked to rate as true or false sentences such 

as:“A tic-tac-toe game is played with four lines."“A tic-tac-toe game is played with five 

lines."“A row boat comes to a point in the back."“A row boat comes to a point in the 

合ont."Hearing the sentences produced faster answers出anreading them. Glass， Millen， 

Beck， & Eddy (1985:449) confirmed that high imagery sentences were more difficult to 

understand when read than when listened to， and noted that all “sensory modalities" can 

have “imagistic representations." When we hear or read “Milk chocolate is sweeter than 

dark chocolate" or “A typewriter is louder than a ticking watch，" a number of multisensory 

images may紅白e，not only visual images. 

Conclusion 

Some people have a natural or a learned preference for visual material， and learning 

requires less effort when they can use their prefe町edmaterial. Children say TV is an“easy" 

medium and print a “tough" medium; meaning出eyneed to invest less mental e百ortin 

仕yingto process information from TV (van der Molen & van der Voort 1997:84). One might 

expect出atthe ex仕ae百ortrequired to understand printed text should result in print being 

more memorable， similar to血eex仕atime spent processing pictures helps make pictures 

more memorable. However， as Salomon said (quoted in van der Molen & van der Voort 

1997:84)， learning explicit factual information doesn't require deep processing， so results 

may be equal from TV or print， whereas inferentia1 learning requires deep level processing 

and best results may be from print. 

Pictures can be understood very quickly. The global meaning or the gist of a pic阻re

can generally be attained in an easy and rapid way， in as little as 300 ms (Peeck 1993:228). 

This “gives the illusion of full understanding" and so“students often deal with illus仕ations

in a superficial and inadequate way" (Peeck 1993:228). When textbooks become heavily 

illustrated， this effect of pictures can distract from learning. This topic will be further 

explored in a印刷reessay. 

Many studies show that pic加rescan be helpful in in仕oductorymaterial for students 

with low prior knowledge of a study topic. This group of students includes children leaming 

to read and students beginning foreign language studies. But pictures can also distract仕om

leaming to read text. The critical factor in leaming to read alphabetic scripts， say Huang & 

Hanley (1995:74)， is to“isolate and manipulate individual phonernic units，" so the most 
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important visual skill is“orthographical rather than pictorial or logographic." However， 

excellent visual memory skills can be a “significant advantage" in leaming to read non-

alphabetic scripts like Chinese characters (Huang & Hanley 1995:93). 

Memory seems to store information in webs of relationships， so the benefit of placing 

pictures toge出erwith text comes from the possibility of making connections between the 

two types of information. Studies show出atforeign words are leamed more easily when 

associated with actl凶 objectsor a corresponding pic加re，or imagery techniques， or 

仕anslation(Plass， Chun， & Leutner 1998:26). But it remains doub伯11whether pictures or 

imagery can help much with non-visual， abs仕actvocabulary or with sentences and 

paragraphs that require and understanding of出eabs住actrules of grammar. 

One of the most beneficial e百ectsof pictures， as seen in my observations of a card 

game and in reports from researchers described above， is 出at cheerful， interesting 

illus住ationsprovide motivation to s知dy.
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リスニングカ上達者にみられる特質一理系の場合一

Characteristics of High Achievers in Listening 

小栗裕子

YukoOGURI 

学生の熟達度を測る一環として、筆者は毎年4月と 12月に JACET (大学英語教育学会)の「英

語基礎聴解力標準テスト」を実施している。これまで4月を基準にして、 12月に個々の学生がどれだ

け伸びたのかに注目していたが、今回は 12月の得点を基準にして能力別に分けた集団に焦点を当て、

彼らの 4月の得点を調べてみた。そこで今まで考えていた得点の低い学習者の方が、上位群の学習者よ

り伸びるのではないかという筆者の予測は否定された。また、下位群学習者の伸びが上位、中位群と比

べるとかなり低いという点も判明した。クラス編成が能力別でないことを考慮した場合、まずこれらの

クラスにおける教授法が中位群以上に焦点を合わせたものであり、下位群にはあまり効果がなかったと

推測できる。また、下位群の学習者は上位群と比較して、英語学習に対する強い動機づけがなかったと

いうことも考えられる。

そこで、本研究では、この3つのグループがどのような点で違うのか、学年末に収集した動機づけ

を中心とするアンケート項目 (appendixを参照)を参考にし、教材レベルの適切さ、リスニング時の緊

張の程度、学習意欲(特に内発的なものと外発的なもの)、英語圏に対する態度(同化志向)といった

項目に関して仮説を立てて検証し、リスニング上達者がそうでない学習者と異なる点を明らかにする。

そして、最後に本研究がリスニング教授法に与える示唆について考えてみたい。
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2 方法

2. 1 被験者

被験者は、理系(工学部及び環境科学部)を専攻している 1、2年生の 5クラス 184名である。各

クラスは学籍番号を基準に分けたクラスであり、能力別のものではない。表 lは、 12月の得点により

能力別にグループ分けされた 1998/9年度学生が、 4月にはどのような成績であったかを示したもので

ある。得点は開拓社 ]ACET係より返送された標準点が用いである。

Post-test (12月)

Pre-test (4月)

表 1

12月一 4月の得点差

2.2 仮説

J ACET i英語基礎聴解力標準テストjの結果

上位群 (N=63) 中位群 (N=62)

63.57 (SD 4.35) 53.47 (SD 2.49) 

52.62 (SD 7.94) 45.42 (SD 5.73) 

10.95 8.05 

下位群 (N=59)

43.56 (SD 4.38) 

40.76 (SD 5.32) 

2.80 

学年末に実施した 5段階評価によるアンケート項目を参考にして、リスニング力向上に影響を及ぼ

すと考えられる以下の仮説を立てた。尚、各仮説の括弧内のアルフアベット及び数字は appendixのア

ンケート項目のアルファベット及び番号を表している。そして、分析に使用したアンケート項目の選

択に関しては、全体の因子分析を実施した結果(小栗:2000) を参照した。

5このクラスで使用した教科書は、上位群の学生には適していたが、中・下位群には適してい

なかった (a)

6上位群と比較して、中・下位群の聞にはリスニング中の緊張度に差があった (b)

7上位群と比較して、中・下位群の間にはリスニング力強化意欲に差があった (25・27. 28) 

8上位群と比較して、中・下位群の聞には英語圏に対する興味に差があった (9・12・14)

9上位群と比較して、中・下位群の聞には内発的動機づけに差があった(1・ 18・33)

10 上位群と比較して、中・下位群の聞には自発的言語使用に差があった

(2・4・8・16・17・20)

11 上位群と比較して、中・下位群の聞には自発性のない言語使用(社会的に条件づけられた動機づ

け)に差があった (3・6・7・13・21. 32) 

12 上位群と比較して、中・下位群の聞にはリスニング以外の技能強化意欲に差があった

(23・26・29)
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3 結果

表2は、各仮説に対応するアンケート項目に対して、それぞれの平均値と標準偏差を算出した結果で

ある。仮説の Iと2は5点が満点、仮説3、4、5及び8は 15点、仮説6と7は30が満点である。

1 I教科書のレベルjと2Iリスニング中の緊張感Jに関しては、各群とも同じような平均値の傾向

を示している。3Iリスニング力強化意欲Jは、中位群より下位群の方がわずかであるが、高い数値を

示した。4I英語圏に対する興味」は、三群ともあまり変わらない数値になっている。 5I内発的動機

づけJと6I自発的言語使用」は、上位群と下位群の聞にかなり点差のあることが示された。ただ、両

項目とも下位群の標準偏差が大きいことは見逃せない。そして、 7I自発性のない言語使用Jにおいて

は、下位群の得点が一番高い点を示していた。最後の 8I他技能の強化意欲」は、中位群、下位群の得

点にあまり差のないことを示した。

表 2 仮説項目の集計

上位群 中位群 下位群

(N=63) (N=62) (N=59) 

1.教科書は適当なレベル(5 ) 3.06 2.95 2.85 
(SD 0.61) (SD 0.58) (SD 0.61) 

2. リスニング中の緊張感(5 ) 3.06 2.74 2.54 
(SD 1.11) (SD 0.89) (SD 0.77) 

3. リスニング力強化意欲(15) 12.05 11. 19 11. 31 
(SD 2.56) (SD 2.42) (SD 2.46) 

4.英語圏に対する興味(15) 10.21 10.32 10.24 
(SD 2.62) (SD 1. 96) (SD 2.22) 

5.内発的動機づけ(15) 9.97 9.39 8.51 
(SD 2.81) (SD 2.54) (SD 2.85) 

6. 自発的百語使用 (30) 18.06 17.24 16.22 
(SD 5.42) (SD 3.78) (SD 5.04) 

7. 自発性のない言語使用 (30) 22.41 21. 98 23.14 
(SD 4.07) (SD 3.40) (SD4.17) 

8.他技能の強化意欲 (15) 10. 73 9.89 9.83 
(SD 2.20) (SD 2. 18) (SD 2.37) 
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表3は三群を分散分析し、多重比較(最小有意差法)した結果である。黒く塗りつぶされた箇所は 1%

の、網線は 5%の有意差が二群の間にあることを示し、薄く塗られた箇所は、二群の聞に有意な傾向 (p<

O. 06)があることを表している。

分散分析の結果、有意差が認められた仮説は、 2Iリスニング中の緊張度JF (2，181) =4. 73 (pく0.01)、

5 I内発的動機づけJF (2，181)=4.31 (p <0.05)、そして 8I他技能の強化意欲JF (2，18])=3.06 (pく0.05)

であった。次に、各仮説の多重比較を行った結果、 1I教科書は適当なレベルJに関して、上位群と下

位群の聞に 5%水準の、また 2Iリスニング中の緊張度jに関しては、上位群と下位群の聞に 1%水準

の有意差が観察され、さらに上位群と中位群の聞には有意傾向が見られた。そして、 3Iリスニング力

強化意欲jでは、上位群と中位群の聞に有意傾向が認められた。 5I内発的動機づけ」においては、上

位群と下位群の聞に 1%水準の有意差が見られた。さらに、 6I自発的言語使用jにおいても、上位群

と下位群の聞に 5%水準で有意差があった。 8I他技能強化意欲」に関しては、上位群と中位群の聞に、

そして上位群と下位群の聞にそれぞれ 5%水準の有意差が認められた。

分散分析

1.教科書は適当な

レベル

F(2，18]) =1. 95 
2. リスニング中の

緊張度

F (2，181)=4.73， p < 0.01 

3. リスニング力強化意欲

F (2，18]) =2. 15 

4.英語圏に対する興味

F (2，181) =0.04 

5.内発的動機づけ

F (2，181)=4.31， p く 0.05

6. 自発的言語使用

F (2，18]) =2.22 

7. 自発性のない言語使用

F (2，18]) =1. 33 

8.他技能の強化意欲

F (2，18])=3.06， p < 0.05 

上位群

(N=63) 
NS 

繍繍繍轍翻 麟j

NS NS O. 103 

NS 
NS 0.542 

..............................._M 回目時 "“"“4・.....H..・ “ H.... 曹司

NS 0.311 
“吋可一 四圃圃圃圃圃圃圃圃

NS O. 108 
0.039 * 
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4 考察

ここでは、上記で統計的に処理した結果を基に各仮説を検証、考察していきたい。

1.このクラスで使用した教科書は、上位群の学生には適していたが、中・下位群には適していなかっ

た

教材のレベルは、学習者にとって自分に「理解可能なインプットJ(comprehensible input)が、最も

効率的だと言われている(Krashen，1982)。その点では、使用した教材が上位群には適切だったのに対

して、下位群にはどちらかといえば難しかったという傾向にあり、これは統計的にも有意差 (p<0.05)

が認められた。ここでは、教材が上位群の学生には適していて下位群には適していないと言えるが、一

方、上位群と中位群には有意な差はなかったので、この仮説は否定された。

2.上位群と比較して、中・下位群の聞にはリスニング中の緊張度に差があった

教材のレベルが下位群には難し過ぎれば、当然不安感や緊張感も高くなる。これが上位群と下位群の

聞に有意差 (p<O.Ol)をもたらしたのであろう。 Crookes& Schmidt (1991 :488)はMotivation:Reopening 

the Research Agendaの“TheClassroom Level"において Csikszentimihalyi& Nakamuraを引用しながら、

内発的動機づけが高まるのは学習者が挑戦するのに丁度良いレベルであり、そのレベルが高い場合は不

安感に陥り、低すぎると退屈すると述べている。下位群の学生にとっては 1の「教材レベル」で見たよ

うに、教材がどちらかといえば難しかった(平均値よりやや低い 2.85) と感じており、それがリスニ

ング中の緊張感に影響しているのは当然のことであろう。上位群には、適切なレベルだ、ったので、緊張

感も不安感もない状態(平均値よりやや高い 3.06)だ、ったのに対して、中位群はやや緊張感を感じて

おり、それが二群の聞に有意な傾向を示したと言え、この仮説は支持された。この二項目から導き出せ

る結論は、学習者に適切なレベルの教材を選ぶことが、あまり緊張もせず、不安感もなく聞き取りを可

能にする第一歩だと言うことである。

そういった考えに基づけば、学習者のレベルを考慮し、従来型の学籍番号を基にしたクラス編成を、

見直すべき時に来ているのではないだろうか。能力別編成にすれば、学習者のレベルに応じた教材選択

が可能になり、たとえ閉じ教材を使用する場合でも、上位群と下位群とでは教授法を変更することが考

えられる。例えば、上位群では post-listeningを中心にどこが間違っていたのか、またそれを次にどのよ

うに生かすかを重点に授業を行い、下位群では 「理解可能なインプット」な状態まで内容に関するヒ

ントを与える pre-listeningを中心とした指導法が望ましいと思われる。ところで、上位群の緊張感の標

準偏差に幅があるのは、性格的にどんな場合にも緊張する学生(traitanxiety)がいることが予想されるた

めであろう。

3.上位群と比較して、中・下位群の聞にはリスニング力強化意欲に差があった

上位群と中位群の聞に有意な傾向があったが、上位群と下位群の聞には統計的な差は認められなかっ
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たので、この仮説は否定された。リスニング力を伸ばしたいという意欲は、中位群より下位群の方がわ

ずかではあるが高い数値を示しており、下位群の学習者の中にはリスニング力向上を願いながらも、自

分達のレベルに合わない教材を使用されたために、充分成果が出せなかった者がいると考えられる。

4.上位群と比較して、中・下位群の聞には英語圏に対する興味に差があった

この仮説は三群ともほぼ同じ数値を示しており、否定された。

Gardner & MacIntyre (1993)は、目標言語やその言語集団に対して肯定的な姿勢を持つこと(統合的動

機づけ)は、第二言語習得に大きく影響すると述べているが、日本のように外国語として英語を学んで

いる理系の学生にとっては、英語圏への興味や憧れはあまり関係のないことなのかもしれない。これは、

宮原ら(1997: 234)の中国・韓国と日本の動機づけを比較した研究で、因子分析の結果、韓国と中国

の学生にはそれぞれ因子として抽出された「統合的指向jが、日本の学生には明確な因子として抽出き

れなかったと述べている点とも一致する。

5.上位群と比較して、中・下位群の聞には内発的動機づけに差があった

内発的動機づけの中では、上位群と下位群の聞には 1パーセント水準で有意差があったが、上位群と

中位群の聞に有意な差はなく、この仮説は否定された。

第二言語習得理論の動機づけは、 8印O年後半までで、Ga釘rd伽n児町e釘rらの統合的.道具的動機づづ‘けの二元的捉え

方でで、説明きれてきたが、 9卯0年代に入りその理論の拡張が試みられるようになつてきた(例えばCrookes

& Schmロm凶， 1円991じ Oxford& Shearir肌r

外国語として英語を習得する場合、学習者は教室内での学習が中心になるので、そこでは当然「教科J

として英語を捉えていると考えられる。そうなれば、「その教科が好きだから勉強するjや、「面白いか

ら学ぶ」という学習目的があっても良いはずである。上位群と中位群との聞に有意な差が見られないこ

とから、この項目は中位群以上になれるかを予想する大切な鍵になると言えそうである。

6.上位群と比較して、中-下位群の聞には自発的言語使用に差があった

自発的言語使用とは、言語を手段として、「ーしたいJゃ「ーに就きたい」から学んでいるという積

極性や自発性が感じられる目的のことを指す。 Gardnerらは実用的な目的で学んで、いる動機づけを道具

的と定義し、一つにまとめているが、小栗(1999)は、日本の学習者の中には、この実用的な動機づけ

の中にも、自己実現の手段として英語が必要になり「留学したいからjや「英語を使う職業につきたい

から」という言語を自発的に使用する因子と、 一般に社会的に言われている、「就職に有利だからjま

たは「今や英語は国際語だからJ学ぶのだという因子が明確に分かれて存在していることを確認してい

る。そして、因子分析の結果、上位群はこの「自発的言語使用」が第一因子として表れるのに対して、

下位群は「自発性のない言語使用Jが第一因子として表れていることを指摘している。この仮説は、上

位群と下位群の聞には 5%水準で有意差があったが、上位群と中位群の間には有意な差はなく、否定さ
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れた。しかし、「自発的言語使用」は、内発的動機づけのように、上位群を予想する重要な手がかりに

なりえると言えよう。

新井(1995: 54)は、内発的動機づけを「行動それ自体の喜びやおもしろさが行動の理由である」と

定義し、外発的動機づけと対比させ、前者を重視すべきだろうが、内発的動機づけの中身がもっと多様

になっていくものだということを指摘している。「自発的言語使用Jは、道具的動機づけよりは、むし

ろ新井が指摘しているように、広い意味では内発的動機づけの範障に入ると言っていいのではないだろ

うか。

7.上位群と比較して、中・下位群の聞には自発性のない言語使用(社会的に条件づけられた動機づけ)

に差があった

6 i自発的言語使用Jと比較すると、この項目は各群とも高い値になっているが、その中でも、下位

群の値が一番高いのは興味深い。やはり、下位群の学習者の多くは、自己実現のために英語を習得する

よりはむしろ世間で言われているから「やらなければならないJといった、外発的に動機づけられて英

語学習に取り組んで、いると言えるかもしれない。この仮説は統計的に有意な差はなく、否定された。

8.上位群と比較して、中・下位群の聞にはリスニング以外の技能強化意欲に差があった

上位群と中位群の聞に、そして上位群と下位群の間にそれぞれ5パーセント水準で有意差が認められ

たので、この仮説は支持された。上位群は、「留学したいJや「英語を使う職業に就きたいJという学

習目的があり、それにはリスニング力のみの向上を望むのではなく、リーデング、スピーキングそして

ライテイング力上達も必要になってくることを自覚していることが推測される。三技能のうち、特にラ

イテイング力を伸ばしたいという意欲が上位群には強くあり、この意欲の差が有意になった要因と言え

る。

5 おわりに

上位群の学習者がどのような要因で上達したのかを、動機づけを中心とするアンケート項目から仮

説を立て、統計的に検証した。被験者が理系に限られ、教員一人による指導法のみの結果なので、一般

化するには無理があるかもしれないが、上位群は下位群と比較して、「教科書は適切なレベルだったこ

と」、「リスニング中の緊張感がないこと」、「内発的動機づけが高いことj、「自発的言語使用の高いこ

と」そして、「他技能強化意欲が強いことjにおいて、平均値が統計的に有意に大きかったことがあげ

られる。これらの特質はそれゆえ、上位群にあがるための条件と言えるかもしれない。また、上位群は

中位群と比較して、「他技能強化意欲が強いことJにのみ平均値が統計的に有意に大きかったと言える。

しかしながら、ここでいう「上位群jとは、あくまでも公立大学の理系を専攻している学生のレベ

ルでの定義であり、これから本当の意味で「上級J(たとえば TOEFLで 550点を取り、英語圏の大学

で不自由なく学生生活が送れるコミュニケーション能力)になるためには、また違った動機づけが必要
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になってくるのかもしれない。そういった高いレベルに達するには、上位群の「英語圏に対する興味」

の標準偏差の幅が広いことから、同化志向が影響することも予想される。これは今後の課題としたい。

最近、日本の大学でも、欧米の大学や日本の英語学校では当然とされている能力別クラス編成を実

施し初めている (TheDaily Yomiuri、2000年 6月22日)。本研究の結果が示しているように、上位群の

リスニング力がこれだけ上達した一つの理由には、教材のレベルが適切で、あったため、リスニング中の

緊張感もなく、リラックスして聴けたことがあげられる。そして、リスニングのレベルが「理解可能な

インプットJだったため、「わかることが楽しいjといった内発的動機づけに結び、ついた結果だったと

も推測できる。

また、下位群の学生の「内発的動機づけ」と「自発的言語使用J、「自発性のない言語使用」の標準

偏差の幅が広いことから、このレベルの学生にも二つの集団が存在していることが考えられる。一つは、

「社会的に条件づけられているJから学んで、いるのだというどちらかといえば、外発的理由で学んでい

る学習者と、もう一つは、それよりはむしろやりたいのだけれどレベルが合わなかったから、充分成果

をあげることができなかったという集団である。クラスを能力別編成にすれば、下位群の中の「リスニ

ング力を伸ばしたいjと希望し、後者の集団に属している学生には上達の可能性がある。それは、彼ら

の能力に合った指導法が可能だからで、教材のレベルが学生の能力と合っていれば、緊張感や不安感も

軽減されるであろう。「好きだから」ゃ「面白いから勉強する」が上位群の集団の最も予想される要因

の一つだとすれば、下位群の学生にもその可能性は充分ある。すなわち、下位群に適したレベルで、の指

導法が行えるので、わかることが面白くなり、ひいてはそれが自信になり、上達する足がかりになるか

らである。その点からも、能力別クラス編成は有効であることが示唆される。

最後に、この研究では、「内発的動機づけ」と「自発的言語使用jの動機づけの重なる部分について

明確にしていないこと、 「自発性のない言語使用Jを外発的動機づけとしていない点等、術語の定義に

ついて暖昧なところがある。こうした諸点は、今後動機づけ研究を続けるにあたり、筆者が考慮、してい

かなければならない課題である。

本稿は、平成 12年8月9日、東京国際大学で開催された全国英語教育学会第26回埼玉研究大会

で、筆者が発表した「リスニング上達者にみられるいくつかの特質一理系の場合Jに加筆修正したも

のである。
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Abstract 

This paper examines some characteristics ofhigh achievers in listening. The subjects， 185 

science major students， were divided into three groups based on their listening abilities: high 

(n=63)， intermediate (n=62) and low (n=59).百lesurvey analyzed how students felt about 

their textbooks， their classroom anxiety/stress and their motivation to study English. ANOVA 

was applied to the research questions. Intrinsic motivation， low anxiety in listening and 

volitional use of language (e.g. they want to study English because of their wish to study 

abroad or to pursue their future careers) were found to be among the most important 

predictors of proficiency. An educational implication of this result is to highly recommend 

ability-based classes， even though it might be difficult to achieve in Japan. 
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Appendix 

アンケート項目

5 
非常に易しかった

4 
どちらかといえば易しかった

リスニングの教科書の難易度をどう 感じましたか。

2 3  
どちらかといえば難しかった 普通

a. 

非常に難 しかっ た

45  
どちらかといえば非常にリラックスしていた

リラックス していた

リスニングの時、緊張感はどうでしたか。

2 3  
どちらかといえば緊張していた どちらともいえない

b. 

1 
非常に緊張していた

となりうる以下の

英語学習の目的

あなたはどのような理由(目的)で英語を勉強していますか。学習の理由(目的)

項目について該当する数字をOで囲んで下さい。

5 
完全に同意できる

4 
かな り同意できる

3 
どちらともいえない

2 
あまり同意できない

I 
全く 同意できない

好きだから

英語を使う職業につきたいから

就職に有利だから

英語圏に留学したいから

海外旅行をしたいから

外国で仕事をする時役に立つから

科学技術の導入に英語は必要だから

英語を使う専門職に憧れるから

英語圏の文化や文学、またはそこに住んでいる人に興味があるから

海外からの英語のニュース (CNN等)や情報をテレビで見たいから

大学の授業として必修だから

英語を話せたらかっこいいから

教養として英語ぐらい知っておきたいから

英語圏の映画、フッァション、歌などに興味があるから

自分の専門分野の情報取得に英語は必要だから

英語でいろいろな国の人と話したいから

英語を使って異文化を理解したいから

英語を学ぶのは楽しいから

自分の視野を広げるのに英語は役立つから

自国の文化や言語をより深く理解するのに英語は役立つから

英語は今や国際語だから

英語の新聞や雑誌を読めるようになり たいから

英語の読解力を身につけたいから

日本語と異なる発音や表現の違いを学ぶこと に興味を感じるから

英語の映画を字幕なしでわかるようになりたいから

英語の作文力を身につけたいから

英語の歌を英語のまま理解したいから

英語の聞き取り能力を身につけたいから

英語の文法力を身につけたいから

英語の会話力を身につけたいから

英語の語糞力を身につけたいから

日本にいても外国人とのコミュニケーションに英語は必要だから

英語ができるようになることが面白いから

テストで良い点を取りたいから

-96ー

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
4
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
 

1
A
2
3
4
5
6
7
8
9
1
4
T
i
l
l
1
1
1
1
1
1
2
2
つム

2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
n
J
3



奇人と子ら

一一シュトルムの『桶屋バッシュJにおけるーモティーフについて

Eccentrics and Children 

一一一Ona Theme in Theodor Storm's Novella “Botjer Basch" 

深見茂

Shigeru FUKAMI 

以下の小論は、テーオドール・シュトルムTheodorS tonn (1817 -1888 )の散文小品『桶屋パッシュJ

Botjer Basch (1886)に現われる「奇人と子らJという名称で総括し得るのではないか、と思われる中心

的モティーフの一つを取り上げる。そして、まずこのモティーフが普遍的に内包する歴史的、思想的

意味の概観と分析を試み、次に翻って、このモティーフが短篇小説『桶屋パッシュ』において果たす

機能を考察、最後に広くシュトルムの他作品にも視野を広げつつ、「奇人と子らJというモティーフの

扱われ方を通じて、シュトルム文学の現代的読み方、ないし意義、を探ることを目的とする O

梗概

物語の梗概は単純であるが、十九世紀写実主義小説らしく、暗示と伏線をはらんだ無数の細部から

構成されているので、やや元長になるが、まず筋書を追いたい。

語り手の住む町[地名、施設名等から、作者シュトルムの郷里の町フーズムと措定し得、かつ語り

手もほぼシュトルム自身と同一視して読む視点を前提とすることが許されよう]のジューダーシュト

ラーセ通り Suders回恥に十七世紀の初めごろに建てられた一軒の小さな家があった。戸口の上に、 一

人の船上の人物が嵐のなか、死神の手によ ってまさに波聞に引き込まれようとしている石のレリエフ

がはめ込まれており 、その下に「陸にでも海にでもJとの碑銘が刻みこまれていた。これはかつてこ

の家を建てた所有者である石工が海で死んだ父を記念して作製したものと伝えられていた。

さて、 1820年代、桶屋(表題の Botjerは北ドイツ方言。 標準ドイツ語では Bottcher)の親方ダニエ

ル・パッシュ DanielBaschなる男がその家を買取り、姉ザローメ Salomeと、職人マルテン Marten、

またはマルティーン Martin(Vgl. SW， S必 8u. S.512) を引き連れて住み込み、仕事場兼住居にする。

マ'qυ 



2 深見茂

五年の年月が経ったころ、七十歳になった姉に勧められ、五十歳のダニエル親方は、港務長ベーター

ス Petersの三人娘の末に当るリーネ Lineという 三十七歳になる女性を嫁に迎える。姉は安心してザン

クト・ユルゲン養老院に入ってしまう 。

新婚のダニエル親方は、例の戸口の上の破船のエンプレームを塗りこめ、 一輪のプロヴァンスのパ

ラと、 二枚の葉と一個の奮のエンブレームを書かせる。事実、やがて二人の聞にはフリ ッツ Fritzな

る男児が誕生する。利発ないたずら小僧で、近所の名物となる。しかし、フリッツ六歳の時、母親リ

ーネは第二子出産に際し、胎児ともども死んで、しまう 。

母の死を克服してフリッツは成長し、十三歳になったころには学校で、いわゆる番長を張る乱暴者

となっていた。一人の老助教師を悪質ないたずらによって生命の危機に追い込むが、父から、助教師

の妻と娘マグダレーナ Magdalenaが、万一の時には働き手を失って路頭に迷いかねぬ事態になるぞ、

との警告を受け、後悔改心し、一切のいたずらを中止するにいたる。

また、その頃、フリッツは市長の息子から、「常に誠を守り、偽るなかれjと晴く、 一羽のウソ(鷺)

をもらう 。

多血質のフリツツも成長して父の徒弟として働くが、堅信礼を受けて三年後、ハンブルクに修業に

でる。他方、ダニエル親方最大の得意先であったビール醸造所ベーターゼン Petersenが衰退してゆく 。

それは市中に、専従の桶屋付きの近代的ビール工場が出来、旧式の零細工場を圧倒し始めたからであ

る。更にそのころ、町にチフスが流行し、あの得意先のベーターゼ、ンも死に、ダニエル親方は殆ど仕

事を失い、職人マルテンも親方の勧めで、例の新工場に雇われて行ってしまう 。かくて、かつての新

婚の家も、今は老親方一人が、フリ ツツが置いていってくれたあのウソと共に残される。また、かつ

てフリッツのいたずらに手をやいていた助教師夫妻もチフスで死に、孤児となった娘マグダレーナは、

斜視の兄とともに祖母のもとに引き取られていったが、例のウソを仲介として再びダ、ニエル親方と接

点が出来、親方の家に出入りするようになる。

空き部屋の出来たダニエル親方の家に、五十歳余りのリークヒェン・テーレンピンデ Rieckchen

Therenbindeという、小間使あがりの女性が間借りして入居してくる O

ある夏、フリッツから、アメリカのカリフォルニアに来ているとの報せの手紙が到着する。彼地で、

牛肉輸出業者に雇われ、桶屋職人として働きつつも、当時世界を騒がせていたゴールド・ラッシュに

も関心を寄せている旨、フリツツは述べていた。更に十一月には、二年後には帰国を約する書簡も届

き、ダニエル親方はリークヒェンや、年老いた姉ともども安堵する。

しかるにその後、更に数年が空しく過ぎ、老いた姉ザローメもついに死去したころ、「アメリカ野郎j

Amerikanerとあだ名される、一人の居酒屋の伴で、アメリカ帰りのやくざ男が、酒場で、「カリフォル

ニアでフリッツと一緒に砂金を漁っていた。 しかし奴は溜め込んだ砂金を身に付けていることを知ら

れ、刺し殺された」旨、報告する事件が生ずる。アメリカ野郎は数日後、ダニエル親方自身をも訪ね、

同じ話を、繰り返し直接報告して行く 。

やがて町では、ダニエル親方が、息子の死の報せによる衝撃と悲しみの余り、気がふれてしまった
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との噂が広まる。私[語り手、ほぼシュトルム自身]の家にもその噂は伝わる。私の祖母の家に、ダ

ニエル親方の母親が長年奉公していたことがあった関係で、私の家は今もダニエル親方の得意先であ

ったが、かねて注文してあった子供用行水桶が一向届かぬとの妻の苦情を受けて、私自身が親方の家

へ様子を見に行くと、彼は、例の戸口のパラのエンプレームを剥がし、死神と破船の旧デザインを再

び露わにさせている最中であった。

以来、ダニエル親方は夜になると妻や姉の墓前へでかけ、月が沈んでも海を見つめて過ごすという、

異様な生活を送り、ついに「墓で母に出逢ったjとリークヒェンに洩らすにいたる。更にある夏の雷

雨の夜、大切にしていたウソも、何者かの手によって篭から姿を消してしまう 。

こうして完全に孤独となった親方をめぐって、ある九月の午後遅く一つの事件が起ったのである。

[ここからが論者のいう「奇人と子らJモティーフに関わるエピソードである。]すなわち、「俺はブ

ラウトロッホ Brautlochと呼ばれる淵に飛び込んで、自殺するんだjと称して出掛けたダニエル親方を二

十人余の青少年たちがとり囲む。といっても阻止するわけでもない。かくて構成された異様な集団は、

人々の注視のなか、町の中央を通り抜けて郊外へと行進して行く 。やがて目指すプラウトロッホに到

着するや、青少年たちの見守るなか、あっという間もなくダニエル親方は水中に飛び込んでしまう 。

しかしながら、かねてこの情報を受けていた泳ぎ自慢の二人の青年が、さっと双方から泳ぎ寄りダニ

エルを救出して岸辺に担ぎ上げる。待機の青少年一同はすぐさま親方を近くの道路工夫の家へ担ぎ込

み、工夫の妻の手助けで手当てし、その夜、親方は駕篭に乗せられ、医師が付き添ってリークヒェン

の待つ自宅に運ばれて帰ってくる。[もともと異様な事件が、簡単な叙述のため一層理解しがたくなっ

ていることは論者も承知しているが、この場面については後に、第3章で詳述する。]

親方が病床にある間に、死んだと思われていたフリッツが帰国する。刺されたのは事実であったが

致命傷にはならなかったのである。そのフリッツのところへマグダレーナがウソを返しに来る。性悪

の兄テイベリウスが案の定、盗みだしていたのであった。

かくて気がふれていると思われていたダニエル親方も、息子の生還に接し、さらに戻り来て昔の歌

をさえずってくれるウソの鳴き声を聞くうちに正気に復する。その上、親方を水中から救った青年の

一人であるハンス・ヨッヒムス HansJochimsを徒弟に雇ってフリッツは桶屋を再開、町の人々の同情

と支援で大繁盛するにいたる。私は親方に、戸口のエンプレームを再びパラの花にすることを勧める

が、親方は「いや、自分のパラは久しい昔に先立ってゆき私を待ってくれている。自分が去ってのち、

フリッツが再び、パラを描かせればよい」と答えた。

かくて、ようやく幸福な晩年に恵まれたダニエル親方は、フリツツとマグダレーナの結婚式の朝、

安らかに天に召されたのであった。

2 r奇人と子らjモティーフの歴史と思想の概観

ところで、この小品でシュトルムが物語のクライマックスとも言える場面において、奇妙とも唐突

とも思える手法で用いた、論者が「奇人と子らJと呼ぶこのモティーフにはどのような思想が背景に
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あるのであろうか。もとより、世界文学においては、おそらく無数に存在すると思われるモティーフ

であろうが、今これを点描的にのみ、いくつか、歴史的に振り返って眺めてみたい。

1) 旧約聖書における預言者工リシャの場合

周知の通り、ユダヤ民族の預言者エリシャは、旧約における最大の預言者である、かのエリヤの後

継者である。彼はエリヤが不思議な仕方で火の戦車に乗り、嵐の中を天に上げられたのち、エリコの

町で、預言者としての初仕事ともいえる二つの奇蹟を行う 。その場面を「新共同訳Jにより引用する。

「列王紀下Jの第二章 19-25節である。

この町の人々はエリシャのところに来て、「御覧のように、この町は住むには良いのですが、水

が悪く、土地は不毛ですJと訴えた。彼は、「新しい器を持って来て、それに塩を入れなさいJと

命じた。人々が持ってくると、彼は水の源に出かけて行って塩を投げ込み、「主はこう言われる。

fわたしはこの水を清めた。もはやここから死も不毛も起こらないJJと言った。エリシャの告げ

た言葉のとおり、水は清くなって今日に至っている。

エリシャはそこからベテルに上った。彼が道を上って行くと、町から小さい子供たちが出て来

て彼を瑚り、「はげ頭、上って行け。はげ頭、上って行け」と言った。エリシャが振り向いてにら

みつけ、主の名によって彼らを呪うと、森の中から二頭の熊が現われ、子供たちのうちの四十二人

を引き裂いた。エリシャはそこからカルメル山に行き、そこからサマリアに帰った。

本論は聖書釈義の場でもなく、無数の釈義書を検討する場でもないが、多くの旧約記述に関してそう

であるように、学者たちはこの箇所にも少々困ったらしい。彼らの述べるところを要約すれば、エリ

ヤの正当な後継者としてのエリシャの権威の示威のため、悲惨な状態の改善と呪い、つまり恵みと懲

罰、この双方の力を示した、とされる。ただし、この場面の残虐性がなんとしても気になるのか、か

かる預言者集団の持つ暴力的側面を批判し、これはエリシャ・グループによる加筆と解すべし、とし

ているものも多い。いずれにせよ、エリヤの外見上の特色が、毛皮を着て、腰には革紐を締めていた、

とされるのに対し、エリシャの外見上の特色は「はげ頭」であったらしい。釈義のなかには、子供た

ちは老人を尊敬しなくてはならぬ、との教訓だ、などという結構なお説教もある。

いずれにせよ、我々の問題設定と関心事から見るとき、「奇人と子らJモティーフの、この旧約ヴア

ージョンにおいては、「奇人Jと「子らjとの間の図式は、間違いなく敵対関係と断ずることができょ

う。そしてその様相は、「奇人jエリシャを「子らjが瑚笑し、「奇人Jがこれに報復するという形を

とっている。隅笑した「子らjは「奇人jにより当然抹殺さるべし、とのイデオロギ一性は明白であ

ろっ。

但し、出現した二頭の熊が引き裂いた子供の数として明記されている 42名という数字が 7の倍数

であること、のち、ナザレのイエスが、今一つの聖数であり、ユダヤ部族の数でもある 12の数の弟

子を任命して、やはり「奇人と子ら」の新約ヴァージョンを形成するにいたること、かつ、その 12 
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の「子ら」たる使徒たちがやがてことごとく「奇人jイエスから背き去り、あまつさえ、そのうちの

一人は「奇人」を売り渡していること、等を勘案すれば、旧約聖書を新約聖書の出来事のパラデイグ

マとして読もうとする聖書釈義の精神に立った場合、この事件を果たしてそれほど簡単に、エリシャ

の権威示威のための残酷物語なりとして片付け得るものか、論者はかねて疑問に思っていることを蛇

足として付言しておく 。

2) rハーメルンの子供たち』の場合

次に、「奇人と子ら」モティーフのドイツ中世伝説ヴァージョンの一典型である『ハーメルンの子供

たち』の場合を瞥見しよう 。グリムの『伝説集』中の著名な物語ゆえ筋書きは省略して、「奇人」たる

「ノ、ーメルンの鼠獲り男Jと、彼の笛の音に従って山のほうへと進んで、行った「子らJの関係にのみ

注目すれば、「奇人Jはハーメルン市民(市参事会)の背信行為に対する、やはり報復として、市民の

子供たちを誘拐し去ったのであるから、なぜ「大人たち」自身ではなく「子らjでなければならぬか、

の問題は別として、これ又、「奇人」を愚弄した大人たちの罪科を代替補償すべき意味を持った犠牲と

しての「子らJが抹殺されることによる正義の完遂、というイデオロギー性は明白であろう 。

3 ) トーマス・マンの『ドイツとドイツ人Jの場合

同じ北ドイツ出身であり、作家としての、また人間としての資質において、シュトルムとの同質性

の大きさが自他ともに認められているトーマス・マンThomasMann (1875-1955)は、 1945年のドイ

ツ敗北直後、亡命先のアメリカ合衆国において、『ドイツとドイツ人jDeutschland und die Deutschenけと

いう著名な講演を行なった。ここでマンは極端なほどの尖鋭きで、ドイツ人に潜む近代と中世、国際

性と地域偏狭性といった二極併存的性格を指摘してゆくなかで、その典型的例として、自分の故郷、

すなわちハンザ同盟の拠点であった国際的貿易都市リューベックを挙げる。そして、いくつもの具体

的現象を列挙したのち、まとめとして次のようにこの箇所を締め括る。

[. . . ]要するに、古風で神経症的な素質が感じ取られるわけです。それは、魂の奥底に秘められ

た構造でありまして、その現われが、こういう街にはどこでも付き物の、多くの「変人たちjであ

ります。そういう街の城壁内に棲息し、まるで古い建築物と同じように、その街の風物のーっと化

している奇人たちゃ、無害な半狂人たちであります。たとえば、目やにだらけの眼をして、撞木杖

をっき、半ば戯画化された魔女の雰囲気を漂わせた、ある種のタイプの「老女」とか、真っ赤なイ

ボイボ鼻をし、なんらかの神経症的チック症状、つまり滑稽な習性を身につけ、いつも同じ、鳥の

叫びのような奇声を衝動的に発する、零細年金生活者とか、はるか昔に流行った型の着物の長裾を

引きずり、小型犬や猫を御供につれて、気のふれたような倣慢さで、街なかを俳佃する、奇妙な髪

型の女などです。それに不可欠な添景物が、子供たちであります。彼らは街のいたずら小僧どもで、

そうした人物たちの後から、行列して付いて歩きながらからかうのですが、もし相手が振り向きで
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もしようものなら、迷信じみた大恐憧をきたして、ワ ッと逃げ散って行く連中です……2)

ここでの「奇人と子らjも、論者の問題設定に焦点を合わせて見れば、「奇人jをこわごわながら瑚笑

しつつ追いかける「子らJという、敵対関係とまではゆかないが、少なくとも「奇人Jに対する「子

らJの軽蔑の眼差しを強調した傾向性の強い構図であろう 。これに、マンの初期短篇『トピーアス・

ミンダーニッケルJTobias Mindernickel (1898) 3) の主人公である一人暮しの、サディスト性を秘めた

「奇人」、ミンダーニ ッケルの外出時に、これを追ってからかう少年群をも想起すれば、このモティー

フにおけるマンの姿勢の否定的側面は更に明白となろう 。

4 ) 論者の場合

第二次世界大戦前に生まれ、幼少年期に戦中、戦後を体験してきた論者には、人権意識の未だ希薄

な時代思潮とも相侠って、この「奇人と子らJに当たると思われる体験を実は数多く持っている。今、

深甚なる自己批判を篭めつつ、その一つを告白したい。

日本がとなえていた「大東亜戦争J(勝者たちのいう「太平洋戦争J)が勃発して間もなくの頃であ

ったろうか、論者の暮らしていた京都市中、「百万遍jと呼ばれる市電の交差点の南西角、現在の第一

勧業銀行の前あたりに、「パンザイおばさんjとあだ名される女性がいつも立っていた。年令は四十歳

前後か、あるいは五十歳近かったか、少年の私には判断しがたかったが、モンベに筒袖状の着物姿に、

たしか足袋に草履を履いていたように思う。更に、和服用の、白い「エプロンJと呼ばれていた、当

時の女性用割烹着をもまとった、いわば典型的な愛国婦人会スタイルをし、頭もひっつめ髪で、顔は

面長で真っ黒に日焼けし、背丈はあったが身体の肉はすっかり落ちて、いかにも慌惇した印象を与え

る人であった。この女性が「パンザイおばさんjと呼ばれていた所以は、彼女が毎日毎日、寒暑も厭

わず「百万遍jの辻に立ち、この駅を通るすべての市電にむかつて、手にした白いハンカチ(あるい

は手拭であったか。いずれにせよ日の丸の旗ではなかったと記憶する)を激しく振りながら、「パンザ

イ、パンザイjとすっかり頃れた、アルトのかすれ声で呼び掛けるところにあった。最近、同じ京都

市内ながら、論者とは遠く離れた別の学区に育った同年輩の友人に問うてみたところ、彼もその女性

のことを明確に記憶していたから、おそらく当時の京都市民周知の存在であったと思われる。きて、「国

民学校J(現在の「小学校J)四、五年くらいの頃であったろうか、京都市中京区に住んでいた論者は

時折、放課後、 rrパンザイおばさん』を見にいかへんかjと何人かの悪友を語らって出かけることが

あった。当時、市電には、現在のパスの赤で白抜きの 201番に当たる路線があって(歴史的には逆で、

その路線が撤去されたのを代替すべく、この 201番が創設されたのだが)、四条通一東山通一今出川通

一千本通を、壬生車庫経由で循環していた。論者たち悪童のグループは、いつも四条烏丸駅から東行

きのそれに乗って出かけたのである。市電が東山通を北行して半ばを過ぎ、京都大学のキャンパスに

かかるあたりになると悪童たちはみな座席を左側、すなわち西側に変え、窓を聞いて待機する。やが

て市電がスピードを落として「百万遍J駅に近付くと、全員窓から首を出して覗き、「いる、いる」と
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言葉を交わして、 一斉に「おばさーん、パンザイ、 パンザイ」と叫びはじめる。 すると件の女性は大

喜びで興奮し、停車場の段の上に駆けあがり、すべての窓まどの悪童たちに順番に手にしたハンカチ

を懸命に振りながら「パンザイ、パンザイ」を連呼して答えてくれた。そして市電が再び動きはじめ、

窓から首を出してなお手を振り続ける論者たちに、女性はいつまでもいつまでも、「パンザイ、パンザ

イ」とハンカチをかざして見送ってくれるのであった。もちろん、大人や教師たちは、当時といえど

も、こうしたからかいを厳しく戒めてはいたが、論者たち、呪われた悪童たちは、その戒律を掻い潜

り、まるでなにものかに愚かれたかのごとく、何度も禁断の破廉恥行為を繰り返していた。

真偽のほどは確認し得ていないが、大人たちの語る噂によれば、その女性は、当時のほとんどすべ

ての日本の女性たちと同様、モンペに白エプロン姿で手には日の丸の小旗を打振り、涙しつつも口は

「ノτンザイ、パンザイ」を叫んで、最愛の身内の男性を(それが父であれ、夫であれ、子供であれ、

弟であれ)、京都駅頭に出征兵士として見送り、やがて送られてきた戦死の公報に、二度と生きては相

まみえることが出来なくなった体験の衝撃により、このような運命となった由であった。それ故、そ

のような女性をからかう論者たち悪童は、制裁と懲罰を受けて当然、との思想で、この「奇人と子らj

の戦時ヴァージョンのイデオロギーを定義づけしようとするのは簡単であろう 。しかし他方、戦況が

深刻化するなか、このままならばやがて数年後には、自らも学徒動員、または少年志願兵として出障

を決意していた児童たちが、あたかも出征兵士のごとく車両のなかから、自分たちの母親にもあたる

年令の女性が打振るハンカチと「パンザイ、パンザイJの歓呼の声に送られつつ、はるかなる自己の

宿命の予感に、愚かれたかのごとく答えていた情景、としてこのヴァージョンを再評価する時、そこ

には、も っと人類の深層にまでおよぶ原型態のようなものを、この「奇人と子ら」モティーフのなか

にのぞきみる思いを抱くのも故なきことではなかろう 。

以上のごとき点描の中で、おぼろげながらもその基本型態のいくつかを明らかにし始めてきた、こ

の「奇人と子ら」のそティーフは、究極的には、やがて、たとえば一方では、ヒトラーとドイツ民族

のイメージに、他方では、たとえば幼子の集まり来ることを拒まなかったナザレのイエスのイメージ

に収赦して、そのイデオロギーは、呪岨と祝福の両極に話離し、この対立する両者のイメージの不思

議な併存混成を原型態として、諸民族の伝承や文芸のなかに万華鏡のごとく、その姿を今も顕わし続

けて来ているのであろう 。

3 r桶屋バッシュJにおける「奇人と子ら」モティーフのヴ.ァージョン

きて、ではいよいよ本論の主題である、シュトルムの『桶屋パッシュ』においてこの「奇人と子らJ

モティーフはどのように扱われ、どのように解釈されているのであろうか。そこでまず、使用テクス

トの全集にして約四ページにわたり述べられている、一見、前後となんの脈絡もなく、唐突かつ奇妙

な仕方で起こったダニエル親方入水と、これにまつわる青少年たちの行動と反応の事件の描写をここ

で少し詳しく追っておこう 。この節は次のような文章ではじまる。
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これから物語ろうとする、矢継ぎ早に起った一連の驚くべき出来事が、おそらく実は、この小

さな海岸街の私たち市民の心に、あのー市井の人物に過ぎない男についての記憶を留めさせること

となった大もとであり、かつ今、ここで細部にわたって私が書き記すことができたこの男の平凡な

痕跡を、私をして追跡しようと思いつかせるに至ったきっかけでもあったのである。(SW.，S.500) 

ここでは、語り手である「私」がこの物語全体を書こうと思いたった、そもそものきっかけが、実は

この奇妙な事件であったことに我々は注目しておこう 。こうして叙述は事件の描写に入って行く 。

一一九月の午後遅く、秋のおだやかな夕日が褐色の瓦屋根を照らすころ、およそ二十人ばかり

のたいていは年嵩の少年たちからなるー隊が急ぎ足で、しかしものものしげな沈黙のうちに、ここ

から街の東のほうへと通じる道路を、我らが親方の家から登って行くのであった。まれに噴き声で

言葉が交わされるだけで、静かな歩みのうちに前進してゆく。聞こえるのは革長靴や木靴が舗装の

上を歩調をそろえて歩んで行く音のみ。ときおり、一入、また一人と少年たちが家から出てきて、

熱心にしかし密やかに尋ねながら群に加わって行く。 「なにごとだ。どこへ行くJとちょうど今も

一人の小柄で、太った青年が問う。

すると聞かれた男は彼の耳にささやく、「郊外のブラウトロッホさ。そこで溺れ死のうってわけ

なんだ。j

「ばかな、溺れ死ぬだと。誰がだ。j

すると相手は、半ズボンにスリッパ履き、革エプロンに青いナイトキャップ、蒼い顔色に虚ろ

な眼差しをして、群の中心をひよこひよこと歩いて行くパッシュ老親方を指した。(幻ゲ.， S.500f.) 

と続く。ハーメルンの子供たちゃ鼠たちと設定は全く異なるが、現象はきわめて類似している。次々

と誘われるがごとくに戸口に現われ、山にむかつて、また水に向かつて進むからである。

「なんたることだ」と新しく加わった青年は言った、「脇田も振らず前方を見つめている。なぜ、

溺れ死にしたがるんだ。J

「静かにしろjと相手はささやいた、 「もう生きたくないからさ。J

「誰がそんなことを言った。j

「親方自身さ。」

「なんとJと新たに加わった青年が再び叫んだ、、「あの泳ぎの達者な二人がいてくれたらなあ。j

「ちゃんと先まわりしているよ。J(幻玖， S.5oI) 

この二人の水泳の達人は、全速力で、走って先まわりし、今日こそ自分たちの腕前のほどを示すべき晴
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れの舞台と考えて待機していたのである。ここは劇場「犯罪」、とは言わないが、 一種の劇場的自己顕

示場面の意図的設定であろう O 一行はやがて町中を抜け、石塀とサンザシや沼ヤナギの風景に入って

ゆき、たちまち目的地に着く 。ここで初めて、この一行、つまり「奇人と子らjの心理が推測され分

析される。

少年たちの誰もこの老親方に言葉一っかけはしなかったし、親方のほうからも同様であった。

自分たちが親方の死出の旅路の同伴をしていることがどうして判ったのか、後になってみると誰も

知らなかった。同様に、この気のふれた親方を引き止めねばならぬ、と考え付く者も誰もいなかっ

た。先行した水泳の達人たちも、ひたすら自分たちの英雄行為を完遂することしか考えていなかっ

た。たしかに彼らは途中で年長の人々に出逢っており、その気になれば忠告や手助けを求めること

だってできたはずで、ある。しかし、その人たちから受けた質問一切に少年たちは、ただ、黙って首を

横に振るか、一切を無視した非情の沈黙をもって答えていたO 彼らは邪魔されたくなかったのであ

る。すべての人間に内在する欲求、すなわち、戦懐すべき極限状況を臨場感をもって自ら一度体験

してみたい、という心が彼らを駆り立てたのである。(幻収， S.50lfJ 

やはり「子らjは、「奇人Jを追い込んで行く非情な集団なのであろうか。やがて老親方がいとしい妻

や息子のもとに一刻も早く至り着くべく歩を早めたので、一行は遂に、伝説によれば底無し沼とされ

るブラウトロッホに到着した。少年たちはギラギラ輝く目で、脱がれた衣服から二人の仲間の先着を

確認する。

突如、グループのなかから驚樗の絶叫がほとばしった。というのも、少年たちが、二人の友人

を探して水面を挑めすかしている聞に、ダニエル親方が走り出したからであった。少年たちは、何

か判らぬ物体が空中を飛んで下へと落ちて行き、その直後、淵の下で水面が音をたてて飛沫を上げ

るのを見た。 (SW.，S.502) 

少年たちが岸辺で震えながら助けを呼ぶ聞に、例の二人の水泳の達人たちが向かいの葦のしげみから

泳ぎより、老人の姿が再び水面に浮かぶや、巧みに肩に担ぎ上げた。

「ノtンザイ」と崖の上に立っていた少年たちは叫んだ。もう 一度「パンザイ」。そして我らが二人

の「泳者たち」が、二人の海神のごとく、力強く水を打ちながら、入水をはかった老人を、その故

郷の大地へと再び運び近付いてくるにつれ、益々大声を張り上げて「パンザイjを叫ぶのであった。

(SW.幻 03)

論者たちが「パンザイおばさん」と「パンザイ」を呼び交わしたごとく、シュトルムの「子らjも歓
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呼の声をあげるのである。さて、ここで語り手は釈明を試みる。

ダニエル親方が、少年たちの「パンザイjの歓呼の声を浴びながら水中に飛び込んだとする話は、

他人の不幸を喜ぶ悪意ある人々が後にで、っちあげた嘘である。若者というものが悪意を持っている

ことは滅多にない。それに、美しい小鳥を飼っていたこの老人が、少年たちにかつて害を加えたこ

となど一度もなかったではないか。(品V.，S.503) 

かくて何十本という手が差し伸べられ、老人は近くの工夫の妻の家に収容される。そして老人に息が

あると判るや、少年たちの顔は生命と愛の喜びに赤く燃えるのであった。むしろ、早合点の用意周到

さ宜しく経雌子なんぞを持って駆け付けたリークヒェンのほうが、気まずい思いであわてて家にとっ

て返す、という愉快な場面までもが用意されてこのエピソードは終わる。

ところでこの箇所は、『桶屋パッシュj全体の中でどのように位置付けされ得るのであろうか。そし

て、いかに解釈され得るのであろうか。つまり、「奇人と子ら」のシュトルム・ヴァージョンの思想は

郡辺にあるか、の問である。

まず、すでに何度か指摘してきたように、このエピソードは誰が読んでも、いかにも唐突に挿入さ

れているところから、いちばん安易な理解の道は、その答をシュトルムの創作工房に求める方法であ

る。つまり、そもそもこの作品は未推蔵、未完成品、いな、極論すれば失敗作であるとする見方であ

る。事実、その推測を裏付けているのではないか、と思われる幾つかの証言をシュトルム自身の言動

の中に見いだすことができる。すなわち、まず指摘しておかねばならぬのは、もともとこの小説が 1886

年、文芸雑誌に掲載発表された時には、『陣屋より 。一つの物語JAus engen Wa・nden.Eine Geschichteと

題されていたものを、 1887年、手直しを加えて単行本の形で、今一つの短篇『分身jEin Doppelganger 

(887)とあわせて、『市井の人々。短篇二篇jBei kleinen Leuten. Zwei Novellenとして出版した際に、今

日の『桶屋パッシュ』のタイトルに書き替えられたものだ、ということである。(SW.，S.976)作家内

部でテーマの重点が揺れている一般的兆候と言えなくもない。次に、論者が本論を述べるに当たって

今、使用しているテクストの稿 0889年版の 19巻本の全集)には収録されていないが、最初に印刷に

付された折の稿には、「私が今日、執筆にとりかかった、この代物は、芸術作品などといったものでは

なく、単なる回想記である。記憶と幻想力とが私を忠実に手助けしてくれさえすれば、あるいは芸術

作品に値するものとなるかも知れないJという前置きがあったこと。(Ygl.SW.S.97I)更には、同じ趣

旨からであろう、友人の作家、パウル・ハイゼ PaulHeyseに宛て、 1886年 1月 15日、「私はまだ一篇

の珍奇な物語にとりかかっております。短篇小説 (Novelle)などといったものではありませんがJ

(Ygl.SW.S.979)と述べ、技巧的芸術作品とは到底言えない代物であることを強調した上、すくい続いて 1

月 26日、改めて又、「きみは神さまのお話を書いておられるそうだが、私は(このことはまず告白し

ておきたいのだが)全く非芸術的な『陣屋より』というお話を書いて居るんですJといい、 2月5日の

同じく友人でドイツ文学者、エーリヒ・シュミット ErichSchmidt宛て書簡にいたっては、この小説を
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「幾分つまらない作品Jとさえ述べ (Vgl.SW.S.982)、この小品が小説としては一段低い水準の、いわ

ば習作ないしメモ的なものであることを強調していることを指摘できるのである。尤も、ハイゼもシ

ュミ ットもこの作品を、特に人情味溢れる郷土文学という観点から称賛し (Vg1.SW.S.982)、ハイゼに

いたっては、あの前置きの文章は、次に出版する折には断固削除すべし、と激しく忠告までしている

(Vg1.WS.S.979)。

いずれにせよ興味深いことは、シュトルム自身がこの小説に、十九世紀当時において、いわゆるノ

ヴェレ(短篇小説)として認められていた様式になんとなくそぐわぬものを直感していたらしいこと

である。一言で申せば、時代感覚に照らしていささか型破りな作風だと自ら認識していたのである。

そして案の定、今日の批評や解釈も悪戦苦闘している。

それを今ここに、最近の邦人論文一篇に覗いてみよう 。この論文は、最新の国内外の研究状況を踏

まえて書かれており、このテーマの現在における扱いを見るには便利なので瞥見したいと思うわけで

ある。それは、中村修著『テーオドール・シュトルム「桶屋パッシュ親方Jにおける一老職人の幸福

の軌跡についての一考察一一世代間および社会との妥協と融和を通して--J4) である。これは名古

屋大学で受理された学位論文中の一章であり、この学位論文全体の基本姿勢が、「シュトルム文学の最

終目的は教育的意義の提示と、その認識への謙虚な啓蒙であったJ5) とあるところからもほぼ推測さ

れるように、中村はシュトルム文学一切の根底に、なんらかの要請と理念を、つまり広い意味でのイ

デオロギーを求めて止まない。そのため、「奇人と子らJのこのシュトルム・ヴァージョンには、いさ

さかてこずり、困惑せざるを得なかった様子が窺われる。「現世の全てに絶望して投身自殺に赴くダニ

エルの後を少年の一団が追って行く 。[..・H ・]実に異様な光景である。[..・H ・]この好奇心に満ちた少

年たちのすがたには疑問が残る。彼らの良心や人間性を批判することはここで求められてはいない。

人間本来の姿であるからだ。[これは重要なコメントである(論者)]彼らを駆り立てる好奇心は、そ

の直後に人間の普遍的かつ根源的な性質として正当化される一一[..・H ・]しかし、これは性格上の根

源的な悪性は取り除けられ得ないというシュトルムの認識の表明でもある。J6)つまり、道徳的、啓蒙

的な要請に満たされていなければならないはずのシュトルム文学に、穴があいていることを中村はこ

こで承認せざるを得ぬところへ追いこまれている。だから、「少年たちは生命の重みや、死の恐怖を知

らず、現実の社会生活における困窮に感情移入出来る程の経験も認識も持つてはいない。また実際に、

彼らに啓蒙的な理性と正義感を追求したところで、その好奇心は抑制出来ないJ7)となる。かくて結論

は「彼らの行動の重要性はその動機ではなく、それが好転したことにある。結果的に、彼らはこの行

為によ ってダニエルの幸福に寄与するのであるJ8)と、福沢諭吉の、有名な生れ乍らのお歯黒娘の警え

話を想起させるような実利論となる。

しかし他方、このような分析をすることによって、ここには、要請も理念もないのだ、という事実

に突き当ることとなり、中村は実に、このモティーフのシュトルム・ヴァージョンの、まさに本質そ

のものを衝いており、この点で高く評価できる。更に、二人の「泳ぎの達人」のイメージに、『水に沈

むjAquis submersus (1876) 中の「魔女と目される女性の処刑に訪れる嬉々とした農民たちの辛媒な姿
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[ ? ]を重ね合わせることが出来るJ91との鋭い指摘は、このモティーフの中に、人間普遍の幻想の底

に眠る原型態を認めるものであり、傾聴に値する。但し、中村があくまで、それらのモティーフの効

果と啓蒙性とに固執している点には同意できないけれども。

ところで、このように要請の裏付けも理念の後押しもないかのごとくに、作品内においてあらゆる

有機的関連から離脱して、あたかも真空のなかを浮遊しているように思わせるこのエピソードが、実

は、この作品全体を成立せしめるにいたった、一切の出発点であり、根源である、と語り手は、先に

引用し、論者が特に注意を促しておいた、このエピソードを語り始める冒頭で明確に宣言している事

を我々は忘れてはなるまい。つまり、この箇所こそが、この短篇小説全体の臓だよ、と語り手は述べ

ているのである。

かつ、語り手のうしろに潜む作者シュトルム自身が、このエピソードを描くに当たって、個人的な

モデルを持っていたことも明らかにされている。すなわち、シュト jレムの友人、フランツ・コーベス

Franz Kobesの証言によれば、ダニエル・パッシュが溺死しようとしたプラウトロッホというのは、本

当に以前の水車池の南にあり、古い伝承によれば十九世紀の十年代に、ある人物が入水しようとした

が、泳いでいた青年たちに救助されるという実話があった、と述べたのち、 「六十年代のはじめ、そこ

で、又もや似たような事件が起こった。その話を、実際に関係した人物が私に語ってくれたことがあ

る。学校が休みのある日、『ハンネ・ポッペjという名前の人物が、町から東に向け、ブラウトロ ッホ

の方へと出かけて行った。彼のうしろには一隊の少年たちが従っていた。一行が到着するや、ハンネ・

ポツベは衣服を脱ぎ、走り始めた。だが途中でたちどまり、少年たちが、水に飛込め、飛込めと、激

しくけしかけたにも関わらず[! ]、動かなかった。かくて、やって来た時と同じようにして[つまり、

ポツペは、少年群を従えて、自らは先頭に立ち]、帰途についたのである」と記述している。(Ygl.幻V.，

S.980)この二つの事件をシュトルムも知っていたことの確証はないけれども、フーズムという小さな町

の彼の同輩が、いわば町で周知の物語として告げているこの情報はシュトルムも熟知のところであっ

たと仮定することに無理はなかろう 。

そこで、更に注意を鋭くして、「奇人と子らJのモティーフの痕跡をこの作品に探ってゆくと、パッ

シュの息子フリッツが、生徒時代、クラスの同僚と企んだ、助教師に対するさまざまないたずらや苛

めの構図が浮かんでくる。町では「えらい先生J"ein hochst gelehrtes Haus“(幻v，S.470)として通用

してはいたが、生命力に満ちた少年たちの生活指導や、人生の実際的局面などに関しては全く無力で、

その結果、万年助教師として朽ちて行く、いわば生存競争脱落者たる老助教師をかこんで噸笑する子

供たちという、本論の中でもいくつかのヴァリエーションで眺めてきたこの馴染み深い構図が、実は、

これまた、語り手のうしろに潜むシュトルム自身の個人的体験とモデルに裏付けされていたことが明

らかにされているのである。すなわち、シュトルムの四女、ゲルトルートが、父シュトルムの伝記の

中で、 「カラス麦の緑色の穂と、蕎麦草を鼻先につきつけてやったら、助教師先生、きっと 『一方は菜

種で、もう 一方からは、有用なるジャガイモが生えてくるであろう』なんて説明しくさるぜ、という

フリ ツツ・パッシュ少年の主張は、実際に起こった出来事に依っているJと述べており (Ygl.幻V.S.979f.)、
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我々のテクストの編纂者は、この間の事情を次のように説明している。

フリッツ・パッシュと彼の同級生たちが自分たちの教師に対して示す軽蔑の姿勢は、ギムナジ

ウム二年生[最上級からかぞえて二番目の学年]であった十五歳のシュトルムが、彼の新しい「助

教師jに関し、自分の従兄[フリツツ・シュトウール FritzSωhrJ に、クラスでのいたずらについ

て報告している[1832年 12月9日]倣慢で失敬な調子と同じである。<...> rそいつは全く馬鹿

にされていて、僕たちは奴を散々からかつてやるんだ。下調べなどやっても来ない、いやそればか

りか、教科書さえ持ってこないこともしばしばなんだ。いつだったか、奴の頭にクリスマスのお菓

子を投げ付けてやったし、別の時なんか、クラス中で、それはそれは酷い大騒ぎを起こしたんだ

く.. . > j (幻V.S.980) 

つまり、小説のクライマックスにいたって、一見唐突に出現したかに見える「奇人と子らjのモティ

ーフは、このように、まず、そのブラウトロッホ事件には二つの伝承が背景に裏打ちされており、さ

らに、これにいたる「奇人jと「子らjの構図の伏線として、少年フリッツと同級生たちによる、助

教師いじめのエピソードがあり、かつ、その背景をシュトルム自身の体験が裏打ちしている、という

ふうに、実は、作品の中では三重、四重にも層を重ねられたイメージであることが判ってくる。極言

すれば、この作品全体が、「奇人と子ら」の構図とそのヴァリエーションで埋め尽くされていると言っ

てもよかろう。しかも、シュトルムはそれに、要請も理念も主張も批判も解釈も判断も加えず提示す

るという方法を、この小説については採用したのである。ここにこそ、この作品の一切の魅力と秘密

と新しさが潜んでいる。

4 結語

詩人たる者の資質のーっとして、素材や思想やテーマの前に、まずイメージやリズムがあることは

よく知られている。たとえばフローベールは、時折、書くべき作品の内容を明確に把握するより前に、

文章のリズムのほうが先に頭に浮かんでくる、と告白しているし、シラーも、「ある詩作品を書こうと

机に向かうとき、内容の明確な概念よりも、その詩作品の音楽的要素のほうが、先に心に浮かぶこと

のほうがはるかに多いjとか、「私の場合、なんの特定かつ明確な創作対象なし、の気分から始まりま

す。創作対象はのちになって、やっと形成されるのです。ある種の音楽的ムードが先行し、それから

初めて文学理念がついてくる、というのが私のケースなのですJとも述べている O 101 シュトルムもそ

のようであったのではなかろうか。たとえば、有名な『白馬の騎手j Der Schimmelreiter (1888) にし

ても、おそらく少年時代から、まず初めに、嵐の夜、堤防を駈けるふしぎな白馬にまたがった騎手の

イメージがすべてに先行してあったのであろう。また、 fフ。シューヒェ-j Psyche (1875) において

も、裸の美少女を抱き上げて岸辺にあがる青年のイメージがシュトルムの詩心の中にまず浮かんで、い

たのではなかろうか。更に、『大学にてJAuf der Universitat (1862) においては、踊る小娘が、『告白J
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Ein Bekenntnis (1887)においては、幼き少年少女にかこまれて頼りなげに作み、こちらを見つめる年

嵩の一少女の幻想が、シュトルムの頭にまず立ち上って来ていたに違いない。文学作品としての梗概

や理念や要請は、ずっとあとから、シュトルムの政治的、社会的、また知的実生活の残j査が、それら

のイメージにまとわりつく形で、出来上がって行ったのであろう 。これこそが、わけでも叙情詩人の道

筋である。ところが、批評や解釈は、この残涯にまず寄り付くところからはじま ってしまう 。そして、

イメージが、理念や要請に、整合性をもって従属させられた構成に仕上がった作品であると、大いに

安心満足して、世にそのイデオロギーを喧伝しつつ、同時に自己顕示の道具とする。 しかし、当初に

詩人の心に浮かんだイメージの力が余りに強くて、理念や要請を押しつぶしてしまった作品に出逢う

と、困惑し、非難し、離れてゆく 。たとえば、さきに述べた『告白jの最初に幻想として現われる 1-

少女と幼児らjのモティーフなどの批評史での扱われかたなどは、その好例であろう 。すなわち、こ

の幻像が、作品の全構成との整合性を著しく失しているにもかかわらず、 シュトルムはこの幻像に最

後まで固執し、その結果、いわゆる「よく出来たJ小説群からは逸脱してしまったからである。そし

て、シュトルムの場合、彼の郷土をテーマとしての様々のスケッチ類に、この傾向のものが多い。こ

れを、完成前段階の習作ゆえ、とか、スケッチ、メモ、心覚えのため、とするのではなく、二十世紀

のイデオロギ一過剰に倦み果てた論者は、むしろ、これらの作品にこそ、今後のシュトルム研究の主

眼は向けられるべきではないか、と考える。かつて論者は、あるシュトルム論集において、似た発想

に立つての作品論を、彼の郷土回顧小品について「帰郷」のモティーフを中心に据えて提示したこと

があるが、論述に徹底性を欠き、最後にあらずもがなの理屈をくっつけてしまったためか、「何を言お

うとしているのかさっぱり判らない」との批判を受けた。論者が同じ論集に載せた、あるシュトルム

作品を「教育小説jの残像として扱った今一篇の論文のほうは、大変評価が高かったことを併せ考え

ても、これは、イデオロギー無き論文ゆえの宿命であろうか。]]1しかし、二十一世紀の時代は、ダダイ

ズム的傾向の危険を含みつつも、間違いなくそうした作品や批評を求めはじめるであろう 。

シュトルム自らは『分身』と、この『桶屋パ ッシュjの二篇の小説を「姉妹作品」と呼び、それら

の本質を「愛の福音JDas Evangelium der Liebeという表現で捉えている。(Vgl.幻V.，S.983)それはイデ

オロギーの優位で、はなく、人類の集合的無意識の勝利を讃えた言葉ではなかろうか。それ故、一言を

以て本論を締め括れば、『桶屋パッシュjは、理念や要請の力ではなく、人間の底にひそむ根源的生命

力や活力に満ちた小説、つまり、方向性の意義ではなく、浮遊性の価値、これを伝える小説である、

というのが論者の結論である。

テクストTheodorStorm， Sa・mtlicheWerke in vier Banden. Hrsg. von Karl Emst Laage und Dieter Lohmeier. 

Deutscher Klassiker Ver1ag， Frankfurt am Main 1988; Band 3: Novellen 1881-1888. Hrsg. von Karl Emst Laage， 

S.459-516 (zitiert als幻V.)
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Abstract 

Eccen仕ics& Children: In出isage-old motif， the relationship between the eccen凶c

and children is usually as either positive or negative. Negative， as in the case of the Prophet 

Elisha cursing the jeering youths (II Kings 2:23-24)， and Positive as in the case of Jesus Christ 

su低 ringthe little chil批 n(Mat血ew19:13-15). Theodor Storm (1817-1888) in “Botjer 

Basch"(“Cooper Basch") also takes up this theme， but仕eatsthe relationship between the 

eccentric and children as neither positive nor negative， but neutral， as a form of the collective 

subconscious of man. The au血orof血isessay believes出atin Storm's bias-丘ee仕eatmentof 

出etraditional motif we can find a new way to eva1uate Storm's novellas. 
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La Reforme et la Contre-Reforme selon Bernanos 

Ritsuko NAGASlsMA 

Catholique convaincu， Bemanos n' est pas indi百erentde la question posee par le 

reformateur. Ou仕ele fragment sur Luther， Frere Martin (Martin Luther)， ses rem紅 quessur la 

Reforme et le reformateur sont nombreuses dans ses ecrits de combat et ce， du debut de sa 

carriとrejusqu'a la fin. Vient s'y ajouter le passage impressionnant du Journal d'un cure de 

campagne dans lequel le Cure de Torcy expose ses meditations sur le reformateur'. Ce qui 

prouve que le probleme de la Reforme touche de tres prlとsa celui qui occupe l' esprit de 

l'ecrivain， celui de l'Eglise dans le monde. 

D'autre p紅 t，Bemanos s'interesse， avec autant d'enthousiasme， a la reaction de 

1 'Eglise catholique， la Con位e-Reforme.Contrairement a ce qu'on attendrait a un catholique， il 

ne prend pas toujours parti des defenseursde l'Eglise. 11 critique les jesuites， protagonistes de 

laCon位。Reforme，surtout leur realisme politique， et leur casuistique. 

Dans cette etude nous allons envisager successivement l' id白 deBemanos sur la 

Reforme et celle sur la Con位。Reformeappercues dans ses essais. 

1. La Reforme 

La Reforme， selon Bemanos， est l' evenement le plus serieux et le plus devastateur du 

a la degradation de l'Eglise a 1百poquede la Renaissance. Mais a la difference des cas 

d'inflechissement vers l'absolutisme du a l'activite des legistes， ou a ceux de politisation de 

l'Eglise， il ne considere pas la Reforme de Luther elle-meme comme un mouvement parmi 

d'autres de la Renaissance. La Reforme est pour lui， la cons句uencede la Renaissance， une 

回 gediedont la cause est la romanisation de l'Eglise. Voici le passage qui montre le degre de 

gravite que prend aux yeux de no仕eauteur: 

<< […] toutes les bacchanales simoniaques de la Rome du XVIe siec1e 

n' auraient pas 紙 degrand profit pour le diable si elles n' avaient reussi ce coup 

unique de jeter Luther dans le desespoir， et avec ce moine indomptable， les deux 
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tiers de la douloureuse chretiente. >>2 

Ses considerations sur le reformateur sont donc ambiva1entes， et ne permettent pas 

d'inte中retationunivoque. En effet， il montre une profonde sympathie envers Luther， et 

neanmoins， celui-ci qui s'est mis hors de l'Eglise reste en fin de compte inacceptable pour 

lui.La sympathie de Bemanos pour Luther porte sur le sentiment de revolte qu'il a ressenti 

contre 1 'Eglise de cette epoque. 

11 va sans dire que Bemanos rejette en la considerant comrne risible cette id白 que

Luther a tente de reformer 1 'Eglise dans le seul but d'句ouserune femrne， a10rs que cette 

inte中retationsemble assez repandue chez les catholiques contemporains de Bemanos， 

puisqu'illa mentionne et la refute vivement a plusieurs reprises3
• Voici un de ces passages ou 

il demon仕ela superficialite des critiques de ce genre， et la ruse des ecc1esiastiques qui 

manipulent l' opinion des << devots >> : 

<< Je ne住ouverien dans ces propos qui devrait scanda1iser les personnes 

pieuses， puisque chacun sait que les ecc1esiastiques ne se font pas faute d'associer 

6住oitement，du moins chez leurs adversaires， les erreurs de la vie publique et les 

fautes de la vie privee， au point de laisser croire aux devots， par exemple， que 

Luther n' a bouleverse 1 'Europe que pour epouser Catherine de Bore， en un temps 

de maurs si faciles que la presence d'une concubine au presbytere paraissait a 

tout le monde aussi naturelle que celle du sacristain. >>4 

Mais Bemanos ne cherche pas non plus comrne beaucoup d' au町民 laraison de sa 

revolte uniquement dans l'indignation contre la corruption accablante de l'Eglise， c'est-a-dire 

la vente des indulgences et la simonie. Pour lui cette hypo白色seplutot favorable a Luther est 

encore insuffisante. 11 va encore plus loin pour elucider l' origine de la revolte de ce moine 

soucieux de la question du salut. 

Dans Martin Luther， la question dont il s'agit est le pharisaisme dans l'Eglise. En effet， 

Bemanos comprend que， quand Luther critiquait les canons de l'Eglise， il critiquait l'attitude 

pharis泊・quememe. La vente des indulgences et la simonie ne sont que des symptomes de ce 

mal. 

Les droits ecc1esiastiques ont ete elabores sous l'influence de la Loi romaine. On 

disait en effet au XIle si比le，que la voix de Justinien parlait plus fort dans l'Eglise que celle 
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de Jesus-Christ. Parallelement aux activit白 deslegistes dans le monde seculier， il y avait dans 

1 'Eglise un mouvement pour la faconner sur le modとlede la Loi Romaine， celle-ci etant， selon 

Bemanos， l'instrument de sauvegarde de l'auforite et de l'institution. 

Or， le pharisaisme a son origine dans les comportements d'une partie des juifs qui 

exigeaient des autres comme d'eux-memes l'observance s住民tede la loi de Moise. Leur 

legalisme rencon悦 dans1 ， Eglise celui des chretiens avec a la place de la loi de Moise， la loi 

ecclésiastique5
• 

Bemanos note dans son fragment sur le reformateur : 

<< […] 1 ， Eglise est ensemble humaine et divine， elle n' est donc tout a fait 

6位angerea aucun des vices de 1 'homme， mais il y a certainement dans le 

pharisaisme une malfaisance particuliとrequi exerce位とscruellement la patience 

des Saints， a10rs qu' elle ne fait le plus souvent qu' aigrir ou revolter de pauvres 

chretiens dans mon ge町 e.>>6 

11 s'identifie a Luther， face aux pharisiens. Car ceux-ci se definissent comme des 

observateurs de la loi， voire des justes， considerent le fait d'釦 e<< chretiens >> comme acquis 

p訂 leurpropre vertu， au lieu d' esperer e住'esauves par la grace. Nous pouvons citer le passage 

du Preface a l' Epitre aux Romains du reformateur qui exprime une id記 identique:

<< Dans le deuxieme chapitre， la critique de Paul se dirige vers les gens qui， 

tout en semblant justes exterieurement， commettent secretement des peches. 

L'objet de sa critique ici etait des juifs， mais aujourd'hui， leurs equivalents sont 

les hypocrites qui mとnentla vie facile sans passion ni amour， et qui eprouvent du 

plaisir a juger les autres， tout en haissant au fond du caur la Loi de Dieu (verset 1 

et suivants). Qu'ils soient fiers de leur saintete， et pourtant， comme il est note dans 

le chapi仕e23 de 1 ， Evangile selon Saint Matthieu， pleins de cupidite， de haine， 

d'orgueil et de toutes les impuretes， c'est du a leur nature d'hypocrite (verset 25). 

Eux， ils meprisent la grace de Dieu， et accumulent la colere de Dieu sur soi (verset 

4 et suivants). >>7 

Et Bemanos， lui ne cache pas en effet sa repugnance a l' egard de l' attitude des 

chretiens legalistes comme nous pouvons le rem紅 querdans Nous autres Francais : 
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<< […] il n'y a pas non plus d'honneur a etre chretien. Nous n'avons pas 

choisi. << Je suis chretien， reverez-moi >>， s'ecrient a l'envi les Princes des P首位'es，

les Scribes et les Pharisiens. 11 faudrait plutot dire humblement : << Je suis chretien， 

priez pour moi! >> Nous n'avons pas choisi. >>8 

11 va jusqu 'a affirmer ceci : 

<< [...] le Pharisien semble bien la seule espece d'釦 esvivants que nous 

puissions reellement hai・r.L'hypocrisie ne blesse pas seulement nos consciences. 

Elle agit puissamment sur nos nerfs， p紅 cequ' elle provoque en nous le mepris， 

alors que nous etouffons dans le mepris， que le mepris nous intoxique. >>9 

Et pourtant le pharisaisme n'a jamais disparu depuis le debut de l'histoire de l'Eglise. 

Des qu' il y a une organisation， apparait necessairement une force qui s' en fait le g紅 dien.

Comme << l'Eglise est ensemble humaine et divine >>， il y existe cette force que Bernanos 

appelle << gendarmes d'Eglise >>. 

<< Que dire des gendarmes d 'Eglise ? Voila tantot deux mille佃 sque fut 

prononcee contre les Pharisiens la p紅 olede l'Evangile la plus dure， d'une durete 

qui etonne le creur， et cette race ne semble pas prlとsde s百teindre? Lequel d' entre 

nous peut se vanter de ne pas avo註dansles veines une seule goutte du sang de ces 

viperes ? Si vous n' avez pas su en defendre vos paroisses ni meme vos couvents 

ou vos monasteres nous pouvons bien craindre qu' ils ne fassent la loi dans vos 

armees. Pour eux comme pour vous， il vaut mieux qu'il n'en soit rien. >>10 

Autant dire que l'Eglise est sans cesse exposee au danger d'etre engloutie p訂 le

pharisaisme， et l'Eglise de la Renaissance etait justement dans cette crise. C'est la <<la 

civilisation pharisienne， fille mons仕ueused 'un christianisme avorte>> 11. Luther decrit cette 

situation de 1 'Eglise de l' epoque comme suit dans De la Liberte du chretien : 

<< Ainsi Paul dit-il， l.Cor.4: <<Nous ne voulons e住etenus par les gens 

pour rien de plus que pour des serviteurs du Christ et des intendants de 

l'Evangile. >> Mais ce service d'intendance est devenu un pouvoir et une puissance 
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si temporelle et exterieure， avec sa pompe redoutable， que le veritable pouvoir 

temporel ne peut l' egaler en rien， comme si les laics etaient quelque chose d' autre 

que des chretiens ; p訂 la，c' est toute la comprehension de la grace， de la liberte et 

de la foi chretiennes， c'est tout ce que nous tenons du Christ， c'est le Christ lui-

meme qui a ete emporte， et nous avons adopte a la place quantite de lois et 

d' reuvres humaines， devenant en tout les esc1aves de ces gens qui sont les plus 

incapables de la Terre. )) 12 

La question du pharisaisme n' est pas， selon Bemanos， une question negligeable pour 

le Christianisme lui-meme， loin de la， il pense au con仕aireque c' est en combattant les scribes 

et les pharisiens que Jesus a prononce l'evangile. C'est pourquoi il considとrela colere a 

l百garddu pharisaisme justifiable. En effet il affirme : 

<<Cette sorte de scandale [le pharisaisme] provoque l' indignation ou le 

d句out，fait des revoltes ou des victimes， conscients de leur misere. C' est 

l'impos仙requi empoisonne. Nous avons tous connu， un jour ou l' autre， cette 

morsure profonde， cette douleur sourde， intime， ce fremissement douloureux de la 

racine humaine， ce spasme aigu de l' ame. 11 est possible， il est probable que 

Notre-Seigneur l' a connu aussi. Les maledictions po尚 escon回 lespharisiens ont 

un accent unique de colere et d' angoisse， expriment comme une sorte de stupeur 

intolerable. )) 13 

ou encore， un peu plus loin : 

<<Si Notre Seigneur ne s' etait indigne con仕eles Pharisiens， jもcrirais

volontiers que l'indignation est un signe de faiblesse， mais quoi! nous savons 

bien que ce qui crie en nous n' a pu retenir son cri， nous souhaiterions que cette 

p紅 tdouloureuse de no住ee仕egardat le silence par vertu， nous ne la desirons pas 

inerte et passive sous l' aiguillon du mensonge. Dieu veuille que nous regardions 

un jour l'inj凶 ticed'un regard assez lucide， assez pur， de p制 enpart， pour 

l'accepter sans la subir. ))14 

Autant d' elements qui peロnettentde supposer que la sympathie de Bemanos pour 
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Luther est profonde. 

Con住airementa la critique faite par beaucoup de catholiques contemporains de la 

Reforme， Bemanos ne croit pas que Luther ait invente une nouvelle doctrine. Plutot， il semble 

penser que Luther n' a fait que reformuler nettement la doctrine que les catholiques avaient 

eux-memes g訂 d伐 maisqui etait obscurcie p紅 les<< realistes >> de la Renaissance， ce qui住油it

d'ailleurs la proximite entre son idee et celle du reformateur. En effet， qu'il en soit conscient 

ou non， quand Bemanos confesse sa foi en la Grace， employant meme p訂 foisle mot de 

<< predestination >>15， au de位imentde tout legalisme pharisien， il semble etre parfaitement 

d' accord avec la doctrine centra1e de Luther. 

Qu'il soit heresiarque， Bemanos ne le nie pas. Mais il a une idee assez particuliere sur 

les heresiarques: ils ont souvent la qualite que l' on trouve chez les saints， cette qualite de 

courir le risque. Enfin， les heresiarques， ces revoltes， sont aussi eloignes des << mediocres >> 

que les saints. Nous avons vu que Bemanos disait au sujet des hommes romains: <<Ne se 

damne pas qui veut. Ne partage pas qui veut le pain et le vin de la perdition.一一-Que dire? 

一一一 Nulne peut offenser Dieu cruellement qui ne porte en lui de quoi l'aimer et le servir >>16. 

Dans Frere Martin， Bemanos exprime cette idee comme suit : 

<< J'aiω吋ourscru --sans pretendre forcer personne a le croire avec 

moi一一一 queles grands heresiarques qui ont ravage 1 'Eglise auraient pu aussi 

bien en devenir la gloire， qu'ils avaient ete choisis， separes， marques pour un 

destin ex住aordinaire，une merveilleuse aventure. >>17 

Et contrairement， pour l' apotre Paul : 

<<Mais on est libre egalement de rever qu'il [l'apo悦 Paul]eut ete 

1 'heresiarque des heresiarques， plus redoutable a lui seul que Nestorius， Arius et 

Luther tout ensemble， car il etait comme le feu meme， qui rechauffe ou devore， 

purifie ou detruit. Certes， l'epreuve qui a perdu le moine d'Erfurt aurait pu， elle 

aussi le sauver， elle etait sa perte ou sa gloire. >>18 

De quel point de vue alors les h仕白iarquesse distinguent -ils de ces servIteurs de 

1 'Eglise ? No位eauteur， lui， est toujours住む conscientde ce fait que l'Eglise est << l'Eglise 
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invisible >>tout en meme temps qu'elle est<< l'Eglise visib!e >>. 

Luther voulait reformer l'Eglise. Et Bemanos semble， en general， e仕efavorable aux 

reformes. Il applaudit quand on renouvelle le systeme au lieu de le conserver， dans un but 

d白interesse.Mais ces reformes-la qu'il apprecie se font par ceux qui sont au pouvoir， et qui 

abandonnent leurs droits. Car il notait deja dans la Grande Peur des bien-pensants : 

<< Qui dit conservateur dit surtout conservateur de soi-meme. Lorsqu'on 

pense a l' immense travail foumi p訂 exemple，de Louis XI a Louis XIV， on doit 

convenir que l' Ancien Regime，住aditionnelen son principe， etait sans dou包

括ellementle moins conservateur de tous. Meme a la veille d' evenements 

irreparables， la politique de Louis XVI， avec Necker ou Turgot， ne fut pas 

repressive， mais au con仕aireimprudemment reformatrice， comme si une demiとre

fois， face a un peril inconnu， notre vieille monarchie a l' agonie essayait de se jeter 

en avant. Il fallait vraiment la sottise compliqu記 decertains hommes de droite 

pour inventer 1百pl白色tesaugrenue qui devait leur faire un ennemi de chaque 

Francais mecontent， et quel Francais n'est mecontent， c'est-a-dire ne reve de 

de住uireou reformer quelque chose ? >>19 

Mais dans l'Eglise， il n'y a pas de reforme possible: 

<< S'il m'紅rivede mettre en cause 1 'Eglise， ce n' est pas dans le ridicule 

dessein de con住ibuera la reformer. Je ne crois pas l'Eglise capable de se reformer 

humainement， du moins dans le sens ou l'entendaient Luther et Lamennais. >>20 

Voici comment Bemanos explique cette impossibilite : 

<< Les gens d'Eglise auraient volontiers tolere qu'il joignit sa voix a tant 

d' autres voix plus illustres ou plus saintes qui ne cessaient de denoncer ces 

desordres. Le malheur de Martin Luther fut de pretendre reformer. Que l' on 

veuille bien saisir la nuance. […] C'est， p紅 exemple，un fait d' experience qu' on ne 

reforme rien dans 1 'Eglise p訂 lesmoyens ordinaires. Qui pretend reformer 

1 'Eglise par ces moyens， par les memes moyens qu' on reforme une societe 

temporelle， non seulement echoue dans son en仕eprise，mais finit infailliblement 
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P紅 setrouver hors de l'Eglise. Je dis qu'il se trouve hors de l'Eglise avant que 

personne ait pris la peine de l'en exclure， je dis qu'il s'en exclut lui-meme， p訂

une sorte de fata1ite tragique. n en renonce l' esprit， il en renonce les dogmes， il en 

devient l' ennemi presque a son insu， et s' il tente de revenir en arriere， chaque pas 

l'en ecarte davantage， il semble que sa bonne volonte elle-meme soit maudite. >>21 

Comment le ph白omとnequ'il appelle << le mystere de l'Eglise>> surgit-il? En quoi 

Bernanos pense-t-il que l'Eglise soit differente des autres organisations humaines ? 

La reforme qu'il apprecie， nous l'avons vu， se fait par l'abandon de droits de la p紅 tde

ceux qui en detiennent. Ce qui est inconcevable puisque ce sacrifice de soi a ete deja accompli 

de facon definitive et irrevocable par le chef meme de 1 'Eglise， Jesus-Christ. On pourrait 

meme dire que c' est a cause de ce fait que Bernanos approuve les reformes p紅 l'abandon de 

soi. Quelle que soit donc l'apparence de l'Eglise visible， l'Eglise invisible reste parfaite et il 

n'y a rien a reformer. Et l'Eglise invisible est inseparable de l'Eglise visible. D'ou cette 

expression qu' il emprunte a un moine : << souf:仕irpar l' Egli詑>>.

<< l' ai deja cite bien des fois la phrase， pour moi inoubliable， d 'un jeune 

dominicain tue a Verdun， le Pere Clerissac: <<Cela n' est rien de souffrir pour 

1 'Eglise， il faut avoir souffert par Elle >>・ >)22

C' est a cause de ce caractere inseparable que souffrir pour <<l'Eglise invisible)) 

devient souffrir par << l'Eglise visible )). 

<< On ne reforme l'Eglise qu'en souffrant pour elle， on ne reforme l'Eglise 

visible qu'en souffrant pour l'Eglise invisible. On ne reforme les vices de l'Eglise 

qu'en prodiguant l'exemple de ses vertus les plus heroiques. ))23 

n y a ceux qui ont choisi de souffrir p訂 1'Eglise : les saints. Bemanos compare donc 

Luther a Saint Francois d' Assise : 

<< n est possible que Saint Francois d' Assise n'ait pas ete moins revolte 

que Luther p紅 ladebauche et la simonie des prelats. 11 est meme certain qu'il en a 
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plus cruellement souffert， car sa nature etait bien differente de celle du moine de 

Weimar. Mais il n'a pas defie l'iniquite， il n'a pas tente de lui faire front， il s'est 

Je低 dansla pauvrete， il s'y est enfonce le plus avant qu'il a pu， avec les siens， 

comme dans la source de toute remission， de toute purete. Au lieu d' essayer 

d'arracher a l'Eglise les biens mal acquis， ill'a comblee de仕esorsinvisibles， et 

sous la douce main de ce mendiant le tas d' or et de luxure s' est mis a fleurir 

comme une haie d'avril. >>24 

Pourtant， nous ne pourrions pas en conclure que Bernanos joint sa voix a celles 

qui profiとrentcette devise : << Hors de l'Eglise， point de salut >>. Nous rem紅 quons，au contraire， 

qu'il est etonnamment anarchiste quand il exprime son idee sur l'Eglise en ces termes --

termes legerement differents de ceux de << l'Eglise visible >> et de << l'Eglise invisible >>一一

<< le co中s>> et << l'ame >> de l'Eglise. 

<< On sait ou plutot on ignore g白leralement一一一 quela theologie distingue 

en仕e l'ame et le co中sde 1 'Eglise. Un chretien baptise peut remplir 

exterieurement tous ses devoirs， passer ainsi pour un parOlsslen modele et 

n' appartenir cependant qu' au co中sde l'Eglise. Tandis qu'un pauvre diable 

d' incroyant de bonne foi qui ne tire pas sa casquette au passage du Saint 

Sacrement peut appartenir a l'ame de l'Eglise p紅 cemouvement profond du creur 

qui nous accorde au Divin. >>25 

Nous pouvons entendre ici la repercussion de la voix de Saint Augustin， qui disait que 

les citoyens de la Cite Divine se仕ouventdans l'Eglise aussi bien que dans les出総tres.En 

effet， ce qui l'interesse plus que n'importe quelle question doctrinale est le problとmede la 

relation en仕ela grace et le salut. Lui aussi， aprとsSaint Augustin， comme les reformateurs et 

les jansenistes， croit que les noms de ceux qui sont elus p訂<<le dessein >> de Dieu sont caches 

aux yeux des e位eshumains. De ce fait， nous mesurons combien est delicate la critique du 

reformateur. Peut-etre y a-t-il eu en son for interieur， des conflits en位ela profonde sollicitude 

qu'il eprouve a son egard et la volonte de rester dans l'Eglise. C'est pourquoi il ne peut pas ne 

pas aJouter : 

<< Que ce malheureux， eg訂 epar la haine et pris au piege du mal dont il 
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subit visiblement la fascination， ait fini par ressembler仕agiquementa quelqu'un 

de ces cardinaux sodomites qu'il denonce， je crois qu'il y a plutot la de quoi nous 

faire rever aux mysterieux desseins de la toute-puissante misericorde sur cet 

hommee仕 組ge.l' aime mieux essayer de comprendre quelque chose aux episodes 

d'un drame dont le vrai denouement nous restera toujours inconnu en ce monde， 

et peut-釦 edans l'au国 一 一 -qui peut savoir， en effet， ou la douce pitie de Dieu 

cachera ceux qu' elle a voles a l' enfer， par quelque stratageme irr白istible，pour 

l百temelleconfusion des justes et des sages ? >>26 

Le salut ne s' obtient pas seulement p紅 lesactes， mais il est donne p紅 lagrace--

telle est la conviction commune de Luther et de Bemanos que celui-ci semble vouloir 

appliquer au destin de 1 'homme qui est devenu << heretique >> dans ce monde par << ses actes >>. 

Ce passage du仕agmentsur Luther， avec la pri色redu cure de Torcy， illus仕ela 

solliciu政 pourLuther de notre ecrivain， qui n' a pourtant jamais pu partager complとtement

son point de vue. 

2. La Contr・e-Reforme

Si la Reforme qui a tant住aumatise1 'Eglise catholique est une << consequence>> du 

grand mouvement de la Renaissance， voire， dans une certaine mesure， une reaction contre la 

corruption de l'Eglise dont elle etait la cause， la Contre-Reforme reproduit pour Bemanos， sur 

de nombreux points， des traits de la Renaissance: ses politiques machiaveliques， 

l' autoritarisme complice de 1 'Etat， et 1 'humanisme qui est un retour aux va1eurs de l' Antiquite. 

La critique de Bemanos a ce propos se dirige notamment vers les activitむ desjesuites. Car 

ceux-ci etaient les principaux promoteurs du mouvement et defenseurs de l'id白， et d也ep判lu山s，

B齢ema加noωsc∞onna旧ai泊1江t1同e臥∞urs

ensu山IIt飽eau petit s託6白mma泊lr陀eoむila beauc∞oup souffert de l'inc∞omprl託el白hensionde ses professeurs2沼

Comme l' objectif de la Compagnie de Jesus etait de regagner le terrain perdu p訂

l'Eglise Catholique， les Jesuites ont entrepris de la r白lOveret de l' assainir pour faire face a la 

Reforme. En p訂 tantde ce principe， ils se sont impose des regles s住ictes，et se sont donnes a 

diverses activit白.

Bemanos semble avoir trouve chez ces travailleurs zeles， plus que des serviteurs de 

Dieu， des politiques ruses dont l' ambition etait de dominer la population a leur guise. Ainsi， il 

les rend responsables de l' avilissement des catholiques modemes. 

-122-



La Reforme et la COritre-Rφrme selon Bernanos 11 

<<Reste le bon catholique au sens ou l' entendent les Reverends Pとres

Jesuites， l'epreuve tiree a des millions d'exemplaires， qui ne valent ni le bien ni le 

mal qu' on en dit， si parfaitement semblables en仕eeux， interchangeables， qu'a 

l'heure des vepres， le dimanche， il est facile de changer de paroisse sans changer 

de visages， les bons sujets， les bons eleves toujours prets a meriter un bon point de 

leurs maitres pour quelque parole edifiante， generalement indiscrとte，jetee en hate 

au prochain， reservoir intarissable ou puisent les vicaires ambitieux， impatients 

d'ajouter une ceuvre， une confrerie， a la liste deja trop longue， orgueil du pasteur， 

consolation des inconsolables cceurs episcopaux， braves gens qui auront si peu 

m紅 quedans l'histoire que les Jesuites futurs pourraient en nier demain 

l'existence s'il ne devait rester de ces fantomes comme d'une civilisation abolie， 

des temoignages ecrasants， la litterature bigote， la musique bigote， l'art bigot. >>29 

Les jesuites ont con仕ibuea faire des chretiens des << bigots >>. Au住ementdit， ils leur 

ont enleve la liberte， et impose la morale. A travers l' attitude des jesuites contemporains， 

Bemanos evoque en ces terrnes ce qu'ils ont toujours ete : 

<<La morale catholique est intacte， il n'y a guere plus de conscience 

catholique， il n'y a plus du tout d'opinion catholique. Les pretendues 

manifestations de l' opinion catholique valent exactement celles de n' importe quel 

Etat totalitaire. Un mot de la nonciature eut suffi pむurdechainer， p訂 exemple，

contre les repressions franquistes en pays basque， la pretendue opinion catholique. 

Je crois volontiers que les jesuites eux-memes， principaux auteurs et 

probablement b白leficiairesuniques d'un si extraordinaire dressage， l'aient voulu 

aussl p紅 fait，ce n'est plus le dressage du rnanとge，c' est le dressage du cirque. Les 

jesuites se fussent content白 一一 dumoins je le suppose --d'obtenir， a leur 

gre， le silence. Mais c' etait mal connaitre le caractere femmelin des masses 

pieuses. >>30 leuses. >> 

Car， c'est des le premier temps de l'histoire de leur congr句ationqu'ils ont entrepris 

d'eduquer la population de cette facon. Notre auteur fait donc dire a son non-croyant 

imaginaire dans Les Grands Cimetieres sous la lune : 
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<<Depuis le XVIIe siec1e， I'Eglise se mefie de la jeunesse. Oh! vous 

pouvez sourire! Vo住esysteme d' education m紅 queavouez-le， plus de sollicitude 

que de confiance. C'est bien joli de proteger les petits hommes con住eles p釘ilsde 

l' adolescence， mais les bons jeunes gens que vous exposez dans les concours 

manquent un peu de temperament， vous ne trouvez pas ? Sont-ils plus chastes que 

leurs ancetres du XIIIe siec1e， je l' ignore. En仕enous， je me le demande. Je me 

demande encore si ces produits selectionnes de la formation humaniste et 

moraliste mise a la mode par les jesuites de l'句oquec1assique n' absorbent pas 

votre attention au point de vous faire perd回 lecontact avec une jeunesse bien 

differente et qui d' ailleurs passe rarement le seuil de vos maisons.ぷl

Selon Bemanos， ce sont des jesuites qui ont amene dans la Chretiente cette mora1e 

t凶 ede la civilisation romaine qu' est 1 'humanisme. Aussi dans Nous autres Francais 

developpe-t-il ce theme dans ces terme: 

<< Qu'est-ce que vous ferez des jeunesses heroiques， des folles jeunesses 

heroiques， lancees p紅 euxvers la gloire et la mort ? Apres qu' elles auront goute 

le vin terrible， leur of:仕irez-vousle biberon de 1 'humanisme chretien des 

Reverends Peres Jesuites， cet humanisme chretien dont M.J. Maritain disait 

recemment << que l' experience en avait ete faite jusqu' a la nausee， la nausee divine 

car c' est le Monde de cet humanisme-la que Dieu est en住ainde vomir >> ? Nous 

ne savons pas ce que vous donnerez a cette jeunesse affamee d' action， mais nous 

savons ce que vous lui donnez， quand elle demande de la beaute. >>32 

Dans un passage qui se situe un peu plus loin， OU regne la meme repugnance que celle 

qu'il eprouve face a l'ancienne Rome， il precise la nature de cet humanisme ne de la 

Renaissance : 

<< Vous avez mis les peuples au collとge，vous avez substitue un collとgea 

l' Ancienne Chretiente. Vous n' auriez pas mis la Chretiente medievale au college : 

pour que la Chretiente fut mise au coll色ge，il a fallu qu' apparaissent les singes de 

la Renaissance et paロnieux le plus singe des singes， le plus ef仕ontedes singes， le 

pretre humaniste， ou plutot 1 'humaniste pretre， tout grouillant de vers latins 
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comme un cadavre d' asticots， la marionnette qui prefere Ovide a son breviaire et 

qui du bout de sa plume d' oie taquine， avec un sourire niais， l' enorme Sphinx de 

la Luxure Antique， bibelot frivole， inventeur d' eglises qui lui ressemblent， 

d' eglises bibelots， non moins manierees que lui也 meme，suant tristement， sous 

leurs dorures， l' avarice et l' ennui. Les maniaques sans race et sans pa住iequi firent 

honte a nos peres de leurs cathedrales barb征伐 remとrentjusqu'aleurlangagejuge

indigne de l'eloquence， et dont ils laissaient l'usage au bon peuple， aux petites 

gens， lorsque la Vierge celte ou germaine s'effacait devant la Vestale， que 

1 'heroisme s' appelait Leonidas， le courage civique Caton， la liberte Brutus， la 

victoire Cesar， la gloire Auguste， la chastete Lucr，とce.>>33 

Comme le rem訂queMonique Gosselin， Bemanos montre avec cette phrase : << Vous 

avez mis les peuples au collとge>> qui revient a plusieurs reprises dans Nous autres Francais， 

<< comment la maison commune […] est devenue une sorte de << geole >> pareille a celle OU les 

pions et les censeurs asservissent la jeunesse >>34. Et Bemanos considere que le role qui y etait 

jouep訂 lesjesuites<< humanistes pretres >>n'etait pas negligeable. Aussi ecrit-il : 

<< Mais si vo田 soldatde la Liberte est un ancien eleve des R. P. Jesuites 

--un catholique moyen -一一 ilne resoudra evidemment pas ce probleme de 

conscience a la maniere d'un disciple de Hitler ou de Staline， il refusera seulement 

de le poser， puisque le Souverain Pontife n' a pas encore exactement defini ce 

point de casuistique. >>35 

En effet， la morale con回 ignanteavec laquelle les jesuites voulaient eduquer le peuple 

au lieu de lui laisser la liberte de conscience a eu une influence importante sur la societe du 

XVIIe siecle， ce moralisme etant une expression de leur dogme sur la nature et la grace qui les 

a fait s' affronter non seulement avec les protestants， mais aussi avec une p紅 tiedes 

catholiques， notamment les jansenistes comme nous pouvons le voir dans les Provinciales de 

Pasca136 qu'a du lire Bemanos. Pour notre ecrivain， les jesuites ont substitue la casuistique a la 

conscience， comme les legistes ont substitue la legalite a la legitimitι11 met en parallele les 

legistes et les casuistes : 

<< 1ρrsque Philippe le Bel meditait quelque仕icheriepolitique， ou .plutot 
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des qu'il en 'avait decide l'execution， il ordonnait a ses legistes de hi justifier p訂

avance au nom du Droit， a ses chapelains etcasuistes de la justifier au nom de la 

Morale. >>37 

Ou encore， dans un au田 artic1e，il ecrit ceci en critiquant un jesuite contemporain : 

(( Un reverend pere jesuite， au c1air et vigoureux talent， dont la pensee 

s' inspire presque tou jours de cet humanisme tem戸時quiest 1 'une des plus solides 

仕aditionsde sa Compagnie， se felicitait demiとrementdans le Correio da Manha 

des reformes en仕eprisespar le gouvemement de Vichy， et notamment de la 

suppression du divorce. 

Je ne suis nul1ement p紅 tisandu divorce. Je voudrais seulement qu'il 

dispa拍tdes mreurs avant de dispara御 edes lois， car les victoires de la legislation 

sur les mreurs m'ont toujours p訂 ubien precaires. 11 est possible que les 

institutions corrompent les hommes， encore qu' el1es ne soient g白leralementel1es-

memes qu'une cons句uencede cette corruption. Mais， une fois ceux-ci corrompus， 

el1e est impuissante a faire au仕echose que dissimuler des maux qui， faute de 

s'eta1er au grand jour， se developpent en profondeur. Mieux vaut mille fois un 

peuple dissolu qu 'un peuple hypocrite. >>38 

Nous voyons bien que c'est en vertu du meme principe que Bemanos met en cause 

l'attitude des legistes et cel1e des casuistes. L'une dans le domaine seculier， l'autre dans celui 

de la religion， preferent l'institution a la liberte. Autant dire qu'ils ne croient qu'aux valeurs 

relatives -一一 lescasuistes sont des (( docteurs du Relatif >>39 selon l'expression de Bemanos 

--alors que les valeurs qu' il defend sont cel1es de l' Absolu. 

(( Votre erreur n' etait pas de demander住op，c' etait sans doute de ne pas 

demander assez， de ne pas demander tout， la vie meme. >>40 

Or cette facon de relativiser les valeurs est propice au developpement de la politique 

realiste que les jesuites ont pratiquee partout dans le monde. Sans oublier (( l'as旬cedes 

jesuites colonisateurs〆Ide l' Amerique du Sud， Bemanos mentionne surtout leur politique au 

moment de la Guerre d'Espagne dont il a ete le proche temoin. 

-)26一



La' Reforme et la Contre-Reforme selon Bernanos 15 

<< Or， au cours des annees qui precedとrentla guerre， c'est le nazisme sous 

les fonnes attenuees du fascisme italien， du franquisme espagnol ou meme' de 

l' integralisme bresilien， qui menacait le plus gravement la conscience catholique. 

C'est par lui que se corrompaient en elle les notions de justice， d'honneur， de 

discipline， de liberte. Qu 'un jesuite espagnol ait pu dire a un dominicain de Paris 

en 1937 : il y a encore chez nous des millions d' Espagnols a supprimer marque 

assez la profondeur de cette degradation. >>42 

Bemanos y voit le meme r句lismequ' il retrouve chez les hommes politiques de la 

Renaissance， r句lismequi resulte de la corruption de la conscience et de la desiruction de la 

liberte par leur casuistique. C'est certainement ce point qui semble e位epour Bemanos， tout 

comme pour Dostoievski qui a fait imaginer a Ivan Karamazov le grand inquisiteur， le plus 

grand mal apporte par les jesuites.の
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18 Ritsuko NAGASHIMA 

Abstract 

This study intends to elucidate successively Georges Bemanos' idea upon the 

Refonnation and the Counter-Refonnation. Bemanos' opinion ofMartin Luther is ambiguous. 

He shares Luther's antipathy to the politicization of the Church at出attime， its legalism or 

pharisaism， and approves Luther's theory of Grace. However， he considers that the 

refonnation of the Church is possible not in the way of Luther but only by “su百eringfor the 

invisible Church." On the other hand， he criticizes severely the activities of the Counter-

Refonn movement led mainly by the Company of Jesus. For him， the Jesuits， with the 

intention of strengthening the Church' s institution， introduced moralism and casuistry into the 

Catholic world， depriving in consequence Christianity of liberty. 
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言語の量子論的側面と自然言語処理

The Quantum Theoretic Aspects of Language and N atural Language 
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Abstract 

In this paper， the author firstly shows the similarity between quantum activities and 

language activities合omthe point of view of methodology， and secondly discusses the 

iηegular aspects of language in time， space， syntax structure and meaning structure; the 

ambiguity of words and syntax structures; the probability of sentence interpretations. Finally， 

the author emphasizes the importance of building a probability model of language 

understanding for naturallanguage processing. 

1 はじめに

ペンローズ(1997)は人間の心 (mind)のメカニズムを解明するのに量子論が役に立つ可能性について

触れている。人間の脳、人間の思考過程そしてそれに深くかかわる人間の言語などを研究対象とする

場合、量子論が実際の問題解決の理論として優れたものであるとは思えない。しかし、方法論的には

大いに注目を値する一面がある。今日の科学が還元主義の風潮に支配されているなかで、量子論は非

還元的な要素の存在を認める少数派理論である。 一方、言語学の分野において、チョムスキーの生成

文法が誕生して以来、還元主義の風潮が頂点に達している。その流れのなかで、さまざまな斬新な言

語理論が生まれている。それらの言語理論は形式の完全性を重視するあまり、研究対象である言語の

周辺要素、例えば言葉の非整合性などを捉えきれていない。そのために、近年の言語学分野の言語モ

デルはほとんど自然言語処理の分野に取り入れられておらず、自然言語処理分野独自の言語モデルの

構築が急がれている。ところが、自然言語処理の分野においても、言語の計算できる部分に目を向け

やすいというやはり決定論的な捉え方が主流を占めている。しかし言語というものは果たしてすべて

還元主義あるいは決定論的な考え方で捉えきることができるだろうか。この疑問を抱きながら、本稿

では、言語の量子論的側面を考察し、自然言語処理のための言語モデルを構築する際、言語の量子論

的側面を重視すべきだと主張したい。
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2 方法論としての量子論

ここでは量子論について深入りすることはできないが、方法論的には次のようにまとめてみること

にする。

[ 1 ] 非連続性

量子論は「黒体放射jの研究に端を発する。「黒体」は箱のー側面に穴を開けたもので、熱すると箱

内の原子がさまざまなエネルギーを放射する。そのエネルギーの放射について計算する際、古典物理

学は「エネルギーの放射は連続的であるjという仮説に基づいているため、有限の大きさの箱に無限

大のエネルギーが存在するという結論を引き出してしまう。物理学者のプランクは「原子はエネルギ

ーを連続的でなく、不連続な断片すなわち一定の大きさのかたまりとして放射する(河崎等 1998 

p67)Jという仮説のもとでの「黒体放射jの問題を見事に解決し、その一定の大きさのかたまりを「量

子(クアンタ)Jと名づけた。このように、量子論が捉える対象の一つの重要な特徴は非連続性である

ということが言えよう。

[ 2] 絡み合い

古典物理学によれば、電子は A地点における物質、また陽電子は B地点における別の物質であって、

この二つの物質は互いに分離している別々の事象である。しかし、アスペの実験では、二つの光子が

12メートルにわたり「絡み合い効果Jが立証された。ペンローズによれば、「量子的絡み合い(quan同m

entang1ement)Jとは、とても奇妙な現象である。それは、物質が分離していることと、互いにつながっ

ていることとの、どこか中間あたりの状態に当たる(ベンロージス 1997 pp112)J という。ちなみ

に「量子的絡み合ぃ」は「量子的局所性Jとも言われる。

[ 3 ] 潜在的可能性

この問題はたびたび有名な「シュレーデインガーの猫」によって説明される。「シュレーデインガー

の猫」とは物理学者シュレーデインガーが考案した猫の思考実験である。それによると、箱の中に猫

を殺す仕掛けが取り付けられ、その仕掛けは放射性原子の崩壊によって引き起こされる。しかし、放

射性原子は完全に偶然によって崩壊する。つまりある時間内において、原子が崩壊する可能性もあれ

ば崩壊しない可能性もある。しかもその可能性は決定論的ではなく、確率論のみによって説明される。

この現象は「状態の重ね合わせJとも言われる。結果として、箱を開けた瞬間、猫が生きているか死

んでいるかのどちらかではなく、生きていると死んでいるの両方である。

以上のことから、量子論で問題を解決する際、決定論的ではなく、可能性に基づいて事象を捉える

という独特な世界観を持っていることがわかる。

3 言語の量子論的側面

3. 1 言葉の非連続性

言葉は人間の発話行為の産物で、発話する際、発話行為は時間と空間の制約を受けて、単語一つひ

とつ連続的に発話され、リニアオーダー (linearorder)の形を取る。一見その発話は単語の連続体であ
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るように見えるが、実際のところ、むしろ非連続性の特徴が強いと言ってよかろう。次にその非連続

性については、時間、空間、構文、意味の 4つの面から見てみることにする。

3. 1. 1 時間的非連続性

現実世界において、出来事 (event) は時間に・沿って進行する。その際の出来事の進行は時間的に連

続的であると言える。しかし、現実世界に起きた出来事を言葉という手段によって再現するあるいは

語るということは、 三次元の出来事像を一次元の言葉像へ投影することでもあり、その結果、一部の

情報は必然的に失ってしまう。逆に、言葉の理解の過程において、その言葉像を出来事像に投影する

必要があり、その際の出来事像は断片的になり、時間的に言えば、非連続的になる。さらに言えば、

出来事を言葉によって記述する際、出来事の進行に沿った記述をしなければならないという制約を受

けないため、次例のように、時間順を前後にして記述することができる。

(1) お皿が割れた。お母さんが割ったのです。

言葉の記述は出来事の進行に従う必要性がないことについては、 Meulen(1995)は次のように述べてい

る。

Ordinarily， the linear order in which we are bound to express our infonnation does not reflect the 

temporal order in which the described changes actually occurred. Well-crafted stories do not give such 

a play -by-play account of what happened. Quite freely jumping back and forth in time， as it were， we 

encode the infonnation about what happened in an infonnative， coherent， and useful description， 

relying on our cognitive abilities to reason about their relations. In certain specific contexts， the order 

we give our utterances in discourse does mirror the temporal relations between the events described. 

But in other contexts， the order of description is entirely independent of the temporal order of what is 

described. 

(Alice G.B. ter Meulen Representing Time in Natural Language pp.I-2) 

また言語年代学的な視点からは、語の持つ意味が一定の時間が経つにつれ変化が生じるということ

が明らかにされている。例えば、シェークスピアの原作は現在ではほとんど読めないと言われること

が一例である。本稿では、このような時間に伴う言葉の意味あるいは構造上の変化を言語の時間的非

連続性と見なす。

3. 1. 2 空間的非連続性

言葉の空間的非連続性については、言葉の地域的密着性という点から見ることができる。今日、世

界各地で使われている言葉の種類は 3000から 7000にのぼると言われている(中島等 1995 p.43)。

それらの言葉のかなに、類似性を見せ、語族を形成する言語同士もあるが、それぞれの言語は独自の

発展を遂げ、互いに完全に独立した言語であるといわざるをえない。特に方言について見るときに、

その地域的色彩はさらに鮮明である。同じ公用語に属する方言同士で、同じ文法を持ちながら、地理

的に離れていることによって、互いにまったく通じないものも存在する。例えば、中国語の中では、

北方方言と広東方言との聞に、音声的には互いにまったく通じ合えない。また、言葉の空間的非連続
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性については外来語にも見ることができる。語棄が在来語の使用空間を逸脱して他の言語に入札外

来語となるときに、そのほとんどの場合、意味の変化が伴い、その意味的変化もやはり一種の空間的

非連続性だと見なすことができる。例えば、英語の restructureの本来の意味は主に再建という意味で

使われているが、日本語に入ると、もっぱら人員削減の意味で使われる。また、中国語にある「世界」

という語は唐の時代に仏教経典を翻訳する際に作り出された仏教用語で(中国大百科全書 1988)、日

本語に入った後、新たな意味が吹き込まれ今日の「世界jという意味となる。

しかし、生成文法では明らかに言葉の非連続性よりもその共通性を強調しているように思われる。

生成文法によれば、国あるいは地域に関係なく、人間は生得的に普遍文法 (universa1grammar) という

ものを持っている。普遍文法は「遺伝子的に決定された人間という種に共通の心の初期状態」

(Chomsky 1980 p187) とされている。さらに、普遍文法の下位体系にはパラメータが設定されて

おり、言語習得は、これらのパラメータのスイッチの設定と見なされている。例えば、語順について

は、英語では s+v+o、日本語では s+o+vとそれぞれの異なるパラメータのスイッチを入れただけ

である。こうして各種のパラメータのスイッチを設定し終わると、心は安定状態に達し、ある言語を

習得したことになる。パラメータの設定が終わった文法は核文法(coregrammar)と呼ばれる。つまり、

生成文法の考え方では、上記の言葉の空間的非連続性を各言語に設定されたパラメータの値の違いと

見なしている。しかし、言うまでもなく生成文法は英語のデータを中心に考察してきた。他の言語に

ついて、パラメータを代えることによって説明できるとする考え方は、かつての「天動説」の考え方

に類似していると疑われでもしかたがあるまい。

3. 1. 3 構文的非連続性

構文的に見て、言葉が連続的であれば、語の修飾関係はチェーン構造のように前後つながっている

はずである。しかし、実際の文の構造は決してそういうチェーン構造をしていない。その構文的非連

続性については二つの点からみることができる。一つは、言葉が少なくと構文のレベルでは語の線状

的な連続ではない。もう一つは文が構文規則から逸脱して、時には断片的な形を取ることがある。例

えば、次の 2つの例では、(2 )の場合、「大きいjが「メガネ」を修飾し、「メガネJが「人」を修飾

する、全体がつながった構造である。しかし、(3 )の場合、「大きいjも「外国」も「人Jにかかっ

ている、全体は非連続的な構造になっている。

( 2 ) 大きいメガネの人

( 3 ) 大きい外国の人

( 2 )と(3 )を図で表すと、それぞれ次のようになる。

¥ 
大きい メガネの 人 大きい外国の 人
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( 4 ) 彼は 7時にタクシーでコンサート会場に向かった。

さらに文のレベルで、見ると、例えば(4 )の場合、「彼はJ、17時f:J、「タクシーでJ、「コンサート会

場にJの

4つの句は互いに独立した関係にあり、いずれも動詞「向かったjにかかっていると見られる。図で

表すと次のようになる。

向かった

彼は 7時に タクシーで コンサート会場に

あらゆる文が(4 )のようにシンタクス的に整っていれば、ある種の変換規則を導入し、木構造をチ

ェーン構造に変換することができるかもしれない。しかし、語用論のレベルでは、ある文脈において、

文が構文的に断片的な形を取ることが多い。例えば、

( 5 ) 立ち入り禁止。

( 6 ) 児童多し。

のような表示用語や、新聞記事の見出しなどがこの種のものである。また、例(4 )に関連して、

(7) 会場に向かった、タクシーで。

( 8 ) コンサート会場へは 7時。

のような文もちゃんと意味を伝えることができる。同時に、このような構文規則から逸脱する断片的

な構造の存在は生成文法へ一つの疑問を投げかけている。生成文法によれば、生成規則によってあら

ゆる文を生成することができ、すべての意味記述をカバーできることになっている。しかし、生成規

則によって生成できない断片的構造が存在することで、一つの意味集合に対し、二つの構文体系が存

在することになる。

3. 1. 4 意昧的非連続性

筆者はかつて次の英語の文章を数十人の学生(大学院生も含まれる)に日本語に翻訳させたことが

ある。その結果、まったく同じ訳は見られなかった。類似する事例は David(1992 p496)にも報告され

ている。共通の訳が得られないということは翻訳に対し唯一解が存在しないことを意味する。言い換

えれば、この現象は意味の非連続性として見ることができるということである。

Artists consider the basic colors to be red， yellow and blue， but scientists say they are red， green， 

and blue. No pigment combination of red， green， and blue will produce yellow. Yet， if a beam of red 

light and green light overlap， the resu1t is yellow. The answer to this riddle lies primarily in the totally 

different ways colors are achieved with light and with pigments. 
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(陳徳彰 「英語奇聞趣事J1995 p46) 

もともと、われわれは言語習得の段階では、語の意味を覚えるときに、厳密な定義にもとづいて習得

しているのではなく、度重なる経験に基づいて文脈(シチュエーション)から各自にそれらの語の意

味を抽象化して習得している。例えば、「痛い」、「幸せjなどの形容詞、形容動詞、ないし「人j、「社

会Jなどの名詞についてその意味はデジタル的に定義されたものではなく、いずれも感受に基づいて

アナログ的に付与されたものである。比較的に客観性を持っと言われる色についての定義でさえも、

言葉が違えば大きく異なってくることが見られる。 David(1992)によれば、ハヌノ一語では、基本的な

色の語葉が「黒J、「白」、「赤J、「緑Jの4つしかない。また、ニューギニア高地の言語の中には「黒J

と「白Jの2つの色彩語しかないものがある。このように意味的不確定性を持つ語によって組み立て

られた文あるいは文の集まりに対して唯一訳が存在しないことは納得できなくもない。

以上は言語研究の対象である言語の非連続性あるいは不規則性について時間、空間、構文、意味の

4つの面から述べた。その言語の非連続性を強調したのは、言語研究の分野において、還元主義的な

捉え方を重視することにより、言語の規則性の部分にだけ目を向けて、その結果言語から離れるよう

な言語モデルが次から次へと作り出されてしまう危険性があるからである。言語の不規則性を認めな

ければ、実用的な言語モデルが生まれてこないのではないかと考える。

3. 2 言葉の絡み合い

言葉の絡み合いは量子的絡み合いとはまったく同等な事象として捉えることができないが、一つの

個体が多重の様相を呈する点において類似している。一つの個体が多重の様相を呈するという点では、

言語的には、言葉の暖昧性が類似性を見せている。その陵昧性はコンビュータによって自然言語を処

理する際の最大の難問でもある。言葉の暖昧性は特定の言語にのみ表れる現象ではなく、「どんな言語

でも決して珍しい現象ではなく、極言すれば、むしろ、暖昧性というのがわれわれが日常使っている

言語の大きな特徴の一つだといえる。J(草薙 1991 p84)その言葉の暖昧性はさまざまな形で現れるが、

ここでは語葉的暖昧性と構文的暖昧性について見てみることにする。

辞書を開くるとわかるが、 一つの意味しか持たない単語はほとんど存在しない。例えば英語の take、

getなどの語の意味解釈を見ると、その解釈の多さに驚いてしまう 。進化的に見れば、語が誕生すると

きから、複数の意味を持っていたとは考えにくい。語が複数の意味を持っているということは、その

語を使っている過程において派生したとしか考えられない。その派生の現場を、われわれ今日の日常

的な言語生活のなかでも目撃することができる。またわれわれの言語活動によって、その語の意味の

派生を促してもいる。例えば、辞書を調べれば、「美味しいjという語は意味的にはもっぱら味覚を表

し、英語で言うと deliciousに対応する言葉なのである。しかし、最近では、「バイトがおいしいj、「お

いしいチャンス」などの表現が現れ、 deliciousとの意味上の対応がずれてくる。 一方、語の持つ複数

の意味の中に、コア的な意味と周辺的な意味に分かれると考えられる。ほとんどの場合、コア的な意

味は語が誕生する際の意味に近く、周辺的な意味は後に派生してきたものだと考えられる。まれに、

コア的な意味が変化する例も見られる。例えば、古代中国語では、「走j、「去Jは意味的には日本語の
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「走るj、「去るjにそれぞれ対応しているが、今日では次の例のように、それぞれ「歩く」、「行く」

に対応している。

( 9 ) 走路去。(道を歩いて行く。)

7 

本稿では、辞書に登録している語の意味を静的意味と考え、文脈の中の文に含まれる個々の語の持つ

意味を動的意味だと考える。その動的意味は常にコア意味を軸に「振動jしており、その「振動jが

意味の派生を引き起こし、極端な場合コア的意味の変化をも引き起こす。また、ある文を他の言語に

翻訳する際、辞書に登録した意味では不十分だと感じることも動的意味の「振動」によるものだと考

えられる。

構文上の暖昧性も随所に見られる。例えば、次のような場合、テを使うことにより構文が暖昧にな

ることがある。つまり、例文(10) は (10 a) にも読み取れれば、 (10 b) にも読み取れる。

(1 0) 手を挙げて横断歩道を渡った。

(1 0 a) 手を挙げながら横断歩道を渡った。

(1 0 b) 手を挙げてから横断歩道を渡った。

同様に(11) についても同様なことが言える。

(1 1) 手を挙げて質問した。

(1 1 a) 手をながら質問した。

(1 1 b) 手を挙げてから質問した。

ただし、経験上、(10)の場合は(1 0 a) と解釈する傾向が強く、(11)の場合は (11 b) と解

釈する傾向が強い。つまり、文を理解するときに経験というものが働いていることである。このよう

に経験というものが働いているため、多くの文が構文上の暖味性を持っていても、さほど意味理解の

障害にはならない。例えば、

(1 2) 1 saw a girl with a red hat. 

のような文は構文的には暖昧性が見られないようであるが、

(1 3) 1 saw a girl with a telescope. 

を見れば、その構文上の陵昧性に気づくであろう。もちろん経験では判断しにくい例もある。例えば、

(1 4)では「夫Jがアメリカ人なのか、「妻Jがアメリカ人なのかはわからない。

(1 4) アメリカ人の妻

上記の言葉の陵昧性を解消するために、自然言語処理の分野では、さまざまな方法が考案されてきた。

例えば、意味素による解析、用例・シソーラスによる解析、意味素と用例・シソーラスの併用、構文

解析との融合、経験知識ベースによる解析、状態選移ネットワークによる解析、コーパスを利用した

解析などがあげられる(長尾 1996)。しかし、いずれも決定論的な手法である。つまり、解析の結果

一つの答えしか許されないことである。例えば、格文法を導入する機械翻訳システムの場合、意味解

析を行う際、深層格の認定が必要である。深層格の認定を行うために、語棄の意味を意味素で表す必

要がある。その意味素の付与はまた常識あるいは経験に基づいたものである。例えば、「風」に対し、

「自然現象J、「気体」などの意味素を付与することができる。このように、(15)のような文であれ
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ば、「風J、「電車」、「止める」の持つ意味素を共起させた結果、「風でJが原因格と認定される。

(l 5) 風で電車が止められた。

しかし、バーチャルリアリテイの世界において、風を武器にいたずらをするキャラクタの登場が十分

に考えられ、つまり自然言語では、「風でJを道具格として許せる可能性を秘めているのである。上記

のような方法を取れば、このような可能性を排除してしまう 。したがって、自然言語の処理を行う際、

自然言語の持つあらゆる可能性を残したまま、実際の文脈では、可能性最大の解釈を見つけ出す方法

あるいは言語モデルが望ましいわけである。

3. 3 言語理解と潜在的可能性

言語理解ということは、人聞が言語表現を読み取り、メンタルモデル(mentalmodel)の一部を構成す

る意味表像(semantic representation)に到達する全過程であると考えられる。具体的には、人聞が文を

読み取った後に、その文の構文処理と意味処理をそれぞれの段階で処理に必要な情報を引き出し、別々

に行い、論理形式のレベルで統合する (Frazier 1999)。処理結果を意味表像として心的に得て(阿部

1995) メンタルモデルの一部を構成する (Johnson-Laird 1983)。言語理解については、ほかにもさま

ざまな研究が見られるが、いずれも与えられた言語表現を人聞が完全に理解することを前提としてい

る。しかし、実際の言語生活の中で、人間は果たして与えられた文からあらゆる情報を引き出して文

を理解しているだろうか。そしてその文を完全に理解することができるだろうか。もしそうであれば、

同じ文章を複数の人が読んでも、同じ理解あるいはかなりの精度で似たような理解が得られるはずで

ある。この仮説を検証するために、筆者は次に述べる実験をした。

実験に参加した人数は大学生 100名あまりで、 5人ずつのグループに分け、グループ内で、それぞ

れの参加者に 1から 5までの順番をつける。一人目の人に次のような筆者が作ったストーリを読ませ

る。理解した時点で、その内容を書き下ろし、二人目の人に渡す。同じことを繰り返し、五人目で終

了する。

アリソトロスは紺色の帽子をかぶっていて、黒いメガネに大きなジャージを着ている。落

ち着かない様子。パスを降りるとあわてて広場のほうへ走っていった。財布や銀行通帳や航

空券などが入っているかばんをパスに忘れたことも気づかずに。これまで以上に彼女に怒ら

れるに違いない。

実験の結果、各グループの五人目になると、ストーリが大きく様変わりし、そのいくつかの回答を次

に示しておくことにする。

回答 l

黒いメガネと紺色の帽子を身につけた男は落ち着きがなかった。彼はパスを降りると急い

で広場に走っていった。パスの中には財布などの貴重品が置き忘れたままだった。きっと彼

女に怒られるだろう。

回答2

アリトロスは、紺色の帽子に青いジャージを着ていた。急いでパスに乗った。パスにかば
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んを忘れてしまった。そのかばんの中には郵便通帳と印かんが入っていた。それでは、彼女

におこられてしまう。

回答3

アリソトロスは黒い帽子に、カバン、大きなジャージを着ていた。パスに乗った。ひどく

落ち着かない様子。パスは広場にとまった。財布と銀行通帳を忘れたことに気づく。きっと

ひどく彼女に怒られるだろう。

回答4

アリトロスは紺色の帽子をかぶっていた。黒いメガネに青いジャージ姿だ。ひどくおちつ

かない様子のようだ。銀行通帳と航空券を忘れたようだ。彼女に怒られること間違いないだ

ろう。

回答 5

アリストロスは、金色の帽子と黒いメガネをしていた。そして大きなジャージをはいてい

た。落ち着かない様子である。そして広場に向かった。飛行機にサイフと航空券を忘れた。

それは彼女をいっそう怒らせることであろう。

9 

全体の回答を見ると、それぞれのストーリは類似性が見られるものの、具体的に見れば、さまざまな

違いが見られる。例えば、命題に関しては、回答 1では、「大きいジャージを着ているJが欠落してい

る。回答 2では、「落ち着かない様子jが欠落し、「パスに乗ったjという命題が加えられている。回

答3では、「パスを降りるとあわてて広場のほうへ走っていったjが欠落し、「パスに乗ったjと「パ

スは広場にとまった」が加えられている。回答4では、「パスを降りるとあわてて広場のほうへ走って

いったjは欠落している。モダリティに関しては、回答 lと回答3では、「違いないJは「だろう」に

変わっている。回答2、4、5では、「違いないJはそれぞれ「てしまうJ、「間違いないだろうJ、「で

あろう」となっている。さらに、回答4では、「落ち着かない様子Jの後に「ょうだJが付け加えられ

ている。このほかに、基本名詞、例えば人名「アリソトロス」が正しく再現できたのが回答5のみで

ある。色の間違いも見られる。例えば、回答2と回答4では、「大きいジャージJは「青いジャージj

に変わっている。また、回答3と回答 5では、「紺色の帽子jはそれぞれ「黒い帽子Jと「金色の帽子J

に変わっている。

以上の実験をまとめて、次の2点が言える。

[1] ストーリを完全に再現することは極めて困難で、伝える人数が増えれば増えるほど変化が激し

くなる。

[2] 変化は一つの傾向を見せている。即ち、内容に関心度が高ければ高いほど、変化が少なく、関

心度が低ければ、変化が大きくなる。

このように、人聞が言葉を理解する際、関心度という思い込みを持って言葉を理解し、満足する時

点で理解という作業を終了し、満足でなければ、続けていく。ほとんどの場合、文章を百パーセント

読み取ることなく、その必要性もない。角度をかえて言えば、言語理解という言語活動にさまざまな

不確定要素が関わり、したがってある文章をどの程度理解したかという問いに対し、決定論的にとい
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うよりも確率論的に答えるほうがふさわしいかもしれない。

4 結び

これまでの議論をまとめて、本稿では、言語をより完全に捉えるために、その見える部分のみなら

ず、隠れたさまざまな潜在的可能性をも重視しなければならない。量子論の潜在的可能性について触

れたときに、シモニー (1998 pp.230・231)は「量子論で最も根本的な考え方とは、系の現実的特徴を

まとめ上げるだけでなく潜在的な可能性をも考慮しないと系の完全な状態を究めつくせない0 ・・・客

観的な不確定性、客観的な可能性、客観的な確率という特徴は、量子状態を潜在的な可能性のネット

ワークとして記述することによって要約される。」と述べ、量子のような振る舞いをする対象に対し、

確率論の有効性を強調している。同じく、自然言語の処理を行う際、確率論が同椋に重要ではないか

と考える。近年、確率モデルの重要性は自然言語処理の分野でも認識され始めた。例えば、嵯峨山(1999)

は音声認識の研究に確率モデルを導入し、北 (1999)は構文解析に確率モデルを導入している。しか

し、意味解析については、確率モデルを導入する研究はほとんどみられない。本稿はさまざまな不確

定要素がもっとも多く関わる言語理解に対し、確率モデルの導入がいっそう重要になってくると固く

信じる。
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Synthesis of“Narrow-Band" Random Moving Image 

by Means of Computer 

高橋信行・田中哲也*1・小倉久直*2

Nobuyuki TAKAHASHI， Tetsuya TANAKA * 1 ， 

and Hisanao OGURA *2 

Abstract 

The present paper gives a simple generating algorithm for a moving random im-

age by extending the algorithm for a stationary random image in a previous work. 

Although the algorithm is applicable to a more general case， an special emphasis is 

laid on the “narrow-band" random image with two or more spectral peaks， which 

models a rough sea surface with strong periodic correlation. Such a “narrow-band" 

image is given as the real part of a complex-valued random image described by a 

noncausal model. A moving random image， a spatiotemporal random field， as well 

as a moving image drifting into a certain direction， can be generated by a modified 

simple algorithm， and several examples are shown in the text. Generation of such 

stationary or moving random image with given statistical properties is useful in the 

study of various image processing. 

1 はじめに

不規則画像の数学的モデルは通常離散座標の確率場で表される。 l次元(不規則信号)の場合と同様に、

2次元(画像)のモデリングはろ波、パラメタ推定、画像修復、画像符号化、画像計測などの信号処理の立場

*1 シュルンベルジェ株式会社(SchlumbergerK.K.) 

勺近畿大学(KinkiUniversity) 
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からも重要な課題であり、逆に数学モデルを用いて統計的性質を任意に指定した不規則画像を発生すること

で各種の処理方式、理論などの実験的検討が行ないうる意味で有用である。しかし、著者の知る限りでは乱

数より不規則画像を合成することは、類似統計量をもっ画像の視覚識別調査1)を主たる目的として行なわ

れているだけであり、不規則動画像の発生に関しては行なわれていなし、。そこで、、この様な観点から以前に

筆者らは不規則静止画像のモデリングについては一様確率場の 2次元予測理論2)、混成法などを応用して

発生させた3)。更に空間座標に時間座標を加えた時空間上の 3次元確率場、すなわち不規則動画像のモデ

リングについては 3次元予測理論、空間混成法などを用いて等方4)、非等方5)の相関関数を持つ動画像の

高速発生アルゴリズムを示し、これらの画像を用いてパラメタ推定等の画像処理研究に応用したι13)。

また、海面の画像などの場合は波浪の周期性のために海面のテキスチャア画像は強い周期性の相関を持

つ不規則画像となる。この様な相関をここでは『周期的相関』と呼び、その様な画像を『狭帯域』不規則画

像と呼ぶことにする。しかし、周期的な相関を持つ一様確率場を 2次元予測理論を用いて有限項の確率差

分方程式で表現することは困難である。本論文ではこの海面のテキスチャア画像をモデリングするために

周期的な相関を持つ画像の簡便な発生アルゴリズムを提案し5)、実際に計算機で発生させた周期的な相関

をもっ『狭帯域』不規則静止画像ならびに動画像の例を示す。この様な画像生成法は複数のスペクトルピー

クをもっ一般画像にも容易に拡張でき、推定・検出・ろ波などの画像処理の研究に有用である。

2 不規則静止画 (2次元確率場)

一様確率場の相関関数・スベクトル 2次元座標 (x，ν)に対応する離散座標を (m，η)，m，n=0，土1，土2，---

とする。 m，η をパラメタとする平均値0の一様確率場を 1m.nで表し、相関関数Rmn三 (1m'n'1m'+m，n'+n) 

のスペクトル表現を

Rmπ=/ρ…)仙川ν 、‘.
F

'
a
A
 

，az
、

で表す。但し、 so(μ，ν)三Oはスペクトル密度であり、<>は期待値を表す。

一様非等方確率場のモデル 離散パラメタの一様非等方な確率場の最も簡単な非因果性のモデルとして

次の形の確率差分方程式(非因果性モデル)を満たすものを考える:

α2 (Im山 +1mー 1，π)+ b2 
(ん川1+ 1m，nー 1) 

+c (1m+l，n+l + 1mー I，n-I-1m+l，π1 -1m-1川 lトん，π=γUmπ (2) 

(3) 

(4) 

(UmnUm'n') = 8mm，8nn， 

α2b2 > 4c2， 1 -2α2-2b2>0 

但し、 Um叫は白色雑音場である。 (2)を満たす一様確率場1mnのスペクトルは

G(μ，ν) 

γ2 

4π21G(μ，ν)12 

α2 [e中 +eゅ]+ b2 [eiν +e 勺+C [ei(μ押 )+e-i(μ叫 _ei(μーν)-eーい勺-1 

2α2 COS(μ) + 2b2 COS(ν) + 2c [COS(μ+ν) -COS(μ 一ν)]-1. 

(5) 

(6) 

(7) 

so(μ， V) 
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n 

m 

Sl S2 

図 1:予測領域S)とS2

Prediction region S)姐 dS2・

(5)は楕円形のスペクトルを表し8)、従って (2)は楕円形の相関関数を持つ一様確率場のモデルを与える。

2次元予測によるモデル 一様確率場の予測理論2)の必要な結果をまとめる。図 1に示す半平面S= S)+S2 

上の値による I∞の線形予測値ゐおよび2次元予測フィルタを

I∞ L hmn1mn (8) 

(m，叫)εs

H(μ，ν) L hmne川+叩)

(m，n)εS 

(9) 

で表せばスペクトル密度、自乗平均予測誤差は

品(J.L，v) が |1-2(川 w三!F(川)1
2

6 (1100-ゐ12)

前 2叶討にMμ，ν)印d

、‘，
F

nり1ι 
rs
・‘、

、‘.ノ2・A'E且，sa
、

と書ける。確率場の一様性と予測誤差1mη -lmnの直交性により、確率場 1mnは

んπ - L hm'n'ん'+m，山 =eO~mn 
(m'，n')ES 

(12) 

(~mn~m'n') = DmnDm'叫' (13) 

なる差分方程式を満たす解として記述できる。 (12)の和が有限項ならば、これは一様確率場が満たす 2次

-143-



4 

v o 

v 

μ。

図2:原点対称な f狭帯域j画像のスペクトル

Spectral density of a “narrow-band" image. 

μ 

元AR方程式とみなしうる。フィルタ

F(μ，u)= eo =土デ fmneI(mμ+nv)

2π[1-H(μ，11)] 2πwd，刈

を用いればlmnは白色雑音場ふπ の移動平均

んπ=fl∞cmn+ 2二ん，πICm'叫が叩 f∞==eo 

(m'，n')ES 

高橋信行

(14) 

(15) 

の形にも記述できる。一度予測係数を決定すれば白色雑音ふπに独立乱数を用いて確率場 1m叫を 2次元

AR方程式 (12)により、ラスタースキャン方式に逐次発生することができる3)。移動平均 (15)を用いても

同様に確率場1mπ を逐次発生できるが、 AR方程式 (12)に比し発生速度が遅い。

『狭帯域』不規則画像 周期性の強い相関をもっ一様確率場を有限項の確率差分方程式(12)で表現するこ

とは困難である。

しかし、相関が周期的であることはスペクトル密度が空間周波数領域で図2に示すように、原点対称な

2つのピークを有することを意味する。その様な実確率場は原点から移動した位置 (μ0，vo)にスペクトルの

ピークをもっ複素確率場(図 2)の実部または虚部で表現できる。このような複素確率場は、 l次元では丁

度、ベースパンド信号を振幅変調することに対応するのであるが、原点付近にスベクトル密度のピークを

もっ『狭帯域j一様確率場を‘『振幅変調』することで得られるo

このために2つの実確率場 Xmn.Ym冗からなる複素確率場lmn=Xmπ+iYmnを導入する。この確率場

-144ー



『狭帯域J不規則動画像の発生

v o 

v 

μ 
μ。

図3:(μ0，均)にピークを持つ複素確率場のスベクトル

Spectral density with a peak: at point (μ0， vo) of complex-valued homogeneous random field. 

の複素相関関数は

Rmn 

RZn 

R'!!: 
汁.n

(日，
(X(O， O)X(m， n)} + (Y(O， O)Y(m， n)} 

+i [(X(O， O)Y(m， n)}一(X(m，n)Y(O， O)}] 

-RZπ +iR~n 

J i: cos(r叩 +nv)S(μ， v)dJ.Ldv 

J iR~ S川+即胤

5 

(16) 

(17) 

(18) 

(19) 

(20) 

と書ける。この複素確率場のスペクトル S(μ，v)が (5)の楕円形スペクトルと同形で、スベクト ルのピーク

が(μ0，均)の位置(図 3)に移動した、即ち

S(μ，ν) = SO(μ-μ0， v -vo) (21) 

で与えられるとき、Imnは差分方程式

作 一吋山+巴吋 イ +b2 [e-叫，川

lo-i(μ0+ν'o)r • oi(μo+<>o)r o-i(μ。-vo)r+c le '""u'-u'1m+1川 +1+ e"f"u' V¥J' 1mー l川 I- e-'\.~u- vu' lm+l ，nー l

-eい (22) 
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Wmn = Umn + iVmπ 

(Umη) = (Vmn) =0 

(叫nn凡，π)= (凡ん，d)=;6m…m，8仏πmπ
(Um π V間 'nが川，)= 0 

高橋信行

(23) 

(24) 

(25) 

(26) 

を満たす。但し、 Wmη は複素白色雑音である。従って、 Imnの実部Xmnの相関関数は、実部と虚部の対

称性(X∞Xmn)= (Y(∞Ymn)により

R7X  7B71 
(X∞X

mn
) =-Dr，2e π (27) 

J i~~ ei(…lSX(J.L， v)dμdv (28) 

SX(μ， v) 
S(μ，v) + S(一μ，-v) 

(29) = 
4 

SO(μ-μo，vー均)+ SO(μ+μ0， v + vo) 
(30) 

4 

と書ける。つまり、実部Xmnは『ベースパンド』確率場Imnの『振幅変調』であり、実部のスベクトル密

度関数に対応する相関関数は、

RZn=トos(mμo+nv，仇 π (31) 

となり、『周期的な相関』を持つことことがわかる。

混成法によるモテεル3，8) 混成法はFourier変換と 1次元予測を併用するもので、 2次元予測に比して簡

単で効率がよい。特に幅の限られた横長の画像に効果的である。横幅がN:0:::; n:::; N-lとし、 η に関し

てFourier変換

N-I 

h(m) 方雲山π叫 π

N-I 

Wk(m) 方雲山n/NWmn

を導入する。 (25)，(26)より Wk(m)の直交性

(Wk(可Wk，(ば))= 8kk'8mm， 

が成立つ。 Imnの方程式(22)の両辺のFourier変換

pkh(m + 1) +広h(m-1) -qkh(m) =γWk(m)， 

pドk戸E日司吋e侃叫叶x却p

b
2 
C山b

2
cos∞cos邸s(苧一サ
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は(34)により各k毎に定常系列 h(m)の満たす方程式を与える。これは m に関して因果性を持たないが、

え(m)のスペクトル密度を

Sk(μ) 
-
K
 

口
Y

'

I

ト

<
μ

l

l

 

-

-

K

 

一

α

n
r
 

x
 

ρ

L

W

B

B

 

2

-

b

一ロ
l

一

γ
ご

丸

一

同

一

+

ロ
i

一

h
v
-

M
f一
ω
一ベ一

rι

‘、、
.
F
-
L
κ

一
ー
:
-

ma
品一

H
π
信
一
-

A
U
-
-
J
v
 

h
い一
H

一

π
ー

ー

-
π
k

q
&

今
'u

口ヨ

(38) 

(39) 

αk ー (40) 

(41) Hdμ) 三 2否kexp(一iμ)-Ci"~ exp( -2iμ) 

と書直すことにより !k(m)の満たす AR方程式

-;:- f T -=-2 T 1'___ '"¥'¥. Iαkl 
h(m) = 2Ci"k1k(m -1)一αUdm-2) + I ~ I iWk(m) (42) 

IPk I 

が導かれる。従って、 Wk(m)に独立な複素乱数を用いればAR方程式 (42)により同じスベクトルをもっ互

いに独立な AR系列λ(m)が逐次発生でき、逆Fourier変換を行なうことで非等方複素確率場 1mη が合成

できる。更に、この実部(あるいは虚部)をとることで 1方向に周期性をもっ非等方実確率場Xmη (orYmη)

が得られる。

スベクトルの因子分解 以上述べてきた確率場は (μ0，110)で定まる方向のみに周期性を持つものであった

が、例えば2方向に周期性をもっ確率場も同様にして合成することができる。すなわち、スペクトル領域

で互いに原点対称な 2組(4つ)のピークが存在することを意味する。この様な画像は上記の『狭帯域』画

像を複数個合成しでも得られるが、発生乱数を節約するためには、例えば、以下のようにすればよい。

1方向の場合と同様に、その様な確率場を原点から移動した位置 (μ!， 11¥)， (μ2，112)， (μlデμ2，111デ112)にス

ペクトル密度関数の2つのピークを持つ複素確率場の実部(または虚部)として導く。まず、 (μ1，111)，(的，ν2)

に2つのスペクトルのピークがあるスペクトル密度関数を次式で定義する:

ん 2

st(μ，11)三 4π5¥(μ，II)S~(μ ， v) = .. ")1 /"'1. 1"-' -'-L"-' -， 47r2IGt(μ， 11)12 

Gt
(μ，11)三 G¥(μ-μ!， 11 - 1I¥)G2(μ-μ2，11一円)

(43) 

(44) 

Gi(μ，11)三 2α?cosμ+2b;COSν 

+2Ci [COS(μ+ν) -COS(μ -11)] -1， (i = 1，2) (45) 

この様なスペクトルをもっ複素確率場 1mπ に対して先の場合と同様に混成法を適用すると、 η に関して

Fourie変換した h(m)は次の AR方程式を

え(m)= 2(否k¥+δk2)え(m-1)一(或l+42+4ぬlぬ2)え(m-2) 

+2Ci"klCi"k2(否kl+否K2)IL(m3)-5i15i21L(m-4)

+1学学~Iγ2Wk (m)
I Pk¥Pk2 I 

(46) 

満たす。但し、

Pki exp(一i的)[ωω(宇一円)]，(i=1，2) (47) 
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qki 
12πk¥  

-2bi c08 ~ -N -vil， (i=I，2) 

qki -，j q~i -41pki 12 

αμ1<1， (i=I，2) 

(48) 

αki 三

2Pki 
(49) 

従って、 AR方程式 (46)を用いて 2方向に周期性をもっ非等方実確率場が得られる。

3 r狭帯域1不規則動画像 (3次元確率場)

相関関数 ・スベクトル ここでは空間座標 (m，η)に時間座標tを加えた 3次元空間上の一様確率場Ifmn

を考え、相関関数を Rfmn'スペクトル密度関数を S('¥，μ，v)で表す。以下では時間座標に関して変数分離

形を仮定し、

Rfmπ ReRmn (50) 

S(入，μ，ν S(入)S(μ，v) (51) 

Re ιピ切 (52) 

Rmn = !よe
i
(…)S(JL，v)dμ (53) 

とおく。 Rf，S(入)は時間座標に関する相関関数およびスベクトル密度関数を表し、 (52)はそのスペクトル表

現である。時間座標に関して変数分離を仮定する理由の 1は動画像の時間相関と空間相関を各々独立に指

定できる便利性であり、 2は動画像の発生アルゴリズムが簡単になることである。変数分離形スベクトルを

持つ動画像は特殊な様に思われるが、これは以下に述べるドリフトなしの画像に相当し、ドリフトする動

画像の時空間スペクトルはもはや変数分離形ではない。

時間変化のスペクトルには任意の ARスペクトルを取り得るが、例えばここでは (39)，(41)と同形の AR

スペクトル、 すなわち

S(入)
β2 

2π11-2sexp(-i入)+ s2 exp( -2i入)12'

32 

2π11 -H(入)12

== 2βexp(-i入)一 β2exp(-2is) 

IsI < 1 (54) 

H(入)

(55) 

(56) 

をとり、 S(μ，v)には (43)を用いるものとする。但し、 H(入)は時間予測フィルターである。

空間混成法によるモデル 2次元の場合と同様に動画像Ifmnも3次元予測によるモデルを用いて 3次元

AR方程式、移動平均の形に表現でき、これを用いた逐次発生か可能である 4，5)。しかし、空間的に幅の

限られた動画像はFourier変換と l次元予測を併用する混成法が有利である。(32)，(33)と同様に空間座標 η

について縦幅N の動画像を Fourier変換して、

N
 

n
u
 h

 

N
 

一

-'-4

N
T

、4
n

1
一一仰m

 

r
H
 

(57) 
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N-[  

川 m)=方言円η川 mn，k = 0，...， N -1 

(W疋刃)Wk，(f'，m')) = bkk，bWbmm' 

(58) 

(59) 

とおき、各kについて独立に取り扱う。 h(C，m)は各 k毎に時空的に定常一様な確率場である。そのスペク

トル密度関数をぬい，μ)、予測フィルタを Hk(入，μ)，自乗平均予測誤差を e6(k)とすれば

e~(k) 
Sk(入，μ -U'-， '，~ (60) 

r-f 4π11-Hk(入，μ)i2

の形に書ける。一方スペクトルが(51)の様に変数分離であるから h(C，m)のスペクトル Sk(入，μ)も変数分

離形であり、 (39)，(54)によって

Sk(入，μ) S(入)Sk(μ) (61) 

(62) 
β2 

2π11-H(入)i2

|(αk/Pk)γ12 

2π11 - Hk(μ)12 

とかける。但し、 Pkには (36)、αkは(40)、Hdμ)は(41)、H(入)は (56)で定義したものを用いた。

の関係から予測フィルタ Hd入，μ)は

S(入)

Sk(μ) (63) 

これら

Hd入，μ) H(入)+Hk(μ)-H(入)Hk(μ) (64) 

2se-i>' + 2ake-iμ 

_s2e-2i入 2 _-2iμ _LI丈 局 i(λ+μ)一αke _.~ -4αρ 

今A:.(./2d-i(2入+μ) 今 2(./d-i(λ+2μ) +L.αkp-e .，---. ~， +乙αkpe .V..~"" 

A:2 (./2d-2i(λ+μ) 一αkρe_.， (65) 

(66) e6(k) s2αiγ2 

と表せ、予測係数hem(k)として図4の様な 8個の係数が得られる。従って確率場h(C，m)は各k毎に 2次

元 AR方程式

h(C， m) = 2sh(e -1， m) + 2否kh(C，m-1) 

_s2 h(C -2， m) -a~h(C， m -2) 

-4否ksh(e-1， m - 1) + 2否ks2h(C -2， m - 1) 

+2否~ßh(C -1，m -2)一夜iβ2Ik(e-2，m -2) 

+ICXkIsγWk(C， m)， k = 0， . • • ，N -1 
I Pk I 

(67) 

に独立複素乱数w"，(e，m)を用いて逐次発生することができる。この時、 (67)は項数が少ないため言十算は簡

単であり、 h(e，m)， k = 0，・ ・.，N -1，が発生できればkについて逆Fourier変換

N
 

山芝山
l
一
市
川

(68) 
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図4:予測フィルタ

Prediction filter. 

を行うことで、 3次元複素確率場が発生できたことになり、その実部または虚部をとれば所望の動画像がえ

られる。また、 (68)のkに関する和では分散値の小さいh(e，m)を無視することも可能であり、さらに、計

算量を軽減することができる。一方、混成法による欠点としては Iemnがnについて周期的でη=1， N -1 

の近傍に相関を持つことが挙げられるが、 N を相関距離に比して十分大きくとれば実用上は無視できる。

ドリフトする動画像 確率場の予測理論によれば3次元一様確率場が純非決定的、

|川fμf仁1~~ 1附

ならば半空間上の値による予測公式が成り立つ 9町)。ここで半空間 Sは一般的に条件

(0，0，0)ε s 
(e，m，η)ξS ←→(-e， -m， -n) rf. S ~ 

(e，m，η)，(f'，m'，n')εS→(e+f'，m+r九九η+η')ε S I 

を満たす集合である。先に用いた半空間 Sは

I e =0， ∞ <m<O， 一∞ <η<∞ l

S: < m =0，一∞ <η<0 > (71) 

I e < 0，一∞ < m，η<∞ |

で定義した 1例である。半空間としてはこれらの座標を反転、交換したものなどの他に、境界面を斜めに

(69) 

(70) 

したものも可能である。例えば、 Sが(71)のとき

(e，m，η)εS  
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図5:ドリフト予測フィルタ

Prediction filter with drift (U = 1). 

(C'，m'，n') (C，m+UC，η+ VC)ε8' 

11 

m 

(72) 

で定義できる 8'も条件(70)を満たす半空間である。 (72)で定義する 8'を(m，n)空間を速度(U，V)でドリ

フトする半空間とよぶことにする。

データ空間として Sを用いた予測公式または 3次元 AR方程式によって発生した確率場Ilmπ に対し、

Sおよび独立乱数を共に速度 (U，V)でドリフトさせれば、新しく発生した確率場

ιmn = I.いも-uい-Vi' (73) 

は元の確率場の空間座標を速度 (U，V)で時間に比例して (m，η)の方向に移動したものとなる。これを速度

(U，V)のドリフト動画像とよぶことにする。先に記した空間混成法によって m方向に速度Uでドリフトす

る動画像を発生させる場合には (67)によって h(C，m)を発生させるための右辺のデータ座標をドリフトさ

せればよい。即ち、図4の代わりに図5で示される 8つの予測係数を用いて推定を行なえばよい。

4 計算機による実験結果

『狭帯域1不規則静止画像 m 方向の画素数 M を256、η 方向の画素数 Nを256として、 α2= 0.138， 

b2 = 0.358， c = 0.095，γ1，μ0=π/4，均 =π/8のパラメタで発生させた『狭帯域』不規則静止画像を図7(B)

に示す。図 7(A)は(B)の相関関数であり、スペクトルのパラメータ μ0，Voより周期は m方向に 8画素、 n

方向に 16画素となる。この画像は図6に示す楕円形の相関をもっ不規則画像と同じパラメタ (α，b， c)値を持

つ。 α，b， cの値は理論的にはお2+2b2が 1に近付くほど相闘が大きくなり、安定限界に近付く。さらに、こ

れらのパラメタは楕円形相関の方向を規定するが、この場合は楕円相関の長軸の方向は Z軸に対して約600
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図6:楕円形相関関数を持つ不規則静止画像

Simulated random image with elliptic correlation function (α2 = 0.138， b2 = 0.358， c = 0.095，γ= 1.0，μ0=0.0， 

ν。=0.0). 
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(A) Sample correlation function 

図7:r狭帯域j不規則静止画像

n 

m 

(B) Random image 

Simulated “narrow-band" random image with elliptic correlation function (α2 = 0.138， b2 = 0.358， c = 0.095， 

γ= 1.0，μ0=π/4，均 =π/8).

である。実際、図 7(B)では周期的な相闘がこの方向に表れていることが画面全体を左上から右下に走る縞

模様で良く分かる。また、画像を発生させるための駆動雑音として一様雑音を用いたが、混成法でFourier

変換を用いたため中心極限定理によ って、出力はガウス確率場になる。

2方向に周期的な相闘がある不規則静止画像 図8(B)に発生させた 2方向に周期的な相闘がある不規則

静止画像、図 8(A)にその相関関数を示す。画素数は M =N  =256とした。パラメタ α1，bl，α2， b2について

は、安定性から先と同様の制限があり、安定限界と相関の大きさについても同様である。また、パラメータ
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(A) Sample correlation function (B) Random image 

図8:2方向に周期的な相関を持つ不規則静止画像

Random irr時 ew油 aw町 ycorrelation in two directions (αT = 0.248， bT = 0.248， CI = 0.0， a~ = 0.248， 

b~ = 0.248， C2 = 0.0，γ= 1.0，μπ/10，νπ/20，μ2=π/4， V2 = -7r/4). 

13 

CI，C2が、楕円の方向を規定することも同じであり、この例では α1= bJ， α2 = b2， CI = C2 = 0であるため、移

動前の元のスペクトルあるいは相関関数は等方である。

図8は等方相聞からスペクトルのピークを土μ1(=π/10)，土ν1(=π/20)と、士μ2(=π/4)，平均(=π/4)の合

計4箇所に移動したモデルであり、図の右上から左下および左上から右下に走る 2方向の縞模様から 2方

向に周期的な相関を持つ画像であることが分かる。

不規則動画像 M = N = 128として、計算機により発生した動画像 128コマ(約 30秒)はl/24秒(同一

画像を 6フレーム表示)で、 AVI形式の動画像ファイルを作成した。その一部を図9、10に示す。図9は楕円

形の相関関数を持つ『狭帯域』不規則動画像であり、パラメタ α，b，C，μ0，町，γは『狭帯域』不規則静止画

像で示した図?と閉じものである。また、図 10は楕円相関の長軸の方向が負(均)になっているが、図9と同

じパラメタで、ドリフト速度 U= 1で発生させた『狭帯域』不規則ドリフト動画像である。時間の相関に関

するパラメタ Fは、 IsI< 1の範囲で任意であるが、 1に近づくと安定限界に近くなり、相闘が大きくなる。

楕円相関の長軸の方向の違いにより、図9では縞が画像全体に左上から右下に走るのに対して(図?と閉

じ縞模様)、図 10は逆に画像の右上から左下に走る。さらに、図 10はドリフト画像であるため図9と異り、

tの増加と共に画像が右方向にドリフトしている。この様子は図 10では明瞭に識別し難いが、作成したビ

デオを見ればドリフトの様子が明瞭に分かる。

5 むすび

以上本研究では、不規則静止画像、動画像を発生する簡単な合成アルゴリズムを提案し、特に海面波浪

の様なテクスチャ画像のモデルである『狭帯域』不規則画像、すなわち周期性の強い相関を持つ不規則画

像の例について詳しく述べた。一般に、動画像の発生には静止画像 (2次元確率場)の発生アルゴリズムを
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e=5 e = 10 e = 15 

e = 20 e = 25 e = 30 

e = 35 f=40 e = 45 

図9:楕円形相関関数を持つ『狭帯域』不規則動画像

Simulated “narrow-band" random moving image， (α2 = 0.138， b2 = 0.358， c = 0.0095，γ= 1.0，μ0=π/4， 

均 =π/8，s = 0.904875). 
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『狭帯域』不規則動画像の発生

e=5 e = 10 e = 15 

e = 20 e = 25 e = 30 

e = 35 e = 40 e = 45 

図 10: r狭帯域J不規則ドリフト動画像

Simulated “narrow-band" random moving image with driれ， (α2 = 0.138， b2 = 0.358， c = 0.095，γ= 1.0， 

μ0=π/4，均=一π/8，s = 0.904875， U = 1 ). 
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16 高橋信行

3次元に拡張することで可能であるが、本論文では時間・空間につき変数分離形のスベクトルを仮定して、

3次元画像として扱った。これは時間相関と空間相聞を各々独立に指定できる便利性と、動画像発生アルゴ

リズムが非常に簡単になる利点がある。しかし、本文で与えるドリフト画像はもはや変数分離形ではない

時空間スベクトルを持っている。従って、本論文で提案した動画像のモデルは種々の動画像を処理する際の

対照モデルとして十分有効であると思われる。今後は、本方法で作成した画像モデルを推定・検出・ろ波な

どの画像処理に応用した例を報告する。
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地域福祉と福祉情報システム

Regional Welfare and Welfare Information Systems 

亀田彰喜

Akiyoshi KAMEDA 

Abstract 

Every ye民 thereare more senior citizens in Japan. We must provide 

them various services of welfare at a low budget， but it is very difficult to do 

this. It is the best method to use information systems to advance the efficiency 

of works of welfare in the future. Many local adminis仕ationsuse computers for 

office work of welfare at present. Mter血is，we must construct information 

network systems for directly providing welfare service， and it is the best 

method to use information network systems and cable television (CATV) for 

regional welfare work. 

We in仕oducesome cases of using information network systems and 

CATV for regional welfare work. Patients send medical data to hospitals and 

clinics by CATV from home， and doctors are able to get medical data of 

patients at hospitals and clinics by information network systems. Senior 

citizens wil1 go on increasing in the fu加re，so it is more necess訂 Yto use 

information network systems and CATV for regional welfare work. 

はじめに

近年、我が国は高齢化社会を迎え、年々、総人口に対する高齢者の割合が増加してきている。そし

て、それにしたがい、福祉サービスに対する需要も増加してきているが、果たして福祉サービスを必

要とする地域住民に対して、円滑にまた充分に提供できるかが疑問となってきた。さらに、限られた

予算や人的資源のもとで、充分な地域福祉事業を実現するにはかなりの困難がともなう 。これらを円
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滑に進める手段のーっとして、地域福祉事業への情報技術の活用が考えられる。

これまでも、地方公共団体においては、福祉関係の業務に関する情報システムの導入が進められ、

事務処理や管理業務にその効果を発揮してきた。しかし、事務処理や管理業務だけでなく福祉サービ

スの分野においても、情報ネ ットワークや CATVを利用することが今後の課題であろう 。今後、福祉

事業は直接福祉サービスの利用者に福祉情報を提供する情報ネットワークシステムが構築されなけれ

ばならない。そして地域福祉事業を推進するためには情報ネットワークや CATVを利用することが最

適であると考えられる。

そこで、本稿では地域福祉事業のために情報ネットワークや CATVを利用しているいくつかの事例

を紹介し、地域福祉への情報システムの利用の効果と将来性を模索してみたい。例えば、情報ネット

ワークによる医療データの診療所や病院での利用、また、 CATVを利用した在宅患者の検診データの

病院への転送、このようなことは現在、特定の地域で試験的に実施されているが、今後、益々高齢者

が増加するにしたがって、地域福祉事業にたいする情報ネットワークや CATVの利用が必須となるで

あろう 。

地域福祉の問題は、今や我が国では現実的な問題であり、福祉サービスの公共性と実践性において

も無視できない重大な問題である。と同時に、今後益々増加するであろう福祉情報に対し、それを迅

速に、円滑に、かつ正確に処理することが求められる。

現在、情報ネットワークは、グローパルなものと位置付けられ、多方面に活用されているが、本稿

では私たちの生活の一環としての地域福祉における支援システムとしての活用を模索してみる。

2 地域福祉と福祉情報化

地域福祉は大別して二つの形態に分けることができょう 。一つは法や公的施策のもとに政府や市区

町村、社会福祉協議会などが主体となって進める形態のものと、もう一つは地域社会における地域住

民によって、自主的に進められる相互扶助や相互支援といった地域組織によって行なわれるものとで

ある。福祉情報化は、主として前者にとって有効な手段となる。福祉情報化の目的の一つは福祉サー

ビスを必要とする住民に対し、福祉情報を提供し、福祉施策を効果的に実施することである。

すなわち、福祉情報化は、福祉に関係する情報を地域福祉の推進のために提供するための手段であ

り、そのためには、地域住民に対する福祉サービスの情報を提供するとともに、福祉ニーズの把握や

ケアマネジメント体;制のシステム化を構築することも必要である。

このような地域福祉の体制が確立されると、次に社会福祉サービスが利用希望者に充分に提供され

ているのか、また、福祉情報が地域住民に充分に利用されているかどうかが重要な問題である。すな

わち、福祉サーピスを必要とする利用者は、多くの場合、情報弱者であり、これらの地域福祉の体制

へのアクセスが困難である場合が多い。福祉情報や福祉サービスの提供者は利用者に適したサービス
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を提供するには、情報ネットワークのもとに各福祉施設や保健医療施設が連携し、福祉サービスを提

供できる体制作りが必要で、ある。とくに、福祉サービスを必要とする高齢者は山間部の僻地や過疎地、

さらには豪雪地域などであることが多く、このような地域であるが故に、福祉サービスや福祉情報が

充分に提供されるためには、福祉情報化が必要とされるJ)。このような地域にこそ、国および地方公

共団体による福祉情報化が進められなければならないし、福祉情報化はこのような地域にこそ最もそ

の力が発揮され、その効果が期待される。

3 福祉の情報化をめぐる動向

年々高齢化が進むにしたがって、地域住民における福祉に対するニーズは益々高まっており、さら

に量的および質的な充実した福祉が求められる。これらのニーズに対して、平成元年 12月に「高齢者

福祉推進十ヵ年戦略(ゴールドプラン)Jが打ち出された。さらにまた、平成 2年6月に「老人福祉法

等の一部を改正する法律」が成立し、それにより、社会福祉関係人法が改正された 2)。 これにより一

応、市区町村における住民に対する社会福祉サービスにおける法的体制づくりが確立したと言えよう。

一般に企業における情報化はかなり高度に進んでいるが、福祉における情報化については、つい最

近、情報システムなどが導入されるようになった。それは福祉サービスにおける内容や利用方法など

が、従来のような体制やシステムでは、福祉サービスを必要とする利用者側に充分に伝達されるであ

ろうか、ということが疑問であったことが情報化を遅らせたのであったが、しかし最近、情報ネット

ワークの技術の発展とともに、福祉サービスにおける情報を積極的に提供するためには情報化がやは

り必要で、あると強く意識されるよつになったためである。

従来から兎角、福祉サービスの利用者側にとっては、福祉サービスの供給者がどのような福祉サー

ビスを提供しているのか、その内容を知る機会が少なかった。このような問題を解決する手段の一方

策としても、福祉の情報化は有効な手段のーっと言える。

このようなことから、平成元年 3月に厚生大臣の諮問機関である福祉関係三審議会合同企画分科会

から「今後の社会福祉のあり方についてjの意見具申が出され、そして平成 5年 12月に老人保険審議

会の「老人保険制度の見直しに関する意見具申」、平成 6年3月に高齢者社会福祉ビジョン懇談会にお

ける 121世紀福祉ビジョン」、平成6年 12月に高齢者介護・自立支援システム研究会における「新た

な高齢者介護システムの構築を目指してJと相次いで答申・意見具申・報告書などが出されたが、い

ずれの答申・意見具申・報告書においても、今後の社会福祉のあり方および福祉サービスの提供に関

して、情報システムおよび情報ネットワークの活用が必要であることを提案しており、既に、いくつ

かの自治体において情報システムや CATVの利用が試験的に実施されている。

また一方、情報化の推進の中心である通産省が、平成 6年5月に産業構造審議会情報産業部会の 121

世紀の知的社会への改革に向けてJの答申の中で平成 22年までに全国に光ファイパー網を整備するこ
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とを示しており、平成 6年8月には総理大臣を本部長とした「高度情報通信社会推進本部」を設置さ

せ、情報化への基盤整備が本格的に進められることになった。このような政策の方針に基づいて、厚

生省においても平成6年 5月に「情報化推進連絡本部Jが設置された。

そして、平成 6年6月に郵政省通信政策局内に厚生省の参加のもとに「高齢化社会における情報通

信の在り方に関する調査研究会jが設置され、保健・医療および福祉の情報化を進めるとともに、情

報ネットワークシステムなどの技術を活用した高齢者のための福祉情報支援システム構築についても

提言している。さらに、平成 7年 2月に厚生省は「保健医療福祉サービスの情報化に関する懇談会j

を発足させ、その報告書のなかで、介護における情報化の進展とその役割、および、高齢者や身体障

害者に対する情報サービスの必要性と福祉・介護情報サービスの標準化を提言するとともに、高齢者

や身体障害者が使いやすい情報機器の開発の必要性を強調している 310

4 ニューメディアを活用した福祉情報化

福祉情報については日本地域福祉学会が編集した地域福祉事典には「住民や福祉サービスの利用者

自体に関する事柄、福祉に関わる施策やサービスあるいは施設やマンパワー自体に関する事柄及びそ

れらの両者の状況関係に関する事柄についての“報せ"であり、社会福祉に関して、判断を下したり、

行動を起こしたりするための知識j と定義しており、福祉に関する情報化というより、福祉に関する

情報の報せとしての意味合いで定義している 4)。

今後、福祉情報化をいっそう推し進めるためには、福祉サービスに関する事柄、福祉施設に関する

事柄、およびマンパワーに関する事柄などについての報せとしての情報を広範に提供し、活用し、支

援するための取り組みやシステムがより必要とされる。従来から、広報活動および相談活動は実施さ

れてはいるものの、情報ネットワークを活用することによって、より効果的な活動が可能となる O す

なわち、これからの福祉活動に、情報技術といった新しい技術を導入し、活用することによって、福

祉情報化としてのより効果的な活動が期待できる 九

福祉情報化として、次のような福祉情報システムが考えられる。

① 緊急通報システム

近年、高齢者のひとり暮らしが増加しているが、高齢者が緊急時に外部の救急施設に連絡をとれる

ような機器やシステム設置することによって、高齢者の安全を確保するためのシステム 6)。

② 福祉サービス情報提供システム

デジタル通信技術の活用により、福祉サービス、福祉施策、福祉施設、福祉機関などの福祉情報デ

ータベースの検索により、市民に福祉情報を提供するシステム。
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③ 遠隔健康相談システム

外出困難な高齢者が家庭に居ながらにして、 CATVなどの双方向通信技術を活用して医師から健康

診断を受けたり、保健介護施設より介護支援を受けることのできるシステム 71。

④福祉情報検索システム

福祉サービスの希望者が福祉施設や施策およびサービス内容を検索し、利用者が希望する福祉サー

ビスが見つかった場合、その福祉サービスの申し込みや予約などが行えるシステム。

以上のようなシステムは福祉サービスを受ける地域住民に対して直接関与するシステム、すなわち

直接的福祉情報システムであるが、これに対し、福祉行政やそれに関係する事務的な福祉システムも

考えられる。それは間接的福祉情報システムであり、次のようなシステムが考えられよう 。

⑤ 福祉事務管理システム

福祉サービスの申請事務や福祉サービスの費用の算出、また利用者への請求書の発行などの事務処

理や福祉サービスの利用状況の把握と利用予約などの事務処理を行うシステム。

⑤ケアマネジメントシステム

厚生省は現在、健康保険証のカード化を検討しているが、今後磁気カードや ICカードの導入により

福祉サービスの利用状況やサービスの内容を把握し、福祉サービスのニーズから、ケアプランを作成

し、個別の福祉サービスの管理などを行うシステム 81。

⑦福祉情報統計システム

行政事務などで得られた情報をデータベースとして将来の施策や企画に活用することを意図として

統計資料として活用する。

以上のような、福祉情報システムが、今後、開発の期待されるシステムとして考えられるが、では

実際、どのような福祉情報システムが構築され、活用されているのか、いくつかの事例を見てみる O

5 福祉情報化と情報ネットワークシステム

福祉行政において情報ネ ットワークを活用することは、福祉行政の立場から福祉施策に関する情報

や福祉サービスに関する情報を行政管内の地域住民に充分に認知させる手段として、非常に有効的な

手段であると考えられる。

例えば、在宅を中心とした利用者に対する福祉情報の提供についても各地域に在住している利用者

にと って、情報ネットワークは福祉情報や福祉サービスを得る効果的な手段にもなる。特に多種多様

な福祉サービスが施策されても、それを利用者が知っているのと知らないのとでは、大きな差異が生
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じる。このように情報ネットワークを活用することは福祉情報や福祉サービスの利用者への認知に有

効的な手段あることは間違いない。

ケアマネジメントにおいても情報システムの活用することによって、計画的、効率的なケアマネジ

メントの提供が可能となり、利用者に関する情報をデータベース化することによって、効率的なケア

マネジメントが実現できる。

さらに、地域住民の文化や福祉への生活情報の提供の手段として、情報ネットワークを活用するこ

とも考えられるが、最も地域住民に親しみが持てるものとして CATVも考えられる。CATVは他のメ

ディアに比べ、地域に密着したメディアであるために、今後、地域社会における地域福祉や生涯学習

に活用が一層期待できる。

福祉行政を推進するにあたっても、今後益々増加する福祉行政における事務処理の効率化のために

は情報システムの利用が必須である。データベース化した利用者の情報を活用することによって、計

画的福祉行政が可能となる。このようなことから、福祉施策や福祉行政において情報ネットワークを

利用することが有効的な手段であるといえる。そこで実際に情報ネットワーク CATVを利用している

地域福祉活動について見てみる。

5. 1 五色町

兵庫県の五色町では早くから情報化による検診や医療情報の管理を目指していた。平成 3年に自治

省の地域情報化対策として双方向の通信ケーブルの架設工事を行い、平成 7年から淡路五色 CATV局

を設置し、その運用を開始した。

淡路島には洲本市に県立淡路病院があるが慢性的なベッド数の不足であることから、五色町では 3

ケ所の町立診療所と開業医との連携と信頼関係に基づいた独自の在宅保健医療福祉支援システムを構

築した。当初は昭和 63年9月に ICカード採用し、これに医療情報を記憶させた保健医療情報システ

ムを構築し、診療医にとっては、病院や診療所などの各医療機関にまたがって医療処置や検査結果及

び診断内容を知ることができ、重複投薬などを避けることに効果があった。しかし、医師にとっては、

診療時におけるその都度の各患者のデータ入力が負担ともなった。

平成 2年 10月より 60歳の高齢者を対象に IC内蔵の「健康カード」発行し、このカードに健康医療

情報を記憶している。さらに、平成4年には乳幼児を対象とした IC内蔵の「すこやかカードjを発行

している。これら ICカードに記憶される基本情報としては、住所、氏名、健康保険証番号などの個人

基本情報、現病歴情報、既往歴情報、家族歴情報、投薬情報、検診情報、検診履歴情報および医師用

のメッセージ情報などの基本情報が記憶される。さらに、「健康カードjにはこれ以外に、福祉基本情

報、福祉・ケア情報、 一人暮らしなどといった生活総合情報も記憶できるようになっている。そして、

「すこやかカードjには上述した基本情報以外に乳幼児と母子健康を対象とした母子手帳情報、予防
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接種情報、歯科診療情報などが記憶できる 9)。

その後、平成 5年に CATV局が設置され、平成 7年からこの通信網を利用して診療所の医師と在宅

患者との聞で双方向の伝送システムを介して患者の血圧や心電図などのデータを伝送する在宅保健医

療福祉支援システムの運用が開始されるようになった。そして、 CATVにより医師と患者との聞の問

診も可能になった。さらに、在宅療養の患者にたいしては、家庭に CATVの端末機と血圧や心電図な

どのデータを計測できるパイタルセンサーを設置し、 CATV局を経由して、診療所に医療情報を伝送

することもできる Iへ その際、有線テレビで患者の家族に対する介護相談や介護指導なども行なって

いる。また、要介護老人や虚弱老人に対しても、訪問看護婦、保健婦、理学療法士などの訪問により、

在宅ケアを実施している。彼らの在宅ケア時に、訪問先の老人の身体異常を発見した場合は、彼らが

携帯している CATV用端末により、所定の医療機関に異常状況や医療情報を直ちに伝送し、医師の指

示を仰ぎ適切に対処する。五色町では、現在このような在宅支援システムにより地域の高齢者に対す

る介護、在宅ケア、および福祉に対する支援を図っている 11)。

5.2 野迫川村

奈良県野迫川村は面積 155平方 Kmに約 300世帯が在住し、過疎と高齢化の進む山村である。村民

の約 40%が 60歳以上の高齢者であることから村役場では高齢者に対する医療問題が長年の重要課題

でもあった。このような現状に対し、村役場では平成 11年から村内の各世帯を総合デジタル通信網で

結び、健康に不安を持つ高齢者の血圧などのデータを各家庭から診療所に、この通信網を使って伝送

するシステムを設置した。診療所の医師はこの送られてきた各個人のデータをチェックし、健康管理

を行っている。また緊急時には、通信装置に設置されている緊急ボタンを押すことによって、村役場

の職員が駆けつけるといった体制も整えている。さらに、 200世帯余りにはテレビ電話が設置されて

おり、診療所の医師からの問診による健康状態の確認にも活用されている 12)。

滋賀県内には現在 CATV局は 6局あるが、そのうち 2局は自治体が運営している。そこでこの 2局

余呉町と湖東町の事例を取り上げてみる O

5. 3余呉町

滋賀県の余呉町は従来から、地形的に電波の難視聴地域であって、 TV放送を各家庭で個別に受信す

ることが困難な地域であったため、昭和 30年代より順次、共同受信施設を設置してきた。このような

実情から、すでに町内には、 TVの共同受信施設から各家庭への回線が張り巡らされていた。難視聴解

消の基盤整備が整った後、さらに地域住民に対し、都市と地方との情報格差および文化の地域格差を
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是正するために、一般の TV放送以外に、通信放送の映像番組や多彩な情報を提供したいという意図

で、 CATVの設置を考えた。そして、 CATVは地域に密着した自主番組を作成することによって、地

域住民の連帯感や自治意識などの高揚を図ることができ、地域福祉や介護活動の支援にも活用が可能

であると考えられた。

CATVの持つこのような利点を地域住民に供与するために、平成 3年 12月に有線テレビジョン放送

法の申請を郵政大臣に提出し、過疎地域活性化特別措置法に基づく助成金 10億円をもとに、平成 5年

11月に余呉町に CATV局「コミュニテイ・ネットワーク・ヨゴ」を開局した。利用者に対する加入金

や利用料は助成金で建設したため無料である。そのため、余呉町の 1，291世帯の全世帯が加入してい

る。

この余呉町の CATV局コミュニティ・ネットワーク・ヨゴは、装置としては利用者管理装置、伝送

路管理装置、編集装置、ヘッドエンド装置などから構成されており、利用者管理については各利用者

が受信番組に対する契約が個別に異なることから、各利用者別に利用料を算出する。伝送路管理装置

は各利用者別の契約に基づいた番組の伝送の管理を行っている。自主番組を作成するための編集装置

は、第 1編集装置と第 2編集装置の 2装置があり、第 l編集装置で主に撮影してきた自主撮影映像の

編集を行っている。そして最後にヘッドエンド装置によって、自主作成した映像番組と文字情報番組

などをタイマーにより自動伝送する。

これらの装置によって伝送される映像番組は、地域住民を対象に製作されたニュース番組、町議会

の中継番組、町内の行事や学校行事などのお知らせ、生涯学習としての講演会などを収録した映像、

また、高齢者の生活の知恵を生かした生活情報番組などで定期的に再送信している。また、文字情報

放送としては、行政広報や地域住民へのニュースおよび、生涯学習などの文字情報も常時伝送してい

る1310

5.4湖東町

滋賀県湖東町の CATV局の開設は、平成 3年 11月に農林水産省において集落環境基盤整備事業の一

環として採択承認され、平成 5年 3月に郵政大臣に CATV施設設置の認可申請し、同年 7月に認可さ

れた。そして、平成 6年 11月に湖東町 CATV局として「湖東コミュニテイネ ットワーク」を開局した。

これは、農林水産省の集落環境基盤整備事業の補助金 16億4千万円余りと非補助金 l億 3千万円余り

の合計 17億 7千万円余りの事業資金で建設されたものであって、当初この CATV局は集落環境基盤整

備事業の一環として開設されたのである。

そのため、この湖東コミュニテイネットワークは次の 4つのシステムから構成されている。このシ

ステムは農林水産省の集落環境基盤整備事業を主事業と設置されたシステムであることから、ケーブ

ルテレビ関係だけではなく、 農村下水道管理センターや農業気象水位観測施設なども設置されており、
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これらを回線で、結んだ農村下水道処理施設集中監視制御システム、および農業気象水位観測システム

で構成されている O これらのシステムから得られた情報を地域住民に知らせるシステムとして、ケー

ブルテレビシステムが設置されたのである O さらに CATVとして個別家庭に張り巡らされた回線を活

用した有線放送電話システムも付加されている。

湖東コミュニテイネットワークの CATV局の装置は有線放送電話のための電話端末機管理装置およ

び加入者管理装置により町内の電話システムや顧客管理を行っている。尚、この電話に関しては町内

での使用料金は無料である。さらに、 CATV局には欠かせない編集装置はやはり、第 1編集装置と第

2編集装置の 2装置を設置している。そして、農業気象水位情報や静止画文字情報を放送するための

ページング放送装置も設置されており、最終的に映像番組や文字情報などを放送するための放出管理

装置により各家庭に双方向同軸ケーブルを通して、情報を伝送している O

自主放送番組としては、集落環境基盤整備事業としての CATV局の開設であったことから、まず農

業気象水位情報として、町内に設置された自動気象観測装置より送られてくる情報、すなわち気温、

湿度、風向、風速、地中温度、貯水池の水位、積雪、降水量、霜予測、日射量などの情報を提供する。

さらに、農村下水道処理情報として町内 14ヶ所から送られてくる流水量、水質などのデータを監視

するとともに、これらの情報も常時提供している。

このような集落環境基盤整備事業としての情報以外に、 CATVとしての自主作成の放送番組として、

町役場からのお知らせ、行政広報、町政ニュースや町議会の中継などの番組、農業改良普及員からの

農業指導や連絡などの農業番組、保健所だよりや介護および生涯学習などの生活関連番組、地域福祉

や地域での催しなどの地域活動番組をも作成し、編集して放映している。

さらに、文字放送として町内行事のお知らせや冠婚葬祭、および行政広報などの静止画文字情報を

常時、伝送している。このような自主作成番組とともに、一般のテレピ放送の再送信をも行っている。

湖東町にとって、この CATV局は疎遠になりがちな人間関係を親密なものにし、住民の交流や新た

な生活の発見に喚起し、活気のある町づくりを意図して設置したのであった 14)。

現時点では実施されていないものの、将来、地域福祉に対する CATVや情報通信システムの活用が

可能であり、外出が困難な高齢者には CATVの双方向を活用して遠隔健康相談システムにより、病院

や保健所に接続して、問診、血圧、体温などのデータを伝送し、医師の診断を受けることも可能であ

るO

湖東町および余呉町の CATVとも主として、町内の住民に対するニュース、行政広報や生涯学習に

活用されているが、余呉町の CATV局はインターネットとの接続も計画し、プロバイザーとしての機

能も持たせる予定でもある。

将来、 CATVの活用として高齢者の福祉および介護の面での更なる活用が期待され、地域住民に対

する福祉情報の提供と健康管理なども可能である。CATV とインターネットとの接続によって、情報
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収集において、大都市に対し、距離的なハンデイキャップを意識することなく、地域の活性化や生活

文化の向上に効果が期待される。そして、地域の福祉と医療に関しては、 CATVの双方向通信の特性

を活かして、五色町のように高齢者に対する遠隔健康相談や在宅医療への活用が期待で、きる。

6 行政による福祉情報化

一般に福祉関係の事業は国の法律や限られた予算のもとで実施されるが、実際の福祉事業は各地方

公共団体によって実施されることが多かった。しかし、介護保険の導入により実施主体も徐々に変化

してくるであろうが、しかし、地方分権の動きにともなって、福祉事業は地方公共団体に従前と依存

するところが大きい。

このような福祉行政の変化の中で、益々増加する福祉行政の事務量の増加に対して情報システムの

利用が必至となってきている。企業と同様、当面は、福祉行政における事務処理における情報化に重

点、が置かれるであろうが、その後、次の段階として、情報ネットワークを活用した福祉における統合

的情報ネットワークシステムへと進展させていくことが求められる。

従来の福祉行政の情報化は、主として事務処理の効率化として進められてきた。現時点では、これ

はほぼ達成されているといえる。今後は実際の福祉サービスを提供するには、どのように情報通信の

技術を活用し、福祉のニーズに対し、いかに効果的に福祉情報が提供できるかが問われ、そして、そ

のようなシステムの開発が求められる 15)。

企業における情報化は早くに進められた。それは企業の業務内容が会計処理などにおいて、その業

務内容が比較的定型的なものであることから、情報化が容易であった。しかし、社会福祉に関しては、

その内容が、人と人との人間関係を中心とした対人的業務が主体であることから、福祉に関する業務

をコンピュータで処理すること自体、不適切であると考えられていた。そしてまた、福祉の業務内容

が対人的なものであることから企業の業務と異なり非定型的な業務内容も多く、これらのことが福祉

の情報化を遅らせる要因となった。そしてさらに、福祉はその内容が人間を対象とすることから、個

人情報の保護といった観点からも情報化をさらに困難にしてきた。

しかし、平成元年から厚生省は情報化事業として、中央情報センターを社会福祉・医療事業団に設

置し、各都道府県に設置されている高齢者総合相談センターと接続し、各都道府県の高齢者に対する

福祉・保健事業を支援するために WHISNET (Welfare and Health Infonnation System Network)により、

福祉および保健に関する情報を提供している。現在ではこのシステムをさらに拡張し、各市町村や在

宅介護支援センターにまで接続し、一部、情報の提供を始めている。この中央情報センターから提供

される情報は、固としての福祉・保健関係の施策情報、福祉関係の施設情報、福祉機器およびその福

祉機器の取り扱い業者、福祉に関する専門誌や記事などの情報である 1610
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7 終わりに

地域福祉の分野で、事務処理でのコンピュータの導入かなり進められてはいるものの、今後とも地

域福祉のコンテンツの充実を図るためには、福祉の利用者への福祉情報化が進められなければならな

い。そして、それはあくまでも地域福祉の充実のための手段であり、それらを支援するためのもので

ある。事例としてここでは、地域福祉情報化の先進地域である兵庫県五色町の CATVによる在宅療養

システムや保健・医療のための ICカードシステムを取り上げてきたが、これはあくまでも一つの試作

的な地域福祉情報化のモデルであって、今後の地域福祉情報化の進展のための礎である。

滋賀県の余呉町と湖東町の CATVは地域住民への生活情報の提供としては、充実してはいるものの、

地域福祉の情報化においては今後とも期待されるところである。このょっに地域福祉の情報化を図る

ためには、ハード面での充実も重要で、あるが、これらを影から支えている人的な面での充実も忘れて

はならない。

また、介護保険制度が導入されたことにより、それの事務処理の情報化、さらに発展して地方公共

団体や在宅介護支援センターでは、福祉情報システムの構築が求められる。この介護保険制度の導入

により、多様な福祉サービスに対応しなければならない。そのためには、福祉情報提供のための円滑

な効果的な福祉情報システムの開発が必須となる。現在、福祉情報を円滑に地域住民に提供する情報

システムの開発が進められてはきているものの、福祉の情報化の観点からすれば単なる福祉の事務処

理のためのコンピュータの導入のみならず、地域福祉の情報ネットワークの構築と活用とともに、

CATVなどのメディアとも連携し、ネットワーク化することにより、さらに福祉情報化を進める必要

カfある。
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心拍数からみた大学スキー実習中の運動強度の推定

Studies on Heart Rate Change during Practical Skiing 
and Estimation of the Intensity of Exercise 

岡本進

Susumu OKAMOTO 

Abstract 

The purpose of this study was to determine the physiologica1 intensities of 

“practical" skiing. Heart rate during the exercise of practica1 skiing was measured 

on four ma1e and four fema1e university students aged仕om19 to 21 years with 

average maximal oxygen uptake of 45.1 and 37.2 ml/kg.min. Heart rate was 

recorded continuously by using the heart rate monitor (POLAR V ANT AGE XL). 

Oxygen intake per maxima1 oxygen uptake (% of V0
2 
m杭 duringpractica1 

skiing was calculated仕om出eequation of relationship between heart rate and 

oxygen uptake obtained during an exhaustive running test on a民 admill.

Heart rate during practica1 skiing increased about to 100-130 beats/min. Mean 

heart rate averaged 110.4:t1O.5 for males and 114.2:t3.3 beats/min for females. 

These values correspond to 24.8-61.3 % of V0
2 
max. The mean percent of maximal 

oxygen uptake averaged 36.0:t8.8 for male students and 46.6:tll.4 % for fema1e 

students. 

1 緒言

スキーは，性別，年齢，技術，体力に応じてい

ろいろな滑走が楽しめることから，生涯スポーツ

として多くの人々に親しまれている。現在広く 一

般に行われているスキーは，回転運動が中心とな

っており，スキーヤーは地形や斜面，雪の状況の

変化などを素早く読み取り，つねに最適の動作を

とることが求められる。運動の繰り返しの中で、バ

ランス感覚や，調整力が高められ，体力の向上が

期待できる O健康スポーツを志向する一般スキー

ヤーにとっては，冬季の運動不足を解消するだけ

でなく，健康増進への期待も大きい。スキーが冬

季の重要な体育教材である理由の一つはここに

ある。

これまで，スキーに関する研究は，競技力向上，

動作分析，傷害発生のメカニズムやその予防を目

的とした研究が多くなされ，バイオメカニクス研

究，医学的研究が主で健康増進に貢献するスキ

ー運動に関する体力科学的研究報告はほとんど

見られない。これは，スキーが斜面を重力によっ

て落下しつつ，意図する方向へ用具を利用して，

回転するという技術特性を持っており，スキー運

動に要求される体力要素が，筋力やスピード，持

久力といったエネルギー系能力より，平衡性や柔
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軟性，巧綴性といったサイパネテ ック系の能力に

重点がおかれることに起因するからでであろう 。

また，スキーは自然の中で実施されるのが普通で、

ある。そのため，気象条件や場所，さらに斜面状

況などの要素が測定上の困難性を引き起こして

いることも見逃せなしミ。近年では，小型軽量の腕

時計タイプの心拍計が開発され，滑走中の心拍数

が運動の制限を受けることなく容易に測定出来

るようになった。

本研究は，冬季スポーツとしてのスキーの滑走

中の心拍数測定から，全身持久性を向上させるに

十分な運動強度が確保されているかを明らかに

するため，心拍数一酸素摂取量関係式から，スキ

一実習(体育授業)中の運動強度を推定した。

2 方法

2. 1被検者

被検者は，本学学生男子4名 (19~21 歳)およ

び女子4名(I9~20歳)の合計8名である 。 いずれ

も本学健康・体力科学 Iにおけるスキー実習の参

加者であり，スキー技能習熟度別に構成されたグ

ループ(上級，中級，初級)から任意に抽出した。

被検者には事前に実験の目的，方法および予想さ

れる問題点について十分な説明を行った上で，実

験に参加することを依頼した。その結果，快く承

諾し，実習中に心拍数測定を受けた。また，実験

室で形態測定と最大走運動テストを受けた。

2.2形態の測定

形態の測定では，身長，体重および皮下脂肪厚

を計測した。皮下脂肪厚は，皮脂厚計(栄研式)

を用いて上腕背部と肩押骨下縁部を計測し，これ

らの値からBrozecら1)および、Nagamineら10)の式

によって体脂肪率を算出し，体脂肪率を用いて除

脂肪体重を求めた。対象者の形態および身体組成

を表 1に示している O

2.3最大走運動テスト

最大走運動テストでは，トレッドミルを用いて，

歩および走運動を負荷し，疲労困懲に導いた。ト

レッドミルの傾斜角度は男子では7%，女子では

5%に固定させ，速度は初速80m!分から30秒ごと

に5m!分ず、つ漸増させた。運動中の呼気ガスは，

岡本進

Table 1. Physical characteristics of subjects 

Subject 
Age Height Weight Fat* 

~ (cm) Qsg2 ~ 
T.N. 21 173.2 77.8 22.9 
T.K. 19 171.4 58.8 13.0 

Male 
K.K. 20 165.1 62.1 16.0 
J.H. 19 164.2 61.1 12.5 
Mean 19.8 168.5 64.9 16.1 
SD 1.0 4.5 8.7 4.8 
S.T. 19 152.3 53.0 33.6 
c.K. 19 166.7 56.6 17.0 

Female ~:恥1. 19 167.9 67.9 28.7 
male M.Y. 20 171.3 57.5 24.2 

Mean 19.3 164.6 58.7 25.9 
SD 0.5 8.4 6.4 7.0 

* Measurement of skinfold by a caliper 

エアロモニタ(ミナト医科学， AE-280S)に導い

て測定し，酸素摂取量 (V02) を30秒間ごとの平

均値として算出した。心拍数 (HR) は，心電図

モニタ(日本電気三栄，バイオビュー2E61VX)

を用いて30秒ごとに測定した。

これらの測定から，最大酸素摂取量 (V02max)

および最高心拍数 (HRmax) を求めた。V02max

はV02のピーク値とした。

測定は，滋賀県立大学健康体力測定室で実施さ

れたO測定時の室温は17
0

C，湿度は51%であった。

2.4実習内容と心拍数の測定

表 2には実習内容の概要を示している。実技 I

からWは講師によるグループ別講習であり， Vは

個人の復習を課題とする自由滑走である。各グル

ープは技能習熟度別に編成され， 10名前後で構成

Table 2. Program for practical skiing 

Time 1st day 2nd day 3rd day 

9:00-

10:00・

11 :00-

12:00-

13:00・

14:00・

15:00・

16:00・

17:00・
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されている。講習時間は2時間30分を標準として

いるが，開始時間および指導内容は講師の判断に

委ねられている。

心拍数の測定にあたっては，パンテージXL

(POLAR社製)を用いた。電極はベルトで胸部

に装着して，左手首に装着したレシーパーで1分

ごとに記録した。装置の設定と脱着は実習前後に

宿舎にて行った。

なお，スキー実習は平成11年2月21日から24日

に長野県志賀高原一ノ瀬スキー場で、行った。実習

期間中の天候は概して晴で，実習中のゲレンデの

外気温は_2
0
C~+50Cで、あった。

2.5実習中の運動強度の推定

実習中の運動強度を推定するために，最大走運

動テストにおける心拍数と酸素摂取量との関係

から一次回帰式 (a) を求めた。しかし，実習中

に出現した心拍数の度数の範囲が最大走運動テ

ストで得られた心拍数の範囲をカバーしないケ

ースが生じた。このため，この間隙を埋めるため

に図 1に示しているように，安静時から比較的軽

度な運動強度までの回帰ライン (b)を想定し， 2 

本の直線から求めることにした。これは，心拍数

が100拍/分以下のような強度の低い運動が含ま

れた場合には，過小評価する恐れがある2)からで

ある。この場合，安静時の心拍数を60拍/分と仮

定して，このときの酸素消費量を3.5ml/kg.分とし

た。

3.5 

{E-E己

明
H

『

o
a
c
o
g
-
ニJ

£

q
G

《

U

60 80 ∞ 120 140 印 1802∞ 
H舗 rtrate (beats/min) 

Fig.l. Correlation between HR and V02 

progresslve eXerClSe tests 

3 

3 成績

3. 1最大走運動テストによる呼吸循環応答

表 3には，最大走運動テストによって得られた

HRmaxおよび~V02maxを示している 。 HRmaxは，

176~202拍/分の範囲にあり， C.K.がもっとも小

さく， T.N.がもっとも大きい値を示している O 男

子の平均値と標準偏差は197::!:5拍/分，女子では

1 86:t7拍/分である。 V02max!ま，絶対値では1.99

~3.41l/分の範囲にあり，男子の平均値と標準偏

差は2.92:to.421/分であり，女子では2.19却 .341/分

である 。 体重当たりの値は，男子では

45 .l:t4.0ml/kg.分で、あり，女子で、は37.2:t2.lml/kg.

分である。絶対値はT.N.がもっとも大きいが相対

値ではJ.H.がもっとも大きい。

Table 3. Peak values of oxygen intake， heart rate and 
ventilatoly threshold obtained from 
progresslve exerClse tests 

Subject 
HRmax V02max 

~ (l/min) ~νkg.min) 

T.N. 202 3.41 43.9 
T.K. 197 2.46 41.8 

Male 
K.K. 189 2.71 43.6 
J.H. 198 3.11 51.0 
民1ean 197 2.92 45.1 
SD 5 0.42 4.0 
S.T. 186 2.01 37.9 
C.K. 176 1.99 35.2 

Female ~:M. 190 2.70 39.9 
恥1.Y. 193 2.06 35.8 
Mean 186 2.19 37.2 
SD 7 0.34 2.1 

3.2実習中の心拍数変動

図2には実習 1日目から 3日目にかけての心

拍数変動の例(男子:T.N.，女子:M.Y.) を示して

いる。講習中の心拍数は，定常状態を示さず， 40

拍/分程度の変動幅で上下動を繰り返し，高いレ

ベルで推移し，午後の講習後の自由滑走時におい

てもそのレベルを維持している。昼食休憩時では

講習時よりも低い。講習後の自由滑走および実技

Vでは変動幅が大きくなる傾向があり，講習中と

は異なる様相を示している。実習期間中を通じて

の最高値は， T.N.では173拍/分が実技Hと皿で，

M.1.では179拍/分が実技Wに出現している。最低
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Fig.2. Changes in the heart rate during practical skiing 

値はT.N.では94拍/分が実技町で， M.1.では66拍/

分が2日目の昼食休憩時に出現している。

実技講習中だけに限って平均心拍数を求める

とT.N.では実技 Iから Vにかけて， 124， 133， 128， 

120および115拍/分であった。M.Y.のそれは115，

122， 117 ， 113および117拍/分であった。いずれ

の場合も講習間で大きな差は見られなかった。図

には示していないが，もっとも低い心拍数で推移

していたのはJ且で，実技EとVで99拍/分を記録

していた。

表4には，実習期間を通した実技講習中の最低

値，最高値および平均心拍数とこの平均心拍数か

ら推定した酸素摂取量を示している。最低値は63

~94拍/分の範囲にあり，最高値は153~187拍/分

の範囲にある。平均心拍数についてみると， 99 

~ 123.4拍/分の範囲にあり，男子の平均値と標準
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Table 4. Measured heart rate and estimated oxygen intake during lessons in practical skiing 

Measured HR 

Subject Max Min Mean 

(beats/min) 

T.N. 173 94 123.4 
T.K. 168 78 113.4 

Male 
K.K. 166 71 105.8 
J.H. 153 63 99.0 
Mean 165 76 110.3 
SD 7 11 10.5 
S.T. 160 85 117.1 
C.K. 187 76 113.4 

Fe l S.M. 158 79 109.8 
male M.Y. 179 82 116.4 

Mean 171 80 114.0 
SD 49 22 3.3 

偏差は llO.4::!::1O.5拍/分であり，女子のそれは

114.2::!::3.3拍/分である。この平均心拍数は，最高

心拍数に対する割合 (%HRmax) でみると50.0

~64.4%の範囲にあり，男子の平均値と標準偏差

は56.2::!::4.6%，女子は61.4土2.9%に相当している。

推定された実技講習中の酸素摂取量について

みると， 0.6 11/分~1.421/分の範囲にあり，男子の

平均値と標準偏差は1.02却 .361/分，女子のそれは

0.98却 .151/分である。V02maxに対する割合(%

V02max) は24.8%~61.3%の範囲にある 。 男子の

平均値と標準偏差は36.0土8.8%であり，女子のそ

れは46.6::!::11.4%である。

4 考察

運動時の心拍数と酸素摂取量の聞には直線関

係が存在することはよく知られている。これは，

心拍数の変化が組織の代謝を反映していると考

えられるからである。一方，心拍数一酸素摂取量

関係には個人差があり，環境温度，運動強度，持

続時間，情緒的興奮，運動様式などによって異な

ることが知られている。運動様式について加賀谷

5)は，心拍数から酸素摂取量を推定するには定常

状態の成立する最大下の運動であることが原則

であるとしている。このことからすれば，間欠的

な運動が連続するようなスキーの運動様式は，あ

% of Estimated % of 

SD HRmax V02 V02max 

(%) (νmin) (%) 

16.3 61.1 1.42 39.8 
19.4 57.6 1.21 54.5 
19.2 56.0 0.85 33.9 
18.2 50.0 0.61 24.8 

56.2 1.02 36.0 
4.6 0.36 8.8 

14.4 63.0 0.98 48.8 
18.9 64.4 1.17 61.3 
15.1 57.8 0.94 34.8 
15.6 60.3 0.82 41.3 

61.4 0.98 46.6 
2.9 0.15 11.4 

まり適切な手法でないのかもしれない。しかし，

加賀谷5)はまた，心拍数法は運動に制限を与える

ことなく測定できることから，得られた値の誤差

範囲を認識し，集団としてのおよその酸素摂取量

を知ろうとする時にはきわめて有用であるとし

ている。

酸素摂取量と心拍数との一次回帰式を用いて，

これまで各種スポーツの運動強度が報告されて

いる。その多くは，全身持久力を高めるための運

動処方作成に役立てようとする研究3.6. 8， 16)であ

り，競技力向上向上を目的とする研究7，11， 12， 13， 

14)や，正課体育の授業中の運動強度を検討した

研究4，9)も散見される。

スキー運動中の心拍数が測定された報告では，

ノルデックスキーに関しては多く見られるもの

のアルペンスキーでは少なく，ゲレンデスキーを

扱った報告別はきわめて少ない。アルペン競技を

扱った山田ら 14)の報告によると，滑走中の心拍

数はl70~ 190拍/分の範囲にあり， 90 ~ 98 % 

HRmaxに相当していた。推定された滑走中の%

V02maxは回転競技で、80%前後，大回転競技で約

95%に相当していた。Veicsteinasら17)は，アルペ

ンスキーのエネルギーコストについて検討し，回

転競技では有酸素36%，非乳酸24%，乳酸系40%

であり，大回転競技では，それぞれ30%，29%， 

41 %であったと報告している。これらアルペンス
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キーの競技時間は約1~2分間であり，エネルギー

供給系からみればほとんど無酸素運動といえる O

一方，ゲレンデスキーは各個人の能力に応じて適

当な運動強度を選ぶことが出来る O 水田ら9)らは，

初心者のスキー講習中の心拍数は 126~173拍/分

となっており，推定された%V02maxは42~72%

であった。講習中の心拍応答は定常状態を示さな

いが，登行を含む繰り返し練習時に高い心拍数を

示す傾向がみられたと報告している。

本研究のスキー実習の期間をとおして測定さ

れた実技講習中の心拍数の最低値は63~94拍/分

の範囲にあり，最高値は 153~187拍/分の範囲に

あったO 平均心拍数は 100~123拍/分の範囲にあ

り，これは50~64%HRmaxに相当していた。 ま

た，推定された分時あたりの平均酸素摂取量は

0.61 ~ 1.421/分の範囲にあり， 25~61 % V02maxの

範囲にあった。心拍数の変動パターンにおける特

徴は，ランニングやウオーキングのように定常状

態を示さないことであった。急増期と漸減期が周

期的に現れ，間欠運動としての特徴を示した。こ

の傾向は実技Vの自由滑走時に顕著にみられた。

定常状態を示さない点においては水田ら9) らの

報告と類似していたが，滑走中の心拍数レベルお

よび、%V02maxは小さい値を示した。リフトが整

備された最近のスキー場での講習は，これを利用

した実技練習が主体となり，位置エネルギーを確

保するための登行は激減した。本学の実習におい

ても，講習中は技能習熟度を問わず，リフトを活

用した実技講習の内容となっていた。このことか

ら，心拍数増大の要因としては，滑走時における

移動方向へのスキー操作に発揮される筋活動が

主で，登行による影響はあまりなかったように思

われる。また，本研究は体育実技の教材のーっと

してスキーを扱っているが，他の教材種目との比

較についても検討を試みた。伊藤らめは，大学に

おける正課体育実技授業中の各種教材の平均心

拍数について調べているが，バレーボールでは

145拍/分，ソフトボールでは152拍/分，バドミン

トンと軟式庭球では134拍/分，車球では122拍/分

であり，推定された運動強度は， 40~70% V02max 

の範囲にあったと報告している。これらと比較す

岡 本 進

ると，今回の授業におけるスキーは，低強度に属

する運動と位置づけられよう 。

一般に，全身持久力をトレーニングするために

は， 70%V02max以上の負荷で、数分間以上の全身

運動が必要であるといわれているが，この点から

みると，本研究のスキー運動時の心拍数および推

定された酸素摂取量は，ともに有酸素能力を改良

するための関値以下といえる。しかし，低強度の

運動であっても運動時間が長時間にわたるとそ

のエネルギーのほとんどが脂肪から供給される

ことはよく知られており，生活習慣病の予防とし

て効果が認められている。山地15)によるとゲレ

ンデスキーはアルペンスキーよりも運動強度は

低く，ほほ中程度の運動強度であり，自己の能力

に応じたゲレンデや運動強度を選択することが

出来ることから，レクリエーションや運動不足の

解消に適度な運動としている。本研究のスキー実

習の運動強度は低いが，運動継続時聞が2時間30

分に及ぶ長時間であることを考慮すると，体育実

技の運動量としては，ほほ適量であろうと考えて

よいであろう 。

5 総括

本学学生男子4名，女子4名を対象に，実験室で

トレッドミルを用いた最大走運動テストを実施

し，得られた心拍数と酸素摂取量との関係式から，

スキー実習中に測定された心拍数を用いて実技

講習中の運動強度が推定された。得られた成績を

要約すると，以下のとおりである。

(1)最大走テストによ最高心拍数は， 176~202拍/

分の範囲にあり，男子の平均値と標準偏差は

197:t5拍/分，女子は186:t7拍/分であった。また，

最大酸素摂取量は 1.99~3.41l/分の範囲にあり，

男子の平均値と標準偏差は2.92:to.421/分であ

り，女子は2.29:to.341/分であった。体重当たり

では男子が45.1:t4.0I/kg .分，女子は37.2:t2.1

I/kg'分で、あった。

(2)実技講習中の平均心拍数は99~ 123拍/分の範

固にあり，男子の平均値と標準偏差は

11O.3:t1O.5拍/分であり，女子は114:t3.3拍/分で

あった。この平均心拍数は，最高心拍数に対す
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心拍数からみた大学スキー実習中の運動強度の推定

る割合 (%HRmax) でみると 50.0~64.4%の範

囲にあり，男子の平均値と標準偏差は

56.2:t4.6 %，女子は61.4:t2.9%に相当していた。

(3)推定された実技講習中の分時あたりの平均酸

素摂取量は0.61~ 1.421/分の範囲にあり，男子の

平均値と標準偏差は 1.02:to.361/分，女子は

0.98士:O.15l/分であった。最大酸素摂取量に対す

る割合 (%V02max) は24.8~6 1.3%の範囲にあ

り，男子の平均値と標準偏差は36.0:t8.8%，女

子は46.6:tl1.4%であった。
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種々の温熱環境下における運動時の生理的応答と主観的応答

Physiological Responses and Subjective Responses during Exercise at 

Various Ambient Temperature 

寄本明・芳田哲也*・中井誠一村

Akira YORIMOTO， Tetuya YOSHIDA *， Seiichi NAKAI** 

Abstract 

Six ma1e subjects were exposed to combined stress of heat and exercise， and then heart rate， 

blood pressure， oxygen uptake， skin tempera刷re，esophageal temperature， body weight， thenna1 

sensation， comfort sensation and rating of perceived exertion of the subjects were measured. 

百leseobservations were repeated 12 times on each subject under 4 levels of WBGT(Wet Bulb 

Globe Temperature): 22， 26， 30， 32.YC and rest and 2 levels of exercise intensities : 150 W/m2 

(Ex.150W) and 250 W/m2 (Ex.250W).百leresults obtained are as fol1ows 

1. Significant differences could be found on heart rate under 32.50C ofWBGT in Ex.150W 

and under 30 and 32.50C of WBGT in Ex.250W compared to those under 220C of WBGT. 

Oxygen uptake did not show any significant di百erencesunder 41evels of WBGT. 

2. Significant increases in esophageal tempera加rewere observed under 32.50C of WBGT in 

Ex.150Wand under 30 and 32.5
0

C ofWBGT in Ex.250W. 百lemean skin tempera加reunder26， 

30 and 32.5
0

C of WBGT were significantly higher血anthose of under 220C of WBGT in 

Ex.150Wand 250W. 

3. Thennal sensation ranging to“hot" was principa11y related to WBGT.τbennal 

sensations under 26， 30 and 32.5
0

C of WBGT were significantly higher由anthose of under 220C 

of WBGT in Ex.150W and 250W. Significant differences could not be found on thennal 

sensation under 2 levels of exercise intensities. 

4. Comfort sensations ranging to“uncomfortable" was principal1y related to WBGT. 

Comfort sensation under 32.5
0

C of WBGT was significantly higher出an由atof under 220C of 

WBGT in Ex.250W. Significant differences could not be found on comfort sensation under 2 

levels of exercise intensities. 

5. Rating of perceived exertion under 30 and 32.5 oC of WBGT was significantly higher 

出an由atof under 22
0

C of WBGT. Significant differences could be found those of under 2 

levels of exercise intensities. 

* 京都工芸繊維大学 (KyotoInstitute ofTechnology) 

料 京都女子大学 (KyotoWomen's University) 
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2 

1 緒言

運動時の熱放散は蒸発、輯射、伝導、対流で

行っている。暑熱環境下の場合、幅射、対流な

ど外部環境からの熱移動が起こり、長時間暴露

され運動を継続すると体熱の出納バランスが崩

れ、体内に熱保有量が増加し、その結果体温上

昇と脱水に起因する熱疲億、熱射病等の暑熱障

害を惹き起こす危険性がある。

この暑熱障害予防の対策として、環境温度に

対応した予防措置が提案されている。暑熱環境

下での熱ストレス評価として WBGT(WetBulb 

Globe Temperature)は国際的に統一された基準

となり、労働場面や運動場面にも応用されてき

ている。しかし、 WBGTと運動時の生体応答と

の関係については十分な報告は少なく、 WBGT

を基準とした暑熱障害予防措置は従来の温度指

標との比較や障害発生時の推定温度からの検討

であった。そこで我々はこれまでに日本の夏季

温熱環境の実態に基づき WBGTを基準とした運

動時暑熱障害予防について生理的反応から検討

してきた止14，15，16)

しかし、暑熱下の運動時における暑熱障害発

生予防を検討する場合、生体応答と主観的感覚

の申告がどのように関連しているか考察すると

とも重要である。室内における至適温度条件や

寄本明

衣服内気候の評価として、暑さ寒さの度合いを

表す温冷感覚(thermalsensation)や快・不快を意

味する快適感覚(comfortsensation)などの心理的、

主観的な申告がよく用いられる。主観的な感覚

は環境の物理的な要素すなわち気温、湿度、風

速、熱放射などと人体側の要素すなわち代謝量、

着衣量、 )11買化の程度、体力などの影響を受け、

複雑に関わり合って評価される。このように温

度感覚およびは快適感覚は人体と環境との熱平

衡の諸状態値と密接な関係があるへ

本研究では日本の夏季に体験する数種類の暑

熱環境で、スポーツ活動として比較的よく行わ

れる運動強度 2種類について、運動を行った際

の温冷感、快適感などの主観的な申告と生理的

応答との関連を検討し、暑熱障害予防への応用

について考察した。

2 方法

被験者は健康な成人男性(23"-'35歳)6名であ

り、温熱条件は夏季運動時の温熱環境の実態 7)

に基づき WBGT22、26、30および 32.5'Cの 4

条件を人工気象室内に設定した。各温度条件下

で、 30分間の安静後、自転車エルゴメーター

(Monark社)による 20分間のペダリング運動

を5分間の休憩をはさみ3回実施した(図1)。

なお、実験は 7月下旬から 9月上旬に実施し、

• Subjects 

(Male) 

・WBGT

n Age(yrs) Height(cm) Weight(kg) 

6 28.8士1.7 173.7 :t 2.8 67.31士2.00

22.0， 26.0， 30.0， 32.5 oC 

• Worklo剖 150， 250 W/m2 

戸t 山崎e …e 防御|
-30 ・20 ・10 o 20 25 45 50 70 

(min.) 

Fig. 1. Physical characteristics of subjects， experiment conditions and schedule. 

-178-



種々の温熱環境下における運動時の生理的応答と主観的応答 3 

同一被験者に関して、各実験条件の実施順は無

作為にそれぞれ日を変えて行い、実施時刻は同

一時刻になるようにした。

運動強度は夏季におけるスポーツ活動現場の

実態を考慮して歩行や平地でのサイクリングに

相当する代謝量 150W/m2の強度 (RMRで約 2.5)

および屋外での球技種目の練習を想定した代謝

量 250W/m2の強度 (RMRで約 5.0)の2種類を

負荷した。

WBGT は自然気流に暴露した湿球温度

(NWB)、乾球温度 (NDB)、黒球温度 (GT)

から

屋外:WBGT=0.7NWB+u.2GT+0.INDB 

屋内:WBGT=0.7NWB+0.3GT 

の式 13)で算出される。 4種類の WBGTは日本の

夏季に観測された WBGTと NWB、NDB、GT

との関係から、次のような温度条件を人工気象

室(タパイエスペック)において設定した。

WBGT22.0'C : NWB 21.5'C， GT (NDB) 23.1'C 

WBGT26.0'C : NWB 24.9'C， GT (NDB) 28.5'C 

WBGT30.0'C : NWB 28.3'C， GT (NDB) 33.9'C 

WBGT32.5'C : NWB 30.0'C， GT (NDB) 38.4'C 

実験は WBGT-meter (日本カノマックス)によ

り、乾球温、湿球温、黒球温、 WBGTをモニタ

ーし、設定温度を維持した。なお、風速は O.5m

/sで一定とした。

被験者は短パンツのみを着用し、体重測定を

行った後、設定された温度条件下の人工気象室

に入室した。入室後、食道温測定用カテーテル

を鼻孔より挿入、皮膚温用熱電対、心電図モニ

ター電極および血圧測定用マンシェットを装着

した。その後、椅座位で 30分間の安静をとり、

自転車工ルゴメーターによる 20分間のペダリン

グ運動を 5分間の休憩をはさみ計 3回実施した。

運動終了後は直ちに体重測定を行った。

食道温および皮膚温は銅ーコンスタンタン熱

電対により毎分測定した。なお、 O接点には多

端子ゼロコン(小松エレクトロニクス、 ZC-

114/ZA・10) を用いた。皮膚温の測定部位は、前

額部、胸部、腹部、上腕部、前腕部、大腿部、

下腿部の 7箇所とし、平均皮膚温 6)を算出した。

呼気量は安静時および各運動期最後の 5分間に

ついて呼吸流量計(ミナト医科学、 RF-2) を

用いて測定し、呼気ガスは 02/C02分析計(堀場

製作所)を用いて連続的に分析し、代謝量を求

めた。血圧は運動負荷用血圧監視装置(日本コ

ーリン、 STBP-780) を用いて毎分測定記録を行

った。また、体重減少量については、 Ig感度の

体重計(長計量製作所)により実験前後に体重

を測定し算出した。さらに、平均体温(Tb:百=

0.1 TS+u.9Tes)および貯熱量 (S: S=(0.83WtI A)( s 

Tb/ st)、Wt・体重、 A ・体表面積)を算出した。

Table 1. Category scales for thermal and comfort sensation and rating of perceived exertion in 

Japanese. 

Thermal sensation 

5 非常に暑い

4 か なり暑い

3 暑い

2 やや暑 い

1 あ たたかい

o i可 と もない

-1 やや涼 しL、

-2涙主しし、

-3 かなり芳主しし、

4 やや寒 い

-5寒い

Comfort sensation 

3 非常に快適

2 t夫i直
1 ややf夫適

o i可ともない

-1 や や 不 快

-2 耳てf夫
-3苦苦しし、

-4 ;Jド督者Lこ吉苦しし、
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Rating of perceived exertion 

20 
19非常にきつい

18 

17 かなりきつい

16 
15 きっし、

14 
13 ややきつい

12 

1 1 楽である

10 
9 かなり楽である

8 
7 非常に楽である

6 
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図 2には WBGTと心拍数および酸素摂取量の

関係を示した。安静時の心拍数は WBGT22'CにRating of Perceived Exertion) 11)について申告を受

比べ 32.5'Cで有意に高かった (p<u.Ol)が、他けた(表1)。

の2条件には差がみられなかった。運動終了時統計処理:統計量は平均値±標準誤差で示し、

の心拍数は 150W/m2の運動では WBGT22'Cに比各群聞の平均値の有意差検定には Studentの

30およびべ 26'Cで差は認められなかったが、5%水準をもって有意としpaired t-testを用い、

(p<O.Olおよび32.5'Cでは有意に高値を示した。
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5 種々の温熱環境下における運動時の生理的応答と主観的応答

昇に伴って上昇し、 WBGT26、30、32.5"Cでは 22"C250W/m2の運動終了時の心拍数も WBGT22"Cと

に比べ有意な差が認められ(いずれも P<O.ool)、30および 32.5"C26"Cで差はみられなかったが、

環境温度の影響を大きく受けていた。(pくOβ1 およびで有意な上昇が認められた

図4には WBGTと温冷感の関係を示した。安

ぐ

p<O.OOl)。 一方、酸素摂取量は安静時、 150W/m2

いずれの場合にも 「やや涼しいjの静時では WBGT22"Cの-1.1および 250W/m2の運動時、

らいから WBGTの上昇に伴い 32.5"Cの 2.8の「暑

32.5 "c 30、WBGT26、付近まで上昇した。いj

では 22"Cに比べ有意に高くなっていた(いずれ

運動時では全ての環境温また、も P<O.ool) 。150W/m2 

WBGT条件問に差は認められず、温度の影響を

受けなかった。各運動負荷レベルでの相対的な

運動強度 (%V02max)を各被験者について求め、

その平均値および標準誤差で示すと、

の運動では 28::1::1 %V02max、 「暑いJ側への申告を示

WBGT26"C以上で 22"Cより有意に高値とな

度において安静時より

し、

250W/m2の運動で

は 44::1::2% V02maxであった。なお、相対的運動

強度にもWBGT条件聞に差は認められなかった。 150W/m2および 250W/m2の運動聞に差ったが、

は見られなかった。また，両運動強度とも 32.5"C

では 4の「かなり暑い」を超える申告であった。

図3には WBGTと食道温および平均皮膚温の

関係を示した。安静時の食道温は WBGT22"Cに

比べ 32.5"Cで有意に高かった (pく0.05)が、他 図 5には温冷感と貯熱量(Storage)の関係を示

した。貯熱量は温冷感 lでlOW、2で 16Wであ150W/m2のの2条件には差がみられなかった。

3で 25Wと、それより高い申告におい

ては貯熱量が急増した。貯熱量は温熱感 3の「暑

い」以上での増加は大きく、蓄熱状態となって

ったが、運動では WBGT22"Cに比べ 32.5"Cで有意に高く

(P<O.oO、250W/m2の運動では 30および32.5"C

で有意に高値を示した (P<O.OlおよびPく0.001)。

いた。
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図 6には WBGTと快適感の関係を示した。

観的申告値と生理的応答の各測定値との関係を安静時の快適感申告は WBGTの上昇に伴って

相関係数と有意水準で示した。温冷感(TS)は平30、WBGT26、「不快J側へ申告値は移行し、

均皮膚温との聞に最も高い相関係数を示し、以32.5'Cでは 22'Cに比べ有意な差が認められた。

下 WBGT、平均体温、食道温、貯熱量、心拍数、運動時では安静時と同様に WBGTの上昇に伴つ

RPPの順であった。快適感(CS)は体重減少量、250W/m2 の側へ申告値は移行し、「不快Jて

平均皮膚温との聞に最も高い相関係数を示し、の聞の申告「苦しいJから32.5'Cでは「不快」

WBGT、食道温、貯熱量の順で

あった。主観的運動強度(RPE)は貯熱量との聞に

最も高い相関係数を示し、以下食道温、平均体

以下平均体温、WBGT22'Cの快適感と差が認められ

たのは 250W/m2の 32.5'Cのみであった。快適

となった。

感は運動強度間でその申告値に差は認められな

かった。
2. Correlation coefficient between 
physiological responses and thermal 

sensation， comfort sensation， rating of 
perceived exertion 

Table 
図 7には WBGTと主観的運動強度の関係を示

「楽で10.7 22'Cの150W/m2の運動では、した。

RPE 

0.473 ・紳
0.694紳*

0.520柿本

0.690紳キ

0.697材*

0.448 •• 
0.445材

0.585 ..本
0.087 

0.533料*

Ts cs 
0.789判事 -0.596 ..宇
0.703料棒 ー0.595村本

0.812 ••• -0.640 ••• 
0.762判事 0.634 ••• 
0.661 ..傘 ー0.568紳宇

0.592 ...ー0.356キ

0.350キー0.123

0.605 ••• -0.383事

ー0.089 0.197 

0.509村市 ー0.350ホ

• p<O.05. •• p<O.OI.判事 p<O.∞l

WBGT 

Tes 

Ts 

Tも

s 
BWL 

vo， 
HR 

Op 

RPP 

ある」付近から 32.5'Cの 12.3rややきついJ付

12.3 近まで上昇した。 250W/m2の運動で 22'Cの

15.2 rきつい」「ややきつい」付近から 32.5'Cの

いずれの強度でも 30'C以上付近まで上昇した。

で 22'Cより有意に高い申告となっていた。また、

250W/m2の運動では 150W/m2の時より主観的運

32.5'Cで30、22、動強度は高い申告値を示し、

は有意な差が認められた。

表 2には各実験条件における運動終了時の主
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種々の温熱環境下における運動時の生理的応答と主観的応答 7 

温、心拍数、 RPP、平均皮膚温、 WBGTの順で

あった。

4 考察

近年、 WBGTによる暑熱障害予防のガイド

ラインが公表されているが、生理的応答および

主観的な心理的応答との関連を示したものは少

ない。本報告では暑熱障害発生の危険度の比較

的低いレベル (WBGT22'C)から危険度の高い

レベル (WBGT32.5'C)までの温熱環境下で、

多くの人々が体験する歩行やサイクリングの運

動強度および屋外球技スポーツの練習程度の運

動強度を負荷し、生体応答および主観的応答か

ら暑熱障害予防について、および両者の関係に

ついて検討を加えた。

心拍数は 150W/m2の運動では WBGT22'Cに比

べ30および 32.5'Cで有意に高く、 250W/m2の運

動でも同様に 30および 32.5'Cで有意な上昇が認

められ、高温環境下ではとの様に著しく心拍数

が増加する。 一般に、心拍数は高温環境下にお

ける身体活動の許容範囲を決定するためのよい

指標となる 17)とされている。高温下での心拍数

の増加は皮膚血管拡張による皮膚血流量の増加

および発汗による脱水により、体内の血液分布

が変化し、心臓へ帰還する血液量が減少するた

めであるの。すなわち、循環血液量の減少に起

因した strokevolumeの低下を示唆しており、心

拍数の増加はこれを代償するための反応と考え

られる。酸素摂取量には安静時、運動時ともに

WBGT条件の違いによる差はみられず、産熱量

はこの範囲の環境温度には左右されることなく、

運動強度を反映していた。 150W/m2の運動では

WBGT 30'"'-'32.5'C以上で、 250W/m2の運動では

WBGT 26'"'-'30'C以上で心臓および、循環系への熱

ストレスの影響が顕著となり、この状態がつづ

くと循環系はそれに対応できず、循環障害を起

こし熱虚脱 (heat col1apse) や熱疲懲 (heat

exhaustion) にいたると考えられる。

食道温は、 150W/m2の運動では WBGT32.5'C

で、 250W/m2の運動では WBGT30および 32.5'C

で 22'Cよりそれぞれ有意に高く、体内温の上昇

が認められた。運動時の体内温(直腸温)の上

昇は気温 5'"'-'30'Cの範囲内で環境温に左右され

ず運動強度に比例する 10)とされているが、環境

温度がある範囲を超えれば運動強度だけでなく

環境温の影響を受けると考えられる。 Lind3)は環

境温 (ET) と作業強度との関係を直腸温の急激

な上昇に基づき、作業強度別に許容基準を提案

している。さらに、 IS02)では労作時の高温許容

基準として直腸温が 38'Cを超えないことを条件

とし、 Richards& Richards 12)は直腸温が 38'C以

上で熱疲懲発生の危険性を示唆している。この

体内温の急激な上昇と体内温が 38'Cを超えるレ

ベルは、今回実施した 150W/m2 の運動では

WBGT30'"'-' 32.5'Cの範囲以上で、 250W/m2の運

動では 26'"'-'30'Cの範囲以上でみられ、運動によ

る産熱量が熱放散能力以上になり、蓄熱が起こ

り始めることを示している。従って、暑熱障害

予防および許容基準としは、代謝量 150W/m2の

歩行や平地でのサイクリング運動の場合、

WBGT30'"'-' 32.5 'c以上で暑熱障害発生の危険性

があると考えられる。また、代謝量 250W/m2の

屋外球技種目の練習等の場合、 WBGT26'C以上

では暑熱障害の危険性があり、身体状態のモニ

ターが不可欠であろう。

温度感覚は人体と環境との熱平衡の諸状態値

とが密接な関係にあり、特に運動時はその産熱

量の増加から複雑な影響を受ける。温冷感と生

体応答の関係は平均皮膚温、 WBGT、平均体温、

食道温、貯熱量、心拍数、体重減少量、 RPPと

0.1%水準の高い相関係数を示し、平均皮膚温と

の相関係数が最も高かった。 Gaggeら 1)による

と運動中の温冷感は環境温、平均皮膚温との聞

に密接な関係があることを認めている。安静時
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および運動時とも環境温度の上昇に伴い申告値

は上昇し、環境温度、皮膚温といった外郭温(shelI

temperature)の影響を受けた。 一方、運動時では

同じ環境温度であっても安静時より「暑いJ側

への申告となり、食道温との相聞からわかるよ

うに中核温(coretemperature)の影響を受けていた。

しかし 150W/m2と 250W/m2との運動強度聞に差

は見られず、産熱量増加による影響は明確では

なかった。貯熱量においては図 5に図示したよ

うに、温熱感 3の「暑い」以上での増加は大き

く、蓄熱状態を反映したいた。これは両運動強

度でWBGT30"-'32.5'C以上での申告値に相当し、

体熱平衡を考えるうえで重要であることが推察

さる。

安静時および運動時の快適感は環境温度の上

昇に伴って「不快」側へ申告値は移行し、 250W/m2

の 32.5'Cでは「不快」から「苦しい」の聞の申

告となった。また、快適感は運動強度問でその

申告値に差は認められなかった。快適感覚も温

度感覚と同様に人体と環境との熱平衡の諸状態

値とが密接な関係にある。快適感の申告値は平

均皮膚温との間に最も高い相関係数を示し、以

下平均体温、 WBGT、食道温、貯熱量の順であ

った。 Gaggeら 1) によると運動中の快・不快感

は発汗、熱産生量、直腸温、循環反応などとの

聞に密接な関係があることを認めている。また、

快・不快感は皮膚温だけでは決まらず深部体温

によっても規定される 9)。

主観的運動強度は 150W/m2および 250W/m2の

いずれの強度でも 30'C以上で 22'Cより有意に高

い申告となっていた。また、 250W/m2の運動で

は 150W/m2の時より主観的運動強度は高い申告

値を示した。温熱感および快適感では運動強度

問の差すなわち産熱量の差は反映していなかっ

たが主観的運動強度では明確な差が認められた。

また、同一の運動強度であっても主観的には

WBGT 26"-'30'C範囲以上では高い強度に感じて

寄本明

いる。運動時の体温上昇を予測する最もよい指

標は心拍数であり、運動時の心臓機能と運動負

荷の自覚的な感じに関係した因子が体温上昇を

調節しているかも知れないのと言われており、

主観的運動強度は暑熱障害予防の目安になるな

んらかの情報を与えていることを示唆している。

先に示した暑熱障害発生の危険性があると考

えられる歩行や平地でのサイクリング運動(代

謝量 150W/m2) の場合の WBGT30"-'32.5'C以上

は温冷感で普段感じている「あたたかいJ程度

から「暑い」へ、快適感で「なんともない」か

ら「不快」へ、主観的運動強度で「楽である」

から「ややきついJへ感覚移行した状況に相当

する。屋外球技種目の練習等(代謝量 250W/m2)

の場合、 WBGT26'C以上は温冷感で普段感じて

いる「やや暑いJ程度から「暑いJへ、快適感

で「やや不快Jから「不快Jへ、主観的運動強

度で「楽であるJと「ややきついj の中間申告

から「ややきついJへ感覚移行した状況に相当

する。これらの主観的申告が予防への示唆を与

えてくれる。

この様に運動時における主観的申告値は体温、

水分代謝および循環機能などの生理的応答を反

映しており、温熱感、快適感、主観的運動強度

は複合された熱平衡状況を評価しており、暑熱

障害予防に用いることによって有効であると考

える。

5 要約

健康な成人男性 (23"-'35歳) 6名を対象に、

WBGT 22、26、30および 32.5'Cの 4条件下で、

代謝量 150W/m2および 250W/m2の2種類の強度

の自転車エルゴメーターによるペダリング運動

を 20分間ずつ、 5分の休憩、をはさみ間欠的に計

3回行った。その際の生理的応答と主観的応答

との関連を検討し、暑熱障害予防への応用につ

いて考察した。結果は次のとおりである。
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1.心拍数は 150W/m2の運動では WBGT32.5'C

で、 250W/m2の運動では WBGT30および 32.5'C

で 22'Cより有意に高値を示し、酸素摂取量は

WBGT条件聞に差は認められなかった。

2.食道温は、 150W/m2の運動では WBGT32.5'C

で、 250W/m2の運動では WBGT30および 32.5'C

で 22'Cにおける値よりそれぞれ有意に高く、平

均皮膚温は安静時、運動時ともに WBGTの上昇

に伴って上昇し、 WBGT26、30、32.5'Cでは 22'C

に比べ有意に高かった。

3.運動時の温冷感は環境温度の上昇に伴い「厚

いJ側への申告へ移行し、 WBGT26'C以上で 22'C

より有意に高い申告値となったが、運動強度聞

に差は認められなかった。

4.運動時の快適感は環境温度の上昇に伴い「不

快」側への申告へ移行したが、 WBGT22'Cの快

適感と差が認められたのは 250W/m2の 32.5'Cの

みであった。快適感は運動強度間でその申告値

に差は認められなかった。

5. 主観的運動強度はいずれの強度でも WBGT

30'C以上で 22'Cより有意に高い申告値を示し、

運動強度問でその申告値に差が認めらた。
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国際教育センターの活動の紹介



国際教育センター主催のセミナー

999年度第 1回セミナー

題 目:

講 師:

日 日寺:

場 所:

講師紹介:

地球温暖化による健康への影響一熱中症死亡と環境温度の関係から一

中井誠一 氏 (京都女子大学教授・医学博士)

1 999年 11月 17日(水 16:20"'17:50

滋賀県立大学 A3-301講義室

1947年大阪に生まれる。専門は運動衛生学。医学博士(京都府立医科大学) 0 1970年日

本体育大学体育学部卒業。日本体育大学助教授(衛生学)を経て、 1985年京都女子大学短期

大学部兼京都女子大学助教授、 1997年同大学教授。

主な著書は「現代生活と保健衛生J(篠原出版)など。主な所属学会(役職)は日本体育学会，

日本衛生学会，日本体力医学会(評議員) ， 日本生気象学会(評議員)，日本運動生理学会

(評議員)。日本体育協会スポーツ科学専門委員会熱中症予防研究班員 (1991年"'1993年)

を歴任し、現在、日本体育協会スポーツ科学専門委員会ジュニア期の夏期トレーニングに関

する研究班員。平成 7年には日本体力医学会賞を受賞。

概要:

近年，地球温暖化について関心が持たれ，多くの知見を集積し気候変動に関しての取り組

みが行われているが，温暖化が人の健康生活に与える影響はまだまだ検討の余地があると思

われる。そこで，高温による死亡すなわち熱中症による死亡数と気象条件の関係などの疫学

的な検討結果から，温暖化が人の健康生活に与える影響についてお話頂きました。また，熱

中症は本来，労働衛生学の問題(炭坑等の坑内労働で発生した)とされていたが，近年スポ

ーツ場面や日常生活でも発生し，高齢者に多発することも特徴であり，温暖化だけでなく高

齢化社会の問題とも考えられることが出来る。しかし，熱中症は十分な対策により予防可能

と考えられるので，発生の機序および予防処置につての話題も織り込みながらお話頂きまし

た。

999年度第 2回セミナー

題 目: 今後の情報化社会の展望ーモパイルの利用形態

講 師: 森原 一郎氏 (西日本電信電話株式会社法人営業本部ソリューションビジネス部

担当部長)

日時 2000年 1月27日(木 13:00"'14:30
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場 所: 滋賀県立大学 A3-301講義室

講師紹介:

1978年京都大学工学部数理工学科卒業。1980年同大学院修士課程修了。同年日本電信電

話公社(現NTT)電気通信研究所入所。主に，教育システム、エキスパートシステム，エ

ージェント通信システムに関する研究開発に従事。 1997年より関西支社法人営業本部にてユ

ーザシステムの構築に従事。 1999年 7月より現職。著書 wわかりやすいエージェント通信』

(オーム社，共著)

概 要・

インターネットを中心とする情報通信の発展は，産業革命にも匹敵する大きな変革を社会

にもたらしつつある。そして、携帯電話をはじめとするモパイル通信は，その中でも重要な

役割を果たしており、現在のライフスタイルをも大きく変えようとしている。本セミナーで

は，日本での通信事業の中核を担う Nπ 西日本株式会社の森原氏に，今後益々の発展が期待

されるモパイル通信技術の動向を紹介して頂くとともに，今後の情報化社会におけるモパイ

ルの利用形態や社会へのインパクトについて，専門的な知識が無くても理解できるようにお

話頂きました。

2 0 0 0年度第 1回セミナー

題 目: 誰のための英語か? アメリカにおける言語変革と実践

講 師 KatsueAkiba Reynolds氏(ハワイ大学日本語科教授)

日 時 2000年6月9日(金 13:00""'14:30

場 所: 滋賀県立大学 A2-201講義室

講師紹介:

Ph.D. (UCLA)言語論， 1979年度エドワード・サピア賞受賞(ニューヨーク科学アカデミ

概 要 :

英語は、白人男性中心につくられた言語であるとして，これを白人以外の人種や女性にも

聞かれた言語に変えようという運動がはじまったのは 1970年代のことでした。それ以後、と

くにアメリカの英語はどのように変わってきたのでしょうか。地球時代の共通言語となるか

もしれない英語のありかたを通して言語とは何かJという事についてお話頂きました。
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はじめに

地球温暖化による健康影響

熱中症死亡と環境温度の関係から

中井誠一

(京都女子大学)

地球温暖化については 多くの知見を集積し気候変動に関しての取り組みが世界的におこなわれ

ているが，温暖化が人の適応や健康に与える影響についての議論は少ない。温暖化が死亡率に与える

影響や，気候変動の直接的な健康影響については関心が高い。しかし直接的な資料は見あたらない。

そこで，本稿ではわが国の高温による死亡統計と運動時熱中症に関する資料から，地球温暖化に

よる健康影響を検討してみた。

2 高温による障害

高温による障害すなわち暑熱障害を総称して熱中症として用いていた。人口動態統計の疾病国際

基本分類では，熱及び光の作用(分類番号 992)であり熱射病，日射病，熱虚脱，熱痩牽，熱疲はい，

脱水症，塩分喪失，熱疲労等に分類されている。

これら暑熱障害は，体温調節反応の限界を超えた熱負荷が加わった場合に認められる。熱射病お

よび日射病体温上昇による中枢神経障害により体温調節機能が失われるもので もっとも重篤で死の

危険が高い。うわごとをいう ，名前を呼んでも答えないなど中枢神経障害が認められた場合は緊急の

処置をする必要がある。熱虚脱は熱失神とも呼ばれ 体温調節反応として皮膚血管の拡張による脳虚

血が主因である。熱疲労は発汗による脱水(水分と塩分の喪失)障害であり，このとき水分だけを補

給すると体液の希釈が生じ熱けいれんが起きる。

3 わが国で経験する環境温度

わが国で経験した温度は，最低温度が-41.0 (旭川， 1902年 1月 25日)最高温度は 40.8度(山形，

1933年 7月25日)であった。わが国では，約 80度の温度範囲に曝露される可能性があり，高温によ

る場合は暑熱障害が，低温による場合は低体温としてそれぞれ障害が発生することになる。こうした

極端な温度でなくても，日常生活で暴露される環境温度と健康障害の関係を検討する必要がある。
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年次

図1 熱中症死亡数の年次推移

(図中の温度は大阪でのその年の最高気温を示した。)

4 熱中症発生の実態

わが国の 1994年 7月， 8月の平均気温は気象官署 144地点の内 70%で極値順位の第 l位を示し，

広範囲にわたって猛暑であった(日本気象協会， 1995)。

このような高温の年には熱中症死亡数が多いことが考えられるので，人口動態統計による熱中症

(熱及び光による作用)死亡数の年次推移について検討した。図 1は， 1968年から 1998年までのわが

国における熱中症死亡数(男女別)の年次推移である。 31年間(1968年一1998年)で男 2040件，女

1147件，計 3187件(年平均にすると 107件)の発生であった。性別では，男に多いのが特徴である。

年次別では， 1994年が特に高値を示し， 589件の発生であった。これまで 1978年， 1983年， 1990年

と高値がみられたが，それらの年の 3.8倍，平年(1970年から 1993年の平均 66.8:t36. 0例)の 8.8

倍にもおよんだ。死亡数割合(総死亡数に対する割合)にすると 0.67%。あり， 1993年までの平均は

0.09%。であったので， 1994年は極めて高値と考えられる。年令階級別では， 0 歳~4 歳， 15 歳~19

歳， 35 歳~55 歳および 65 歳以上でそれぞれピーク値がみられた。 1994 年の 589 例のうち 65 歳以上の

高齢者の死亡数は， 377例で 64%を占めている。熱中症は労働時やスポーツ場面で多発すると考えら

れるが，高齢者に多いことは，高齢化社会を迎えるにあたり重要な問題と考えられる。諸外国の熱波

においても高齢者に死亡が多い報告とよく一致する。高齢者には基礎疾患を有する場合が多いためと

考えられている。
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5 熱中症発生と環境温度

猛暑と熱中症死亡数の動態について興味が持たれるので，気象条件と熱中症死亡との関係につい

て検討した。図 1には 大阪管区気象台でのその年の最高温度を示した。

年次別の高温の指標として東京と大阪の真夏日(日最高温度が30"C以上)および熱帯夜(日最低温

度が25"C)の日数と熱中症死亡数の間には正の相関関係がた。 1994年の大阪管区気象台での真夏日日

数は 87日で 1990年の 85日， 1978年の 83日と他の年と大差は見られない。しかし， 36度以上の分布

を見ると， 1994年は 15日であり， 1990年は 6日， 1978年は 6日であった。また，最高値は 1990年，

1978年は 380C台であったのに対して 1994年は 39.1"cであり， 38"C台も 2日みられた。そこで，日最

高温度が32"C以上の日数 34"Cおよび36"C以上の日数と日最高温度の日数ごとに熱中症死亡数との相

関関係を求めると，日最高温度が高値になるほど相関関係の回帰直線の勾配が大きくなり，温度と死

亡数の関係がより鋭敏になることが示された。すなわち， 36"C以上の日が多い年には熱中症が多発す

ることを示している。特に， 1994年は真夏日および熱帯夜日数が多いとともに39.1"cもの高温が出現

し，熱中症死亡数も多かったことから，わが国での熱波であったといえる。

6 熱中症の発生場面

わが国での熱中症による死亡は 1960年代は主として労働現場で発生していたが労働環境条件等の

改善や技術革新により発生は著明に低下し 1979年以降労働災害統計では熱射病，日射病についての個

別の統計は示されていない。一方，近年日常生活に運動を取り入れることに関心が高まると共に運動

時事故が増加し，熱中症事故も跡を絶たないのが現状である。熱波の際には高齢者の死亡が多い報告

をしたが，発生時の状況について検討する必要がある。

厚生省の死亡統計では発生状況が示されていないので新聞記事に報告された熱中症事故発生例を，

スポーツ運動場面・労働場面・日常生活場面に分類し，それぞれ発生時の環境温度ならびに発生状況

について検討した。

1990年から 1994年までの新聞記事による熱中症事故は， 5年間で 159件発生し，死亡は 68例，障

害は 313例であった。年次別では 1990年と 1994年に高値を示し， 1994年は 82件で全体の 51%であ

った。 1993年は死亡例はないが障害数は 6件であった。障害数も 1994年には230例であり全体の73%

にもおよんでいた。発生状況では，生活場面は 61件，スポーツ場面 52件，労働場面46件であった。

生活場面の 61件のうち半数以上の 35件は 1994年の発生であった。性別発生件数は 159例中 112例の

70%が男性であり，発生状況別でも男性の割合が高値を示し，スポーツ場面では 67%，日常生活場面

では 68%さらに労働場面では 80%が男性であった。

発生地別件数は東京都が48件，愛知県が22件，大阪府が9件，群馬県が8件，岡山県が7件，福

岡県が6件，兵庫県5件，千葉県が4件であり，その他3件以下の発生地は 32府県におよび東北・北

陸地方から沖縄県までの日本全国に分布していた。また，外国での発生も 2件みられた。
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発生状況別の発生時環境温度の最低値はスポーツ場面では乾球温度24度以上，湿球温度21度以上

で発生し，労働場面と日常生活場面では乾球温度 30度以上 湿球温度 23度以上で発生していた。

7 まとめ

熱中症はスポーツ場面だけでなく，労働場面および日常生活においても発生しており，特に気温

が高い年には多発する関係が認められた。

厚生省の統計による熱中症死亡数は熱帯夜および真夏日日数と相関関係が認められた。また，最

高温度が 36'C以上が出現する年に多発する傾向であった。熱帯夜および真夏日日数は年次的に増加傾

向であり，健康に及ぼす影響が示唆され，地球温暖化，都市部の heatisland化の問題と併せて，今後

対応の必要性が指摘できる。
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2 1世紀の情報化社会の展望

インターネットとモバイルの役割を中心に

森 原一郎

(西日本電信電話株式会社)

1 はじめに

ここ数年のインターネットの普及と進歩には目を見張るものがある。 1960年代の終わりころ軍用通

信ネットワークとして米国で研究が始まったものが、 1980年代に大学等の研究機関の間で発展し、

WWW (World Wide Wave)が登場した 1993年頃から商用目的で本格的に利用され始めた。それが 2000

年末には、全世界で 3億人、わが国でも 3千万人を越える利用者になろうとしている。

一方、モパイル通信についてみると、携帯電話の台数が固定電話の台数を上回り 6000万台を越え

ている。また、 iモードに代表される携帯電話によるインターネット利用も爆発的に増加している。

サービス開始から 1年余りでインターネット利用可能な携帯電話が 1000万台を越えており、 2003年に

は5000万台になるという予測もある。

ブームと呼んで、よいかどうかは分からないが、モバイルも含めたインターネットの発展は今日の IT

(Infonnation Technology)ブームの火付け役であり、牽引役である。米国での好景気を支えているのは IT

と言われており、わが国においても米国での成功にならって国を上げて IT化を推進しようとしている。

ITによってこれまでのビジネスモデルが大きく変わり、新しいビジネスが次々と生まれ、産業構造そ

のものが変わろうとしている。また、これによって我々のライフスタイルも大きく変わることになる

だろう。まさに 18世紀末に起こった産業革命に匹敵する IT革命が進みつつある。

本稿では、情報通信の技術革新によってインターネットやモパイルの環境がどのように発展してき

たか、 IT革命が社会にどのような影響を与えているかを考察する。 また、 IT革命の進展によって 21

世紀の情報化社会がどう変わるのか、特にモパイルを中心とする利用環境の進化が社会にどのような

変化をもたらすかを展望するとともに、そのような情報化社会実現に向けた課題について考察する。

2 情報通信の技術革新とインターネットの発展

インターネットの発展には情報通信技術の進歩が大きく貢献していることは言うまでもない。半導

体技術や光通信技術の進歩を背景としたコンピュータや通信装置の高性能化、軽量小型化、省電力化、

価格低廉化はインターネットのインフラ拡大を加速するとともに、一般の利用者が手軽にインターネ
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ットを利用できるようにした。

これらの技術革新は短期間に驚くべき進歩を遂げいる。 1966年頃の大型コンピュータと最近のノー

ト型 PC(パーソナルコンピュータ)を比べると、容量、消費電力、価格は 1/103以下、処理能力は 103

倍以上になっている。パックボーンと呼ばれる基幹ネットワークの通信容量は銅線を利用した電気信

号による伝送方式であった 1960 年代後半に比べると 103~104倍、 1本の光ファイパで 10Gb/秒(ギガ

ピット =109ピット :10Gbはおよそ新聞 3年分の情報量)の伝送が可能になっている。さらに、光波

長多重技術により I本の光ファイパで 1Tb/秒(テラビットニ1012ピット)以上の伝送も可能になろう

としている。まさに指数関数的な勢いで技術革新が進んで、いることがわかる。

一方、利用者がインターネットへ接続するために必要なアクセスネットワークについては、企業な

どが専用線を利用しているのを除くと、少し前まで殆どが電話を利用していた。しかし、最近では DSL

(DigitaI Subscriber Line :電話の銅線を利用して高速なディジタル通信を実現する)、 CATV(ケーブル

テレビ)、無線、衛星など多様なサービスが提供されるようになっている。(表 1参照)通信容量は電

話用アナログモデムで 56Kb/秒、 ISDNが 64Kb/秒あるいは 128Kb/秒であったのが、 DSL、CATV、

無線で数百 Kb/秒~数 Mb/秒と

広帯域化が進んでいる。さらに、

光ファイパを利用して最大 10Mb

/秒のサービスや次世代の携帯電

話である IMT2000で最大 384Kb/

秒などのサービスも予定されいる。

利用料金についても、準定額制や

定額制のメニューが増えつつあり、

インターネットを利用しやすい環

境が整ってきたと言える。(表 2

参照)

もう一つ、インターネットの発

展に欠かせないのが、電子メール、

WWW、NEWSなどのアプリケーシ

ヨンである。特に、 Wv..明fは 1993

年にモザイクと呼ばれるブラウザ

が登場して以来、インターネット

と言えばWWWと言われるほどイ

ンターネットの普及に重要な役割

を果たしてきた。 WWWによって

利用者は非常に簡単な操作でイン

表 1.アクセス系サービスの動向

ユーザ 経路 企象例 速度 (bps) 月 額 料 金

無線
NCC(DDI.日本テレコム等)
電力轟司慎重曹(TTn目、 OMP.CTC・事)

企象 光 外賓轟事章者(BT、MC円ルドコム等) -156M 種々

衛星 KDDスカイキャスト.
B本デジタル敏道サービス 1M- 複々

ソニー 1.5M 15万円

無線
スピードネット (ソフトパンク+マイクロソフ 1M程度 5000円程度
ト+宣車電力} (lMII阜Z周事で賓・3

関西マル予，ティアザーヒス(ZAQ) MAX.128K 6000円

家庭 CATV 
ジュピ聖一子レコム MAX.1.5M 6500円

SOHO 
タイタス・コミュニケ ションズ MAX. 1M 6000，15000円

ADSL 車車めたりつ〈通惜 下り6.&Okbps/よりl!iOkbps 5000円
下りl品 Ibp草J上り270kbpl 8000円

衛星 NTTサ子ライト MAX. 1M 3980円
コミュニケーションズ {別塗.ISPMtt桝聾}

表2.NTTが提供するインターネット用アクセスサービス
サービス名 概要 備考

1"アイプラン
'ISDN利用ユーザを対象とした市内準定額型割引すーヒ λ
"・7イプラン1200月額1，200円で、 3，000円分利用 28万契約
.j・アイプラン3600月額3，600円で、7，500円分利用 (HI2.3:;食西日本ヱ'Jア)

7ナログ準定額型 -一鍛加入電話利用ユーザーを対象とした市内
割引サーピλ 準定書置型割引サービス

フレッツ・ISDN
-月額4500円/2900門事(定額)で、 INSネヮト図 県庁所在地より順次提供

sーからISPへ後続
*お客繍を服容するピル向でISP樺続する場合

j"スクール -月額3500円で、 20000円分利用

ADSL -回線使用料 (4300円)、 回線終虫歯使用料 (800円) 大阪ー大分・車車の 部

(虫駆サービス) こだし、 NTTがADSL裳置を盤置し、加入者回線と重量する場合

ワイドLAN -本社や穆業所等複数のお客様鍵点を結んで、
当面.政令指定都市且び

サービス 1つのLANを実現するネットワークサービス。
県庁所在地騒ビジネスヨE

リアでサービス提供
-愚大 10Mb/sのまでの通信が可能。

-196-



2 1世紀の情報化社会の展望，森原 一郎

ターネットから情報を引き出すことが可能になった。

このように技術革新が急テンポで進む

につれて、インターネットの普及も急激

に進んでいる。(図 1参照) わが国では

1999年の 1年間で利用者が 1千万人以上

増加しており、その後もそれを上回る勢

いで増加しつつある。また、インターネ

ットの普及スピードはこれまでの情報通

信関連サービスや機器の普及に比べて圧

倒的に速い。(図 2参照)インターネット

は商用サービスが始まってから普及率が

10%になるのに 5年しかかかっていない。

ちなみにパソコンが 13年、このところの

普及拡大には目を見張るものがある携帯

電話でも自動車電話のサービスが始まっ

てから 17年、電話にいたっては 76年か

かっている。

また、インターネットの普及や IT化の進

展を示している象徴的な変化として、

2000年になって三つの逆転が起きている。

データ通信が音声通信の量を上回り、携

帯電話の台数が固定電話の台数を上回り、

(%) (万人)

8，000 

争--世帯普及率
門-|7，000

60 L 口利用者数 |U  6，000 

50 5，000 

40 4，000 

30 3，000 

20 2，000 
1，155 9.1 

10 r I  1，000 

013.3 ...-n -f'~1 I 
1996 1997 1998 1999 2005 

図1.我が国におけるインターネットの普及状況
平成12年度通信白書より

インターネット

1<ソコン

機帯・自動車電話

ファクシミリ

電話

o 1 0 20 30 40 50 60 70 80 

図2 主な情報通信メディア

世帯普及率10%到達までの期間

平成II年度通信白書より

3 

PCの出荷台数がテレビの出荷台数を上回った。このことは、まさに 21世紀の情報化社会を展望する

上で重要な変化であると思われる。

3 モバイル環境の発展

モパイル通信の特徴と言えば、必要な時に場所を選ばず使えることである。また、組織や場所では

なく個々人に付属(対応)していることも大きな特徴である。固定電話の台数を抜いて携帯電話が急

速に普及していることを見ればその効用がいかに大きいかがわかる。しかも、 iモードに代表される携

帯電話によるインターネット接続サービスの出現によって、その効用はさらに増大しているようであ

る。 2000年8月にはインターネット接続サービスの契約者数は 1600万人を超え、近いうちに PCによ

るインターネット利用者数を上回る勢いである。

携帯電話の普及の要因には、端末の小型軽量化、ディスプレイの大型化、バッテリの長寿命化など

の技術革新があったことは当然であるが、インターネット接続サービスの利用者が急増している要因
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には、必要な時に簡単な操作で手軽に情報を取り出せるという魅力があると考えられる。 PCは使えな

くても iモードなら使えるという人はたくさんいるのではないだろうか。また、 iモード利用者向けに

モパイル環境ならではの情報を提供する事業者が増えたことも要因であると思われる。行楽地に出か

ける途中では、列車のダイヤや道路情報、目的地の天候や混雑状況、街の中では、ショッピング情報

やチケットの販売状況等など。

モパイルの利用環境は、今後ますます発展していくものと思われる。まず、次世代携帯電話である

IMT2000のサービスが2001年春頃から始まる予定である。通信速度は最大で 384kb/秒となり、大容

量の情報をダウンロードすることが可能になる。ディジタルカメラ付の携帯電話や音楽再生が可能な

携帯電話が登場しており、モパイル環境で映像を送りあったり、音楽をダウンロードして再生するこ

とも可能になる。さらに、より高度なインターネット利用を可能にする携帯情報端末も数多く提供さ

れ、これに合わせて、位置情報を利用したナピゲーション、地図や映像を利用した案内なとマモパイル

ならではの高度なサービスも充実してくるものと思われる。その他、家庭内の情報家電をワイヤレス

で結んで、家庭内情報化をめざす IEEE1394や携帯情報機器の聞をワイヤレスで結ぶ Bluetoothなどのイ

ンターフェースが開発され、それらをサポートした機器も登場し始めている。

4 IT革命による産業構造の変化

インターネットをはじめとする IT関連の技術革新は、社会や産業に対して 18世紀末に始まった産

業革命に匹敵する大きな変革をもたらそうとしている。まさに IT革命と呼んでよいものである。

インターネットを利用すれば、居住地や固といった枠を越えて世界中から欲しい情報を 24時間い

つでも短時間に集めることが可能になる。これまで、消費者は買いたいものがあると近くの庖に行っ

て庖にある商品の中から選んで、購入していた。複数の庖をまわって選ぶこともできるが、時間が掛か

るし、労力も必要で、ある。インターネットを利用すると、自分の買いたいものに一番ぴったりで、し

かも安いものを簡単に探すことができる。物流が発達しているので、自分の周辺の庖だけでなく、世

界中から一番条件のよい商品を選ぶことができる。さらに、消費者は自分で商品を探す必要もなくな

る。買いたいものの条件をインターネットに提示するだけで、その条件に合った商品がサプライヤー

から提案されることになる。つまり、サプライヤーはこれまでのようにマーケットで何が売れている

かを調べて大量生産するのではなく、個々の消費者が何を欲しているかを調べてオーダーメイドする

ことが重要になる。

一方、サプライヤーである企業にとってもインターネットを利用することによってビジネスモデル

が大きく変わることになる。例えば、コンピュータメーカーの場合;インターネットを通して顧客か

らそれぞれの顧客の要望に合わせた構成のコンピュータの注文を受けると、必要な部品を世界で一番

有利なところから調達し、一番安いところでアセンブリ(組み立て)を行い、顧客に届ける。(しかも、

注文から 1週間以内に。) コンビュータメーカーといっても製造工場を必ずしも持つ必要はないし、

研究開発でさえ自分で行う必要はない。
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IT革命はこのように企業のビジ

ネスモデルや経営形態を変えるとと

もに、新たなビジネスも誕生させて

いる。インターネットモール、イン

ターネットショップ、ネットワーク

オークション、インターネット銀行

などは既存のピジネスをインターネ

ット上で実現した例であり、ポータ

ルサイト、インターネット認証局、

インターネット広告などはインター

ネット特有のビジネスの例である。

表3.IT革命により出現した新規ビジネス

新規ビジネス III 要 代表的な企業

ポ-;ルサイト イン責ーネットの玄関口 一一...x哩!t.(j!l.
200 (NTT.X) 

イン宮ーネットモール イン9ーネットショップの仮想高広衝 楽天市場

セキュリティーIUiE局
電子署名の発行極関

電子商取引に関係する個人、組圃・団体と VeriSign 
そ町内容を包匝する

イン宮ーネット広告 イン9ーネット上での広告 Double Click 

イン9ーネット上での物品販売 Amazon.com 
(ディスカウントにより熔発的人気)

無庖舗販売・サービス

インヲーネット上の銀行 ジャパンネット銀行

ネットワーク・ イン脅ーネットを利用した自動車や Price line 
オークション 航空券のオークションサービス

(表3参照)

5 2 1世紀の情報化社会

5 

IT革命の進展によって企業のグローパル化、分散化、分業化が進み、インターネットをベースとし

たVirtualCompanyが登場するだろう。企業運営に必要なリソースはインターネットを利用して簡単に

集められるようになるので、 VirtualCompanyは顧客のニーズの多様化や価値観の変化に応じて柔軟に

スピーデイにその形態を変えながら対応することになる。このことは、現在の企業のような固定化さ

れた組織では生き残れないことを意味する。逆に、資本や組織がなくてもアイデアと能力があれば誰

でもピジネスを始めることが可能である。また、消費者と生産者の直接取引きが進み、流通業の形態

は大きく変わることになる。消費者同士の取引も増えると考えられるが、エージェント技術の進歩に

よって直接取引が可能になれば、ネットワークオークションのような仲介ビジネスは不要になるかも

しれない。

このように、 21世紀の情報化社会では個々人が重要な役割を果たし、個人を要素とした様々なビ

ジネスや社会が、インターネット上のバーチャル世界で形成されることになる。バーチャルリアリテ

イの技術や双方向音声映像通信技術の高度化によって、仕事(職場)、勉強(学校)、買い物(庖)な

どが時間や場所を超越したバーチャル世界で可能になり、ライフスタイルも大きく変わる。自宅に居

ながらにして仕事や買物ができるのはもちろんのこと、世界中のあらゆる人と臨場感溢れる交流が可

能になる。

しかし、その一方で、家族や地域のつながり、自然との触れ合いなど、我々の生活を豊かで快適な

ものにするためには、リアル世界がこれまでにも増して重要になるだろう。ウェアラブルコンピュー

タなどの技術革新によってモパイルの利用環境が高度化すれば、自宅、街、山、海、どこにいてもイ

ンターネット上のバーチャル世界にアクセスできるようになる。つまり、モパイルを利用することに

よって、個々人が自由にかつシームレスにリアル世界とバーチャル世界を行ったり来たりでき、二つ
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の世界が融合された新しい社会が創造されるだろう。

6 おわりに

本稿では、情報通信技術の革新によってインターネットやモバイルの環境が急速に発展しているこ

と、 IT革命によってビジネスモデルが変わり、新しいピジネスが次々と生まれていること、そして、

新しい 21世紀の情報化社会ではリアル世界とバーチャル世界が融合した新しい社会が生まれ、それに

はモパイルが重要な役割を果たすであろうことを述べた。しかし、我々にとってより良い社会にする

ためには、様々な技術の革新を初めとして、新しい社会に対応した制度や法律の見直し、新しい犯罪

への対応、文化の創造など多くの課題が考えられる。例えば、

・全ての人が一斉にモパイルの利用が可能か。大容量の通信は可能か。人が密集するところでは

どうか0

・モバイル環境が人体や自然に影響を与えないか。バーチャル世界が広がることによって健康(特

にメンタル)への影響はないか。

・産業や経済の仕組みが変わることに対して、制度や法律がすぐに対応できるか0

.バーチャル世界でのセキュリティ対策や犯罪の取締りは可能か。

等など。

我々はまさに IT革命の真っ只中にいる。技術革新はこれまでにも増してテンポを速め、それに合

わせて社会の仕組は大きく変わるだろう。しかし、変化の中にいる我々は、その方向を正確に予測す

ることは難しい。常にアンテナを張って、課題解決や軌道修正など柔軟に素早く対応することが重要

ではないだろうか。
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誰のための英語か?

アメリカにおける言語変革と実践

Katsue AKIBA REYNOLDS 

(ハワイ大学日本語科教授)

言語は、それを使用する人聞がつくるものであり、人間社会が常に変化しているように、言語も常

に変化している。特に社会が大きく変る時代の言語の変化は、信じられないほど急激である。アメリ

カ社会に関していえば、人種差別撤廃運動が成果をあげ、公民権法第 7項修正案が国会を通り、少な

くとも雇用上の差別が禁止されることになった 1960年代は、そんなラデイカルな(，根っこから

の」という意味で)変革の時代であった。一般の女性の意識のめざめがあり、 「フェミニズム運動第

2の波」がこれまでのどんな運動にも見られなかった勢いで、全米に広がった時代でもあった。女性た

ちは、制度上の変革だけでなく、人々の意識を変革しなければ差別はなくならないことを実感してい

た。だから、男性の視点に偏った、男性に都合のいい言語にできあがってしまっている英語を、女に

も男にも平等に聞かれた言語に作り変えていくことが先決だ、英語からの性差別の撤廃を女性運動の

テコにしようということになったのだった。 60年代に再生したフェミニズム運動が「レトリカル・

ムーヴメントjと呼ばれたりするのは、そのためである。社会が変らないうちに言語を変えることが

できるのか?言語を変えることで社会変化を促進することが本当に可能なのか?

英語の degendering(脱性差化)運動は、社会言語学にとっても歴史言語学にとっても、千載一遇の

大実験になった。 70年代には言語学主流から反発され、ジャーナリズム(=言語がもとでの職業で

ある)から瑚笑と攻撃の対象として扱われながら、 70年代から 80年代、 GenderFair Englishは急速

にアメリカ社会の常識になっていった。アメリカ英語の何が差別的だとされたのか?英語を時代にふ

さわしい平等な言語にするためにどんな提案がなされたのか?主な変革の 3つの系譜 1 he-man文

法の改訂、 2man-語撤廃、 3miss/Mrs.撤廃ーをたどりながら、脱性差化運動の理論的根拠と成果を見

てみたい。

he-man文法の改訂

英語の manには<男>という意味のほかに<人間>という意味があると言われ、 Manis mortal (人

間はいつかは死ぬ)というような文が文法的にも論理的にも「正しいJとされてきた。さらに teacher，

writer， mayorなど、それ自体は性を特定しない名調を受ける代名詞は、それが女性を指している可能

性がある場合でも、単数ならば男性形の he/his/himを使うのが正しいjとも教えられてきた。 Generic

man， generic heと言われてきた語法である。たとえば、 Aroardworker must wear his helmet at all timesと
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いう文の roardworkerは<道路の工事をする人>の意で、特に男でなければならないという意味はこ

の単語自体には含まれていない。雇用上の差別が違法になった今日女性の roardworkerがいる可能性

は大いにある。それでも、 hishelmetを使えというのが従来の文法であった。これは英語の性差別構造

の中枢とも言えるもので、 70年代の女性運動はこれを問題化した。

manには<人間一般>の意味もある、と辞書には確かに書いてある。しかし、辞書も人間(主とし

て男)が作ったものである。英語を使って生活している者たちが manという言葉を聞いた場合に具体

的にイメージするのは、<男>である。 70年代当時スタンフォード大学の博士過程に在籍していた

ウエンデイ・マーテイナは言語心理学の立場からこの問題に取り組んで博士論文を書いた。 manには、

<人間一般>の意味がるという辞書の記述自体が差別だと o 英語は女性を人間カテゴリーから排除し

て作られた男のための言語だと。そんな認識が全国に広がり、激しく議論され、やがて納得されたの

だった。

新しい英語では、これを hisor her helmetとする。男性形が先で女性形が続く形hisor herを固定させ

ないように「少なくとも半分くらいは herを先にして heror hisとすべきだJと、とことんこだわる英

語学者もいる。 hisor herだけでもわずらわしいし、スタイルとしてもすっきりしないJという意見が

あり、一つの文に hisor herとheror hisが交Eに出てきたのでは、思考がさまだげられるJなど反対の

声もある。しかし、英語のスタイルと差別撤廃とどっちが大事か。アメリカ社会は、おおむね差別撤

廃を優先的に英語実践をすすたようだ。慣れてしまえばそれほど厄介でもないし、そのうちに言語的

な才能に恵まれたライターが現われて、洗練されたスタイルを考案することもあるだろう。アメリカ

社会は、そういう点、プラグマティックな社会である。

2 mao-語撤廃に向けて

英語には manを語葉素とする複合語群(congress-man，chairmanのように社会的に威信の高い地位や

役職を示す語、 policeman，mailmanのように職業を表わす語、 Englishman，Dutchmanのような国籍ある

いは民族を表わす語)が存在する。これに対応する woman-語は最近までなかった。 fmanは<男>の

イメージを喚起する語、 manの意味は<男>であるjという議論を踏まえれば、 man-語はすべて差別

的である。英語に移しい数の man-語があり、 woman語が不在だという語嚢上の不均衡、これは英語

が<社会的に重要な役割や仕事は男がするものだ>という男中心主義的な歴史のなかで作られたもで

あり、それが女性の社会進出を実際に妨げている、というのがフェミニズムの主張であった。

たとえば、女性がある重要な委員会の長になったとしよう。正式の席上で彼女にどう呼びかけたら

いいだろう。まさか Mr.Chairmanは、ないだろう。では、 Mrs.lMisslMadamChaimanは?女性タイトル

と男性名詞 chairmanをくっつけた表現は、どれも genderagreement (文法性の一致)の原則に違反であ

る。当然、女性の委員長は自分とその呼称に意味のズレを感じ、委員長としての役割にも居心地の悪

さを感じてしまいかねない。委員長になるような女性は、そんなことを無視して責任を全うするだけ

の意志をもっている人が多いかもしれない。しかし、新聞広告で、パートの仕事を探している若い女性
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ならどうだろう。 MailmanWantedとかRepainnanWantedというような広告を見ても、募集されている

のは manだというイメージをもってしまい、自分にも応募資格があると考えないかもしれない。ハワ

イ州教育庁の職業教育課のディレクターは、これが高校生に職業選択の指導を行っていく上で現実の

問題となっていることに気付き、 man-語を撤廃し、郵便配達や修理の仕事が男の仕事だというイメー

ジを変えていく必要があることを繰り返し訴えている。

こうした議論は、行政レベルでは 70年代始めに受け入れられて、雇用関係の書類や広告で事実上

man-語が使用で、きなくなるような措置がとられてきた。女性が矛盾を感じないで、 「委員長」の役割

を果たし、 「郵便配達jや「修理」の仕事に就けるためには、これら man-語の変革が必須だという合

意が形成されたのだといえよう。

man-語に関する変革の方法には 2つの方法が提案された。一つは、女性形としてchairwoman、中性

形として chairpersonを加えるという方向での変革。もう一つは、 chainnanの manを取り除いて

de-gender (脱性差化)する方向である。英語からの女性差別撤廃の変革にラデイカルに取り組んでき

た人たちは後者を主張してきている。なぜなら、男性形と女性形が対になっていると、時とともに女

性形だけがマイナスの価値を帯びて、女性形と男性形が対等でなくなってしまう事実が英語の歴史に

繰り返し起こったからである。 master/mistressその典型である。どちらも servantに対する<主人>の

意味であったが、「召使ー主人」という関係が現実社会で一般的でなくなるとともに、男性形の master

は<芸術・芸能分野などで秀でた能力を発揮する男性>を指して使われるようになって威信を保って

いるが、女性形の mlstressは<情婦>の意味に転落してしまった。新しく造られた woman-語がそうな

らないという保証はない。だから、 chainnanから manを除いて chairにしてしまうのが一番効果的なや

り方である。委員長という役割は、男であるか女であるかによって評価が異なるべきものではないの

だから、男印、女印は irrelevantだ。 mailmanではなく、 mailerとか maildelivererにすれば、女性も抵

抗なく応募できるだろう。女性形と中性形を作って現実にあわせて使い分けるというやりかたは、性

に関係無く男性形の chainnanを使ってきた従来のやり方に比べれば一歩前進ではあるが、女性差別的

偏見の根っこを取りきれない点で不十分である。二つの方法の違いが一般市民に十分理解されている

とはいいがたいが、公の英語としては chairが優勢である。 fireman→ firefighter， policeman→ police 

officer， anchonnan→anchorなど、脱性差化原則に沿ってよく定着しているものも少なくない。

日本の英和辞書を開いてみると、 chairwomanの項目に「女性の chainnanJ という笑い話のような

説明が載っていた。 chairの語釈の一つも「議長;司会(chainnan)Jとわざわさ守chainnanを付している。

「委員長=chainnanJという男性中心主義がぬけていない。こうした矛盾を問題にしていくと、英語の

授業が面白くなるかもしれない。

3 MisslMrs.の撤廃

man-語が<男は外で仕事>という前提を支えるからくりであったとするなら、<女はうちで家事育

児>という前提を刷り込むのに大きな役割を果たしてきたのが MisslMrs.だ、った。男は結婚しでもしな
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くても Mr.であるのに、女だけが既婚か未婚かを公示される。「女の幸せは結婚だjと繰り返し聞かさ

れ、適齢期を過ぎて結婚していないことが分かると<男から望まれなかったかわいそうな女>と哀れ

みの目で見られ、 oldmaidだの spinsterだのと陰口される。メディアは「ちょっとオパカさんで、かわ

いい奥さんjを誉めたたえる。そういう社会で、いつまでも Missで呼ばれているのはつらい。戦後の経

済繁栄の時代、女性たちは結婚に追い立てられ、 Mrs.で呼ばれることに憧れ、自分のファーストネー

ムさえも消去して Mrs.John Smith (ジョン・スミス妻)と名乗ることに誇りさえ感じた。そんな風潮の

なかで女性たちは「名前のない病気」という不安病に侵されていった。 60年代の女性解放運動は、

そのことに気付いた女性たちによって主導されたものだ、った。 IMiss瓜1rs.をやめて Ms一つにJとい

う提案が国会にまでもちこまれ、 rMs.l雑誌が発刊され、創刊号30万部が1週間で売り切れた。

しかし、この変革は he-man語法や man-語の場合ほど予定どおりにいかなかった。 Msが<解放され

た女>という特別なニュアンスを帯びてしまい、女性のタイトルが一つ増えた形になってしまったの

である。ヒラリー・クリントンは、テレピのニュース番組などであいかわらず Mrs.Clintonと呼ばれ

ることが多いし、 Msよりは Mrs.で、呼ばれたい女性もいる。子供のいる女性は、小学生の子供のとも

だちから MsBrown!と呼ばれることには抵抗がある。大人と子供のけじめはつけたいから、ファース

ト・ネーム呼びもだめだとすると、適当な呼び方がない。やはり Mrs.Brownが一番いいというのであ

る。しかし、 MisslMrs.が別の形で廃れはじめていることに注目したい。大人同士の関係では「タイト

ル無しjや「ファーストネーム呼びjが広がって MissやMrs.の範囲がどんどん狭まっている。知らな

い人から May1 speak to Katsue Akiba Reynolds?という電話がかかってくることがしばしばだし、配達さ

れてくる郵便の宛名書きはタイトル無しが一般化している。会話場面では、インフォーマルなファー

ストネーム呼びが多い。たまに Mrs.で、呼ばれるとドキっとする。

7 0年代始め、英語の脱性差化運動は、激しい抵抗に出会ったが、 70年代も後半にさしかかるこ

ろには、各出版社、役所、学会など、いたるところで差別のない英語のためのガイドラインがつくら

れ、辞書の改訂も行われた。英語教員の全国組織NationalCouncil of Teachers of English (NCTE)も「女

性の役割とイメージに関する委員会」を設置して英語教育のなかでも女と男の平等な関係を教える努

力をしてきている。同じような変革はアメリカ以外の英語圏にも広がっているという。日本の言語教

育も世界の状況に対応していく必要があるだろう。 90年代に入って、性差別撤廃の観点から日本語

を見直す研究も増え、女性も、身体傷害者も、だれもが対等に日本文化に参加していけるような日本

語づくりに向けた実践も各地の行政で推進されるようになってきていると聞く。日本語をどうする

か?2 1世紀の日本社会で英語をなんらかの形で実用化するとすれば、どんな英語を取り入れるべき

か?グローパリゼーションの時代、言語と社会の問題はますます複雑で重要な課題になっていくので

はないか。すべてのアメリカ市民に聞かれた英語を目指して進められてきた英語の脱性差化運動、そ

のジグザグの跡がこれからの日本の言語問題を考える時の示唆になれば幸いである。
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国際教育センターに対する研究費交付一覧

滋賀県立大学特別研究費交付一覧

・平成 12年度 (4件、 合計 1，9 9 6千円)

金額
区分 氏 名 ~ff '9プ回L 課 題

(干円)

特別 石田法雄 宗教的神話 (Myth) としての『大経J法蔵菩薩の文学的理解と実存 300 

的解釈

特別 小栗裕子 効果的なリスニング習得法 300 

特別 寄本明 高温下、運動時の脱水および高体温に関する研究 527 

特別 高橋信行 電磁界理論を用いた誘導体プロープ走査型近接場光学顕微鏡像の偏光依 869 

存性の解析

滋賀県立大学在外研修費交付一覧

・平成 12年度 (4件、 合計 1，0 3 9千円)

支給額
種類 氏 名 研 修 先 研修期間 研 修 内 F合*' 

(円)

短期 深見 茂 オーストリア、 ヰ初主12年9月10日
あらゆる学問の今日的課題である 336，015 
学際的、多面的展開の道を、ドイ

ウィーン大学 ""'9月19日 ツ語・ドイツ文学研究(ゲルマニ

スティク)は、自らを分けても文

化学 (Kulturwissenschaft，これはア

メリカ語の CulturalStudiesの翻訳

語である。なお、ドイツには既に

二十世紀前半より全く同じ言葉が

デイルタイ、ジンメルらの系譜を

ヲ|く学問用語として存在する)の

一分野として位置づけることの中

に見出だそうとする方向に重点を

おいて模索するべきである、否こ

れをゲルマニスティクのサーバイ

パルのためのチャンスと見倣すべ

し、とする近年のドイツ語圏の趨

勢の実態を現地における諸発表を

通じ実感するとともに、その本質

や展望ないし限界等をもかなり把

握し得た。
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短 期 大谷泰照 台湾・シンガポ ヰ強12年9月19日
国立台湾師範大学における台湾英

187，835 
語教育学会主催東アジア言語教育

ール "-'9月25日 会議に出席、‘ ForeignLanguage 

Education in the 21 st Century ，と題

して講演。シンガポールの東南ア

ジア文部大臣機構地域言語センタ

一(RELC)における東アジアの言

語政策の動向に関する調査。次の

研究者との面談を含む。Dr.Edwin 

Goh (前 RELC所長)、 Dr.Ho Wah 

Kam (RELC研究員)、 Dr.Wil1yA. 

Renandya (RELC研究員)、 Ms.

Yolanda Beh (RELC情報センター長)

短期 岡本 進 香港 平成12年6月24日
香港大学及び香港スポーツ科学研

149， 795 
究所にて、体力トレーニング施設

"-'7月1日 の見学を行った。 また、香港中文

大学で開催された第 18回国際ス

ポーツバイオメカニクス学会に出

席するとともに、参加各国から、

スポーツトレーニングに関するパ

イオメカニクス研究についての資

料を収集した。

短期 長島律子 フランス、ノT ヰ強12年7月16日
パリの国立図書館にて、ジョルジ

366，055 
ユ・ベルナノスの小説の、登場人

リ・トゥーロン "-'8月5日 物のモデルとされるシャルコ、フ守

レモンの著作等を閲覧した。また、

ベルナノスが、 1930 年~ 1 9 

3 3年に滞在したトウーロン近郊

で、生前の作家を知る人物、地元

の研究者と面談するとともに、同

市立図書館で、当時の地方新聞か

ら、作家のこの地における生活状

況を調査するための手がかりを得

た。

(財)滋賀県大学等学術文化振興財団助成金交付一覧

・平成 12 ~ 1 3年度 ( 1件、 合計し 000千円)

事 業 名 金額

(寄付先)
氏 名 研究期間 研 究 課 題

(千円)

日常生活の様々な場面における水分
1，000 特定研究奨励助 寄本明 平期2桐月1日~

および電解質の損失量を把握し、補給飲成事業
平湖併用月31日 料について検討する。(大塚製薬(株))
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平成 11年度長期在外研修報告

石田法雄

研修課題:アメリカ合衆国における最近の「道元と親驚」に関しての研究状況の調査と資料収集、及

び、英文での著書出版の準備

研修地:アメリカ合衆国 (カリフォルニア州、スタンフォード大学、及び、マサチューセッツ州、

ハーバード大学)

研修期間:1 9 9 9年 7月10 日~ 1 0月 10日 (93日間)

研修内容:

アメリカの仏教学者、ハーバード大学 MasatoshiNagatomi前教授と、スタンフォード大学 Carl

Bielefeldt教授との面談を通して、最近の道元と親鷺の研究の調査を行うことを目的とした。そして、

両大学の研究所、図書館等で関係資料の収集を行い、英文著書を近く出版するための準備を行った。

スタンフォード大学とハーバード大学は、長く大学院生時代を過ごしたところなので、両校とも快く

こちらの申し出を受け入れ様々な便宜をはかつてくれた。

まず、 7月はスタンフォード大学を中心に CarlBielefeldt教授に連絡を取り、本人は不在であった

が、宗教学部に新設された StanfordBuddhist Centerと図書館等で、道元と禅に関しての最近の英文資料

収集にあたった。 Bielefeldt教授は、特に禅の日本曹洞宗開祖道元の専門家として日本でも著名で、あり、

道元研究の情報を得るには最適なアメリカの学者である。

8月に入ると、研修場所をマサチューセッツ州にあるハーバード大学へと移した。ハーバード大学

における宗教研究は古くから盛んであり、人文学部はもとより HarvardDivinity Schoolが大学の文系分

野における中枢学問の一役割を担ってきた。日本への影響も大きく、近代宗教学の先駆者岸本英夫は

大学院時代を過ごし、日本歴代のサンスクリット家の多くは Ingols教授から指導を受けた。また、The

Center for the Study ofWorld Religionsには各国からの研究者の訪問があり、この度もそこを訪れた。最

近では、神学者聞においても親驚研究が取り上げられ、当研究所を中心として日本からの専門家を招

待し、シンポジュームが開かれたりしている。

当初 MasatoshiNagatomi前教授と面談の予定であったが、体調を崩されており療養中であったので

お会いすることが出来なかった。そこで、大学付属図書館では世界最大級と評さている WidenerLibrary 

を中心として、中国・日本研究で著名な燕京研究所 Harvard-YenchingInsti同te とその付属図書館

Harvard-Yenching Libra旬、さらに HarvardDivinity School付属の Harvard司 AndoverLibraryで資料収集

を行った。その問、夏休みながら研究室に出勤されていた宗教学教授と個別に連絡をとり、最近の宗

教学の動向についての情報を得た。(ところで、 Nagatomi教授はこの春他界された。私が研修で訪れ
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た昨年の夏は自宅で療養されており面談して頂けなかった。しかし、奥様が私の滞在していたホテル

にお電話をくださり、受話器を先生に隠しながら二人の会話をしばらく聞かせてくださった。先生は

奥様に返事をしていらっしゃるだけであったが、それが最後となり、今でも胸に熱くこみ上げて来る

ものがある。)

8月の末にカリフォルニアに戻った。Bielefeldt教授との面談が可能になり、宿泊先をカリフォルニ

ア大学があるパークレー校と隣接する宗教学大学院 GraduateTheological Unionの Instituteof Buddhist 

Studiesの学生寮にある職員宿舎に移した。世界の宗教を学んでいる学生と食事をしたり話し合ったり

しながら、 Bielefeldt教授の都合がよい日にスタンフォード大学に通った。

この度は、資料収集というより、現在執筆中の著書の内容に関する相談を申し出た。道元と親驚に

関しての研究の主なテーマの一つは両者の個別性 (particularity)と普遍性・共通性 (universality)につ

いてである。例えば、道元に関しての個別性を表すキー・ワードは、曹洞宗、永平寺、禅、座禅、座

仏、倍り、頓悟、只管打座、身心脱落、修証一等、見性、非思量、 『正法眼蔵』、『弁道話』、『随聞記』、

『般若心経』等であろう 。一方、それに対しての親驚の個別性を表そうとすると、浄土真宗、本願寺、

念仏、信心、浄土、阿弥陀仏、法蔵菩薩、往生、回向(往相、還相)、横超、他力、本願、不可思議、

自然法爾、『教行信証』、『歎異抄』、『無量寿経』等となろう。そこで、両者の普遍性・共通性となると、

覚知体験、 Buddha、縁起、天台、本覚と言った角度から語られる。しかし、これらの個別性と普遍性

に関しての問題は、これからまだ整理し、検討し直さなければならない課題が残っている。

本研究のもう一つのテーマとして掲げているのは、道元と親鷺の教義にみられる社会性の問題であ

る。この点に関しては、それぞれの専門分野の学問において、あまり取り上げられていない。私自身

の今までの研究課題も形而上学的であったので、形而下の問題に触れるテーマを模索しているところ

である。そこで、今回の研究において社会性の問題がどこまで可能かということを考慮しながら作業

を進めているところである。出版予定書は、今まで発表してきた道元と親鴛に関しての英文論文を含

め、上記したテーマを取り入れながらの新しい論文を付け加え、近い将来出版する予定である。
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小栗裕子

自刑彦課題:I第二言語習得と動機づけとの関係について」

研修地:Vancouver， British Columbia， Canada 

研修期間:2 0 0 0 年 3 月 3 日 ~3 月 2 2日 (20日間)

事刑彦内容:

3月にパンクーパーで開催された、英語教育に関係する 3つの学会の年次大会に出席した。最初に

参加したのが、“ 22ndAnnual Language Testing Research Colloquium" (言語テスト研究学会)で、この学

会は、 TOEFLlTOEICを含む言語テストの妥当性や信頼性の問題、コミュニケーション及びリスニング

能力の妥当な測定法、コンピューターを利用したテスト開発といった内容の研究発表が中心である。

最近は TOEFLのコンピューター受験が可能になり、今までのペーパーと鉛筆によるテストとの比較も

検討され初めている。また、コンピューターでは TOEFLのリスニングにも写真などが導入されるよう

になり、その効果はどのようなものかといった研究(絵がヒントになるので、リスニングの助けにな

ると言われている)もなされている。

次に参加したのが、 "AmericanAssociation for Applied Linguistics: Annual Conference" 応用言語学会)

である。内容は多岐に渡り、各領域の専門性が高いのもこの学会の特徴である。主な領域を挙げると

Assessment and Evaluation (評価論)， Critical Linguistics (批判言語学)， Language and Culture (言語

と文化)， Discourse Analysis (談話分析)， First Language Acquisition (第一言語習得)， Language and 

Gender (言語と性)， ImmersionIBilingual Education (イマージョン・パイリンガル教育)， Literacy (識

字能力)， Language for specific Purposes (特殊な目的のための言語)， Language Socialization (言語の

社会化)， SecondlForeign Language Pedagogy (第二言語教授法)， Language PolicylPlanning (言語政策・

言語計画)， Interlingual/Cross-Cultural Pragmatics (比較語用論) ， Psycholinguistics (心理言語学)， 

Rhetoric and stylistics (修辞論・文体論) ， Language and Sociocultural Theory (言語と社会文化理論)， 

Second Language Acquisition (第二言語習得)， Sociolinguistics (社会言語学)， Language and Technology 

(言語とテクノロジー)，and Translation and Interpretation (翻訳と通訳)などである。英語教育に携わ

っている者として、これらすべての領域にある程度の知識が必要だと思われるが、これはなかなか難

しい。この学会のハイライトは、何といっても「第二言語習得Jのシンポジュームに「動機づけJ研

究では第一人者の RobertC. Gardnerが出席されたことだろう。第二言語としての英語教育の動機づけ

では基礎となる“Motivationalvariables in second language acquisition"をW.E. Lambertと 1959年に発表し

て以来、これまで 40年に渡り絶え間なく主要ジャーナルに研究論文を発表されているその姿勢は、誠

に敬服に値する。

最後に出席したのが、“Teachersof English to Speakers of Other Languages， 34th Annua1 Convention and 
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Exposition" (外国語使用者に英語を教える教師の学会)である。この学会は 30 0ページにもおよぶ

program bookがあり、これを見ながら大会 6日間のスケジュールを決めていくことになる。この中に

は“EducationalVisits"というツアーが組まれており、半日かけパンクーパー近郊大学の付属英語学校

や私立の英語学校の授業を見学できる。筆者はこのツアーに過去何度も参加しているが、自分たちの

授業を何のためらいもなく同業者(英語教師)に見せ、その後授業内容に関してコメントを求める前

向きな姿勢には、いつも感銘を受ける。

さて、この学会は前記二つのものと比較すると実践的な発表が多く、教える上でのヒントやアイデ

アを多く得る機会を与えてくれる。例えば、“Coop巴rativeleaming in ESL，"“Can error correction enhance 

oral proficiency?"“Practical ideas for ESLlEFL writing activities，"“Principles for successful c1assroom 

practice"の発表を聞いたが、どれも非常に示唆に富んだ、内容であった。特に最後の発表者は、かつて

大学院で教わった先生でもあり懐かしく拝聴した。筆者は、この先生から"Intemship"といわれる教育

実習のコースを受講し、実習中何度も冷や汗をかき、胃の痛くなる思いをした経験がある。その時は

経験不足で理解できなかったことも、今は納得しながら頭のなかに入って来た。実用的な発表は、現

場での教育に対する疑問点や問題点の質問が多く、 45分の発表時間はあっという間に過ぎていく。

このような中で、書き終えたばかりの Ph.D論文の要約を 2，3聞いたが、今まで 3，4年も費やし研

究した成果を、一時間たらずでまとめて説明するのは大変なことであったろう。こちらの発表からは、

研究の面で大いに刺激を受けた。

ところで、過去に二度この街を訪れたが、いずれも短期間であまり記憶に残っていない。今回 3週

間というかなり長期にわたり同じ場所に滞在して、過去には気がつかなかったカナダを見ることがで

きた。そこで最後に、「パンクーパーの英語Jについて感じたことを 2、3述べてみたい。パンクーパ

ーは、今日アジア系移民が多く(主に香港、台湾、インド、フィリピン)様々な英語が話されている

が、それらの多くは、我々日本人には比較的聞き易い英語と言えるだろう。もちろん話す場合も、こ

れだけ色々なアクセント(なまり)があれば、日本人のアクセントで何の抵抗もない。お互い第二言

語(例えば、台湾や香港からの移民)として英語を使っている場合もあり、それが何となく理解でき

るのである。このような環境におかれている地元の人も、アクセントのある、ブロークンな英語に慣

れているのであろう。筆者が、アメリカにいて話す英語と、この街で話す英語には明らかに緊張感に

差があった。「英語」の多様性についても考えさせられた 3週間である。
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岡本進

研修課題:今回の研修の課題は， XVill IntemationaI Symposium ofBiomechanics in Sports (第四回国

際スポーツバイオメカニクスシンポジウム)に参加して，各国における競技力向上のた

めの体力トレーニングに関する資料を収集することであった。

研修地:中華人民共和国(香港) 香港中文大学 (ChineseUniversity ofHong Kong) 

研修期間:2 0 0 0年 6月 24 日 ~7 月 1 日(8日間)

研修内容:

第 18回国際スポーツバイオメカニクスシンポジウム (XVill IntemationaI Symposium of 

Biomechanics in Sports)が香港中文大学 (ChineseUniversity ofHong Kong) を会場に 2000年 6月 25

日から 30日までの 6日間の日程で開催された。シンポジウムのトピックはスポーツバイオメカニク

スにおける基礎と応用，モデリング、シミュレーション、最適化，筋肉・骨格システム， トレーニ

ングとスポーツ用具，スポーツ障害とリハビリテーション，小児科と老人病学と多岐にわたってい

た。フィルムとコンビュータを利用した動作分析では水泳，サイクリング，テニス，武道などの競

技種目が取り上げられていた。 7つのキーノートレクチュアと 144の口頭発表の演題が24のセッシ

ヨンに分かれて熱心なデイスカッションが展開された。ポスターによる発表を含めると 260にもの

ぼる演題数であった。ワークショップでは香港で人気の高いバドミントン競技が取り上げられ，地

元香港から多数のバドミントン選手が参加していた。本シンポジウムの参加者は香港での開催とい

うこともあってかアジア系の人が目立ったが，シドニーオリンピックを控えたオーストラリアの発

表は 15演題を占めた。日本からの口頭発表は 8題で，ポスター発表は 8題であった。 4日目には名

古屋大学総合保健体育センターの桜井氏が IMotionAnalysis of Overhand Throwing: Past， Present， and 

FutureJと題してキーノートレクチャーを行った。桜井氏は基本的な動作であるオーバーハンドスロ

ーについて，これまでの動作分析の研究をふりかえり，近年のモデルの動力学を利用した 3次元に

よるイメージ分析について触れ，日本における投動作のバイオメカニクス研究について，新たなる

視点で再検討がなされた。

筆者の関心はボート競技の競技力向上に関するトレーニング法であるが，ローイングに関する演題

は7題あり，このうち 4題はオーストラリアからであった。この内の INetPower Production and 

Performance at Different Stroke Rates and AbiIities during Pair-Oar RowingJ の口頭発表では，異なるロー

イングレートが艇速，エネルギー出力，効率の変化などの変数との関連性について検討を加えた内容

で、興味深かった。また，今回のシンポジウムで、印象に残ったのは，プレゼンテーションの口頭発表の

ほとんどがパソコン画面(公式ソフトは PowerPoint)で行われていたことである。特に画期的だ‘ったの

はローイング中の動作や体操競技の宙返りの動作などが動画として取り込まれており， I動き」をテー
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マにするバイオメカニクス研究には願つでもない発表ツールであると感心させられた。

今回，本シンポジウムに参加してみて感じたことは，研究テーマが競技力向上を目的とするもの

よりも，人間の運動の strategyを究明し，傷害の予防やリハビリテーションに役立てようとするもの

が多いように思われた.これらは，外国の多くは若手にスポーツ科学よりもエンジニアをパックグラ

ンドにする研究者が多くなっており，そのため大学よりも医療施設などでスポーツを研究するケー

スが増えているということのようであった。

3日目の午後には市内にある「香港スポーツ研究所」への施設見学がプログラムされていた。日

本では現在国立スポーツ科学センターが建設中であるが，香港ではすでに政府が競技力向上の拠点

として，優秀なアスリートを輩出していた。この施設には，ハード面だけでなく，運動生理学をは

じめとして，医学，生化学，栄養学，理学療法，心理学などの専門家が常駐し， 一流アスリートの

サポート体制が整備されていた。

パワーポインターを駆使したプレゼンテーション

香港スポーツ研究所の施設見学
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長島律子

研修課題:ジョルジュ・ベルナノスの小説の社会背景、モデル研究、伝記的研究

研修地:フランス共和国 (パリ、トゥーロン)

研修期間:2 0 0 0年 7月 16 日 ~8 月 5 日 (2 1日間)

研修内容:

パリのフランス国立図書館にて

ベルナノスの小説の登場人物には、実在した一人、あるいは複数の人物から着想を得ているものが

多いといわれている。フロイトの師であった心理学者の J.M.シャルコ(1825・1893)、作家のH.ブレ

モン(1865・1933)らも、ベルナノスの小説にモデルを提供したと目される。これら、今では読まれるこ

とも少なくなり忘れ去られた感のある作家の作品を、閲覧し、資料として一部のコピーを持ち帰った。

トゥーロンとその近郊にて

ベルナノスは 1930年から 1933年にかけて南フランスの港町トゥーロンに住んでいる。ベルナノス

は生涯に数え切れぬほどの回数住居を更え、ーっところに落ち着くことがなかったことはよく知られ

ていが(後述する Dr.Navarraneによれば、 dromomanie、即ち絶えず動き回ったり旅行をしていなけれ

ば気の済まない病気であるという。)このときもトゥーロン付近でわずかの聞に、三つの屋敷を転々と

している。しかも、それは妻と 5人の子供 (6人目はこの地で生まれた)、妻の両親、飼っていた犬や

猫まで連れての引っ越しだ、った。またこのころ彼はすでに名を知られた小説家であったが、オートパ

イ事故(このときの負傷で、足に障害が残る)の後の精神的肉体的な苦痛もあって、著作が思うよう

に進まず、経済的に困窮していた。一家はスペインのマヨルカ島に移る直前までトゥーロンと隣町イ

エールの間の丘の中腹に建つ館に住んでいたが、ここの家賃を二ヶ月分滞納していたため蔵書を含む

家財道具一式が家主によって差し押さえられ、競売にかけられた。

以上のような大まかな事実関係は、ベルナノスの研究者によって記された伝記によって知られてい

たが、彼の生涯には未だ詳細には分かつていない点も多い。今回のトゥーロン滞在の目的は、 1)ベ

ルナノスに関する記録を図書館乃至資料館で探索し存在すればそれを閲覧すること、 2)ベルナノス

の住居などを訪れ当時の彼を知る人などから、直接に話を聞いて取材することであった。

1 ) 図書館での資料収集は、バカンスの時期で図書館が週に 2日午前中しか開館していなかった

り、マイクロフィルムになった資料の読み取り装置が恐ろしく旧式でほとんどまともに映らな

かったりで、困難を極めたものの、当時の地方新聞に掲載された公開の競売広告等調べること
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ができたが、ベルナノスのものを特定することはできなかった。ただ、当時活動していた差し

押さえに関わる法的執行人の氏名など、今後の調査の助けになる可能性のある情報は得られた。

また、(調査に関係はないが、)犯罪事件の記事に、今日のものとは違った、読者の好奇心をそ

そる小説的表現が用いられていることも発見したが、犯罪が頻繁に描かれるベルナノスの小説

世界の雰囲気と照らし合わせて興味深かった。

2 ) 実地の調査は、伝記に記されている集落の名 (Fenouillet) を頼りに、そこを通る路線パスを

見つけ出してベルナノスが 1933年8月まで住んでいた館を探しにゆくことから始まった。この

数件の家が散在するだけの小さな村で、偶然も幸いして生前のベルナノスを知っていたという

人物(ベルナノスの家主の甥に当たり、作家を父のように慕っていたという Vemier氏)に会っ

てベルナノスとその家族の話をき、ベルナノスが住んだ地中海を見下ろす美しいコロニアル様

式の館も見ることもできた。また Vemier氏から、トゥーロン在住で、ベルナノスのこの地にお

ける生活ぶりなどを取材している研究者の Dr.N avarranneを紹介されて面談し、大変興味深い話

を聞かされるとともに、当方の調べようとしている内容も話して、今後も連絡を取り合うこと

を約して分かれた。
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深見茂

研修課題:ドイツ語・ドイツ文学国際学会第 10会総会 (X.IntemationalerGerrnanistenkongres)に出席。

なお、今大会の総合テーマは『時代転換期-20世紀より 21世紀への転換途上期における

ドイツ語・ドイツ文学研究j(Zeitwende - Die Gerrnanistik auf dem Weg vom 20. ins 21. 

Jahrhundert)。

研修目的:いわゆる Kulturwissenschaftの実際を研修。

研修地:ウィーン(オーストリア共和国)。

研修期間:2 0 0 0年 9月10 日 ~9 月 1 9日(10日間)。

研修内容:

本学会は 1950年に創設され、 5年に一回開催されるが、 50周年記念大会の本年は、ドイツ語圏中心

機関の一つであるウィーン大学が担当した。 24の分科会に分かれて展開された数百の研究報告からなる

本学会の全像をお伝えする能力は、もとより当研修者にはない。ただ、開会式での諸挨拶や、何回か行

われた総合講演、総合討議等の雰囲気から判断して、次のようにはまとめ得ょう。

すなわち、現在ドイツ語学・文学、さらにはドイツ語文化圏、さらに延いてはおよそヨーロッパ大陸

文化圏が、グローパル化の名のもとに問答無用の文化一元化と世界支配を策謀するアメリカの攻勢を受

けて、日本ともども危機的状況に立たされていることは多言を要すまい。なかんづく、文学・語学など、

わけでも民族文化の根幹に直結する学問分野の受けているダメージは大きい。それ故、世紀転換期に立

つての精神科学のサーバイパルの模索、という、日本と同じ状況がこの学界を支配する空気であった、

と当研修者も、あえて断言してはばからないところである。

さて、当研修者は、特に第 17セクション、すなわち Literaturwissenschaftals Kul旬rwissenscha食(文化

学としての文芸学)を選んだ。これには当研修者なりの体験的必然性と好奇心があった。すなわち周知

の通り、「文化学jとは、一方ではデイルタイ、他方ではジンメルの系譜につながるドイツ伝統の学問

であり、特に五十年余り前、つまり敗戦直後の日本ではちょっとした流行語であった。当研修者自身は

未だ中学、高校生であったが、当時の大学生の口まねをして、ことあるごとに仲間うちでこの言葉を盛

んにしたり顔で、使っていた記憶がある。私事で恐縮だが、当研修者の家内などは「人文科学研究部jな

るクラブに入会、「文化学Jのドイツ語原語を刻んだ、バッジなんぞを胸につけ、同名の機関誌を発行し

て、自ら投稿までしていたという。但し、彼らのドイツ語の発音は rrリテラツールヴイゼンシャフト』

とみんな言うてたわ」と言った程度のいい加減なものではあったが、「イ可を書いても、この学問になる

のやjという先輩の言葉に乗せられて、中学生の家内は『元禄期における芸能について』とかを論じ、

その隣には高校生の先輩の『ニーチェ論Jが載っているという有様であった、と家内は回想している。
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つまり、いろいろ噴飯的現象を抱えながらも、あらゆる精神科学を統合しようとの思想が、まがりなり

にも当時の中学高校生にも受け継がれていたようである。

しかるに、ドイツ語圏で現在隆盛を見ている Kultur、~issenschaft というのは、アメリカ語の

CulturalStudiesの訳語なのである(それ故 Literaturwissenschaftenと複数表示もされる)。多民族植民地

国家の必然性から生まれたこの学聞が今、ドイツ語圏に流入して、ドイツ文芸学を総なめにしており(そ

のことは、この第 17セクションが余りに多彩であり、かつ報告希望者殺到のため、実に a丸cの三下位

分科会にさらに細分化され、いずれも活発盛会であったことからも明らかである)、セクションの司会

者の一人であった Engel教授は、最後の総括で、「この学問を、我々はドイツ文芸学活性化のための一

つにチャンスとしてとらえるべきであるJとまで断言していた。

ドイツ文芸学におけるこの学問の本質と意義とを定義することは、これ又、当研修者の能力を越える

が、要するに、あらゆる隣接諸学を交流させてドイツ文芸学研究に新分野を開拓しようとするもので、

かつてドイツ語教育における Landeskunde(総合的地域研究)の必要性がうるさく叫ばれたのと、同様

の趨勢である。報告には面白いものが多かった。たとえば、ゲーテの『マイスター』に登場するあの秘

密組織「塔の結社」、あれは実は国際的生命ないし傷害保険会社なのだ(当研修者にいわせれば「警備

保障会社」といったところか)、とする報告があった。つまり、神の加護への信頼が崩壊した 18世紀、

人間の安全を守るものは保険制度であり、「塔の結社jの登場は、まさにこの社会・精神状況の反映だ、

というわけである。ただし当研修者が「ゲーテは英国のロイド社のことを承知していたかjと質問した

ところ、その女性報告者はニコニコと、「え、ロイドってj、「これから調べますわJとの答で、基礎的

にはまだまだとも批判できるけれども、何事にも物怖じせぬ勢いに満ちており、いわゆる百花練乱、百

花斉放というのが、この学問の現状なのであろう。

なお、興味深いことにあらゆる社会・人文・精神諸科学の総合という点に関する限り、五十余年前に

当研修者が体験した「文化学Jの本質とも一致するのは、まことにふしぎで、学問に関するドイツ語概

念の持つ伝統の底力のようなものを感じたので、総括の席上、あえて発言し、その旨を感想として述べ

たところ若干の拍手があった。

ただし、当研修者のドイツ語理解力(聞き取り能力)の四十余年近い空白による退化と、老化による

脳味噌回転スピードの衰退とには我ながら目を蔽うほどのものがあり、貴重な県費により出張命令を拝

命した者として、内心まことに世'陀たる点多く、今後はやはり考え直したい。

なお、学会主催者の肝煎りによる諸企画のうち、国立オペラ劇場における、モーツアルトの『魔笛』

鑑賞会はさすが圧巻であった。自分は本当にヨーロッパに来ているのだなあ、とはじめて実感できた。

打ち明けて申せば、当研修者にとって、このオペラ体験が、今回の出張中の最大最高の収穫であったの

だが、余り大きな声で言えることではないので、最後にここでこっそり記しておく。所詮、学問だの学

会だのは、美や音楽の力の前には無に等しい。ゲーテのメフイストも言っているではないか、「だって

君、あらゆる学説なんぞは灰色に過ぎないが、人生の黄金の樹木は緑に輝いているんだよJと。
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「体」と「用jからみた親鷺の信心に関しての一考察

石田法雄

はじめに

日本、東洋の宗教思想を英語で発表・紹介するための一環として、親鷺の教義の中核となる信心を

とりまとめた。これは、近々出版予定の英文著書 rDogenand Shinranjに掲載する予定である。そこ

で、今回の研究成果は最終的なものではないが(さらに信楽峻麿新説を検討)、現段階においてとり

まとめた概要をここに報告する。なお、研究開始当初は、親鷲の信心を「体Jと「用Jという側面か

らの分析を試みたが、この報告書にみられるように、結果的には分析の領域をさらに広げていった。

序文

真宗でいう信心とは、覚知(目覚め)体験をいう。これは、仏教における基本教義に基づいた上に

おいて述べられるべく宗教体験を意味する。

Buddha， (past passive paロiciple;過去受身分調形)， is conjugated from the root verb <I budh， 

which means to "awaken，" "enlighten，" or "realize." Buddha therefore means "awakened，" 

"enlightened，" or "realized." When it is used in noun form the term means an "awakened one，" an 

"enlightened one，" or a "realized one" (覚者). 

「仏教 (Buddhism) とは、そのまま読み下すと「仏の教えJとなるが、実践的に解釈すると「仏にな

る教えjと読む。仏とは仏陀のことで、サンスクリット語でBuddhaと綴られ、動調の語根<Ibudhの

過去受身分詞形 (pastpassive participle)である。動調の<Ibudhは「目覚める;to become aware ofJ と

いう意味なので、 buddhaは「目覚められた;awakened， enlightened， or r巴alizedJ という意味になる。

さらに、 buddhaが名詞形として用いられると「覚者;awakened one， enlightened one， or realized oneJ 

という意味になる。

そこで、仏陀 (Buddha) とは、覚者(目覚めた人)を意味し、人類の歴史上インドの釈迦が最初に

仏陀になったので、釈迦のことを一般的に仏陀とよんでいる。故に、仏教とは、釈迦の教えであるが、

釈迦と同じように仏陀になる教えである。つまり、仏教は、仏陀と呼ばれている釈迦の教えを通して、

その弟子自らも仏陀になる教えで、仏陀とは釈迦に限らず、悟った人、すなわち、覚知体験を得た人

全てを指す。そこで、仏陀の悟りは法 (Dharma) であり、縁起 (pratitya-samutpada) の思想がその内

容であるが、解脱、脱自を体得するのに、その方法として八万四干の法門(方便)が説かれている。

つまり、悟りに到るにはさまざまな道がある。

究極的には、自らが自己の中に答えを見いだすもので、宗教的自己否定を通しての自己開発が勝義

において求められる。そこには、自己と全く異質なるものの媒介により救済がなされるというのでは

-217-



Academic R句portsof the University Center for Intercultural Education 

なく、縁起の道理を窮めることにより自己の覚証があり、仏道がある。 J

(石田法雄『宗教を考える』近代文芸社)

そこで、親驚の信心を様々な角度より検証する。

( 1 ) 

まことのこころ(真心)としての信心:真実心 (trueand real heartlmind) 

衆生にはもとより「まことのこころ」はなきが故、知来の「まことのこころjが私の上に成立して

くる。

「凡夫といふは、無明煩a悩、われらがみにみちみちて、欲もおほく、いかり、はらだち、そ

ねみ、ねたむこころ、おほくひまなくして、臨終の一念にいたるまで、とどまらず、きえず、

たえずと、水火二河のたとえにあらわれたり。 J ( r一念多念文意j2:618) 

そこで、親鷺は、

I I言護念増上縁者jといふは、まことの心をえたる人を、このよにてつねにまもりたまふ

とまふすことば也。 J ( r尊号真像銘文j2:590) 

「また往生の信心は釈迦・弥陀の御す、めによりておこるとこそみえてきふらへば、さりと

もまことのこ、ろおこらせたまひなんには、いかずむかしの御こ、ろのま、にてはさふらふ

べき。」

( r末燈紗j2:691-2) 

「それ、おもんみれば、信楽を獲得することは、知来選択の願心より発起す。皇止を開聞

(かいせん)することは、大聖こう哀の善巧より顕彰せり。 J ( r教行信証信巻j2:47) 

(真心 "阿弥陀仏から与えられた清浄で真実なこころ、即ち信心" 金子大栄注)

そこで、まことのこころ(真心)とは、弥陀より「たまわりたる」こころをいう。

「法然聖人のおほせには、源空が信心も如来よりたまはりたる信心なり。善信房の信心も如

来よりたまはらせたまひたる信心なり、きればたずひとつなり。 J ( r歎異抄j2:791) 

さらに、 『唯心紗文意』によれば、信心は仏性で、法性で、法身で、如来であるという。

「この信心すなわち仏性なり、この仏性すなわち法性なり、法性すなわち法身な

り. . . 0 J ( r唯心齢、文意j2:630よ)

つまり、信心とは如来そのもののあらわれ、如来のまことのこころが私の上に成立して来ることをい

う。これは「他力回向の信心jをいう。信心とは、たまわった信心を信じるのではなく、 「信心がた

まわることそのものJをとらえることをいう。

( 11 ) 

智慧としての信心

智慧の信'L、

「選択不思議の本願の尊号、無上智慧の信心をき、て一念もうたがふこ、ろなければ真実

信心といふ。 J ( r唯信齢、文意j2:624) 
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信心の智慧

「釈迦弥陀の慈悲よりぞ願作仏心はえしめたる

信心の智慧にいりてこそ 仏恩報ずる身とはなれJ (三四)

「智慧の念仏うることは 法蔵願力のなせるなり

信心の智慧なかりぜば いかでか浬繋をさとらましJ (三五) (r正像末和讃j2:520) 

智慧としての信心とは、わかってくる、見えてくる世界。確かに知らされてくる世界。往生一定の世

界。

てみら4
u
 

係関の
'
E
E
J
 

用「l

、
ノ
シ
」

(

体「
-面倒のつ一一の、じ信

信心(等正覚)

1. I体 essenceJ としての側面一法そのものとしての本体

真実心、まことのこころ、たまわりもの・・・浄心(cittaprasada) 

suchness， reality， thusness...tathagata如来

2. I用白nctionJ としての側面-自己を包み込む・法のはたらき、力用

智慧・・・覚知体験

rea1izing， awakening， enlightening 

( IV) 

二種深信(善導の『観経四帖疏散善義j1 :534) 

往生一定とわかってくる体験は二つの相反する要素から成り立っている。

1.機の深信

自己はずっとはるかな過去より迷いさまよい続けて来、とうてい救われる様な衆生ではないと

罪悪生死の凡夫であると深信する事。

自己の限界・罪悪性を知る・・・徹底的自己否定

地獄一定と認知する

「いづれの行もおよびがたき身なれば、とても地獄は一定すみかぞまし。 j

( r歎異抄j2:774) 

2.法の深信

この様な地獄が一定すみかであるというものでも、本願のはたらきで往生できると深信する事。

仏へ向かう心・・・発菩提心、願作仏心

「そのゆえは、往生の信心をまうすことは、一念もうたがふことの候はぬをこそ、往生

一定とはおもひて候へ。 J ( r親驚聖人血脈文集 性信への手紙j2:717) 

「よくよく案じてみれば、天におどり地におどるほどによろこぶべきことを、よろこば

ぬにて、いよいよ往生は一定とおもひたふべきなり。 J ( r歎異抄j2:777) 

地獄一定を感知したものが、往生一定を同時(即)に体験する。矛盾的構造をもっている。不可思議

の体験。通常の考えでは、地獄と浄土の方向は逆にあるが、究極的なる体験においては、逆対応的に
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正面から向かい合い、呼応し合っている。そこに、親驚的なる宗教体験の境地が開ける。故に、機の

深信と法の深信は、同時に成り立っている。

法だけで機のない人一知識のみで自己のものとなっていない

機だけで法のない人一自己破壊

(V) 

宗教体験としての信心

妙好人における例

三河田原のお園 (pp.29，31) 

善太郎(1782-1856)石見の有福温泉の近く下有福の人 (pp. 95， 108・110)

六連島のお軽 (H.Ishida" Myokοnin O-Karu and Her Poems ofShinjin Nagata & IABC) 

親驚における例

「まことにしんぬ。かなしきかな愚禿鷲、愛欲の贋海に沈没し、名利の太山に迷惑して、定

緊のかずにいることをよろこばず、真誼の誼にちかづくことをたのしまざることを。はずべ

し、いたむべしと。 J ( r教行信讃信巻』悲嘆述懐 2:80)

「浄土真宗に帰すれども、真実の心はありがたし

虚仮不実のわが身にて、清浄の心もさらになし

外儀のすがたはひとごとに、賢善精進現ぜしむ

貧膜蛇偽おほきゆえ、好許ももはし身にみてり

悪性さらにやめがたし、こころは蛇撒のごとくなり

修善も雑毒なるゆえに、虚仮の行とぞなづけたり

無↑斬無慌のこの身にて、まことのこころはなけれども

弥陀の回向のみ名なれば、功徳は十方にみちたまふj

( r正像末和讃』愚禿悲嘆述懐 2:527)

信心は、知来のまことのこころが自己の上において成立しているのを覚知することをいい、それを

覚知するには、自らの限界自己中心性を知り、徹底した自己否定の中で往生の自覚・智慧を得ること

をいう。自己と仏とは、二種ー具の関係にある。

機法一体、絶対矛盾的自己同一 (西田幾多郎)

自己の全てを投げ打ち(投げ打たさせしめられ)無我になったとき、弥陀の慈悲に包まれているの

を感知し、そしてまた、実は自分が気づかない以前より包まれ続けていたんだとさらに知らされる。

その時、自分は何ものかに包まれていると感じるその慈悲の働きが、自分の外から直接やって来たと

感得するが、個人の内側より起こっているものであると、結論づける。

これは岸本英夫のいう、神秘体験における「実体感jと共通する。

(岸本英夫『宗教現象の諸相j大明堂)
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効果的なリスニング習得法

小栗裕子

1 1年度は、リスニングと動機づけに関して、 10年度よりアンケート項目を増やし、理系学生を中

心にさらに詳しく能力別動機づけの違いについて探った。以下は『大学英語教育第 39回全国大会J(2000 

年 11月 3日沖縄国際大学)で筆者が発表する「理系学生のリスニング能力にみる動機づけの違いj

(Science Majors' Motivation and Their Listening Ability) についての要約である。

研究の目的

本研究では、英語を必修としている理系(工学部と環境科学部)の大学生の動機づけに焦点を当て、

彼らの間に(1)リスニングの能力別にみた違いはあるのか (2)あれば、それはどのような違いかにつ

いて考察した。

2 方法

被験者は、公立大学の理系を専攻している 1・2年生 189名(男性 142名・女性 47名)で、彼らをリ

スニングの能力別に分け、動機づけの強さをアンケート結果から因子分析し、比較考察した。アンケ

ート項目は EFLの学習環境に係わりがあると思われる 34の変数で、能力の判別には大学英語教育学会

作成の「英語基礎聴解力標準テストjの標準点を使用した。学生を能力別に上位群 65名、中位群 64

名、そして下位群 60名を抽出し、以下の表にまとめた。分散分析の結果三群には p<0.001で有意差

が見られ、これらの 3グループを異なった集団と見なした。

M SD 

上位群 (N 65) 63.69 4.30 

中位群 (N 64) 53.53 2.47 

下位群 (N 60) 43.55 4.30 

F 435.93 

P < 0.001 
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3 結果

189名全体を対象に因子分析を試み、五個の因子を得た(固有値は1.00以上を採用、累積寄与率48%、

因子負荷量は 0.4以上)。第一因子は 14個で、「ーしたいJr楽しい」といった自発的言語使用に関する

もの、第二因子は 6個で、英語を教科のーっとして捉えたもの、第三因子は 8個で、「ーには有利だJ

とか「ー必要だJのような自発性のない(社会的に要求された)言語使用のもの、第四因子は 3個で聴解

力向上に関するもの、そして自尊心に関する第五因子3個である。

また、各因子の因子得点を分散分析(多重比較)した結果、第一因子では上位群と下位群の聞にp<

0.01で有意差が、第二因子では上位群と中位群の聞に P<0.05で、第三因子では、中位群と下位群の

聞に P<0.05で有意差が認められた。

4 考察

この結果から、理系学生の動機づけには、リスニングの能力別にかなり違いがあり、それは英語を

教科のーっとして捉えるか、伝達の手段とすることを目的として学習しているかで、大きく左右され

ると言えるかもしれない。中位以下の学習者は、英語を数学や物理を学ぶように一つの教科として捉

える部分が多くあるのであろう。これがあるレベルに到達すれば、わかることが楽しくなり、「実用」

の領域を考えるようになるのかもしれない。下位群の学習者は、社会的に一般に言われている「ーす

れば有利だjといった目的が多くを占め、自発的に学ぶところが少なく、現状にとどまる原因になる

ものと思われる。
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文脈情報を取り入れた中国語簡体字の認識度

呉凌非

現代中国語の中に使われている漢字はいわゆる簡体字である。簡体字の多くは画数が簡略されたため、

形的には繁体字とは大きく異なってきている。そのために、繁体字になじんでいる日本人が中国語を勉強

するときに、新たに簡体字を習得する必要がある。ただし、簡体字と繁体字との間にある程度の関連性が

認められるため、一部の簡体字は容易に習得できるはずである。その一部の簡体字はどのようなものかを

知るためには、簡体字に対する認識度を調べなければならない。そこで、、本研究は日本人大学生を対象に

簡体字の認識度について調査を行った。そして簡体字の認識度を高めるために、文脈情報が役に立っかど

うかを検証し、文脈情報を与えたうえで新たに簡体字の認識度の調査を行った。

本研究ではまず中国語簡体字を次のように分類した。

類別 l単純画数簡略類

この類別の簡体字の特徴は部首あるいは字全体の画数が著しく減らされていることである。例:義→文

類別2発音借用簡略類

この類別の簡体字の特徴は部首あるいは字全体が発音が同じで、画数の少ない部首でもって当てられるこ

とである。例:補→キト

類別3字体相似簡略類

この類別の簡体字の特徴は簡略前と簡略後の字体が形的に似ていることである。例:熱→熱

類別 4 部首除去簡略類

この類別の簡体字の特徴は文字どおり、部首の一部を除去していることである。例:転→標

類別 5部首採用簡略類

この類別の簡体字の特徴は部首の一部を字全体の代わりに使うことである。例:肱→従

類別 6字体差異類

この類別の漢字は簡略字とは限らないが、書き方は日本語と中国語とでは微妙に異なっている。

例:骨→骨

類別 7連想簡略類

この類別の漢字は簡略されたというよりも新たに作られたものが多い。例:筆→宅

類別 8 同字体簡略類

日本語にも少なからぬの漢字が簡略されてきた。それらの簡略字が中国語のなかでも使われている。

例:学→学

類別 9 その他
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上の 8つ類別に該当しないものをこの類別に集めた。例:匝→擬声語

調査は 2回に分けて行った。 1回目の調査では、文脈情報を与えずに行ったが、認識度の結果は、図 l

の通りである。 2 回目の調査では、 i(児)解J 、 i(負)街j 、 fC軽)金属J、「重工 C~)J、「高(屋)建筑j 、

日十(刻)径詐jのように文脈情報を与えて調査を行った。その結果、図2のように文脈情報を与えた場

合の認識度が大幅にあがったことがわかった。

同字体簡略類 86.3% 同字体簡略類 91.2% 

字体差異類 73.3% 字体差異類 81. 7% 

字体相似簡略類 55.3% 字体相似簡略類 67.3% 

その他簡略類 26.6% その他簡略類 47.9% 

部首除去簡略類 23.7% 部首除去簡略類 55.3% 

連想簡略類 15.0% 連想簡略類 37.8% 

部首採用簡略類 13.8% 部首採用簡略類 46.2% 

単純画数簡略類 9.3% 単純画数簡略類 42.1% 

発音借用簡略類 5.6% 発音借用簡略類 45.46% 

図1.文脈情報なし 図 2.文脈情報あり

今回の調査を通して、簡体字の認識度についていくつかのことがわかった。文脈情報を与えない場合は、

簡体字と繁体字との聞に類似性が高ければ高いほど認識度が高く、画数が著しく減らされた漢字ほど認識

度が低い。文脈情報を与えた場合、全体の認識度が著しく高くなる。具体的に見れば、与えた文脈情報で

ある単語や熟語は日本語にも類似するものが見られれば、認識度が高い。例えば、 二文字では、「前進J(前

進)、「元句J(元気)、「子弥J(子孫)など、三文字では、「新品科J(新品種)、「閤羽信J(図書館)、「教科

有J(教科書)など、四文字では、 I二者拝-J (二者択一)、「冷涼食品J(冷凍食品)、「技木革新J(技術革

新)などの認識度が高く、逆に、「先賢J(先賢)、「負街J(負傷)、「陪峨臥J(陸戦隊)、「胸芙力J(購買力)、

「廿刻径詐J(計画経済)、「元銭屯波J(無線電波)などのなじみの薄い単語、熟語あるいは同一単語、熟

語内に複数の簡体字が含まれる場合、認識度が低くなる。中には、「秋叶原J(秋葉原)の認識度が極端に

低いということは意外である。今回の簡体字の認識度についての調査分析結果は今後の中国語教育に生か

されることが期待できる。なお、本研究の一部の内容は「漢語教学研究20 0 0年(春季号)Jにて発表済

みである。
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(r各年次終了時のアンケートjの結果の報告)

このアンケートは、外国語や外国語の授業について、受講生の考え方をありのままに問い、本学の外

国語教育の改善に役立てようとするものである。

今回の調査の対象は、平成11年度国際教育センター提供の外国語科目の受講者全員である。調査は、

環境科学部、工学部、人間文化学部の第一外国語(英語)および第二外国語(ドイツ語、フランス語、

中国語、朝鮮語)の全86クラス中75クラスにおいて、平成11年度授業の最後の 2週間にあたる平成12

年 1月21日から 2月3日の聞に行われた。回答総数はのべ2，194名であった。

[ 1 ]から【13]までの回答データの集計と取り纏めは、高橋信行助教授の助力を得て、石田法雄助

教授と長島律子助教授が担当し、 [ 15]の回答の集計と取り纏めは栗山稔教授が担当した。なおアン

ケートには他に [14]および[16]から [21]があったが、回答用紙の不具合のために正しく回答が

記入されていない恐れが大きかったので、集計結果の取り纏めを割愛した。

[ 1 ]性別

1.男

2. 女

【2]所属学部学科

1. 環境科学部環境生態学科

2. 環境科学部環境計画学科

3. 環境科学部生物資源管理学科

4. 工学部材料科学科

5. 工学部機械システム工学科

6. 人間文化学部地域文化学科

7. 人間文化学部生活文化学科

[3 ]このアンケートが行われる授業名(1)

1. 英語 I

2. 英語E

3. 英語皿

4. 英語N

5. 英語V

6. ドイツ語 I

7. ドイツ語E

8. ドイツ語皿
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1，206名 (55%)

988名 (45%)

223名 (10%)

484名 (22%)

268名 (12%)

271名 (12%)

265名 (12%)

272名 (12%)

416名 (19%)

405名

134名

433名

344名

30名

96名

90名

l名
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[4 ]このアンケートが行われる授業名(2 ) 

l フランス~~ 1 

2. フランスE苦E

3. フランスE苦皿

4. 中国語 I

5. 中国語E

6. 朝鮮語 I

7. 朝鮮語E

73名

53名

l名

185名

160名

18名

9名

[ 5 ]あなたは、この[クラスの]外国語についての自分の学力を、どの程度だと思っていますか。

第一外国語

1. 非常に高い 19名(1%) 

2. どちらかといえば高い 123名(8%) 

3. 普通 735名 (51%)

4. どちらかといえば低い 399名 (27%)

5. 非常に低い 159名(11%)

第二外国語

1. 非常に高い 88名 (12%)

2. どちらかといえば高い 265名 (35%)

3. 普通 243名 (33%)

4. どちらかといえば低い 113名 (15%)

5. 非常に低い 38名(5%) 

[ 6 ]あなたは、このクラスの授業について、全般的にどう感じましたか。

第一外国語

1. 非常に満足している 171名 (12%)

2. どちらかといえば満足している 544名 (37%)

3. どちらともいえない 532名 (36%)

4. どちらかといえば不満足である 154名(11%)

5. まったく不満足である 58名(4%) 

第二外国語

l. 非常に満足している 86名 (12%)

2. どちらかといえば満足している 265名 (36%)

3. どちらともいえない 243名 (33%)

4. どちらかといえば不満足である 113名(15%)

5. まったく不満足である 38名(5%) 

【7]あなたは、この授業に興味がもてましたか。

第一外国語

l. 非常に興味がもてた 178名 (12%)
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2. どちらかといえば興味がもてた 552名 (38%)

3. どちらともいえない 448名 (31%)

4. どちらかといえば興味がもてなかった 204名 (14%)

5. まったく興味がもてなかった 81名(6%) 

第二外国語

1. 非常に興味がもてた 109名(11%)

2. どちらかといえば興味がもてた 325名 (41%)

3. どちらともいえない 163名 (28%)

4. どちらかといえば興味がもてなかった 116名 (15%)

5. まったく興味がもてなかった 33名(5%) 

[8 ]あなたは、この授業の内容が理解できましたか。

第一外国語

1. 十分に理解できた 157名(11%)

2. かなり理解できた 720名 (50%)

3. あまり理解できなかった 510名 (35%)

4. まったく理解できなかった 59名(4%) 

第二外国語

1. 十分に理解できた 26名(3%) 

2. かなり理解できた 231名 (31%)

3. あまり理解できなかった 422名 (57%)

4. まったく理解できかった 74名 (10%)

【9]あなたは、この授業の教科書のレベルをどう感じましたか。

第一外国語

1. 難解すぎた 86名(6%) 

2. やや難解で、あった 365名 (25%)

3. 適当であった 821名 (56%)

4. やや平易で、あった 163名 (11%)

5. 平易すぎた 27名(2%) 

第二外国語

1. 難解すぎた 59名(8%) 

2. やや難解であった 239名 (32%)

3. 適当であった 419名 (56%)

4. やや平易であった 23名(3%) 

5. 平易すぎた 7名(1%) 

[10]教師は熱意をもって指導にあたったと思いますか。

1. そう思う 1，017名 (46%)

2. どちらかといえば、そう思う 655名 (30%)
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3. どちらともいえない

4. どちらかといえば、そう思えない

5. そう思えない

[ 11]あなたは、この授業にどの程度出席しましたか。

360名 (16%)

118名(5%) 

56名(3%) 

1. 全部あるいはほとんど全部出席 1，542名 (70%)

2. 3分の 2くらい出席 475名 (22%)

3. 半分くらい出席 117名(5%) 

4. 3分の lくらい出席 49名(2%) 

5. ほとんど欠席 23名(1%) 

【12] [設問 11で3か4か5と答えた人のみ]あなたがこの授業にあまり出席しなかった最大の理由

は何ですか。(いくつ答えてもかまいません)

1. 授業内容に興味がなかったから 31名

2. 出欠がとられなかったから 35名

3. 授業の準備ができなかったから 63名

4. 試験さえ受ければよいと思ったから 29名

5. 授業以外のことに忙しかったから 61名

6. その他 47名

[13]あなたは、この授業に意欲的に取り組みましたか。

1. 非常に意欲的に取り組んだ 117名(8%) 

2. どちらかといえば意欲的に取り組んだ 776名 (35%)

3. どちらともいえない 664名 (30%)

4. どちらかといえば意欲的でなかった 452名 (21%)

5. まったく意欲的で、なかった 122名(6%) 

【15]あなたは、本学の外国語の授業をよりよくするために、何をどうすればよいと思いますか。も

し意見や要望があれば、自由に書いて下さい。

この間には 573件の回答があった。回答者は第一外国(英語)を 2クラス、第二外国語(ドイツ

語・フランス語・中国語・朝鮮語のうち 1ヶ国語を選択)を 1クラス受講しているので、同一回答

者が3度回答できることになる。したがって明らかに同一回答者の同一回答と思われるケースが

何度かみられることになる。しかし集計に当たってはそれぞれの回答を 1件として、延べ数を示

すことにした。またこの間いに回答した者は一部の回答者に限られているが、同一回答者がいく

つかの意見を記入しているので、件数は比較的多くみえる。多くのアンケート回答者がこの意見

記入欄を空白にしているので、以下の数字がどれだけ全回答者の意見を代表しているかは分から

ない。また本来個々の担当教員に宛てられたという性質の意見が多く、概括的な集計になじまな

い意見が多いことを承知しなければならない。しかし、以下、概括的な項目をもうけて集計結果

を纏めることとする。どの項目に入れるかを迷う意見も、勿論、あった。
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0現状是認型の意見について 、 8 7 

現在の履修方法、履修内容について、「満足j、ー「分かりやすかった」、「楽しかったJ、「まあこ

んなものJ、「やむを得ない」など程度に大きな聞きはあるが、現状肯定(現状に対する諦め?)を

示す回答がこれだけの件数にのぼった。「要は学生のやる気、積極性Jの問題と考える回答。

0外国語の履修について

く外国語履修に積極的な意見〉

外国語の必修単位が少ない 8 

外国語の時間を多く 4 

英語の時間を増やす ー 3 

第二外国語の単位分英語を増やす 2 

第二外国語か英語の選択制に

第二外国語の代わりに英語w.vの単位を認める l 

第二外国語の授業時間を週2回に 3 

第二外国語は週2回1年間に 2 

外国語の種類をもっと多く(イタリア語、スペイン語 4

ロシア・モンゴル語を取れるように

1年と 2年では別の第二外国語を履修したい(浅く広く 1

く外国語履修に消極的な意見〉

英語も週 1回に減らす 2 

すべての外国語を選択に(やりたい者がやる) 1 5 

外国語全廃 1 

第二外国語は希望者だけがやる 6 

第二外国語廃止(ちょっとかじるだけだから) 1 

第二外国語は不用あるいは減らす 5 

くその他>

6 6 

第二外国語について「文法をマスターしてから読本へJ1、I1 . IIのレヴェル差が大き

すぎるJ2、また第一外国語について「英語 1(日本人教員担当)と英語II(母語話者教員担当)

との関連性を問うJ1があった。また「授業をNOVAに依頼J、「語学スクールよりはましJ

がそれぞれ lあった。
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0時間割配当・提供時数(コマ数)等について

時間割配置がl、2時限ばかりだった。3、4時限にしてほしい 9

時間割配置が3時限目だ、った。午後は眠くて困る 1 

再履修英語の時間配置(金5時限だけでは因る 1

第二外国語が希望どおりとれるように提供コマ数を多く 3 

5 0分授業にして、 1週の回数を増やす 4 

2 0 

外国語もセメスター制に(海外に出やすく) 2 

Oクラス編成について 5 2 

少人数化(20人以下に) 2 2 

第二外国語では「少人数でよかったJ1があった。また少人数化を求める意見の中に「外

国語に使用される教室が狭苦しいJ1があった。

講義内容別(スピーキング・ライテイング・リスニング・リーデイング別)編成

6 

目的別(実力養成型と娯楽型)に分けて編成 1 4 

「講義内容別編成・目的別編成jは、そのように編成した上で「クラスを自由に選択」と重

なっている。

能力別にクラスを編成

「英語が分からない者を前提にJ1があった。

1 0 

Oクラス編成に関連してクラス間格差について

担当者によりレヴェルの違いが大きすぎる

レヴェルをそろえる

統一教材にしてほしい

1 1 

q

J

n

L

n

h

U

 

0教材について

英会話教材

190 

3 0 

「日本語を使わない授業J5に対して「英語だけを使う授業ではついていけないJ1があ

り、「空港にて、レストランにてなど日常生活や海外旅行に実用的に役に立つ外国語をJiロ

ールプレイ的に」学習したいという意見が多い一方で、「ロールプレイは苦痛で精神的打

撃をこうむるJ1があった。

スピーキング(会話とは違う)教材 8 

デイ ベート、デイスカ ッション、発音練習を含む。
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リスニング教材

ライテイング教材

リーデイング教材

不要

必要

文法教材

不要

必要

1 5 

4 

1 

2 

4 

8 

いずれも第二外国語についての意見で、「もっと文法をきちんとやってほしいJ2を含む。

面白い教科書 2 2 

「テキストが楽しい物語でよかったJ2以外「面白いjの内容については不明であるが、

「教員の趣味では困るJ1に留意が必要。

新聞・雑誌を教材に 2 

英語資格試験準備の教材 5 

これに対しては「資格試験準備的なのはご免J1がある。

視聴覚教材 3 2 

映画、映像による文化情報、ピデオによる外国紹介を望む意見が多い。

歌の教材 7 

専門的な教材(学部・学科に直結した教材 7

「英語以外の科目でも外国人教師が授業すべきであるJ1があった。

教材の難易度

難しすぎる 2 2 

「難しいが面白かったJ1、「難しくて興味が持てないJ1、「科学的すぎて難しいJ1、「英

語が古くて難しいJ1を含む。

もっと難しく 1 0 

「高校のほうがレベルが高かったJ1を含む。
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その他「教科書は学生に選ばせるJ1、I1年間で完結する教材をJ2、「教材の応用の仕

方を知りたいJ1、「テキストの数が多すぎるJ1、「テキストが高価過ぎるJ1、「テキスト

の選択をもっと慎重にJ1、「自習教材の紹介J2、「イングリッシュアドベンチャーを聞い

て授業は聞かなかったJ1があった。

0成績評価・試験について 2 7 

テストをなくし、リポートにする 8 

小テストをもっと(毎回) 1 0 

テストよりも平常点で評価を 1 

テスト(練習問題)の正解をきちんと教えてほしい 2 

テストをもっと易しく 4 

発音のテストは出席表順では不公平

出席率だけで落とすな l 

0海外研修制度等 2 2 

海外留学制度の充実を(海外研修制度) 6 

留学生(ネイティヴ)との交流の機会を 1 6 

Oクラス運営に関して 1 0 

挙手制度をやめて欲しい 1 

課題の出しっぱなし 1 

課題を出してほしい(テープの聞き取りなど) l 

もっと盛り上がりがほしい 1 

授業に変化を l 

教師の授業計画・時間配分当の研究 3 

「無駄話を止めよj、「雑談が聞きたいJそれぞれlを含む。

外国語学習のメリットを教える 2 

0教員関係

外国人教員の増員を

教員の増員

外人教師も日本語の分かる人を

1 1 

2

1

4
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非常勤教員は質問がしにくいので減らして欲しい

ユニークな(カリスマ的な)先生を

1 

3 

「先生がよいと思うことをどんどんやって、先生聞の差を出してほしいjという意見だと

考えられる。

0個々の教員に対して 7 3 

多くの意見があったが、担当者個人が担当クラスのアンケートを読んで解決に努力すべき問

題であると考える。全体として「楽しい雰囲気j、「明瞭な話し方」、「明瞭な板書J、「公平な態度」、

「興味を引く授業の組み立てJ、「時間の厳守J、「質問のしやすさ」、などを求める意見が多いと言

える。

0その他 4 

「外国語で外国人と付き合うよりも日本語で日本人と付き合う方が大切J1、「学生にもアンケ

ートの結果を知らせるJ2、「外国語にもアンケートにも疲れたJ1などの意見があった。
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(前号以降)

【編著書】

Shigeru Fukami (Mitherausgeber): Storm-Essays aus japanischer Perspektive. Jubilaumsband aus Anlas des 

fiinfzehnjahrigen Bestehens der Theodor-Storm-Gesellschaft Japan. Hrsg. von H.Tanaka， S.Fukami und 

M.lshihama. Husum 1999 

【発表論文}

栗山 稔 1ウィリアム・ワーズワス評伝(1)J、 『国際教育センター研究紀要J、滋賀県立大学

国際教育センタ一、第4号、 1999年12月、 1-20

大谷泰照 120世紀の教訓一新しい異言語教育のために-J、 『国際教育センター研究紀要』、滋

賀県立大学国際教育センター、第4号、 1999年12月、 21-36

大谷泰照 1国際的にみた日本の学級規模」、 『学校運営』、全国公立学校教頭会、第464号、 2000

年3月、 6-11

大谷泰照 1大学英語教育の行方J、 『英語教育』、大修館書庖、第49巻第2号、 2000年5月、 10-1

大谷泰照 1グローパル化と多言語の共存j、 『立命館言語文化研究』、立命館大学国際言語文化研

究所、第12巻第2号、 2000年9月、 8-14

大谷泰照 1国際的にみた外国語教育の動向-21世紀の日本のあり方を考えるために-J、 『草土文

化』、草土文化社、第594号、 2000年10月、 112-24

Hoyu Ishida : Charcoal Has Been Lit， Shin Buddhist 5， Intemational Association ofBuddhist Culture & Nagata 

Bunshodo， Kyoto， March 2000， 111-8 

Hoyu Ishida: The Lineage ofCh'an:百leHistorian and the Believer， Academic Reports of the University Center 

for lntercultural Education， the University ofShiga Prφcture， No. 4， December 1999， 65-77 

Wa1ter Klinger : Unrehearsed Speaking Activities for Language Leaming， Academic Rξports of the University 

Center for Intercultural Education， the University of Shiga Prφcture， No. 4， December 1999， 79司 98

小栗裕子 1リスニング向上に効果のあるいくつかの要素3一向上度別にみた動機のづけの違い-J、

『国際教育センター研究紀要』、滋賀県立大学国際教育センター、第4号、 1999年12月、 99-108

深見 茂 1ゲーテの『ノヴ、エレj (一八二七)ードイツ短編篇小説の原像と命運-J、 『ゲーテ年

鑑』、日本ゲーテ協会、第41巻、 1999年10月、 19-34

深見 茂 IC.F.マイアーの『ペスカーラ寵絡』についてJr国際教育センター研究紀要』、滋賀
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県立大学園際教育センタ一、第4号、 1999年12月、 109-125

Ritsuko Nagashima : L'Histoire et la Fiction poぽ Bemanos，Academic Reports of the University Center for 

Interculturα1 Education， the University of Shiga Prφcture， No. 4， December 1999， 127・43

呉 凌非 1モダリティの視点から見る「了jの文法機能」、 f国際教育センター研究紀要J、滋賀

県立大学国際教育センター、第4号、 1999年12月、 145-52

呉 凌非 1日本大学生簡体字識別率j、 『漢語教学研究』、在日華人漢語教師協会、 2000年春季号

83-88 

高橋信行・津井 健二・中山 純一・小倉久直 1超音波を用いた高精度流砂量連続計測システムの

開発j、 『国際教育センター研究紀要』、滋賀県立大学国際教育センター、第4号、 1999年12月、

153-71 

亀田彰喜・吉田勝康 1管理会計情報に基づいた意思決定j、 『国際教育センター研究紀要』、滋賀

県立大学国際教育センタ一、第4号、 1999年12月、 173-86

岡本 進 1漸増漕運動中の換気関値と乳酸闘値との関連性についてj、 『国際教育センター研究紀

要』、滋賀県立大学国際教育センター、第4号、 1999年12月、 187-95

寄本 明、岡本 進、堀井大輔、佐藤智明 1ゴルフプレー中の暑熱障害発生に及ぼす脱水の影響J、

『国際教育センター研究紀要』、滋賀県立大学国際教育センター研究紀要、第4号、 1999年12月、

197-204 

伊丹君和、藤田きみゑ、寄本 明、古株ひろみ、横井和美、松井美紀子、藤迫奈々重、居原田玲香:

「看護作業姿勢からみた腰部負担の少ないベッドの高さに関する研究J、滋賀県立短期大学看護短

期大学部学術雑誌、第4号、 2000年4月、 21-7

【その他】

(印制物<翻訳、辞典、一般雑誌など>、口頭発表、講演、社会活動、地域社会への参加など)

Yasuteru Otani : Article ‘Jack Layton Homer，' Horner Fellowship Festschr折， Arizona Library Association， 

Arizona， October 1999，28-9 

大谷泰照:談話「欧米における異言語教育の新しい動向」、大学英語教育学会「海外の外国語教育j

研究会、関西外国語大学、 1999年12月18日

大谷泰照:解説「日本の外国語教育」、 『朝日中学生ウィークリーj、朝日学生新聞社、 1999年12月

19日

大谷泰照:解説「日本人は何処へゆく -21世紀を読む:受け身J、 『京都新聞』、 2000年1月9日

大谷泰照:シンポジアム 121世紀の英語教育はどうあるべきか」、信州豊南短期大学公開シンポジア

ム、信州豊南短期大学、 2000年1月23日

大谷泰照:時評‘Govemmentfor the People'、 『英語教育j、開隆堂、第52巻第 l号、 2000年1月、 I
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大谷泰照:論説「ココロの国際化」、 『味潟海J、アイ・システム、第27号、 2000年2月28日、 11-2

大谷泰照:編集 Sunshine English Course J， 2 & 3 (Revised Edition) 文部省検定教科書、開隆堂、

2000年2月、 109，111品111

大谷泰照:論説「学生を選ぶ一大学側の対応-J、 『学部教育再考』、民主教育協会、 2000年3月25

日、 50-1

大谷泰照:答申「言語学習の「適性J-外国語の学習成果と学習者の特性一」外交官試験廃止にかか

わる外務省研修所長の諮問に対する答申書、 2000年3月、 1-34

大谷泰照:シンポジアム「日本の言語教育政策を考えるj、日本言語政策学会春季大会、桜美林大学、

2000年4月22日

大谷泰照:講話 r20世紀の異言語教育をどう見るかJ、滋賀県高等学校英語研究会、滋賀県立大学、

2000年4月28日

大谷泰照:論説「世界の外国語教育:韓国一新時代を見据えた大胆な外国語教育政策」、 『英語情

報j、日本英語検定協会、 2000年5月、 46-9

大谷泰照、矢ノ浦勝之:解説「アジア諸国の小学校英語教育の現状」、 『総合教育技術』、小学館、

第55巻第4号、 2000年6月、 68-71

大谷泰照:企画協力「グローパル社会を英語で乗り切れ一求められる英語力とは-J、テレビ朝日

「ザ・スクープ」、 2000年6月 3 日 17:30~18:25 

大谷泰照:シンポジアム r21世紀の大学英語教育を考える一回顧と展望一」、大学英語教育学会関西

支部春季大会、仏教大学、 2000年6月10日

大谷泰照:講演「世界の異言語教育はどう動いているのかj、日本児童英語教育学会創立20周年記念

大会、大阪商業大学、 2000年6月24日

大谷泰照:時評 r50年目の Jackand Betty J、 『英語教育j、大修館書庖、第49巻第4号、 2000年7月、

83-4 

大谷泰照:論説「世界の外国語教育:台湾一手厚い教育予算を憲法に定めた先進的教育政策」、

『英語情報j、日本英語検定協会、 2000年7月、 40-3

Yasuteru Otani Presentation ‘Foreign Language Education in Japan--企oma Cross-cultural Perspective，' 

Conference on ELTeCS in East Asia， National Taiwan Normal University， Taipei， August 31， 2000 

大谷泰照:論説「世界の外国語教育:シンガポール一国民的統合と貿易立国を目指す独自の言語政

策Jr英語情報j、日本英語検定協会、 2000年9月、 42-5

大谷泰照:講演「異文化の接触一誤解と理解j、大阪YWCA講演会、大阪YWCA、2000年9月4日

大谷泰照:談話 121世紀の日本とアジア・ブロックJ、大学英語教育学会「海外の外国語教育j研究

会、奈良大学、 2000年9月6日

Yasuteru Otani : Address ‘Foreign Language Education in the 21st Century，' English Teachers' Association of 

ROC， National Taiwan Normal University， Taipei， September 20，2000 

大谷泰照:講演「日本人の言語意識をどうみるか一世紀末にあたってj、日本ハーデイ協会年次大会、
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仏教大学、 2000年10月28日

大谷泰照:企画協力「英語が会社にやってきたービジネスマンたちの試練-J、NHKスペシャル、

2000年10月28日21:00--21 :49 

大谷泰照:論説「世界の外国語教育:マレーシアー複合民族国家の民族語重視政策」、 『英語情報』、

日本英語検定協会、 2000年11月、 42-5

上村盛人:寄稿「ペイターと現代 Aestheticism& Hypertextual PaterJ、 『日本ペイター協会会報』、

第20号、 1999年10月、 11-2

石田法雄:寄稿「ポールの中にジョンを見たj、 『百lankY ou J ohn Lennonジョン・レノンへのメツ

セージ集/あの日から 10年』、ビートルズ・シネ・クラブ、 1991年10月9日、 139-40

石田法雄:講演 ITOEFL対策について」、第28回公開講座、ミシガン州立大学連合日本センター、彦

根、 1999年12月19日

Hoyu Ishida : Brief Report on the 10th European Shin Conference & the IASBS European District Conference at 

Oxford in 1998， Shin Buddhist 5， Intemational Association of Buddhist Culture & Nagata Bunshodo， Kyoto， 

March 2000， 9・12

石田法雄:講演 ITOEFL対策について」、第29回公開講座、ミシガン州立大学連合日本センター、彦

根、 2000年3月25日

石田法雄:講演「共生を考える一点から線への認識を通して-J、平成12年度滋賀県立大学公開講座、

2000年6月3日

石田法雄:講演 ITOEFL対策についてJ、第31回公開講座、ミシガン州立大学連合日本センター、彦

根、 2000年7月1日

石田法雄:講演「英文学と宗教学より学んだあれこれJ、平成12年度龍谷大学大学院英語英米文学会

研究発表会、龍谷大学大宮学舎、京都、 2000年9月15日

Hoyu Ishida Lecture 'Formation of Japanese Buddhism，' Seminar on Japanese Culture and Society， Japan 

Center for Michigan Universities， Hikone， October 10， 2000 

石田法雄:滋賀県TOEIC推進協議会委員

石田法雄:財団法人滋賀県国際協会評議員

石田法雄:財団法人国際仏教文化協会評議員・研究員

小栗裕子:発表「リスニング上達者にみられるいくつかの特質一理系の場合J全国英語教育学会第26

回埼玉研究大会、 2000年8月9日

深見 茂:財団法人祇園祭山鉾連合会理事長 2000年

長島律子:パリ第十大学文学博士号取得(学位論文 Bernanoset I'Histoire)、2000年4月25日

亀田彰喜:長崎大学博士号(学術)取得(学位論文 『水産物流通業者における経営情報システムおよ

び情報ネットワークに関する研究J)、 1997年3月31日

宮本 孝・岡本 進・佐藤尚武:山岳競技者の有酸素パワーが縦走タイムに及ぼす影響、第55回日本

体力医学会，富山国際会議場、 2000/9/20.

-238-



国際教育センター教員による学界ならびに社会における活動

岡本 進:講演と実技「運動とからだの仕組み 運動とストレッチング」、滋賀県レイカデイア大学

選択講座， 1999年11月15日

岡本 進:講演と実技「運動と心拍数J、滋賀県レイカデイア大学選択講座、 1999年12月6日

岡本 進:講演「生涯スポーツとしてのニュースポーツを考える一新しい種目の開発をめぐって-J、

滋賀県レイカデイア大学必修講座、 2000年7月6日

岡本 進:講演と実技「ニュースポーツのプログラムー学習発表会に向けてJ、滋賀県レイカデイア

大学選択講座、 2000年7月13日

岡本 進:講演と実技「運動の必要性と実際の動きについてJ、大津市健康推進員養成講座， 2000年9

月19日

岡本進:県スポーツ振興審議会16期委員

伊丹君和、藤田きみゑ、寄本 明、古株ひろみ、横井和美、松井美紀子藤迫奈々重:発表「看護作

業姿勢からみた腰部負担の少ないベッドの高さに関する研究」、第30回滋賀県公衆衛生学会、ピア

ザ淡海、 2000年2月16日

伊丹君和、藤田きみゑ、寄本 明、古株ひろみ、横井和美、松井美紀子，藤迫奈々重、北村隆子:発

表「ベッドメーキング作業における看護者が自覚した身体疲労とベッド高との検証」、第26回日本

看護研究学会学術集会、千葉市幕張メッセ国際会議場、 2000年7月28日

寄本 明:講演「運動生理とその実際J、能登川町健康づくり推進員養成講座、能登川町保健センタ

一、 1999年8月31日

寄本 明:講演「運動の生理学についてJ、今津町健康推進員養成講座、今津町保健センター、 1999

年9月17日

寄本 明:講演「健康づくりと運動」、健康推進員養成講座、サントピア水口、 1999年9月22日

寄本 明:講演「運動と健康についてJ、彦根市健康推進員養成講座、彦根市福祉保健センター、

1999年10月14日

寄本 明:講演「運動医学の基礎、健康づくりと運動J、八日市健康福祉センター管内 6町推進員養

成講座、八日市健康福祉センター、 1999年10月21日

寄本 明:講演「運動生理学J、健康推進員養成講座、サントピア水口、 1999年10月27日

寄本 明:講演「健康ウォーキング講座」、八日市市健康ウォーキング講座、八日市市布引運動公園

体育館、 1999年11月11日

寄本 明:講演「糖尿病予防のための運動j、糖尿病教室、能登川町保健センター、 2000年1月20日

寄本 明:講演 F生活習慣病予防としての運動j、生活習慣病予防教室、余呉町保健センター、 2000

年2月14日、 3月16日

寄本 明:講演・実技「糖尿病予防のための運動実践J、精尿病教室、能登川町保健センタ一、 2000

年2月15日

寄本 明:講演「あなたにとって今、なぜ運動が必要なのか」、能登川町健康教室、能登川町中央公

民館、 2000年2月19日
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寄本 明:ゲストコメンテーター「健康ウオークj、BBCテレビ「サンデーしが」、 2000年3月19日11

時00分~30分

寄本 明:オピニオン・言論「中高年の体力づくり」、毎日新聞、 2000年2月5日

寄本 明 r脈拍をとって最大脈拍の50%の強さであるく「さっさ歩きjでコレステロール・中性脂

肪値が低下J， r健康j， 2000年 1月号別冊， 20-1 

寄本 明 rとうがらしウオークダイエットの効果J， r~~Ej ， 2000年， 1月号， 200-5 

寄本 明 r歩いた後 1時間は何も食べないのが歩いた後も脂肪をよく燃焼させるコツJ， rゆほび

かj， 2000年 4月号， 64-5 

【滋賀県立大学特別研究費研究報告】

(本紀要に論文掲載分)

ウォルター・クリンガー:平成 11年度特別研究、研究課題「言語学習のための無言・イラスト・カ

ードゲームの有効性の研究」、 Effectsof Pictures on Memory & Learningと題して発表、 69-88
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